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ご注意

保証

HP製品、またはサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によっ

てのみ規定されるものとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。ここに

含まれる技術的、編集上の誤り、または欠如について、HPはいかなる責任も負いません。

ここに記載する情報は、予告なしに変更されることがあります。

権利の制限

機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HPからの

有効な使用許諾が必要です。商用コンピューターソフトウェア、コンピューターソフトウェアに関する文

書類、および商用アイテムの技術データは、FAR12.211および12.212の規定に従い、ベンダーの標

準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2002 - 2013 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は，Adobe Systems Incorporated(アドビシステムズ社 )の登録商標です。

Intel®は米国およびその他の国における Intel Corporationの商標です。

Javaは、Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

Microsoft®，Windows®は，Microsoft Corporationの米国登録商標です。

Oracle®は、Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

Unix®は，TheOpenGroupの登録商標です。
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ドキュメントの更新情報
このマニュアルの表紙には、以下の識別情報が記載されています。

l ソフトウェアバージョンの番号は、ソフトウェアのバージョンを示します。

l ドキュメントリリース日は、ドキュメントが更新されるたびに変更されます。

l ソフトウェアリリース日は、このバージョンのソフトウェアのリリース期日を表します。

更新状況、およびご使用のドキュメントが最新版かどうかは、次のサイトで確認できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals

このサイトを利用するには、HP Passportへの登録とサインインが必要です。HP Passport IDの登録

は、次のWebサイトから行なうことができます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

または、HP Passportのログインページの [New users - please register] リンクをクリックします。

適切な製品サポートサービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手い

ただけます。詳細は、HPの営業担当にお問い合わせください。
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サポート
HPソフトウェアサポートオンラインWebサイトを参照してください。

http://support.openview.hp.com

このサイトでは、HPのお客様窓口のほか、HPソフトウェアが提供する製品、サービス、およびサポート

に関する詳細情報をご覧いただけます。

HPソフトウェアオンラインではセルフソルブ機能を提供しています。お客様のビジネスを管理するのに

必要な対話型の技術サポートツールに、素早く効率的にアクセスできます。HPソフトウェアサポート

のWebサイトでは、次のようなことができます。

l 関心のあるナレッジドキュメントの検索

l サポートケースの登録とエンハンスメント要求のトラッキング

l ソフトウェアパッチのダウンロード

l サポート契約の管理

l HPサポート窓口の検索

l 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

l 他のソフトウェアカスタマーとの意見交換

l ソフトウェアトレーニングの検索と登録

一部のサポートを除き、サポートのご利用には、HP Passportユーザーとしてご登録の上、サインイン

していただく必要があります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP
Passport IDを登録するには、次のWebサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp
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はじめに
ALM Performance Centerは，HPのWeb対応グローバル・パフォーマンス・テスト・ツールです。この

ツールは，地理的に異なる複数の場所から同時に実行する複数のパフォーマンス・テストについて，

テスト・プロセスを能率化し，テスト効率を高めるように特別に設計されています。

このガイドでは ALM Performance Centerの使用方法について説明します。また，概念的な内容，

アプリケーションの詳しい操作手順，参考資料も紹介します。

本書の構成

本書の構成は次のとおりです。

部 説明

「パフォーマンス・テストの基礎」

(23ページ)
HP ALM Performance Centerの概要とパフォーマンス・テストの

手法を紹介します。

関連タスク： 「パフォーマンス・テストの実行方法」 (27ページ)

「パフォーマンス・テストのアセッ

ト」 (29ページ)
プロジェクト設定とパフォーマンス・テスト・アセットの定義方法につ

いて説明します。

関連タスク： 「テスト・アセットの管理方法」 (32ページ)

「パフォーマンス・テスト・デザイ

ン」 (67ページ)
パフォーマンス・テストのデザイン方法について説明します。

関連タスク： 「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ペー

ジ)

「パフォーマンス・テストの実行」

(191ページ)
パフォーマンス・テストの実行方法について説明します。

関連タスク： 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」

(195ページ)

「オンライン・モニタ」 (253ページ) パフォーマンス・テストの実行を監視するモニタの設定方法につい

て説明します。

関連タスク： 「モニタ環境のワークフローの設定方法」 (256ペー

ジ)

「実行環境の設定」 (313ペー

ジ)
仮想ユーザ・スクリプトの実行環境の設定方法について説明し

ます。

関連タスク： 「実行環境設定の構成方法」 (316ページ)

「My Performance Center 」
(353ページ)

パフォーマンス・テスト機能のパーソナライズ・ビューを作成する方

法について説明します。

関連タスク： 「My Performance Centerの使用方法」 (356ペー

ジ)
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部 説明

「Performance Centerの管理」

(445ページ)
Performance Center管理を実行する方法について説明しま

す。

関連タスク： 「Performance Center管理の使用方法」 (448ペー

ジ)

ALM ヘルプ

ALMヘルプは，ALMの使用方法を説明するオンライン・ヘルプ・システムです。ALM ヘルプには，次の

いずれかの方法でアクセスできます。

l ALMの［ヘルプ］メニューで［文書ライブラリ］をクリックすると，ALMヘルプのホームページが開きま

す。このホーム・ページには，主なヘルプ・トピックへのクイック・リンクが含まれます。

l ［ヘルプ］メニューで［このページのヘルプ］をクリックするとALMヘルプが開き，現在のページに関する

トピックが表示されます。

ALMヘルプのガイド

ALMヘルプは，次のガイドとリファレンスで構成されており，オンライン，PDF形式，またはその両方で

提供されています。PDFの表示や印刷には，Adobe Readerを使用します。Adobe Reader
は，Adobe社のWebサイト ( http://www.adobe.com/jp)からダウンロードできます。

リファレンス 説明

ALM ヘルプの使用方法 ヘルプの使用方法および編成方法について説明します。

新機能 最新バージョンのALMで新しく提供される機能について説明します。

ムービー 主な製品機能を説明する短いムービーです。

［ヘルプ］＞［ムービー］でアクセスできます。

Readme ALMに関する最新のお知らせと情報が含まれます。

HP Application
Lifecycle
Management
( ALM)ガイド 説明

HP ALM ユーザー

ズ・ガイド

ALMを使用してアプリケーションのライフサイクル管理プロセスのあらゆる段

階を整理し，実行する方法について説明しています。リリースの指定，要

件定義，テスト計画，テスト実行，および不具合追跡を行う方法について

説明しています。

HP ALM 管理者

ガイド

サイト管理機能を使用してプロジェクトを作成し保守する方法や，プロ

ジェクトのカスタマイズ機能を使用してプロジェクトのカスタマイズを行う方法

について説明します。
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HP Application
Lifecycle
Management
( ALM)ガイド 説明

HP ALM ラボ管理

ガイド

リモート・ホストでの機能テストとパフォーマンス・テストに使用するラボ・リソー

スを，ラボ管理 を使用して管理する方法を説明しています。

HP ALM ラボ管理

トラブルシューティン

グ・ガイド

HP ALM ラボ管理 で発生した問題のトラブルシューティングについて説明し

ます。

HP ALM チュートリ

アル

ALMを使ってアプリケーション・ライフ・サイクル管理プロセスを管理する方法

について，自分のペースで学べるガイドです。

HP ALM インストー

ルおよびアップグレー

ド・ガイド

ALMサーバをセットアップするためのインストールおよび設定のプロセス，また

プロジェクトのアップグレード・プロセスについて説明します。

HP ALM
Business Views
Microsoft Excel
Add-in User
Guide

ビジネス・ビューのExcelレポートを作成および設定する機能を備えた

Business Views Microsoft Excelアドインをインストールおよび使用する方

法について説明します。

Business Process
Testing ユーザー

ズ・ガイド

Business Process Testingを使用してビジネス・プロセス・テストを作成する

方法を説明しています。

HP ALM
Performance
Center ガイド 説明

HP ALM
Performance
Center クイック・

スタート

Performance Centerユーザが，自分のペースでパフォーマンス・テストの作成と

実行の概要を学べるガイドです。

HP ALM
Performance
Center ガイド

Performance Centerのユーザを対象に，パフォーマンス・テストの作成方法，ス

ケジュール設定方法，実行方法，監視方法を説明します。Performance
Centerの管理者を対象に，Performance Centerプロジェクトの設定方法，

管理方法を説明しています。

HP ALM
Performance
Center インス

トール・ガイド

Performance Center Server，Performance Center Host，他のPerformance
Centerコンポーネントの設定のためのインストール・プロセスについて説明しま

す。

HP ALM
Performance
Center トラブル

シューティング・ガ

イド

HP ALM Performance Centerで発生した問題のトラブルシューティングについ

て説明します。
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HP ALM ベスト・プラクティス・ガイド 説明

HP ALM Agile Testing Best Practices
Guide

アジャイルなテスト方針を実装する際のベストプラク

ティスを提供します。

HP ALM Business Process Models
Best Practices Guide

Business Modelsモジュールを使用する際のベストプ

ラクティスを紹介します。

HP ALM Database Best Practices
Guide

ALMをデータベース・サーバにデプロイする際のベスト・

プラクティスを提供します。

HP ALM Entities Sharing Best
Practices Guide

エンティティ共有のベスト・プラクティスを提供します。

HP ALM Project Planning and
Tracking Best Practices Guide

リリースの管理と追跡についてのベスト・プラクティスを

提供します。

HP ALM Project Topology Best
Practices Guide

プロジェクトを構築する際のベスト・プラクティスを提供

します。

HP ALM アップグレードのベスト・プラクティ

ス・ガイド

ALMのアップグレードを準備し計画する方法を提供

します。

HP ALM Versioning and Baselining
Best Practices Guide

バージョン管理の実装とベースラインの作成のための

ベスト・プラクティスを提供します。

HP ALM Workflow Best Practices
Guide

ワークフローを実装する際のベスト・プラクティスを提供

します。

HP ALM Performance Center
ベスト・プラクティス・ガイド 説明

HP Performance Center のベス

ト・プラクティス

Performance Center of Excellenceを効果的に構築および運

用するためのベスト・プラクティスを紹介します。

HP パフォーマンス監視ベスト・プ

ラクティス

テスト中のアプリケーションのパフォーマンス監視に関するベス

ト・プラクティスを紹介します。

HP ALM API
References 説明

HP ALM Project
Database
Reference

プロジェクト・データベースのすべてのテーブルとフィールドのオンライン・リファレン

スです。

HP ALM Open
Test
Architecture API
Reference

ALM のCOMベースAPI全体のオンライン・リファレンスです。ALMのオープ

ン・テスト・アーキテクチャを使用して，ユーザ独自の設定管理ツール，不具

合追跡ツール，自社開発のテスト・ツールをALMプロジェクトに統合できま

す。
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HP ALM API
References 説明

HP ALM Site
Administration
API Reference

サイト管理 COMベースAPI全体のオンライン・リファレンスです。サイト管理

APIを使用して，アプリケーションを編成，管理し，ALMのユーザ，プロジェク

ト，ドメイン，接続およびサイトの設定パラメータを保守できます。

HP ALM REST
API Reference
(テクノロジー・プレ

ビュー)

ALMのRESTベースAPIのオンライン・リファレンスです。REST APIを使用す

ると，ALMデータへのアクセスと操作が可能になります。

HP ALM COM
Custom Test
Type Developer
Guide

独自のテスト・ツールを作成し，そのツールをネイティブCOM開発ツールを使

用して ALM環境に統合するための完全なオンライン・ガイドです。

HP ALM .NET
Custom Test
Type Developer
Guide

DCOMクラスと .NETクラスの組み合わせを使用して，独自のテスト・ツールを

作成し，そのツールをALM環境に統合するための完全なオンライン・ガイドで

す。

トピックの種類

上記のALMガイドは，トピックごとに編成されています。主なトピックは，概念，タスク，リファレンスの

3つです。

トピックの種類 説明 使い方

概念 背景や説明，概念的な内容です。 機能に関して全般的な内容

を理解できます。

タスク 指示タスク：アプリケーションを操作して目的の

機能を実行するための詳しい手順を示しま

す。

タスクには，番号付きと番号なしの手順が含

まれています。

l 番号付きの手順：連続した順番に従って

タスクを実行します。

l 番号なしの手順：自己完結型の操作のリ

ストであり，任意の順序で実行できます。

l タスクのワークフロー全体を

理解できます。

l 番号付きの場合，手順に

従ってタスクを完了します。

l 番号なしの場合，操作を

個別に実行します。

ユース・ケース・シナリオ・タスク：特定の状況下

でタスクを実行する方法を事例で紹介しま

す。

現実的なシナリオにおいて，タ

スクを実行する方法を学習で

きます。
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トピックの種類 説明 使い方

リファレンス 一般的なリファレンス：参考資料の一覧と詳

しい説明が記載されています。

特定の内容に関するリファレン

ス情報を調べることができま

す。

ユーザ・インタフェース・リファレンス：特定のユー

ザ・インタフェースについて説明したリファレンス・

トピックが記載されています。通常の場合，製

品の［ヘルプ］メニューから［このページのヘルプ］

を選択すると，ユーザ・インタフェースのトピック

が開きます。

1つまたは複数のユーザ・イン

タフェース要素 (ウィンドウ，ダイ

アログ・ボックス，ウィザードな

ど)に入力する内容や使用方

法に関する情報を調べること

ができます。

トラブルシュー

ティングと制限

事項

トラブルシューティングと制限事項：よく発生す

る問題とその解決方法，機能や製品領域の

制限事項を説明したリファレンス・トピックが記

載されています。

機能を初めて使用する場合

やソフトウェアの操作で問題が

発生した場合に，重要度の

高い問題に関して理解を深

めることができます。

その他のオンライン・リソース

［ヘルプ］メニューから，次のオンライン・リソースも利用できます。

リソース 説明

トラブルシュー

ティングとナレッ

ジ ベース

HP Softwareサポート Webサイトのトラブルシューティングのページにアクセスしま

す。このページでは，セルフ・ソルブ技術情報を検索できます。［ヘルプ］＞［トラブ

ルシューティングとナレッジ ベース］を選択します。このWebサイトのURL
は，http://support.openview.hp.com/troubleshooting.jspです。

HP Software
サポート

HP Softwareサポート Webサイトを開きます。このサイトで，セルフ・ソルブ技術

情報を参照できます。また，英語版のサイトでは，ナレッジ・ベースの参照，独

自の項目の追加，ユーザ・ディスカッション・フォーラムへの書き込みや検索，パッ

チや更新されたドキュメントのダウンロードなどを行うこともできます。［ヘルプ］＞

［HP Softwareサポート］を選択します。WebサイトのURLは
http://support.openview.hp.com/です。

l 一部のサポートを除き，サポートのご利用には，HP Passportユーザとしてご

登録の上，サインインしていただく必要があります。また，多くのサポートのご

利用には，サポート契約が必要です。

l アクセス・レベルに関する詳細は，次のWebサイトにアクセスしてくださ

い。http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

l HP Passport IDを登録するには、以下のWebサイトにアクセスしてくださ

い。http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html (英語サイト )

HP Software
Web サイト

HP SoftwareWebサイトにアクセスします。このサイトでは，HPソフトウェア製品

に関する最新の情報をご覧になれます。新しいソフトウェアのリリース，セミナー，

展示会，カスタマー・サポートなどの情報も含まれています。［ヘルプ］＞［HP
Software Web サイト］を選択します。このWebサイトのURL
は，http://support.openview.hp.com/です。
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リソース 説明

アドイン アドイン・ページからは，HPおよびサードパーティー・ツールとの統合と同期に関す

るソリューションを入手できます。

ツール ［ALM Performance Centerツールのアドイン］ページが開きます。このページから

は，ALMと伴にALM Server上にインストールされるHPおよびサードパーティが

提供するツールとの統合と同期に関するソリューションを入手できます。

ALM の拡張機能のガイド

拡張機能は，HP ALMに追加機能を提供します。ALMの拡張機能のライセンスをお持ちの場合

は，プロジェクト単位で拡張機能を有効にすることで，追加された機能を利用することができます。

拡張機能の有効化の詳細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を

参照してください。

ALM 11.52で利用可能な拡張機能の一覧表示や，ALMの拡張機能に関するドキュメントのダウ

ンロードは，HP ALMアドイン・ページ( ［ヘルプ］＞［アドイン］からHP Application Lifecycle
Managementアドイン・ページにアクセス)を参照してください。
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HP ALM Performance Center の概要

HP ALM Performance Centerは，グローバル・クロスエンタープライズ・パフォーマンス・テスト・ツールで

す。このツールにより，場所を移動する必要なく，地理的に異なる場所から同時に実行する複数の

パフォーマンス・テストを管理できます。Performance Centerは，パフォーマンスのテストに対する内部

のニーズをすべて管理します。Performance Centerを使って，Web経由でアクセスできる一元集中

管理された場所から，リソースの割り当てやスケジュール設定を含む大規模なパフォーマンス・テスト・

プロジェクトに関するすべての側面を管理できます。Performance Centerは，テスト・プロセスの合理

化，リソース・コストの削減，操作効率の向上を支援します。

Performance Centerでは，HPの仮想ユーザ・テクノロジを使用して，Webサーバまたはアプリケーショ

ンに負荷が生成されます。各仮想ユーザは，仮想ユーザ・スクリプトで定義する一連のステップ(ハイ

パーリンク・ステップ，フォームの送信ステップなど)に従います。仮想ユーザ・スクリプトの設計に当たっ

ては，アプリケーションにおける一般的なユーザ操作をエミュレートするように設計します。

仮想ユーザは，専用のホスト・マシンで実行されます。各ホスト・マシンでは，多数の仮想ユーザが実

行されます。仮想ユーザを同時に実行することで，何万人ものユーザが負荷をかけたのと同じ状態を

生成します。Performance Centerは，仮想ユーザの実行中にサーバの応答時間データを収集しま

す。

Performance CenterのAnalysisツールは，負荷テストの実行中でも実行後でも利用でき，負荷が

かかった状態でのアプリケーションのパフォーマンスの全体像を明確かつ簡潔に示します。

Performance Centerは，パフォーマンスのボトルネックの特定に役立ちます。また，システムがどの程度

のユーザ数まで対応できるかを判断することもできます(この数は，アプリケーション・パフォーマンスの低

下が始まる「限界点」になります)。これらの情報は，アプリケーションの負荷許容量を拡大するため

の対策の手がかりになります。

さらに，Performance Centerから得られる情報を利用して，システムに対する負荷がサービス・レベ

ル・アグリーメント ( SLA)やビジネスにとって重要なその他のパフォーマンスしきい値にどのように影響す

るかを分析できます。

Performance Centerには，システム上の次の利点があります。

l パフォーマンス・テスト手順を詳細に段階的に指示します。

l 誰でも場所や時間を問わず，リモート・テストが実行でき，移動する必要がなくなります。

l 連続するテストを並列処理することで，複数のテストを同時に実行できます。

l Webサーバを介して，どこからでもリモートで管理できます。

l パフォーマンス・テスト，スクリプト，リソースのすべてを管理できるシステムです。さらに，テスト・ラボを

重複せずにテスト環境を一元管理できるため，コストが削減され，時間を短縮できます。

l リモート・コンサルティングやオンライン・サポートなど，サービスのサポートをWebから入手できます。

パフォーマンス・テストの実行方法の詳細については，「パフォーマンス・テストの実行方法」 (27ページ)
を参照してください。
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パフォーマンス・テストの実行方法

このタスクでは，アプリケーションでパフォーマンス・テストを実行する方法について説明します。

注 :パフォーマンス・テストの実行方法を例示するムービーを表示するには，ALMのメイン・ウィン

ドウで［ヘルプ］＞［ムービー］を選択します。

パフォーマンス・テストの詳細については，「HP ALM Performance Centerの概要 」 (26ページ)を参照

してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「テスト・アセットの作成と追加」 (27ページ)

l 「パフォーマンス・テストのためのタイムスロットの予約」 (27ページ)

l 「パフォーマンス・テストのデザイン」 (27ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行，監視，結果の表示」 (27ページ)

1. テスト・アセットの作成と追加

詳細については，「テスト・アセットの管理方法」 (32ページ)を参照してください。

2. パフォーマンス・テストのためのタイムスロットの予約

詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してくださ

い。

3. パフォーマンス・テストのデザイン

詳細については，「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ページ)を参照してください。

4. パフォーマンス・テストの実行，監視，結果の表示

詳細については，「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)を参照してくださ

い。
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第2章: テスト・アセット -概要

本章の内容

テスト・アセットの管理方法 32
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テスト・アセットの管理方法

次の手順では，プロジェクトの設定とテスト・アセットの追加方法を説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの実

行方法」 (27ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「プロジェクトの設定」 (32ページ)

l 「仮想化サービスを含むプロジェクトの作成 -オプション」 (32ページ)

l 「VuGenスクリプトのアップロード」 (32ページ)

l 「テスト対象アプリケーションのトポロジの設計」 (32ページ)

l 「テストを監視するモニタ・プロファイルの作成」 (32ページ)

プロジェクトの設定

すべてのPerformance Centerプロジェクトのモニタ，実行環境設定，タイムアウト，全般およびデバッ

グ情報オプションを設定できます。詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

仮想化サービスを含むプロジェクトの作成 -オプション

仮想化サービスを含むプロジェクトを作成して，これらのサービスをVuGenスクリプトに統合できます。

詳細については，『HP Service Virtualization User Guide』を参照してください。

VuGenスクリプトのアップロード

HP Virtual User Generatorを使用して仮想ユーザ・スクリプトを作成したら，ALMにアップロードする

必要があります。詳細については，「VuGenスクリプトをアップロードする方法」 (34ページ)を参照してく

ださい。

テスト対象アプリケーションのトポロジの設計

トポロジ機能を使用して，テスト対象アプリケーションのトポロジを設計できます。詳細については，

「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)を参照してください。

テストを監視するモニタ・プロファイルの作成

サーバ・リソースを監視するには，テストのモニタの設定を行う必要があります。これらのモニタ設定は，

プロジェクトの任意のパフォーマンス・テストに使用できるモニタ・プロファイルとして保存できます。モニ

タ・プロファイル作成の詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参

照してください。
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Vuser スクリプト

パフォーマンス・テストを実行すると，仮想ユーザ( Vusers)が同時にアプリケーションにアクセスしてサー

バに負荷をかけます。アプリケーションへのアクセス時に仮想ユーザが実行する実際のステップは，仮

想ユーザ・スクリプトに記述されています。各仮想ユーザは，1つの仮想ユーザ・スクリプトに記録され

たアクションを実行します。

仮想ユーザ・スクリプトのデザインにあたっては，アプリケーションにおける一般的なエンド・ユーザ操作

をエミュレートするようにします。たとえば，Webサイトのパフォーマンス・テストを行う場合は，仮想ユー

ザ・スクリプトがURLにアクセスしたり，リンクをクリックしたり，フォームを送信したりして，実際のユーザ

をエミュレートします。負荷テストを作成するときは，仮想ユーザに仮想ユーザ・スクリプトを配布しま

す。

たとえば，Webサイトのテストの場合は，ホームページにアクセスする実際のユーザをエミュレートする

仮想ユーザ・スクリプトを実行する仮想ユーザの部分，検索クエリを実行するスクリプトを実行する部

分，注文フォームの完了をエミュレートする部分を指定できます。

仮想ユーザ・スクリプトを取得するには，HPのVirtual User Generator( VuGen)を使ってスクリプトを

記録し，それらをALMにアップロードします。

Performance Centerは，Webサイトの負荷テストだけでなく，非 Web環境で負荷テストを実行する

場合にも使用できます。たとえば，WAP，Real，Oracle NCAなどのアプリケーションのテストを実行で

きます。サポートされるプロトコルの詳細については，『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガイド』

を参照してください。

VuGenスクリプトをALMにアップロードする方法についての詳細は，「VuGenスクリプトをアップロード

する方法」 (34ページ)を参照してください。

VuGen パラメータのAUT パラメータへのマッピング

仮想ユーザ・スクリプトにVuGenパラメータを設定する場合，AUT環境パラメータを定義できま

す。AUT環境では，テストに使用する環境データをパラメータ化することで，テスト実行をより動的に

できます。同じロジックを使用するが，異なるAUT環境パラメータが必要になる複数のさまざまなスク

リプトを定義し，実行しなくても，特定のAUT環境設定を準備するだけで，ALMがその設定を実

行時にスクリプトに挿入します。ALMは環境をデプロイし，テストを実行する際に，AUT環境設定に

定義されたパラメータ値を使用します。

AUT環境の使用方法の詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイ

ド』を参照してください。

VuGen スクリプトをアップロードする方法

このタスクでは，VuGenスクリプトをALMにアップロードする方法を説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「テスト・アセットの管理方

法」 (32ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。
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l 「前提条件」 (35ページ)

l 「VuGenスクリプトのALMへのアップロード」 (35ページ)

1. 前提条件

VuGenでスクリプトを作成します。詳細については，『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガ

イド』を参照してください。

注 :サービス仮想化：

n テストでビジネス・プロセスの記録中にサービスの実行が必要な場合は，HP Service
Virtualizationを同時に開き，仮想化サービスをデプロイします。通常どおり，スクリプトを

記録します。

n テスト対象のアプリケーションで仮想化サービスに対する呼び出しを指定すると，2つの主

要なシナリオをカバーできます。

o サービスを使用するアプリケーション・コンポーネントは，コードまたは設定ファイルに組

み込まれます。この場合，テスト対象のアプリケーションでコードを更新するか設定ファ

イルを更新して，新しいURLを指定します。

例：

.NETデスクトップ・アプリケーションはWebサービスを使用し，URLは定数を使

用して設定されます。stringURL = http://hp.com

サービスまたはバック・エンド・コンポーネントはWebサービスを使用し，URLは
app.configファイルで設定されます。

o サービスはUDDIまたは他のレジストリ・コンポーネント ( Systinet)にアクセスして消費

され，URLは実行時に取得されます。この場合，UDDI/Systinetのエンド・ポイント

URLを更新します。

2. VuGenスクリプトのALMへのアップロード

スクリプトは次のいずれかの方法でアップロードできます。

n テスト計画モジュールからスクリプトをアップロードします。

o VuGenスクリプトをローカルに保存します。スクリプトは ZIP形式で保存し，テスト・スクリプ

ト・フォルダにすべてのファイルが含まれている必要があります。

o テスト計画モジュールのツールバーで，［VuGen スクリプトのアップロード］ ボタンをクリック
します。

o 保存先フォルダ，アップロードするスクリプトおよびアップロード・オプションを選択します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［VuGenスクリプトのアップロード］ダイアログ・ボック

ス」 (36ページ)を参照してください。

n VuGen から ALM にスクリプトをアップロードします。

VuGenからALMへのVuGenスクリプトのアップロードの詳細については，『HP Virtual User
Generatorユーザーズ・ガイド』 のALMへのVuGenスクリプトの保存に関する項を参照してくだ

さい。
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VuGen スクリプト管理のユーザ・インタフェース

本項の内容

［VuGenスクリプトのアップロード］ダイアログ・ボックス 36

［VuGen スクリプトのアップロード］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，VuGenスクリプトをALMにアップロードできます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画モジュールのツールバーで，［VuGen スクリプトのアップロード］
ボタンをクリックします。

重要な情報 l ［VuGenスクリプトのアップロード］ダイアログ・ボックスは，VuGen スクリプトのアッ

プロードのみを目的としています。VuGenスクリプトはローカルで保存し，ZIP形

式で，テスト・スクリプト・フォルダにすべてのファイルが含まれている必要がありま

す。

l QuickTest( UFT GUIテスト )または Service Testテストのアップロードは，

［VuGenスクリプトのアップロード］ダイアログ・ボックスでは実行できませ

ん。QuickTest( UFT GUIテスト )または Service Testテストをアップロードするに

は，関連する製品のユーザーズ・ガイドを参照してください。

関連タスク 「VuGenスクリプトをアップロードする方法」 (34ページ)

参照情報 「Vuserスクリプト」 (34ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。
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UI 要素 説明

選択した VuGenスクリプトを指定した保存先フォルダにアップロードしま

す。

フォルダの選択 アップロードしたスクリプトの保存先フォルダ。

注：フォルダ名にスラッシュ( /)を含めることはできません。詳細については，

「トラブルシューティングと制限事項」 (37ページ)を参照してください。

スクリプトの選択 5つまでのスクリプトを選択できます。

注：スクリプトはローカルで保存し，ZIP形式で，テスト・スクリプト・フォルダ

にすべてのファイルが含まれている必要があります。

スクリプトが存在する

場合

保存先フォルダにスクリプトがすでに存在する場合のアクション。

l スクリプト名を自動的に変更：スクリプトに自動的に別の名前を付けま

す。

l 既存スクリプトを上書き：既存スクリプトを上書きします。

アップロード方法 スクリプトのアップロードに使用する方法。

l すべてのファイルをアップロード：.zipファイルに含まれるすべてのファイルを

アップロードします。このオプションを使用すると，アップロードに長い時間

がかかります。

l 実行時ファイルをアップロード：実行環境ファイル(スクリプト，実行環境

設定，パラメータなど)のみがアップロードされます。

［バージョン設定］＞

［チェックアウト状態

を保持］

バージョンが有効になっているプロジェクトの場合，アップロードされたスクリプ

トのチェックアウトを保持します。

バージョン管理：スクリプトをアップロードすると，チェックインするまでユーザの

みが利用できます。スクリプトをチェックインすると，他のユーザもスクリプトに

アクセスできます。

メッセージ アップロードしたスクリプトに関するメッセージとコメントを入力できます。

トラブルシューティングと制限事項

本項では，VuGenスクリプトのアップロードのトラブルシューティングおよび制限事項について説明しま

す。

l VuGenスクリプトをアップロードするフォルダの名前にスラッシュ( /)が含まれていると，［VuGenスクリ

プトのアップロード］ダイアログ・ボックスを使用したアップロードはできません。フォルダをスラッシュ( /)
を含まない名前に変更するか，スクリプトをVuGenからアップロードします。
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トポロジの概要

ALM Performance Centerでは，テスト対象のアプリケーションのトポロジ( AUT)が明確に示されるよ

うになり，HP SiteScopeとの統合を使用してパフォーマンス・モニタを定義するためのインタフェースとし

て使用できるようになりました。

トポロジを使用すると，次のことが行えます。

l Performance Center hostおよびホスト・プールに類似した AUTホスト・プールにグループ化される

テスト対象のアプリケーション( AUT) ・ホストのインベントリを管理します。

l テストされた環境を視覚的に把握します。

l ベスト・プラクティス・モニタ・テンプレートを使用して，モニタを設定します。

l SiteScopeの監視しきい値に基づいてトポロジ・ノードのステータスを強調表示して，実行時のパ

フォーマンス問題を特定します。

SiteScopeユーザ・インタフェースは，ALM Performance Centerでホストされ，ALM Performance
Center側で追加の監視設定を行う必要がなく，ユースケース指向のアプローチで SiteScope機能

を使用できます。

実行時，包括的な SiteScopeモニタ・データとAUTスキーマは ALM Performance Center実行画

面でさまざまなモニタ・グラフで表示され，測定値の名前を特定，フィルタ処理できます。

トポロジ・デザインの詳細については，「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)を参照してください。

トポロジのデザイン方法

本項では，テスト対象アプリケーション( AUT)を構成する論理コンポーネント，コンポーネント間の関

係を視覚的に表示するトポロジのデザイン方法を説明します。トポロジを作成するとAUTホストのイ

ンベントリ管理に便利なうえ，トポロジ指向の監視と分析が可能になります。

注 :

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「テスト・アセットの管理方

法」 (32ページ)を参照してください。

l SiteScopeがインストールされ，ALM Performance Centerと統合するように設定されているこ

とを確認します。詳細については，『HP ALM Performance Centerインストール・ガイド』 で

SiteScopeのインストールに関する項を参照してください。

l トポロジをデザインすると，そのトポロジをデザインしたパフォーマンス・テストに選択できます。

l 製品の機能紹介ムービー：トポロジをデザインする方法を例示するムービーを表示するに

は，ALMのメイン・ウィンドウで［ヘルプ］＞［ムービー］を選択します。

ヒント : このタスクに関連するユースケースについては，「トポロジのデザイン方法 -ユースケース・シ

ナリオ」 (43ページ)を参照してください。

トポロジの詳細については，「トポロジの概要」 (40ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。
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l 「空のトポロジを作成する」 (41ページ)

l 「トポロジをデザインする」 (41ページ)

l 「AUTホストを追加する」 (41ページ)

l 「コンポーネント・プロパティの設定」 (42ページ)

l 「コンポーネントでのモニタの設定」 (42ページ)

l 「結果」 (42ページ)

1. 空のトポロジを作成する

a. ALMサイドバーの［Performance Center］の下にある［トポロジ］を選択します。

b. トポロジ・フォルダを作成するには，［新規フォルダ］ ボタンをクリックして，フォルダ名を入
力します。

c. ［新規トポロジ］ ボタンをクリックして，トポロジの詳細を入力します。SiteScopeモニタを
トポロジに追加するには，SiteScopeサーバの詳細を指定します。

トポロジのフィールドの詳細については，「トポロジ・モジュールのフィールド」 (48ページ)を参照

してください。

2. トポロジをデザインする

注 :新しいトポロジを作成すると，［トポロジデザイナ］ウィンドウが自動的に開きます。［トポ

ロジデザイナ］ウィンドウが開かない場合は，トポロジを右クリックして，［トポロジのデザイン］

を選択します。

［トポロジデザイナ］ウィンドウでは，次の手順を実行します。

a. 左側のパレットから，AUTのコンポーネントを示す関連ノードを選択し，トポロジのキャンバス

にドラッグします。

b. 2つのコンポーネントを接続するには，1つのコンポーネントをクリック(選択されていないことを

確認 )して，カーソルを別のコンポーネントにドラッグします。

3. AUTホストを追加する

関連するコンポーネントをAUTでホストするマシンを定義します。

トポロジ・デザイナのツールバーで，［新規 AUT ホスト］をクリックして，AUTをホストするマシンを

定義します。

ヒント : AUTホストが一覧表示された Excelファイルがある場合は，AUTホストのリストを

ALMにインポートできます。詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してくださ

い。

AUTホストのリストは，左側の［AUTホスト］タブに表示できます。

HP ALM Performance Center (11.52)41 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第4章 : トポロジ



4. コンポーネント・プロパティの設定

コンポーネントを選択して，トポロジ・デザイナの右上隅の［プロパティ］表示枠で，コンポーネント

に関連するプロパティを入力します。SiteScopeとの統合を成功させるには，関連するAUTホス

トを選択していること，関連するすべてのプロパティが正確であることを確認します。

ヒント : プロパティをクリックすると，［プロパティ］表示枠の下部に説明が表示されます。

関連する各コンポーネントについてこの手順を繰り返します。

5. コンポーネントでのモニタの設定

AUTホストのコンポーネントに対して，モニタのグループを設定できます。関連する各コンポーネン

トについて，AUTホストの詳細が正確であることを確認します。

n 関連するシステム定義のモニタをキャンバスの特定のコンポーネントにデプロイするには，コン

ポーネントを選択し，選択内容を右クリックして，［モニタ テンプレートのデプロイ］を選択しま

す。選択した各コンポーネントについて，SiteScopeでモニタ・グループが作成され，各グループ

が関連するシステム定義のモニタで自動的に設定されます。

n SiteScopeでコンポーネントにモニタを手動で設定するには，コンポーネントを右クリックして，

［モニタの設定］を選択します。SiteScopeでのモニタの設定の詳細については，『HP
SiteScope - SiteScopeの使用』を参照してください。

注 : コンポーネントのプロパティで定義された AUTホストは，リモート・ホストとして

SiteScopeに渡され，このコンポーネントに作成されたすべてのモニタの標準設定の監視さ

れたサーバとして挿入されます。

6. 結果

トポロジを保存すると，デザインしたトポロジをパフォーマンス・テストに選択できます。詳細につい

ては，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［トポロジ］タブ」 (53ページ)を参照してください。

テスト実行中，SiteScopeモニタのアクティビティは，AUTの関連するコンポーネントに表示できま

す。詳細については，「パフォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)を参照してください。
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トポロジのデザイン方法 - ユースケース・シナリオ

このユースケース・シナリオでは，テスト対象アプリケーション( AUT)を構成する論理コンポーネント，コ

ンポーネント間の関係を視覚的に表示するトポロジのデザイン方法を説明します。

注 : このユースケースのシナリオに関連するタスクについては，「トポロジのデザイン方法」 (40ペー

ジ)を参照してください。

このシナリオは次のステップで構成されています。

l 「背景」 (43ページ)

l 「トポロジの作成と概要のデザイン」 (43ページ)

l 「AUTホストの追加」 (44ページ)

l 「コンポーネント・プロパティの定義」 (45ページ)

l 「モニタ・テンプレートのデプロイ」 (46ページ)

l 「結果」 (46ページ)

1. 背景

Johnは，HPWeb Toursで働くパフォーマンス・エンジニアです。あるアプリケーション用のパフォー

マンス・テストをデザインしたいと考えています。

最初のステップとして，テスト対象のアプリケーションのトポロジを追跡できるように，ALM
Performance Centerでアプリケーションのモデルを作成しようと考えます。このモデルを使用する

と，トポロジ機能によって可能な監視およびオンライン表示機能を利用できます。

2. トポロジの作成と概要のデザイン

a. ALMサイドバーの［Performance Center］の下で，Johnは［トポロジ］を選択して，トポロジ・

モジュールを開き，［新規トポロジ］ ボタンをクリックして新しいトポロジを作成します。こ
のトポロジを［WebTours］と名付け，アプリケーションが監視目的で相互作用する

SiteScopeサーバの詳細を入力します。

Johnが［OK］をクリックすると，［トポロジデザイナ］ウィンドウが開き，この段階では空のトポロ

ジ・キャンバスが表示されます。

b. JohnのWeb Toursアプリケーションは，次のコンポーネントで構成されています。Webサー

バ，アプリケーション・サーバ，データベース・サーバ。ユーザは，クライアント・ワークステーション

を介してアプリケーションにアクセスします。

Johnは，［トポロジデザイナ］ウィンドウで，左側のパレットからこれらのコンポーネントを示す

ノードをトポロジ・キャンバスにドラッグし，キャプションをコンポーネントに関連する名前に変更

します。
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Johnは次のノードをドラッグします。

パレットのカテゴリ コンポーネント 新しいキャプション

Webサーバ Microsoft IIS Web Server

アプリケーション Microsoft ASP Server Application Server

データベース Microsoft SQL Server Database Server

その他 Workstation Client

その他 User User

c. アプリケーション・サーバをWebサーバに接続します。アプリケーション・サーバをクリックし(選
択されていないことを確認して)，カーソルをWebサーバにドラッグします。

同様に，アプリケーション・サーバをデータベース・サーバに，クライアント・ワークステーションを

Webサーバに，ユーザをクライアントに接続します。

3. AUTホストの追加

AUTホストは，テスト対象のアプリケーションの関連するコンポーネントをホストする物理マシンで

す。
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トポロジ・デザイナのツールバーで，Johnは［新規 AUT ホスト］をクリックし，データベース・サーバ

をホストするマシンの名前と詳細を入力します。

次に，Johnはアプリケーション・サーバとWebサーバの両方をホストするAUTホストを追加しま

す。

ヒント :

n あるいは，システムのAUTホストを一覧表示するExcelファイルがあれば，Johnは AUT
ホストのリストをALMにインポートすることもできます。詳細については，『HP ALMラボ管

理ガイド』を参照してください。

n Johnは［パレット］タブの下部で，［AUT ホスト］をクリックして，［AUT ホスト］タブにAUT
ホストのリストを表示できます。

4. コンポーネント・プロパティの定義

SiteScopeとの統合を成功させるため，Johnは各コンポーネントのプロパティが正しく定義されて

いることを確認する必要があります。

Johnは［トポロジデザイナ］ウィンドウの右上隅にある［プロパティ］表示枠で各コンポーネントを

選択し，関連するプロパティを入力します。プロパティはコンポーネントのタイプによって異なりま

す。

ヒント :各プロパティの説明が［プロパティ］表示枠の下部に表示されるため，Johnは各プロ

パティに入力する情報を把握できます。

たとえば，データベース・サーバの場合，Johnは［AUT ホスト］ドロップダウン・リストから

［machine33］を選択し，その他のすべてのプロパティは標準設定値のままにしておきます。次

に，アプリケーション・サーバとWebサーバについての詳細を入力します。
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5. モニタ・テンプレートのデプロイ

Johnは，3つのサーバを選択して，［モニタ テンプレートのデプロイ］をクリックします。ALMにより，

選択した各コンポーネントについて SiteScopeでモニタ・グループが作成され，各コンポーネントに

ついて，関連するシステム定義のモニタ・テンプレートがデプロイされます。AUTホスト・テンプレー

トのプロパティが有効にされているため，実際のAUTホストのテンプレートも表示されます。

ヒント : Johnがこれらのモニタを表示または変更する場合は，ツールバーの［モニタの設定］

をクリックすると，HP SiteScopeが開き，各コンポーネントに作成されたモニタ・ツリーが表示

されます。

6. 結果

Johnは，トポロジを保存し，［トポロジデザイナ］ウィンドウを閉じます。Web Toursアプリケーショ

ンにパフォーマンス・テストをデザインする場合は，このトポロジを選択します。テストを実行すると，

パフォーマンス・テストの実行ページで，アプリケーションの関連するコンポーネントに関する

SiteScopeモニタのアクティビティを表示できます。

トポロジのユーザ・インタフェース

本項の内容

トポロジ・モジュール 47

トポロジ・モジュールのフィールド 48

［新規トポロジ］ダイアログ・ボックス 49

［トポロジ詳細］ダイアログ・ボックス 50

［トポロジデザイナ］ウィンドウ 51

［パフォーマンステスト デザイナ］＞［トポロジ］タブ 53
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トポロジ・モジュール

このモジュールでは，定義したトポロジが一覧表示されます。

アクセス方法 ALMサイドバーの［Performance Center］で［トポロジ］を選択します。

重要な情報 パフォーマンス・テストにトポロジをデザインした後で，テストと関連付ける必要があ

ります。トポロジとテストの関連付けについては，「［パフォーマンステスト デザイナ］

＞［トポロジ］タブ」 (53ページ)を参照してください。

関連タスク 「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)

参照情報 「トポロジの概要」 (40ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

新規トポロジ・フォルダ：トポロジ・フォルダを作成できます。

新規トポロジ：新しいトポロジを作成できます。

［トポロジデザイナ］ウィンドウを開いて，トポロジをデザインできます。詳

細については，「［トポロジデザイナ］ウィンドウ」 (51ページ)を参照してくだ

さい。

削除：選択したトポロジを削除できます。

切り取り/貼り付け：選択したトポロジを 1つのトポロジ・フォルダから別の

トポロジ・フォルダに切り取り，貼り付けできます。

すべて更新：最新の情報が表示されるように，ページを更新します。
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UI 要素 説明

フィルタ/ソートの設定：トポロジのフィルタ処理とソートを実行できます。

現在適用されているフィルタとソート順序があれば，ツールバーの下に表

示されます。詳細については，『HP Application Lifecycle Management
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

添付ファイル：トポロジに関する追加情報が含まれている添付ファイルを

追加できます。詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

<トポロジ・ツリー> ウィンドウの左にあり，トポロジを階層状に整理，表示します。

［プレビュー］タブ トポロジ・ツリーで選択したトポロジのプレビューが表示されます。

l ［プロパティ］表示枠：左側のトポロジで選択したノードに関する一般

的な詳細が表示されます。ノードで AUTホストが設定されている場

合，ホストの詳細も表示されます。

l ［概要］表示枠：トポロジ構造の完全な概要が表示されます。

［詳細］タブ 選択したトポロジの詳細が表示されます。詳細については，「［トポロジ

詳細］ダイアログ・ボックス」 (50ページ)を参照してください。

［添付］タブ 現在選択しているトポロジの追加情報が含まれる，添付ファイルの一

覧が表示されます。詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

［依存関係］タブ エンティティ間に存在する依存関係が表示されます。詳細については，

『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照して

ください。

［履歴］タブ 選択したトポロジに行った変更の一覧です。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してくださ

い。

トポロジ・モジュールのフィールド

本項では，トポロジ・モジュールのフィールドについて説明します。

フィールド 説明

作成者 トポロジを作成したユーザ。

作成日 トポロジが作成された日時。

モニタを有

効にする

SiteScopeモニタを常に有効にする，またはモニタの設定とパフォーマンス・テスト中に

自動的に有効にします。

更新日時 トポロジが最後に変更された日時。

更新者 トポロジを最後に変更したユーザ。
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フィールド 説明

SiteScope
ポート

SiteScopeのインストール中にSiteScopeに定義されたポート。

標準設定値：

l SSL不使用： 8080

l SSL： 8443

詳細については，『HP ALM Performance Centerインストール・ガイド』の

Performance CenterへのSiteScopeのインストールに関する項を参照してください。

SiteScope
サーバ

SiteScopeサーバの名前。

SiteScope
SSL

SiteScopeで SSLを使用するかどうかを示します。

トポロジ名 トポロジの名前。

［新規トポロジ］ダイアログ・ボックス

アクセス方法 ALMサイドバーの［Performance Center］の下にある［トポロジ］を選択します。

［新規トポロジ］ボタン をクリックします。

関連タスク 「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)

参照情報 「トポロジの概要」 (40ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

すべてのフィールドをクリア：データをクリアします。

スペル・チェック：選択した単語またはテキスト・ボックスのスペルをチェックします。
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UI 要素 説明

類語辞典：選択した単語の類義語，反義語，関連語が表示されます。

スペル・オプション：スペル・チェックの方法を設定できます。

トポロジ名 トポロジの名前。

詳細 選択したトポロジの詳細を入力できます。必須フィールドにはアスタリスク( *)の
マークが付けられ，赤色で表示されます。

詳細については，「トポロジ・モジュールのフィールド」 (48ページ)を参照してくださ

い。

添付 現在選択しているトポロジの追加情報が含まれる，添付ファイルの一覧が表示

されます。詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・

ガイド』を参照してください。

［トポロジ詳細］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，トポロジの詳細を表示できます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの［Performance Center］の下にある［トポロジ］を選択しま

す。

2. トポロジ・ツリーでトポロジを選択し，［添付］ ボタンをクリックします。次
に，［詳細］をクリックします。

関連タスク 「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)

参照情報 「トポロジの概要」 (40ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。
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UI 要素 説明

最初の/前の/次の/最後のエンティティ：トポロジのリストを介して参照できま

す。

スペル・チェック：選択した単語またはテキスト・ボックスのスペルをチェックしま

す。

類語辞典：選択した単語の類義語，反義語，関連語が表示されます。

スペル・オプション：スペル・チェックの方法を設定できます。

トポロジ名 トポロジの名前。

詳細 選択したトポロジの詳細が表示されます。詳細については，「トポロジ・モ

ジュールのフィールド」 (48ページ)を参照してください。

添付 現在選択しているトポロジの追加情報が含まれる，添付ファイルの一覧が

表示されます。詳細については，『HP Application Lifecycle Management
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

依存関係 エンティティ間に存在する依存関係が表示されます。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

履歴 選択したトポロジに行った変更の一覧です。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

［トポロジ デザイナ］ウィンドウ

アクセス方法 ALMサイドバーの［Performance Center］の下にある［トポロジ］を選択します。ツ

リーでトポロジを選択し， をクリックします。

重要な情報 パフォーマンス・テストにトポロジをデザインした後で，テストに対して選択する必要

があります。詳細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［トポロジ］タブ」

(53ページ)を参照してください。

HP ALM Performance Center (11.52)51 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第4章 : トポロジ



関連タスク 「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)

参照情報 「トポロジの概要」 (40ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［トポロジデザイナ］ウィンドウを閉じます。

トポロジを保存して，トポロジ・デザイナを閉じます。

トポロジを保存：トポロジを保存できます。

名前を変更：キャンバスで選択したノードの名前を変更できます。

選択したノードの削除：キャンバスで選択したノードを削除できま

す。

トポロジ・ダイアグラムの変更を元に戻す/トポロジ・ダイアグラムの変

更をやり直す直前の操作を元に戻す，またはやり直すことができま

す。

キャンバスを拡大表示 /キャンバスを縮小表示：キャンバスからズーム

イン，ズームアウトできます。

トポロジ・ダイアグラム全体を表示画面に合わせる：トポロジのデザイ

ン全体を現在の画面サイズに合わせられます。

［新規 AUTホスト］ダイアログ・ボックスが開き，新しいAUTホストを

追加できます。詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照

してください。

ヒント：ExcelファイルにAUTホストのリストがある場合，ホストを 1つ
ずつ追加する代わりに，このリストをインポートできます。詳細につい

ては，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

［モニタの設定］ダイアログ・ボックスを開き，選択したノードに

SiteScopeモニタを手動で設定できます。SiteScopeモニタの作成

の詳細については，『HP SiteScope - SiteScopeの使用』を参照し

てください。

注 : SiteScopeでこれらのコンポーネントのモニタを設定する場

合，［モニタ実行設定］＞［頻度］の値を 5～ 15秒など，より

適切な値に変更する必要があります。

［モニタテンプレートのデプロイ］ダイアログ・ボックスを開き，テンプレー

ト・モニタ・セットを表示して，選択したノードにSiteScopeモニタを

設定できます。
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UI 要素 説明

トポロジの領域全体，またはトポロジの表示可能な領域のみを画

像ファイルにエクスポートできます。

［パレット］タブ コンポーネントを選択して，キャンバスに追加できます。

パレットにはさまざまなタイプのサーバ・カテゴリ，［その他］カテゴリが含

まれます。このカテゴリには，必ずしも AUT固有でないが，ユーザま

たはクライアント・ワークステーションなどのトポロジ・デザインを完了す

るノードが含まれています。

［AUT ホスト］タブ プロジェクトのAUTホスト・プールで定義されたすべてのAUTホスト

が表示されます。

［トポロジ］キャンバス キャンバスにコンポーネント /サーバ・ノードをドラッグしてトポロジをレイ

アウトし，相互にリンクできます。

［プロパティ］表示枠 キャンバスで選択したノードのプロパティを定義できます。

［プロパティ］表示枠の下部に選択したプロパティの説明が表示され

ます。

［概要］表示枠 トポロジの構造の概要が表示されます。

［パフォーマンステスト デザイナ］＞［トポロジ］タブ

このタブでは，パフォーマンス・テストのトポロジを選択できます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. [パフォーマンステスト デザイナ]ウィンドウで，［トポロジ］タブを選択します。
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重要な情報 トポロジ・モジュールでトポロジをデザインします。トポロジをデザインすると，いずれ

か1つをパフォーマンス・テストに選択できます。

関連タスク l 「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ページ)

l 「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)

参照情報 「トポロジの概要」 (40ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

右の表示枠でトポロジ・ツリーを開くと，テストのトポロジを選択できます。

選択したトポロジを削除できます。

ズーム・イン：表示したトポロジにズームインできます。

ズーム・アウト：表示したトポロジからズームアウトできます。

パネルに合わせる： トポロジを［トポロジ］表示枠のサイズに合わせられます。

トポロジ・ツリー ［トポロジの選択］をクリックすると開き，テストにトポロジを選択できます。

トポロジ・ツリーを展開してトポロジを選択し， をクリックして左側の［トポロ
ジ］表示枠に移動します。

ツリーを更新するには， をクリックします。

［トポロジ］表示

枠

選択したトポロジが表示されます。
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第5章:モニタ・プロファイル

本章の内容

モニタ・プロファイルの概要 56

モニタ・プロファイルの作成および設定方法 56

モニタ・プロファイルのユーザ・インタフェース 57
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モニタ・プロファイルの概要

パフォーマンス・テストの実行を監視するには，Performance Centerオンライン・モニタを使用します。

サーバ・リソースを監視するには，パフォーマンス・テストのモニタの設定を行う必要があります。実行す

るモニタの種類，リソースを監視するサーバを選択し，各サーバを監視する測定値を追加します。こ

れらのモニタ設定は，プロジェクトの任意のパフォーマンス・テストに使用できるモニタ・プロファイルとして

保存できます。

モニタ・プロファイル作成の詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)
を参照してください。

モニタ・プロファイルの作成および設定方法

このタスクでは，モニタ・プロファイルを作成，設定する方法を説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「テスト・アセットの管理方

法」 (32ページ)を参照してください。

モニタ・プロファイルの詳細については，「モニタ・プロファイルの概要」 (56ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (56ページ)

l 「モニタ・プロファイル・テスト・リソース・タイプの作成」 (57ページ)

l 「モニタ・プロファイルへのモニタの追加」 (57ページ)

1. 前提条件

次のモニタを使用するには，最初にサーバ・マシンに監視コンポーネントをインストールまたは設

定する必要があります。監視コンポートを設定するタスクの詳細については，次に示す特定の監

視に関するセクションを参照してください。

n Citrix：タスクの詳細については，「Citrix監視環境の設定方法」 (306ページ)を参照してくだ

さい。

n J2EE および .NET：タスクの詳細については，「J2EE/.NET診断を有効化，設定する方法」

(165ページ)を参照してください。

n ネットワーク遅延：タスクの詳細については，「ネットワーク・モニタ環境の設定方法」 (276ペー

ジ)を参照してください。

n Oracle：タスクの詳細については，「Oracleモニタ環境の設定方法」 (290ページ)を参照してく

ださい。

n PeopleSoft( Tuxedo) ：タスクの詳細については，「PeopleSoft( Tuxedo)リソース・モニタの設

定方法」 (296ページ)を参照してください。

n SAPGUI：タスクの詳細については，「SAPGUIサーバのリソース・モニタの設定方法」 (297
ページ)を参照してください。

n Tuxedo：タスクの詳細については，「Tuxedoモニタ環境の設定方法」 (302ページ)を参照して
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ください。

n UNIX：タスクの詳細については，「UNIXモニタ環境の設定方法」 (271ページ)を参照してくだ

さい。

2. モニタ・プロファイル・テスト・リソース・タイプの作成

テスト・リソース・モジュールからテスト・リソースを作成します。タスクの詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

3. モニタ・プロファイルへのモニタの追加

a. テスト・リソース・モジュールで，モニタ・プロファイルを選択し，［モニタ設定］タブを選択して、

［モニタの追加］ボタン をクリックします。［新規モニタの追加］ページで，実行するモニタを
選択します。

b. ［モニタの編集］ページで，必要な情報を入力し，監視するカウンタを選択します。［モニタの

編集］ページは，選択するモニタの種類によって異なります。

o Windows Resource，UNIX，Apache，MS IIS，MS
ASP，Citrix，SQL，Oracle，TUXEDO，PeopleSoft( Tuxedo)，または SAPGUIモニタの

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［モニタの編集］ダイアログ・ボックス」 (60ページ)
を参照してください。

o SNMPモニタのユーザ・インタフェースの詳細については，「［モニタの編集 - SNMP］ダイア

ログ・ボックス」 (62ページ)を参照してください。

o SiteScopeモニタのユーザ・インタフェースの詳細については，「［モニタの編集 -
SiteScope］ダイアログ・ボックス」 (62ページ)を参照してください。

o Network Delay Timeモニタのユーザ・インタフェースの詳細については，「［モニタの編集 -
Network Delay Time］ダイアログ・ボックス」 (63ページ)を参照してください。

モニタ・プロファイルのユーザ・インタフェース

本項の内容

［モニタの設定］ページ 58

［新規モニタの追加］ページ 59

［モニタの編集］ダイアログ・ボックス 60

［モニタの編集 - SNMP］ダイアログ・ボックス 62

［モニタの編集 - SiteScope］ダイアログ・ボックス 62

［モニタの編集 - Network Delay Time］ダイアログ・ボックス 63

[パフォーマンステスト デザイナ]＞ [モニタ]タブ 65
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［モニタの設定］ページ

このページでは，モニタ・プロファイルの一部であるモニタを追加，編集できます。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l テスト・リソース・モジュールで，テスト・リソース・ツリーのモニタ・プロファイルを選

択し，［モニタ設定］タブをクリックします。

l パフォーマンステスト デザイナで，［モニタ］タブをクリックし，［選択項目の表示］

をクリックします。

関連タスク l 「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

モニタの追加：［新規モニタの追加］ページが開き，モニタ・プロファイルを実行する

モニタを選択できます。

モニタの編集：選択したモニタを編集できます。
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UI 要素 説明

選択項目の削除：選択した項目をモニタ・プロファイルから削除します。

モニタ・リストの更新：モニタ・リストを更新します。

カウンタ 監視されているカウンタ。

モニタ モニタの名前。

サーバ リソースが監視されているサーバ。

［新規モニタの追加］ページ

このページでは，モニタ・プロファイルに追加するモニタの種類を選択できます。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l テスト・リソース・モジュールで，テスト・リソース・ツリーのモニタ・プロファイルを選

択し，［モニタ設定］タブをクリックします。そのあと［モニタの追加］ボタン をク
リックします。

l ［実行時モニタ］ダイアログ・ボックスで，［モニタの追加］ボタン をクリックしま
す。詳細については，「［モニタプロファイルのコンテンツ］ダイアログ・ボックス」

(223ページ)を参照してください。

関連タスク l 「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

l Windows
Resources

l Unix
Resources

l Apache

l MS IIS

l MS ASP

l Citrix
Server

l SQL
Server

l Oracle

l Tuxedo

l PeopleSoft
( Tuxedo)

l SAPGUI

このモニタの種類に固有のカウンタを選択できます。詳細については，「［モニタの

編集］ダイアログ・ボックス」 (60ページ)を参照してください。

SNMP ［モニタの編集］ページを開き，このモニタの種類で監視する特定のカウンタを選

択できます。詳細については，「［モニタの編集 - SNMP］ダイアログ・ボックス」 (62
ページ)を参照してください。

SiteScope ［モニタの編集］ページを開き，このモニタの種類で監視する特定のカウンタを選

択できます。詳細については，「［モニタの編集 - SiteScope］ダイアログ・ボックス」

(62ページ)を参照してください。

ネットワーク遅

延時間

［モニタの編集］ページを開き，このモニタの種類で監視する特定のカウンタを選

択できます。詳細については，「［モニタの編集 - Network Delay Time］ダイアロ

グ・ボックス」 (63ページ)を参照してください。

［モニタの編集］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，リソースを監視するサーバを定義し，監視するカウンタを選択できます。

アクセス方

法

テスト・リソース・モジュールで，テスト・リソース・ツリーのモニタ・プロファイルを選択し，

［モニタ設定］タブをクリックします。［モニタの追加］ ボタンをクリックし， Windows
Resources，UNIX Resources，Apache，MS IIS，MS ASP，Citrix，SQL，
Oracle，Tuxedo，PeopleSoft，SAPGUIのいずれかを選択します。

重要な情

報

このダイアログ・ボックスには，次のモニタの種類に関連する情報が含まれていま

す。Windows Resources，UNIX Resources，Apache，MS IIS，MS Active Server
Pages，Citrix，SQL，Oracle，TUXEDO，PeopleSoft( Tuxedo)， SAPGUI
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関連タスク 「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

クリックすると，利用可能なカウンタのリストが表示されます。

利用可能なカウンタ 選択したモニタで利用可能なカウンタのリスト。

クライアント PeopleSoft( Tuxedo) /SAPGUI クライアント。

利用可能な対象：PeopleSoft，TUXEDO，SAPGUI

パスワード 監視するサーバのパスワード (関連がある場合 )。

ポート Apacheサーバのポート番号。

注 : ファイアウォールを介して Apacheサーバを監視する場合は，Web
サーバのポート (標準設定はポート 80)を使用します。

利用可能な場所：Apache

SAP サーバ SAPサーバ。

利用可能な場所：SAPGUI

選択されたカウンタ モニタに選択したカウンタのリスト。

サーバ リソースを監視するサーバの名前または IPアドレス。

URL( Apacheのみ) サーバ統計情報のURL。統計情報のURLを確認するには，次の形式

を使用してブラウザを介して表示してください。http://＜サーバ名/IP
アドレス＞:＜ポート番号＞/server-status?auto
例：http://stimpy:80/server-status?auto

形式：サーバ統計情報のURLをサーバ名なしで入力します。

標準設定値：/server-status?auto

注 :標準設定のポート番号とURLは，サーバによって異なる場合が

あります。Webサーバ管理者に相談してください。

利用可能な場所：Apache

ユーザ名 監視するサーバのユーザ名 (関連がある場合 )。
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［モニタの編集 - SNMP］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，リソースを監視するSNMPサーバを定義し，監視するカウンタを選択で

きます。

アクセス方法 テスト・リソース・モジュールで，テスト・リソース・ツリーのモニタ・プロファイルを選択

し，［モニタ設定］タブをクリックします。［モニタの追加］ ボタンをクリックし，
［SNMP］を選択します。

関連タスク 「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

クリックすると，利用可能なカウンタのリストが表示されます。

<カウンタの選択領

域>
利用可能なカウンタのリストが表示されます。

標準設定値：SNMPオブジェクトのすべてのノードがツリー階層でが表示

されます。

SNMP レベルの連結 10以上のレベルのあるSNMPオブジェクト・ノードの場合，選択するとサブ

レベルが1つの文字列としてピリオド ( .)で区切られて表示されます。

サーバ 監視するサーバの名前または IPアドレスを入力します。

注 : Performance Centerは，標準設定のSNMPポート 161に接続

します。別のポート番号を使用する場合は，次の形式でマシン名を

指定します。

<サーバ名> <ポート番号>

［モニタの編集 - SiteScope］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，リソースを監視するSiteScopeサーバを定義し，監視するカウンタを選

択できます。

アクセス方法 テスト・リソース・モジュールで，テスト・リソース・ツリーのモニタ・プロファイルを選択

し，［モニタ設定］タブをクリックします。［モニタの追加］ ボタンをクリックし，
［SiteScope］を選択します。

関連タスク 「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)

HP ALM Performance Center (11.52)62 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第5章 :モニタ・プロファイル



次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

クリックすると，利用可能なカウンタのリストが表示されます。

パスワード ［アカウントを使用する］を選択した場合は，関連するパスワードを入力し

ます。

ポート SiteScopeポート。

標準設定値： 8888

サーバ名 SiteScopeサーバの名前。

アカウントを使用する SiteScopeが認証を必要とするセキュア・モードで稼動している場合に選

択します。対応するフィールドに，SiteScopeアカウント名，ユーザ名，パス

ワードを入力します。

HTTPS を使用 セキュリティで保護されたHTTP接続を使用する場合に指定します。

ユーザ名 ［アカウントを使用する］を選択した場合は，関連するユーザ名を入力し

ます。

［モニタの編集 - Network Delay Time］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，リソースを監視するネットワーク遅延時間サーバを定義し，監視するカウ

ンタを選択できます。

アクセス方法 テスト・リソース・モジュールで，テスト・リソース・ツリーのモニタ・プロファイルを選択

し，［モニタ設定］タブをクリックします。［モニタの追加］ ボタンをクリックし，［ネッ
トワーク遅延時間］を選択します。

関連タスク 「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

標準設定値を使用します。

宛先マシン 監視するパスの最終的な宛先にあるマシンの名前。

注 :宛先マシンが［localhost］の場合は，［localhost］ではなくローカ

ル・マシンの名前を入力してください。

HP ALM Performance Center (11.52)63 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第5章 :モニタ・プロファイル



UI 要素 説明

監視の間隔 次パケットを X ミリ秒後に送信する(前パケットの受信後 )：パケットを受信

してから次のパケットを送信するまでのモニタの待機時間をミリ秒で選択

します。長時間の安定した負荷テストの場合は，間隔を数秒単位で増

加できます。

標準設定値：3000ミリ秒

監視設定 l リクエスト送信プロトコル：関連するプロトコルを選択します。標準設定

のプロトコルを使用することをお勧めします。Windowsの標準設定は

［TCP］，UNIXの標準設定は［UDP］です。

l リクエスト送信先ポート：ネットワーク・パスによって使用されるポート番

号を入力します。

l ネットワーク・ノード `を DNS 名で表示する：IPアドレスだけでなく，ネッ

トワーク・パスに沿った各ノードのDNS名の表示を選択します。このオ

プションを選択すると，ネットワーク・モニタの速度が遅くなることに注意

してください。

パケット再送信の監

視

l 再試行前に X 秒間パケット返還を待機する：パケット送信の再試行

前に，モニタがパケット返還を待機する最大秒数を選択します。

標準設定値：3秒ネットワークが非常に大きく負荷がかかっている場

合 (容量の低いインターネット接続の場合 )，値を数秒単位で増加し

ます。小さいネットワーク( LANなど)の場合は，値を小さくしてくださ

い。

l 再送信試行回数：パケットが最初に返還されていない場合，ネット

ワーク・モニタがノードへのパケット再送信を試行する回数を選択しま

す。

標準設定値： 0

プラットフォーム マシンが動作するプラットフォーム。
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UI 要素 説明

ソース・マシン ネットワーク・パス監視を開始するソース・マシンの名前。

注 : Performance Center Hostマシンとソース・マシンの間にファイア

ウォールがある場合にネットワーク遅延モニタを実行するには，次の

形式に従ってソース・マシンのサーバ名または IPアドレスを入力しま

す。

＜MI Listenerマシン＞ :＜ソース・マシンのローカル・キー＞

ソース・マシンのローカル・キーは，ソース・マシンで Performance Center
エージェントを設定するときに選択した一意のキーです。

例

12.12.12.3:vds

Performance Centerでのファイアウォール使用の詳細については，『HP
ALM Performance Centerインストール・ガイド』のファイアウォールに関する

項を参照してください。

[パフォーマンステスト デザイナ]＞ [モニタ]タブ

このタブでは，パフォーマンス・テストで使用するモニタ・プロファイルとファイアウォール越しのモニタのエー

ジェントを選択できます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. [パフォーマンステスト デザイナ]ウィンドウで，［モニタ］タブを選択します。

重要な情報 テストに選択する前に，モニタ・プロファイルを定義する必要があります。

関連タスク l 「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ページ)

l 「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)

参照情報 「モニタ・プロファイルの概要」 (56ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

右の表示枠でモニタ・プロファイル・ツリーを開くと，テストのモニタ・プロ

ファイルを選択できます。

右の表示枠でファイアウォール越しのモニタ・ツリーを開くと，テストのファ

イアウォール越しのモニタのエージェントを選択できます。

選択したモニタ・プロファイルのすべての測定値を表示するウィンドウを

開きます。

選択したモニタ・プロファイル，またはファイアウォール越しのモニタのエー

ジェントをテストから削除します。

［関連付けられたモニタ］

グリッド

テストに選択したモニタ，ファイアウォール越しのモニタのエージェントが

表示されます。

［モニタ プロファイルツ

リー］/［ファイアウォール越

しのモニタ ツリー］

モニタ・プロファイル，またはファイアウォール越しのモニタのエージェントを

テストに選択できます。

リソース・ツリーを展開し，モニタ・プロファイルまたはファイアウォール越し

のモニタのエージェントを選択し， をクリックして左側の［関連付けら
れたモニタ］グリッドに移動します。
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第3部: パフォーマンス・テスト・デザイン
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第6章:パフォーマンス・テスト・デザイン -概要

本章の内容

パフォーマンス・テスト・デザインの概要 70

パフォーマンス・テストをデザインする方法 70

パフォーマンス・テスト・デザインのユーザ・インタフェース 73
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パフォーマンス・テスト・デザインの概要

パフォーマンス・テストをデザインする場合，テストをデザインし，テストの作業負荷を定義し，必要に

応じて，トポロジとモニタ・プロファイルを関連付けて，テスト対象のアプリケーションの図を作成しま

す。

診断モジュールを有効にして，テスト実行中に診断データを収集することもできます。

サービス仮想化： テストでは実際のサービスではなく，シミュレートした，仮想化サービスを実行できま

す。たとえば，実際のサービスで付加的なコストが発生する場合，またはパフォーマンス・テストの実行

時にサービスにアクセスできない場合が考えられます。

パフォーマンス・テスト・デザインのベスト・プラクティス

パフォーマンス・テストのデザインを開始する前に，以下を実行することをお勧めします。

l 関連するアプリケーション( VuGenスクリプト，QuickTestテスト，Service Testテスト )でテストのスク

リプトを作成し，ALMにアップロードします。詳細については，関連するユーザーズ・ガイドを参照

してください。

l テスト対象アプリケーションのトポロジをデザインします。詳細については，「トポロジ」 (39ページ)を
参照してください。

l テスト実行の監視に使用するモニタ・マシン，またはファイアウォール越しのモニタ・エージェントを設

定し，これらのモニタのモニタ・プロファイルを定義します。詳細については，「モニタ・プロファイル」

(55ページ)を参照してください。

l 診断モジュールを有効にしてテスト実行から診断データを収集するには，関連する診断コンポー

ネント (サーバ/メディエータ)をセットアップする必要があります。詳細については，『HP ALMラボ管

理ガイド』を参照してください。

l 実際のサービスをロードする代わりに，テスト実行中にシミュレートされたサービスを使用するに

は，HP Service Virtualization Designerで仮想化サービスを作成します。仮想化サービスを含む

プロジェクトの作成の詳細については，『HP Service Virtualizationユーザーズ・ガイド』を参照して

ください。

パフォーマンス・テストをデザインする方法

このタスクでは，パフォーマンス・テストのデザイン方法について説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの実

行方法」 (27ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テストのデザインの詳細については，「パフォーマンス・テスト・デザインの概要」 (70ペー

ジ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (71ページ)

l 「新しいパフォーマンス・テストの作成」 (71ページ)

HP ALM Performance Center (11.52)70 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第6章 :パフォーマンス・テスト・デザイン -概要



l 「テストの作業負荷のデザイン」 (72ページ)

l 「仮想化サービスの統合 -オプション」 (72ページ)

l 「テストのトポロジの選択 -オプション」 (72ページ)

l 「テストを監視するモニタ・プロファイルの選択 -オプション」 (72ページ)

l 「診断を有効にして設定 -オプション」 (73ページ)

l 「テストのサービス・レベル・アグリーメントの定義 -オプション」 (73ページ)

l 「結果」 (73ページ)

1. 前提条件

n 関連するスクリプト /テストがALMにアップロード /保存されていることを確認します。VuGenスク

リプトは，QuickTest( UFT GUIテスト )やService Testテストと同様，パフォーマンス・テストで

も使用できます。

o VuGenスクリプトの場合：VuGenスクリプトのアップロードの詳細については，「［VuGenスクリ

プトのアップロード］ダイアログ・ボックス」 (36ページ)を参照してください。

o QuickTestテストの場合：QuickTestテスト ( UFT GUIテスト )をALMに保存する手順につ

いては，『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガイド』を参照してください。

o Service Testテストの場合：Service Testテスト ( APIテスト )をALMに保存する手順につい

ては，『HP Service Test User Guide』 または『HP Unified Functional Testingユーザーズ・ガ

イド』のAPIテストについての情報を参照してください。

n ［ラボ リソース］の下で，［テスティングホスト］を選択し，少なくとも 1つのController，1つの

LoadGenerator，1つのData Processorがプロジェクトのホスト・プールにあることを確認しま

す。ない場合は，管理者に問い合わせて追加してください。

n オプションの事前デザインのベスト・プラクティスの詳細については，「パフォーマンス・テスト・デザ

インのベスト・プラクティス」 (70ページ)を参照してください。

2. 新しいパフォーマンス・テストの作成

a. ALMサイドバーの，［テスト］の下の［テスト計画］を選択します。

b. ［表示］＞［テスト計画ツリー］を選択します。

c. ［Subject］ルート・フォルダで，［新規フォルダ］ をクリックし，ツリーに追加するフォルダの
名前を変更します。

d. ツリーで新規フォルダを右クリックし，［新規テスト］を選択します。

e. ［新規テスト］ダイアログ・ボックスのフィールドに入力します。詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

特に，［タイプ］ボックスで，［PERFORMANCE-TEST］を選択することに注意します。
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3. テストの作業負荷のデザイン

作業負荷のデザインには，仮想ユーザ・グループの作成，仮想ユーザ・グループ間の仮想ユーザ

の分散，仮想ユーザ・グループへのホストの割り当て，テストの実行スケジュールの定義が関与し

ます。タスクの詳細については，「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)
を参照してください。

4. 仮想化サービスの統合 -オプション

仮想化サービスを設定し，パフォーマンス・テストに統合します。タスクの詳細については，「仮想

化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ページ)を参照してください。

仮想化サービスを含むプロジェクトは，設計プロセスのどの時点でも，Performance Test
Designerからパフォーマンス・テストに追加できます。ただし，プロジェクトは関連するスクリプトをテ

ストに追加した後で追加することをお勧めします。

5. テストのトポロジの選択 -オプション

注 : テストのトポロジを選択する前に，トポロジをデザインする必要があります。トポロジをデ

ザインするには，「トポロジのデザイン方法」 (40ページ)を参照してください。

Performance Center Designerの［トポロジ］タブで，［トポロジの選択］をクリックし，テストのトポロ

ジを選択します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞

［トポロジ］タブ」 (53ページ)を参照してください。

6. テストを監視するモニタ・プロファイルの選択 -オプション

注 : テストのモニタを選択する前に，モニタ・マシンを設定し，モニタ・プロファイルを作成する

必要があります。詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)
を参照してください。

同様に，テストの監視に選択する前に，システムでファイアウォール越しのモニタ・エージェン

トを定義する必要があります。

Performance Center Designerの［モニタ］タブで，［モニタ プロファイルの追加］または［モニタ

OFW の追加］をクリックします。それぞれのツリーが右側で開きます。モニタを選択し，左の表示

枠にドラッグ・アンド・ドロップします。
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ユーザ・インタフェースの詳細については，「[パフォーマンステスト デザイナ]＞ [モニタ]タブ」 (65ペー

ジ)を参照してください。

7. 診断を有効にして設定 -オプション

診断モジュールを有効にして設定し，テスト実行から診断データを収集します。

n ERP/CRM診断の詳細については，「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164
ページ)を参照してください。

n J2EE/.NET診断の詳細については，「J2EE/.NET診断を有効化，設定する方法」 (165
ページ)を参照してください。

8. テストのサービス・レベル・アグリーメントの定義 -オプション

サービス・レベル・アグリーメントを定義して，パフォーマンスの目的に対してパフォーマンス測定値

を測定します。詳細については，「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (149ページ)を参

照してください。

9. 結果

テストを保存すると，検証処理が実行されます。テストは，エラーが含まれていない場合のみ有

効です。検証の結果は，Test Designerウィンドウの下部に表示されます。

［テスト検証結果］ダイアログ・ボックスを開くリンクをクリックすると，検証結果の詳細が表示され

ます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス」 (79ペー

ジ)を参照してください。

注 : テストに変更を加えてテストがタイムスロットにリンクされている場合，タイムスロットは自

動的にこれらの変更で更新されます。

パフォーマンス・テスト・デザインのユーザ・インタフェース

本項の内容

［テスト デザイン］/［サマリ］タブ 74

［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウ 77

［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス 79
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［テスト デザイン］/［サマリ］タブ

［テスト デザイン］/［サマリ］タブには，選択したパフォーマンス・テストの詳細なサマリが表示されます。

［テスト デザイン］タブ

［サマリ］タブ

アクセス方法 ［テスト デザイン］タブ：

1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリーでパフォーマンス・テストを選択し，［テスト デザイン］タブをク

リックします。

［サマリ］タブ：

1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［サマリ］タブをクリックします。
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参照情報 l 「［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウ」 (77ページ)

l 『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

パフォーマンス・テストをデザインする［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウ

を開きます。詳細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウ」 (77
ページ)を参照してください。

利用可能な場所：［テスト デザイン］タブのみ

テスト計画領域から，テストを実行できます。

利用可能な場所：［テスト デザイン］タブのみ

［一般の詳細］表示枠

この表示枠には，テストに関する一般的な要約情報が表示されます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<設定カラムのアイコ

ン> l ：テストのデザインにエラーがあることを示します。

l ：テストが有効で実行できることを示します。

l ：次かどうかを示します。

n トポロジがテストに対して選択されている

n モニタがテストに対して選択されている

n 診断がテストに対して有効化されている

n IPスプーフィングがテストに対して有効化されている

テスト名 テストの名前。

検証 テストが有効かどうかを示します。

テストが有効でない，またはテストに関する通知がある場合，［詳細］カラ

ムにはテストに関連するエラーとメッセージが一覧表示される，［テスト検

証結果］ダイアログ・ボックスへのリンクが表示されます。詳細については，

「［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス」 (79ページ)を参照してください。

作業負荷タイプ テストに選択した作業負荷タイプ。

仮想ユーザ テストに定義された仮想ユーザ。
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UI 要素 説明

トポロジ トポロジがテストに関連付けられているかどうかを示します。関連付けられ

ている場合は，関連する詳細が表示されます。

診断 診断がテストに対して有効化されているかどうかを示します。有効化され

ている場合は，関連する詳細が表示されます。

モニタ モニタ・プロファイルがテストに対して定義されているかどうかを示します。

定義されている場合は，関連する詳細が表示されます。

IP スプーファ IPスプーフィングがテストに対して有効化されているかどうかを示します。

詳細については，「［テスト オプション］ダイアログ・ボックス」 (101ページ)を参

照してください。

サービス仮想化 サービス仮想化がオンかオフかを示します。

Controller/C+LG/LG テストに選択したホストの数とそれらのプロパティが表示されます。

［サービスレベルアグリーメント］表示枠

この表示枠には，テストに定義されたサービス・レベル・アグリーメント ( SLA)が表示されます。

重要な情報 l SLAの作成，変更，削除は，［サマリ］タブで行います。

l ［テスト デザイン］タブでは，定義された SLAのリストの表示のみが可能で

す。

関連タスク 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (149ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［サービスレベルアグリーメント］表示枠」 (153ページ)を参

照してください。

［グループ］表示枠

この表示枠には，テストに定義された仮想ユーザ・グループの詳細が表示されます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

グループ名 仮想ユーザ・グループの名前。

スクリプト名 仮想ユーザ・グループに関連付けられた仮想ユーザ・スクリプトの名

前。

スクリプト・タイプ 仮想ユーザ・スクリプト・タイプ。

仮想ユーザ数 /仮想ユー

ザ％

仮想ユーザ・グループに分散された仮想ユーザの数 /パーセント。

HP ALM Performance Center (11.52)76 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第6章 :パフォーマンス・テスト・デザイン -概要



［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウ

このウィンドウでは，パフォーマンス・テストを定義できます。パフォーマンス・テストの定義には，テストの

スクリプトの選択，各スクリプトで実行する仮想ユーザの数と実行の継続時間のスケジュール設定，

テストのトポロジとモニタ・プロファイルの選択，テスト実行のための診断データ収集の有効化が含まれ

ます。

バージョン管理：プロジェクトでバージョン管理が有効にされている場合：

l テストを編集するには，チェックアウトする必要があります。

l テストをチェックアウトすると，チェックアウト当事者のみがテストを編集可能となります。

l 別のユーザがテストをチェックアウトしている場合，テストはチェックアウトできません。最後に

チェックインしたバージョンは，読み取り専用モードで表示できます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］を

選択します。

重要な情報 ALMで作業を続行するには，［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウを閉じる

必要があります。このウィンドウを閉じる前に，テストに加えた変更を保存してくだ

さい。

関連タスク 「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ページ)

参照情報 l 「ERP/CRMおよびJ2EE/.NET診断の有効化と設定 」 (163ページ)

l 「モニタ・プロファイル」 (55ページ)

l 「トポロジ」 (39ページ)

l バージョン管理の有効なプロジェクトの場合は，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

保存された変更をパフォーマンス・テストに対してチェックインし，他のユー

ザが利用できる新しい，更新済みバージョンを作成できます。

注 :バージョン管理が有効なプロジェクトで利用できます。

パフォーマンス・テストをチェックアウトして，変更を加えられます。

注 :バージョン管理が有効なプロジェクトで利用できます。

テストをチェックアウトした後で，このボタンによりチェックアウトを元に戻し

て，変更をキャンセルできます。

注 :バージョン管理が有効なプロジェクトで利用できます。

［テスト オプション］ダイアログ・ボックスを開き，一般的なスケジューラとテ

ストのオプションを設定できます。詳細については，「［テスト オプション］ダ

イアログ・ボックス」 (101ページ)を参照してください。

［サマリ］タブ テストのサマリが表示されます。詳細については，「［テスト デザイン］/［サ
マリ］タブ」 (74ページ)を参照してください。

［作業負荷］タブ テストの作業負荷をデザインできます。詳細については，「［パフォーマン

ステスト デザイナ］＞［作業負荷］タブ」 (88ページ)を参照してください。

［トポロジ］タブ トポロジをテストに関連付けられます。詳細については，「［パフォーマンス

テスト デザイナ］＞［トポロジ］タブ」 (53ページ)を参照してください。

［モニタ］タブ テストを監視するモニタを選択できます。詳細については，「[パフォーマン

ステスト デザイナ]＞ [モニタ]タブ」 (65ページ)を参照してください。

［診断］タブ 診断モジュールを選択して，テストから診断データを収集できます。詳

細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［診断］タブ」 (166
ページ)を参照してください。

<検証メッセージ> テストを保存すると，このメッセージでテスト検証結果が表示されます。エ

ラーまたはメッセージがない場合，テスト検証結果へのリンクが表示され

ます。

詳細については，「［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス」 (79ページ)を
参照してください。
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［テスト検証結果］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，パフォーマンス・テストの検証結果が表示されます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］を

選択します。

3. 次のいずれかを実行します。

n ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウの下部近くの検証リンクをク

リックします。

n ［サマリ］タブで，［検証］リンクをクリックします。

注 :検証リンクは，テストが無効な場合，またはテストに関するメッセージ

がある場合のみ表示されます。テストが有効でメッセージがない場合，

検証リンクは表示されません。

重要な情報 有効でないパフォーマンス・テストは実行できません。

関連タスク 「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ページ)

参照情報 「［テスト デザイン］/［サマリ］タブ」 (74ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

レベル メッセージのタイプ。

［エラー］コンポーネントまたは

［警告］。

詳細 エラーまたは警告を説明します。
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第7章:パフォーマンス・テストの作業負荷の定義

本章の内容

パフォーマンス・テストの作業負荷の概要 82

パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法 82

仮想ユーザ・グループ間で仮想ユーザを分散する方法 85

パフォーマンス・テストの作業負荷のユーザ・インタフェースの定義 88
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パフォーマンス・テストの作業負荷の概要

パフォーマンス・テストを作成する場合，テストの作業負荷を定義する必要があります。作業負荷の

定義には，テストの作業負荷タイプの選択，アプリケーションで実行されるユーザ・グループをエミュ

レートする仮想ユーザ・グループの作成，テスト中の動作方法の設定が含まれます。

スケジュールのタイプ，テストの実行に使用するスケジュール実行モード，テストでの仮想ユーザ・グ

ループ間の仮想ユーザの分散方法によって，作業負荷を選択します。

パフォーマンス・テストに対する作業負荷定義の詳細については，「パフォーマンス・テストの作業負荷

を定義する方法」 (82ページ)を参照してください。

また，「ランデブー・ポイント」 (82ページ)も参照してください。

ランデブー・ポイント

テスト実行中，ランデブー・ポイントを使用して，同時に複数の仮想ユーザでタスクを実行する設定

が可能です。ランデブー・ポイントでは，サーバに強いユーザ負荷が作成され，負荷を受けたサーバの

パフォーマンスを測定できます。

10個の仮想ユーザが規定のタスクを同時に実行する場合に，アプリケーションのパフォーマンスを測

定するとします。複数の仮想ユーザを同時に動作させるには，仮想ユーザ・スクリプトにランデブー・ポ

イントを作成する必要があります。仮想ユーザがランデブー・ポイントに達すると，Controllerによってラ

ンデブー・ポイントに保持されます。Controllerは必要な数の仮想ユーザが到達した場合，または指

定された時間が経過した場合，仮想ユーザをランデブーからリリースします。

たとえば，オンライン銀行をテストする場合，2つのランデブー・ポイントを含むテストの作成が考えられ

ます。最初のランデブーでは，1000個の仮想ユーザが同時に預金できるようにします。2番目のラン

デブーでは，別の1000個の仮想ユーザが同時に預金を引き出せるようにします。500個の仮想ユー

ザのみが預金する場合のサーバのパフォーマンスを測定するには，500個の仮想ユーザがランデブーに

達したときに仮想ユーザがリリースされるようにリリース・ポリシーを設定します。

テストの作業負荷を定義するときに，ランデブー・ポリシーを設定できます。タスクの詳細については，

「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)を参照してください。

実行中，ランデブー・ポイントで待機している仮想ユーザを手動でリリースできます。タスクの詳細につ

いては，「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法

このタスクでは，パフォーマンス・テストの作業負荷の定義方法について説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストをデ
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ザインする方法」 (70ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テストの詳細については，「パフォーマンス・テストの作業負荷の概要」 (82ページ)を参

照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (83ページ)

l 「作業負荷の選択」 (83ページ)

l 「Controllerの選択」 (83ページ)

l 「仮想ユーザ・グループの作成と仮想ユーザのグループへの分散」 (84ページ)

l 「仮想ユーザ・グループ間でのLoadGeneratorの分散 」 (84ページ)

l 「パフォーマンス・テストのスケジュールの定義」 (84ページ)

l 「テストの設定 -オプション」 (84ページ)

l 「トポロジの定義，監視，診断オプション」 (85ページ)

1. 前提条件

パフォーマンス・テストを作成します。詳細については，「パフォーマンス・テストをデザインする方

法」 (70ページ)を参照してください。

2. 作業負荷の選択

テスト計画ツリーで，テストを右クリックし，［テストの編集］を選択します。［パフォーマンス・テスト・

デザイナ］ウィンドウでテストが開きます。

［作業負荷タイプ］の横の作業負荷タイプの選択ボタンをクリックして，テストの作業負荷のタイ

プを選択します。選択する作業負荷のタイプで，テストが実行されるスケジュールのタイプと，実

行時の仮想ユーザの分散方法が決定します。

［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックスの詳細については，「［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボック

ス」 (96ページ)を参照してください。

3. Controllerの選択

［Controller］の横のController の選択ボタンをクリックして，テストのControllerとして機能する

ホストを選択します。
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ユーザ・インタフェースの詳細については，「［Controllerの選択］ダイアログ・ボックス」 (98ページ)を
参照してください。

4. 仮想ユーザ・グループの作成と仮想ユーザのグループへの分散

a. ［グループ］表示枠で，右側の［スクリプト ツリー］表示枠からテストで実行するスクリプトを選

択します。［スクリプト ツリー］表示枠が開いていない場合は，［スクリプトの選択］ ボタン
をクリックします。

ヒント :スクリプトの完全なフォルダを選択するか，キーボードで CTRLキーを押したままに

して，複数のスクリプトを選択できます。

b. (オプション)選択した各スクリプトについて，グループ・グリッドで仮想ユーザ・グループが作成

され，標準設定で選択したスクリプトと同じ名前が付けられます。グループ名は必要に応じ

て変更できます。

c. 作業負荷タイプで選択した仮想ユーザ分散方法に従って，仮想ユーザ・グループ間に仮想

ユーザを分散します。詳細については，「仮想ユーザ・グループ間で仮想ユーザを分散する

方法」 (85ページ)を参照してください。

5. 仮想ユーザ・グループ間でのLoad Generatorの分散

仮想ユーザ・グループ間で LoadGeneratorを分散する方法を選択し，グループに分散する Load
Generatorを指定します。

詳細については，「仮想ユーザ・グループ間で LoadGeneratorを分散する方法」 (121ページ)を
参照してください。

6. パフォーマンス・テストのスケジュールの定義

仮想ユーザ・グループがテストでどのように実行されるかをスケジュール設定します。詳細について

は，「パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法」 (136ページ)を参照してください。

7. テストの設定 -オプション

テストには次のオプション設定が可能です。

オプションのテ

スト設定 説明

コマンド・ライ

ン引数

コマンド・ライン引数を送信すると，UIで手動で定義せずにテスト設定を行え

ます。

［グループ］表示枠で，［コマンド ラインの編集］ ボタンをクリックします。詳
細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［作業負荷］タブ」 (88ペー

ジ)で，「コマンド ラインの編集」を参照してください。
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オプションのテ

スト設定 説明

ランデブー・ポ

イント

仮想ユーザ・グループをテストに追加すると，関連付けられたスクリプトのラン

デブー・ポイントがスキャンされます。

ランデブー・ポイントを表示，管理するには，［ランデブーの表示］ ボタン
をクリックします。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ランデブー］ダイア

ログ・ボックス」 (99ページ)を参照してください。

実行環境の

設定

アップロードした仮想ユーザ・スクリプトの実行環境設定を行えます。実行環

境設定は，スクリプトが実行されるときに仮想ユーザに割り当てられます。

［実行環境の設定］ダイアログ・ボックスを開くには，［グループ］表示枠のツー

ルバーで［実行環境設定の編集］ ボタンをクリックします。ユーザ・インタ
フェースの詳細については，「［実行環境設定の編集］ダイアログ・ボックス」

(318ページ)を参照してください。

実行環境設

定の複製

実行環境設定は，テスト内の1つのスクリプトから，同じスクリプト・タイプの

別のスクリプトにコピーできます。［グループ］表示枠のツールバーで，［実行環

境設定の複製］ ボタンをクリックします。

詳細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［作業負荷］タブ」 (88
ページ)で，「実行環境設定の複製」を参照してください。

ネットワーク仮

想化

ネットワーク仮想化では，ネットワーク上で発生する確率の高いネットワーク処

理をエミュレートすることで，より現実的なパフォーマンス・テストを作成します。

［ネットワーク仮想化設定］ダイアログ・ボックスを開くには，［グループ］表示枠

のツールバーで［ネットワーク仮想化設定の編集］ボタン をクリックしま
す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ネットワーク仮想化の設定］

ダイアログ・ボックス」 (249ページ)を参照してください。

ターミナル・

サービス

手動による LoadGeneratorの分散を使用すると，LoadGeneratorでターミナ

ル・サービス・セッションを開き，複数のGUI仮想ユーザを同じアプリケーション

で同時に実行できます。詳細については，「［ターミナルサービス］ダイアログ・

ボックス」 (183ページ)を参照してください。

8. トポロジの定義，監視，診断オプション

タスクの詳細については，「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ページ)を参照してくださ

い。

仮想ユーザ・グループ間で仮想ユーザを分散する方法

このタスクでは，仮想ユーザ・グループ間でパフォーマンス・テストの仮想ユーザを分散する方法につい

て説明します。作業負荷に選択した仮想ユーザ分散方法に従って，仮想ユーザを分散します。

仮想ユーザは，数値別，パーセント別 (手動 )，または相対分布方法を使用して分散できます。
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注 :

l グループ・スケジュールのある作業負荷では，仮想ユーザを数値別でのみ分散できます。

l このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの作

業負荷を定義する方法」 (82ページ)を参照してください。

本タスクの内容

l 「数値別の仮想ユーザの分散」 (86ページ)

l 「パーセント別の仮想ユーザの分散」 (87ページ)

l 「相対分布を使用して，仮想ユーザをパーセントで分散」 (87ページ)

数値別の仮想ユーザの分散

注 : この手順は，テストの作業負荷を選択するときに，［数値別］を選択したと想定しています。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックス」 (96ページ)を
参照してください。

l 基本スケジュール：［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウの［グループ］グリッドでグループを選択

し，［仮想ユーザ］カラムで，そのグループに割り当てる仮想ユーザの数を入力します。

l 実スケジュール：テスト・スケジュールを定義するときに，仮想ユーザの数を定義します。詳細につ

いては，「パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法」 (136ページ)を参照してください。

両方の実行モードで，すべての仮想ユーザ・グループに割り当てられた仮想ユーザの合計数が［グ

ループ］表示枠のツールバーに表示されます。
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パーセント別の仮想ユーザの分散

注 : この手順は，テストの作業負荷を選択するときに，［パーセント別］を選択したと想定してい

ます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックス」 (96ペー

ジ)を参照してください。

1. ［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウの［グループ］グリッドで，各グループの［仮想ユーザ -
100%］カラムに，グループに割り当てる仮想ユーザの合計数の割合を入力します。

注 : テストを有効にするには，すべてのグループのパーセントの合計を正確に 100%にする必

要があります。

2. テストで実行する仮想ユーザの合計を割り当てます。

n 基本スケジュール・モード：［グループ］表示枠で，［合計仮想ユーザ数］ボックスに仮想ユーザ

の数を入力します。

n 実スケジュール・モード：テスト・スケジュールを定義するときに，仮想ユーザの数を定義します。

詳細については，「パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法」 (136ページ)を参照してくだ

さい。

相対分布を使用して，仮想ユーザをパーセントで分散

［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウの［グループ］グリッドで，［相対分布］ ボタンをクリックし
て，各グループの仮想ユーザを分散する割合を定義します。ユーザ・インタフェースの詳細について

は，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［作業負荷］タブ」 (88ページ)の「相対分布」を参照してくださ

い。
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パフォーマンス・テストの作業負荷のユーザ・インタフェース
の定義

本項の内容

［パフォーマンステスト デザイナ］＞［作業負荷］タブ 88

［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックス 96

［Controllerの選択］ダイアログ・ボックス 98

［ランデブー］ダイアログ・ボックス 99

［テスト オプション］ダイアログ・ボックス 101

［パフォーマンステスト デザイナ］＞［作業負荷］タブ

このタブでは，テストの作業負荷を定義できます。テストのController，テストで実行するスクリプト，仮

想ユーザを実行する LoadGeneratorを選択します。テストの実行スケジュールも定義します。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。
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関連タスク 「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)

参照情報 次の内容の詳細については「［グループ］表示枠」 (89ページ)を参照してくださ

い。

l ［スクリプトの表示］ダイアログ・ボックス

l ［コマンドラインの編集］ダイアログ・ボックス

l ［相対分布］ダイアログ・ボックス

l ［実行環境設定の複製］ダイアログ・ボックス

l ［スケジューラ設定の複製］ダイアログ・ボックス

［作業負荷］タブの共通領域

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

作業負荷

タイプ

テストの作業負荷タイプが表示されます。［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックスを開

いて，テストの作業負荷のタイプを選択するには， をクリックします。

詳細については，「［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックス」 (96ページ)を参照してくだ

さい。

Controller テストに選択したControllerが表示されます。［Controllerの選択］ダイアログ・ボックス

を開いて，テストのControllerを選択するには， をクリックします。

詳細については，「［Controllerの選択］ダイアログ・ボックス」 (98ページ)を参照してく

ださい。

［グループ］表示枠

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

スクリプトの選択：［スクリプト ツリー］表示枠が開き，テストで実行するスクリ

プトを選択できます。詳細については，「［スクリプト ツリー］表示枠」 (95ペー

ジ)を参照してください。
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UI 要素 説明

スクリプトの表示：［グループ］グリッドで選択したスクリプトを読み取り専用ウィ

ンドウで開きます。

バージョニング：

l スクリプトがチェックインされている限り，すべてのユーザに同じバージョンが

表示されます。

l スクリプトをチェックアウトすると，スクリプトの非公開コピーが表示されま

す。スクリプトに変更を加えても，そのスクリプトを再度チェックインするま

で，他のユーザは変更を表示できません。同様に，他のユーザがこのスク

リプトへの変更をチェックインしても，スクリプトをチェックアウトしていると，そ

の変更は表示できません。

l 別のユーザがスクリプトをチェックアウトしても，チェックインされた最新バー

ジョンが表示されます。

実行環境設定の編集：選択したスクリプトの［実行環境の設定］ダイアロ

グ・ボックスが開き，実行環境の設定が行えます。

標準設定を使用するには，［標準設定を使用］をクリックします。仮想ユー

ザ・スクリプトには，VuGenとControllerに対する個々の標準設定の実行環

境設定があり，VuGenのデバッグ環境とControllerのパフォーマンス・テスト

環境をサポートしています。

詳細については，「実行環境の設定」 (313ページ)を参照してください。

コマンド・ラインの編集：［コマンド ライン］ダイアログ・ボックスが開

き，Controllerの動作を指定する引数を渡せます。コマンド・ラインで引数を

渡して，ユーザ・インタフェースでの手動定義なしでテスト設定を行います。

l コマンド・ライン：＜パラメータ名＞＜値＞の形式を使用して送信するパ

ラメータの名前と値を入力します。

注 : コマンド・ラインの解析関数，またはコマンド・ラインに引数を含

める場合の詳細については，HP Virtual User Generatorとともに提

供される『HP LoadRunner Online Function Reference』を参照してく

ださい。

l ＜コマンド・ラインのオプション＞：次のいずれかを選択します。

n 現在のスクリプトに適用

n テスト内のすべてのスクリプトに適用

n テスト内のすべてのスクリプトに追加

注 : Service Testテストには引数を渡せません。

グループの削除：選択した仮想ユーザ・グループを削除します。
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UI 要素 説明

相対分布：［相対分布］ダイアログ・ボックスが開き，ALMによって各仮想

ユーザ・グループに分散する仮想ユーザの割合の計算に使用する割当量を

指定できます。

l 比率：対応する仮想ユーザ・グループに分散する仮想ユーザの合計数の

一部。

l グループ名：仮想ユーザ・グループの名前。

例：

200個の仮想ユーザをグループ間で 1：1：3の比率で分散するには，グ

ループ 1に 1，グループ 2に 1，グループ 3に 3と入力します。

仮想ユーザの20%がグループ 1に，20%がグループ 2に，60%がグルー

プ 3に割り当てられます。つまり，40個の仮想ユーザがグループ 1に，40
個の仮想ユーザがグループ 2に，120個の仮想ユーザがグループ 3に割

り当てられることになります。

注 :パーセント・モードのみで有効になります。

ランデブーの表示：［ランデブー］ダイアログ・ボックスが開き，ランデブー・ポイン

トを有効または無効にしたり，仮想ユーザがランデブー・ポイントに達したとき

の処理方法に関するポリシーを設定できます。詳細については，「［ランデ

ブー］ダイアログ・ボックス」 (99ページ)を参照してください。

実行環境設定の複製：［実行環境設定の複製］ダイアログ・ボックスが開

き，コピー元のスクリプトを選択して，同じタイプの1つ以上のスクリプトに実

行環境設定をコピーできます。

注 : コピー元のスクリプトとコピー先のスクリプトは同じスクリプト・タイプで

ある必要があります。
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UI 要素 説明

スケジューラ設定の複製：［スケジューラ設定の複製］ダイアログ・ボックスが

開き，コピー元の仮想ユーザ・グループを選択して，テストの1つ以上の仮

想ユーザ・グループにスケジュール設定をコピーできます。

詳細については，「パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法」 (136ペー

ジ)のグループ・スケジュールのコピー方法に関する指示を参照してください。

利用可能な場所：グループ別のスケジュールのみ。

ネットワーク仮想化設定の編集：［ネットワーク仮想化設定］ダイアログ・

ボックスが開きます。ネットワーク仮想化によってネットワーク上で発生する確

率の高い影響をエミュレートすることで，より現実的なパフォーマンス・テストを

作成できます。

詳細については，「［ネットワーク仮想化の設定］ダイアログ・ボックス」 (249
ページ)を参照してください。

サービス仮想化の構成：［サービス仮想化の構成］ダイアログ・ボックスが開

き，仮想化サービスをパフォーマンス・テストに統合できます。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス」 (110ペー

ジ)を参照してください。

仮想化サービスを含むプロジェクトの作成の詳細については，『HP Service
Virtualizationユーザーズ・ガイド』を参照してください。

パフォーマンス・テストでの仮想化サービスの使用に関するタスクの詳細につ

いては，「仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ペー

ジ)を参照してください。

合計仮想ユーザ

数

テストに参加するすべての仮想ユーザ・グループに分散された仮想ユーザの

合計数が表示されます。詳細については，「仮想ユーザ・グループ間で仮想

ユーザを分散する方法」 (85ページ)を参照してください。

LG の配分 テストで仮想ユーザ・グループに LoadGeneratorを割り当てる方法を選択で

きます。

l 各グループにすべて割り当てる：すべての自動適合 LoadGeneratorが，

すべての参加仮想ユーザ・グループに分散されます。

l 手動で割り当てる：LoadGeneratorは手動で分散されます。

詳細については，「LoadGeneratorの分散の概要」 (120ページ)を参照して

ください。

LG テストに選択した自動適合 LoadGeneratorの数が表示されます。

注 : ［LG の配分］ボックスで，［各グループにすべて割り当てる］が選択さ

れている場合のみ利用可能です。
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UI 要素 説明

Load Generator プロパティの設定：［自動適合 LoadGeneratorプロパティ］

ダイアログ・ボックスが開き，自動適合 LoadGeneratorのプロパティを指定で

きます。詳細については，「［自動適合 LoadGeneratorプロパティ］ダイアロ

グ・ボックス」 (130ページ)を参照してください。

複数グループに Load Generator を割り当て：［複数グループに Load
Generatorを割り当て］ダイアログ・ボックスが開き，1つ以上のAutomatach
LoadGeneratorまたは特定のLoadGeneratorを複数の仮想ユーザ・グルー

プに一度に割り当てられます。このダイアログ・ボックスを使用して，複数の仮

想ユーザ・グループから 1つまたは複数のLoadGeneratorを一度に削除す

ることもできます。詳細については，「［複数グループに LoadGeneratorを割

り当て］ダイアログ・ボックス」 (123ページ)を参照してください。

利用対象：LoadGeneratorの分散方法が［手動で割り当てる］の場合。詳

細については，「LGの配分」 (92ページ)を参照してください。

［PALレポートの選択］ダイアログ・ボックスが開き，PAL運用レポートを選択

できます。PALレポートの詳細については，「［PALレポート］表示枠」 (406
ページ)を参照してください。

<グリッド・フィルタ> 各カラム名の下にあります。カラムに現在適用されているフィルタが表示され

ます。このフィルタ・ボックスが空の場合，現在カラムにはフィルタが適用されて

いません。

フィルタを適用するにはボックスに直接入力し，ENTER を押します。
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UI 要素 説明

［グループ］グリッド テストに参加する仮想ユーザ・グループが表示されます。

l 仮想ユーザ：(数値別モード )仮想ユーザ・グループに分散された仮想

ユーザの数。

標準設定値： 仮想ユーザ10個

l グループ名：仮想ユーザ・グループの名前。

l スクリプト名：仮想ユーザ・グループに関連付けられた仮想ユーザ・スクリプ

トの名前。グループが選択されると，スクリプト名がリンクに変わります。別

のスクリプトを選択するには，スクリプト名をクリックして，スクリプトを選択

します。

l Load Generator：仮想ユーザ・グループに割り当てられている Load
Generator。

l スクリプト・タイプ：仮想ユーザ・スクリプト・タイプ。

l タグ：仮想ユーザ・グループのタグ。タグ付けをすると，仮想ユーザ・グループ

を分類して簡単に識別できます。

例：

n グループの実行環境設定とスケジューラ設定が完了したら，グ

ループに［完了］とタグ付けできます。完了してないグループには，

［TODO］とタグ付けできます。

n 不具合モジュール，または要件モジュールに対して実行されてい

るグループは，［DEF］または［REQ］とタグ付けできます。
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UI 要素 説明

［スクリプト ツリー］

表示枠
［スクリプトの選択］ボタン をクリックすると，右側で開きます。プロジェクト
にアップロードされた VuGenスクリプト，UFT GUI テスト，UFT API テストがす

べて一覧表示されます。

注 : HP Unified Functional Testing( UFT)は，以前はHP QuickTest
ProfessionalとHP Service Test と呼ばれていた製品で構成されていま

す。

l QuickTestの機能は，UFTではGUI テストと呼ばれます。

l Service Testの機能は，UFTでは APIテストと呼ばれます。

ツリーから 1つ以上のスクリプトをドラッグ・アンド・ドロップするか，スクリプトを

選択して， をクリックします。

ヒント :スクリプトのフォルダ全体を選択するか，キーボードで CTRLキー

を押したままにして，複数のスクリプトを選択できます。

スクリプトの選択後，標準設定で［スクリプト ツリー］表示枠が閉じます。

l ［スクリプト ツリー］表示枠を開いたままにするには，［ドッキング］ ボタ
ンをクリックします。

l スクリプト・ツリーが自動的に閉じるようにするには，［ドッキング解除］
ボタンをクリックします。

［全体スケジュール］表示枠

［全体スケジュール］表示枠では，テスト実行のためのスケジュールを定義します。詳細については，

「［全体スケジュール］表示枠」 (140ページ)を参照してください。
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［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，パフォーマンス・テストのための作業負荷のタイプを選択できます。選択

する作業負荷のタイプで，テストが実行されるスケジュールのタイプと，実行時の仮想ユーザの分散

方法が決定します。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。

4. ［作業負荷タイプ］ボックスの横の［作業負荷タイプの選択］ をクリックしま
す。

重要な情報 作業負荷を変更すると，スケジューラ設定が失われます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)

参照情報 l 「パフォーマンス・テストの作業負荷の概要」 (82ページ)

l 「パフォーマンス・テストのスケジュール設定の概要」 (134ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

基本スケジュール(テスト別 ) ：基本実行モードで，すべての仮想ユーザ・グループ

が同じテスト・スケジュールで一緒に実行されるように設定するには，この作業負

荷タイプを選択します。

仮想ユーザは次のように分散できます。

l 数値別：仮想ユーザは数値別で分散されます。

l パーセント別：仮想ユーザはパーセント別で分散されます。

基本スケジュール(グループ別 ) ：基本実行モードで，各仮想ユーザ・グループが

独自のテスト・スケジュールで実行されるように設定するには，この作業負荷タイ

プを選択します。

グループ・スケジュールで，仮想ユーザは常に数値別で分散されます。

実スケジュール(テスト別 ) ：実スケジュール実行モードで，すべての仮想ユーザ・グ

ループが同じテスト・スケジュールで一緒に実行されるように設定するには，この作

業負荷タイプを選択します。

仮想ユーザは次のように分散できます。

l 数値別：仮想ユーザは数値別で分散されます。

l パーセント別：仮想ユーザはパーセント別で分散されます。

実スケジュール(グループ別 ) ：実スケジュール実行モードで，各仮想ユーザ・グ

ループが独自のテスト・スケジュールで実行されるように設定するには，この作業

負荷タイプを選択します。

グループ・スケジュールで，仮想ユーザは常に数値別で分散されます。
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［Controllerの選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，パフォーマンス・テストのためのControllerを選択できます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］を

選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。

4. ［Controller ］ボックスの横の をクリックします。

重要な情報 l パフォーマンス・テストには，Controllerを 1つのみ選択します。

l パフォーマンス・テスト中にControllerホストとLoadGeneratorホストに重い負

荷がかかる可能性があるため，Controller機能にC+LGホストを選択する場

合は，同時に LoadGeneratorとして割り当てないのがベスト・プラクティスです。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)

参照情報 「パフォーマンス・テストの作業負荷の概要」 (82ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

自動適合 :専
用 Controller

実行時に，プロジェクトのホスト・プールで利用可能な Controllerホストがテスト

実行に割り当てられ，Controller機能専用となります。専用 Controllerのた

め，LoadGeneratorとして同時に割り当てることはできません。

ホストの割り当ての詳細については，『HP Application Lifecycle Management
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

特定 特定のControllerホストを選択する場合は，このオプションを選択します。グリッド

には，プロジェクトのホスト・プールで利用可能な特定のControllerホストが一覧

表示されます。

注 :ホストが赤いアスタリスク( *)付きで表示される場合は，仮想ユーザ・グ

ループに LoadGeneratorとしてすでに割り当てられています。パフォーマンス・

テスト中にControllerホストとLoadGeneratorホストに重い負荷がかかる可

能性があるため，ホストを仮想ユーザ・グループに割り当てる場合は，同時

にControllerとして選択しないのがベスト・プラクティスです。

［ランデブー］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，仮想ユーザ・スクリプトで定義されたランデブー・ポイントを有効 /無効に

し，ランデブー・ポイントでのControllerによる仮想ユーザの処理方法を決定するランデブー・ポリシー

を設定できます。

アクセス方法
l テスト・デザイン段階：［作業負荷］タブで，［ランデブーの表示］ をクリック

します。

l テスト実行中：パフォーマンス・テストの実行ページで，［ランデブーの表示］

をクリックします。
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重要な情報 ランデブー・ポイントは，VuGenでスクリプトを作成するときに，仮想ユーザ・スクリプ

トに挿入されます。詳細については，『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガイ

ド』を参照してください。

ランデブー・ポイントでは，複数の仮想ユーザがまったく同時にタスクを実行するた

め，サーバに強いユーザ負荷が作成されます。ランデブー・ポイントを有効にする

と，特定の負荷がかかったときのシステムの応答を確認できます。

各ランデブー・ポイントに対して，［ポリシー］属性を設定できます。テスト実行中，

ランデブー・ポイントで仮想ユーザの動作を操作できます。

関連タスク l 「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

参照情報 「ランデブー・ポイント」 (82ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

すべて選択：グリッドのすべてのランデブー・ポイントを選択します。

選択しない：グリッドで選択したすべてのランデブー・ポイントをクリアします。

選択項目 /非選択項目間を切り替えます：ランデブー・ポイントの現在の選択項

目を入れ替えます。

つまり，選択されていないランデブー・ポイントが選択されると，選択されているラ

ンデブー・ポイントがクリアされます。

選択されているランデブー・ポイントの有効 /無効を切り替えます。ランデブー・ポイ

ントの無効と有効を切り替えると，サーバ負荷のレベルに影響します。

選択したランデブー・ポイントで仮想ユーザをリリースします。

利用可能な場所：パフォーマンス・テストの［実行］ページのみ

<ランデブー・グ

リッド>
スクリプトのランデブー・ポイントの詳細が表示されます。

l 名前：VuGenスクリプトで指定されるランデブー・ポイントの名前。

l ステータス：ランデブー・ポイントのステータス。有効または無効。

l スクリプト：ランデブー・ポイントが定義されたスクリプトの名前。

クリックしてランデブー・ポイントを選択します。
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UI 要素 説明

ポリシー Controllerによるランデブー・ポイントでの仮想ユーザの処理方法を決定できま

す。各ランデブーに次のポリシー属性を設定します。

l リリースのタイミング：ランデブーから一度にリリースされる仮想ユーザの数を設

定します。

n ［% の仮想ユーザ (全仮想ユーザ中 )がランデブーに到着時］：すべての仮

想ユーザの指定したパーセンテージがランデブー・ポイントに到着するとリ

リースされます。

注 : このオプションは，テストのスケジュール作成に影響を及ぼします。

このオプションを選択すると，テストはスケジュールされたとおりに実行さ

れません。

n % の仮想ユーザ (全実行仮想ユーザ中 )がランデブーに到着時：テストで

実行されているすべての仮想ユーザの指定したパーセンテージがランデ

ブー・ポイントに到着するとリリースされます。

n 仮想ユーザがランデブーに到着時：指定した数の仮想ユーザがランデブー・

ポイントに到着するとリリースされます。

l 仮想ユーザ間のタイムアウト：タイムアウト値 (秒 )。各仮想ユーザがランデ

ブー・ポイントに到着した後，Controllerは次の仮想ユーザが到着するまで，

指定された最大タイムアウト期間まで待機します。タイムアウト期間内に次

の仮想ユーザが到着しない場合，Controllerは待機しているすべての仮想

ユーザをランデブーからリリースします。新しい仮想ユーザが到着するたびに，タ

イマーはゼロにリセットされます。各ランデブー・ポイントにタイムアウトを設定し

ます。

［テスト オプション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，一般的なスケジューラとテストのオプションを設定できます。
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アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。

4. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウの右下の領域で，

をクリックします。

重要な情報 ［作業負荷］タブが表示されている場合のみアクセス可能です。

関連タスク l 「パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法」 (136ページ)

l 「ALMで IPスプーフィングを有効にする方法」 (186ページ)

参照情報 「パフォーマンス・テストの作業負荷の概要」 (82ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

スケジューラを

有効にする

スケジューラを有効にすると，ユーザ定義スケジュールに従って，テストを実行でき

ます。スケジュールを定義するには，このオプションを選択する必要があります。

l スケジューラが停止し、仮想ユーザがアクティブでなければ、テストを停止テス

ト・スケジュールが停止し，すべての仮想ユーザが次のいずれかの非アクティブ

な状態にある場合は，自動的に停止します。ダウン，成功，失敗，エラー，

停止。

l 次の待機時間後にスケジューラを起動 HH:MM:SS：テストの実行コマンドの

発行後，スケジューラがスケジュールを実行する時間を指定できます。このオ

プションが選択されていないと，テストの実行が開始するとすぐに，スケジュール

が実行を開始します。

l すべてのグループが初期化するのを待機：仮想ユーザ・グループのすべての仮

想ユーザの初期化が完了するまで，グループの実行開始を待機するよう，ス

ケジューラに指示します。

注 : このオプションを選択すると，仮想ユーザ・グループの初期化アクション

が［各仮想ユーザを実行直前に初期化する］の場合，スケジューラはこ

の設定を［すべての仮想ユーザを同時に初期化する］に自動的に変更

します。

l テスト開始時にスケジューラを一時停止：テスト実行の開始時にスケジューラ

を停止し，テストが実行される食前にテストの設計を変更できます。その後，

スケジューラを手動で再起動できます。
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UI 要素 説明

IP スプーファを

有効にする

複数の IPアドレスを定義した後，テスト実行前にこのオプションを選択して IPス

プーフィングを有効にします。

注 : テスト実行前に IPスプーフィングを有効にする必要があります。

マルチ IPアドレス指定の詳細については，「マルチ IPアドレス」 (185ページ)を参

照してください。

最大同時仮

想ユーザ数の

設定

このテストに対して許可される最大同時仮想ユーザ数。
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第8章:仮想化サービスの統合

本章の内容

仮想化サービス統合の概要 106

仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法 109

仮想化サービスの統合のユーザ・インタフェース 110
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仮想化サービス統合の概要

パフォーマンス・テストの一環として，ビジネス・シナリオに含まれる他のサービスに依存するアプリケー

ションをテストできます。実際のサービスをロードする代わりに，テスト実行でシミュレートされたサービス

を使用できます。仮想化サービスは，実際のサービスをシミュレートしたものです。

利用できないサービスを含むパフォーマンス・テスト・ビジネス・プロセスを促進するため，Performance
CenterはHP Service Virtualizationと統合されます。

実際のサービスを使用すると付加的なコストが発生する場合，あるいは開発中またはパフォーマン

ス・テスト実行時にアクセスできないアプリケーションのサービスが必要な場合は，テストでシミュレート

されたサービスを使用することをお勧めします。

例

ビジネス・プロセスに，サードパーティ・ベンダを介したクレジット・カード処理など，開発中またはコ

ストが発生するサービスが含まれているとします。仮想化サービスを使用することで，実際のサー

ビスをデータ・モデルとパフォーマンス・モデルの両方をミラーリングする，シミュレートされたサービス

で置き換えられます。

仮想化サービスを含むプロジェクトの作成の詳細については，『HP Service Virtualizationユーザー

ズ・ガイド』を参照してください。
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次のワークフローでは，HP Service VirtualizationがPerformance Centerプロセスとどのように統合さ

れるかを説明します。

タスクの詳細については，「仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ページ)を参

照してください。

本項の内容

l 「サービス仮想化の監視」 (107ページ)

l 「サービス仮想化のロック」 (108ページ)

サービス仮想化の監視

HP Service Virtualizationモニタでは，パフォーマンス・テスト実行中にシミュレートされたサービスのス

テータスとパフォーマンスを分析できます。たとえば，次の操作を含む支払処理サービスをスクリプトに
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統合できます。

タイプ 名前の例 説明の例

サービス CreditServ クレジット・カードのオンライン支払の処理

操作 CreditServ.PurchaseRequest カード所有者の製品 /サービス要求

操作 CreditServ.AuthorizationRequest 購入先の支払承認要求

操作 CreditServ.AuthorizationApproval クレジット・カード会社の支払承認または拒否

オンライン・モニタは，サービス全体の動作および各操作を測定します。フローチャートは，クレジット・

カードの支払へのサービスおよび操作の使用について説明しています。

Performance Centerで利用可能な実行時モニタのグラフ以外に，次のグラフはサービス仮想化統

合の使用と分析に役立ちます。

テストの実行中に，次の実行時監視グラフを表示できます。

l 「操作グラフ」 (267ページ)

l 「サービスのグラフ」 (267ページ)

サービス仮想化のロック

パフォーマンス・テストに仮想化サービスが含まれている場合，それらのサービスは自動的にロックさ

れ，テストの実行中，他のユーザが使用することはできません。仮想化サービスは，ユーザまたは他の

ユーザによって編集，シミュレーション，デプロイメントをロックできます。

l テストに別のユーザによってロックされたサービスが含まれている場合，実行の開始は失敗し，特

定の実行に関するALMテスト実行モジュールのイベント・ログにエラー・メッセージが表示されま

す。
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l テスト実行中に別のユーザによってロックされたサービスを含むテストを更新する場合，テストの実

行は継続します。ただし，オンライン画面の［メッセージ］タブにエラー・メッセージが表示されます。

［サマリ］にもエラー通知が表示されます。

仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法

このタスクでは，パフォーマンス・テストの設計時に実行する仮想化サービスを設定する方法について

説明します。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件 」 (109ページ)

l 「サービス仮想化の構成」 (109ページ)

l 「プロジェクトとサービスの追加」 (109ページ)

l 「シミュレートするサービスの選択」 (109ページ)

l 「サービスデプロイメントの確認」 (110ページ)

l 「SVサーバ監視のための資格情報の入力」 (110ページ)

1. 前提条件

n HP Service Virtualization Designerで，仮想化サービスを作成します。仮想化サービスを含

むプロジェクトの作成の詳細については，『HP Service Virtualizationユーザーズ・ガイド』を参

照してください。

n VuGenで，スクリプト作成または記録します。VuGenからまたは ALM内からスクリプトをアップ

ロードします。ALMへのVuGenスクリプトのアップロードの詳細については，  「VuGenスクリプト

をアップロードする方法」 (34ページ)を参照してください。

2. サービス仮想化の構成

Performance Test Designerの［作業負荷］タブのツールバーで，［サービス仮想化の構成］ボタ

ン をクリックします。［サービス仮想化］ダイアログ・ボックスが開きます。

このダイアログ・ボックスでは，プロジェクトの追加，プロジェクトの除去，サービスのデプロイメントの

確認が可能です。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［サービス仮想化］ダイアログ・ボック

ス」 (110ページ)を参照してください。

3. プロジェクトとサービスの追加

プロジェクトと対応するサービスを追加するには，［プロジェクトの追加］をクリックし，パフォーマン

ス・テストで実行するシミュレートされたサービスを含む関連するプロジェクトを検索および選択し

ます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［プロジェクトの追加］ダイアログ・ボックス」 (114
ページ)を参照してください。

4. シミュレートするサービスの選択

各仮想化サービスの［シミュレート］チェックボックスを選択して，関連するデータ・モデル，パフォー

マンス・モデル，サーバURL情報を入力します。

ヒント :仮想化サービスを実際のサービスに転用するには，仮想化サービスをスタンバイ・モー

ドにします。
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n 単一のサービスをスタンバイ・モードにするには，そのサービスのデータとパフォーマンス・モデ

ルの両方を［なし］に設定します。

n 複数の仮想化サービスをスタンバイ・モードにするには，各サービスの［シミュレート］

チェックボックスを選択してから，［チェックされたすべてのサービスをスタンバイ モードに更新

します］チェックボックスを選択します。

5. サービスデプロイメントの確認

［デプロイチェック］ボタンをクリックして，サービスがURLで指定された SVサーバに正しくデプロイ

されているかどうかを確認します。［デプロイメント チェックの結果］ダイアログ・ボックスが表示され

ます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［デプロイメント チェックの結果］ダイアログ・ボック

ス」 (116ページ)を参照してください。

：サービスが指定されたサーバにデプロイされていることを示します。

：サービスが指定されたサーバにデプロイされていないことを示します。

注 :サービスを設定するには，仮想化サービスをシミュレーション・サーバにデプロイ

し，Performance Centerでパフォーマンス・テストの一部として実行する必要があります。

6. SV サーバ監視のための資格情報の入力

［仮想化サーバの設定］ダイアログ・ボックスに，SVサーバ監視のための資格情報を入力しま

す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［仮想化サーバの設定］ダイアログ・ボックス」 (117
ページ)を参照してください。

仮想化サービスの統合のユーザ・インタフェース

本項の内容

［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス 110

［プロジェクトの追加］ダイアログ・ボックス 114

［プロジェクトの削除］ダイアログ・ボックス 115

［デプロイメント チェックの結果］ダイアログ・ボックス 116

［仮想化サーバの設定］ダイアログ・ボックス 117

［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，HP Service Virtualization Designerとの統合が提供されます。この統合

では，リアルタイムのサービスではなく，仮想化サービスでサービスをテストできます。
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アクセス方法 Performance Test Designerの［作業負荷］タブのツールバーで，［サービス仮想化

の設定］ ボタンをクリックします。

重要な情報 実行時にサービス仮想化の構成を変更すると，元の構成と変更された構成が

Load Testing Server( LTS)マシンのwlrun.logファイルに保存されます。

開発者の場合： テスト対象のアプリケーションで仮想化サービスに対する呼び出

しを指定すると，2つの主要なシナリオをカバーできます。

1. サービスを使用するアプリケーション・コンポーネントは，コードまたは設定ファイ

ルに組み込まれます。この場合，テスト対象のアプリケーションでコードを更新

するか設定ファイルを更新して，新しいURLを指定する必要があります。

例

.NETデスクトップ・アプリケーションはWebサービスを使用し，URLは定

数を使用して設定されます。stringURL = http://hp.com

サービスまたはバック・エンド・コンポーネントはWebサービスを使用

し，URLは app.configファイルで設定されます。

2. サービスはUDDIまたは他のレジストリ・コンポーネント ( Systinet)にアクセスし

て消費され，URLは実行時に取得されます。この場合，UDDI/Systinetの
エンド・ポイント URLを更新する必要があります。

関連タスク 「仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

チェックされた

すべてのサービ

スをスタンバイ・

モードに更新

します

選択した仮想化サービスへの呼び出しを無視し，代わりにリアルタイム・サービス

を実行します。データおよびパフォーマンス・モデルの設定を無視します。
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プロジェクトの

追加

［プロジェクトの追加］ダイアログ・ボックスを開き，HP Service Virtualizationプロ

ジェクトを指定または参照できます。プロジェクト・ファイルには，拡張子 .zipまた

は .vprojが付きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［プロジェクトの

追加］ダイアログ・ボックス」 (114ページ)を参照してください。

プロジェクトの

削除

選択したプロジェクトとプロジェクトのサービスをリストから削除します。［プロジェクト

の削除］ダイアログ・ボックスが表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細につい

ては，「［プロジェクトの削除］ダイアログ・ボックス」 (115ページ)を参照してくださ

い。

注 :削除済みのプロジェクトで仮想化サービスを現在実行しているパフォー

マンス・テストは，仮想化サービスの実行を継続します。プロジェクトを削除

すると，対応するサービスがロック解除され，他のユーザが編集できます。

デプロイ・

チェック

［サーバURL］で指定した仮想化サービスで仮想化サービスがデプロイ(開始 )さ
れたかどうか確認します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［デプロイメ

ント チェックの結果］ダイアログ・ボックス」 (116ページ)を参照してください。

サーバの設定 ［仮想化サーバの設定］ダイアログ・ボックスを開き，SVサーバの監視に使用する

SVサーバ資格情報とSVサーバ上でデプロイする仮想化サービスを設定できま

す。資格情報にはサーバのログインとパスワードが含まれます。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［仮想化サーバの設定］ダイアログ・ボックス」 (117
ページ)を参照してください。
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<仮想化サー

ビス>
仮想化サービスのリストには，次の情報が表示されます。

l シミュレート：選択すると，パフォーマンス・テスト実行時に仮想化サービスが含

まれます。

l プロジェクト名：仮想化サービスを含むHP Service Virtualizationプロジェクト

の名前。

l サービス名：パフォーマンス・テスト実行中に使用する仮想化サービスの名

前。

l データ・モデル：仮想化サービスに関連付けるデータ・モデル。

l パフォーマンス・モデル：仮想化サービスに関連付けるパフォーマンス・モデル。

l サーバURL：選択したサービスがデプロイされるSVサーバのアドレス。

形式：

http:＜サーバ＞:6080/management -スタンドアロンSVサーバの場

合

http:＜サーバ＞:7080/management -埋め込み SVサーバ( SV
Designerが開いている場合のみ利用可能 )

l デプロイ済み：:デプロイメント・ステータスを示す指標。

n ：ステータスを確認するには［デプロイ チェック］ボタンをクリックします。

n ：正常にデプロイされています。

n ：サービスは指定したエミュレーション・サーバにデプロイされていません。

前回のデプロ

イメント・

チェック

前回発生したデプロイメント・チェックに関するデータ。

詳細の表示 ［デプロイメント チェックの結果］ダイアログ・ボックスを開きます。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［デプロイメント チェックの結果］ダイアログ・ボックス」

(116ページ)を参照してください。
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［プロジェクトの追加］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，仮想化サービスを含むプロジェクトをパフォーマンス・テストに追加できま

す。

アクセス方法 ［サービス仮想化］ダイアログ・ボックスで，［プロジェクトの追加］をクリックします。

関連タスク 「仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ページ)

参照情報 l 「仮想化サービス統合の概要」 (106ページ)

l 「［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス」 (110ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

プロジェクト・ファイル

の選択

プロジェクト・ファイルの名前。プロジェクト・ファイルには，拡張子 .zipまた

は .vprojが付きます。

プロジェクトの参照または選択ができます。

メッセージ エラー・メッセージなど，プロジェクト・ファイルに関するメッセージが表示され

ます。
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［プロジェクトの削除］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，プロジェクトとプロジェクトの仮想化サービスをパフォーマンス・テストの設

定から削除できます。

アクセス方法 ［サービス仮想化］ダイアログ・ボックスで，［プロジェクトの削除］をクリックします。

重要な情報 設計中にプロジェクトを削除しても，パフォーマンス・テストと現在実行されている

仮想化サービスに影響はありません。プロジェクトと仮想化サービスが今後の実行

の設定から削除されるだけです。

実行環境で仮想化サービスのあるプロジェクトを削除すると，サービスがエミュレー

ションから削除され，サービスがロック解除されます。

関連タスク 「仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ページ)

参照情報 「仮想化サービス統合の概要」 (106ページ)

「［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス」 (110ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

削除するプロジェクトの選択 削除する各プロジェクトの隣のチェックボックスを選択します。
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［デプロイメント チェックの結果］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，プロジェクトと仮想化サービスが指定されたURLアドレスでサーバにデプ

ロイされているかどうかを確認できます。

アクセス方法 ［サービス仮想化］ダイアログ・ボックスで，［詳細の表示］をクリックします。

重要な情報 通常，デプロイメント・チェックでは次の内容を確認します。

l 同じ IDのサービスが指定されたサーバ上に存在するか。

l 指定されたサーバ上のパフォーマンス・モデルとデータ・モデルが一致する

か。

関連タスク 「仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ページ)

参照情報 l 「仮想化サービス統合の概要」 (106ページ)

l 「［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス」 (110ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

デプロイ済み 仮想化サービスが指定されたサーバに正しくデプロイされているかどうかを示しま

す。

l ：ステータスは不明です。ステータスを確認するには，［デプロイ チェック］をク
リックします。

l ：正常にデプロイされています。

l ：サービスは指定したエミュレーション・サーバにデプロイされていません。

プロジェクト名 仮想化サービスに含まれるプロジェクト名が表示されます。

サービス名 仮想化サービスの名前。

詳細の確認 チェックの結果が表示されます。

［仮想化サーバの設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，SVサーバのログイン情報を設定できます。

アクセス方法 ［サービス仮想化］ダイアログ・ボックスで，［サーバの設定］ボタンをクリックします。

重要な情報 このダイアログ・ボックスには，［サービス仮想化の構成］ダイアログ・ボックスの［サー

バURL］カラムで定義されたサーバのみが表示されます。

関連タスク 「仮想化サービスをパフォーマンス・テストに追加する方法」 (109ページ)

参照情報 l 「仮想化サービス統合の概要」 (106ページ)

l 「［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス」 (110ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

サーバのユーザ名とパスワードを変更できます。［サーバの編集］ダイアログ・ボックス

が開きます。

をクリックして設定を保存します。

例

サーバURL サーバのURLが表示されます。

ユーザ サーバのユーザ名が表示されます。

パスワード サーバのパスワードが表示されます。
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第9章: Load Generatorの分散

本章の内容

LoadGeneratorの分散の概要 120

仮想ユーザ・グループ間で LoadGeneratorを分散する方法 121

LoadGeneratorのユーザ・インタフェース 123
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Load Generator の分散の概要

Load generatorsは，テスト実行中に仮想ユーザを実行するPerformance Center hostです。

本項の内容

l 「LoadGeneratorのタイプ」 (120ページ)

l 「LoadGeneratorの分散方法」 (120ページ)

l 「LoadGenerator属性のカスタマイズ」 (120ページ)

Load Generatorのタイプ

LoadGeneratorには 2つのタイプがあります。

l 特定の Load Generator：実際のLoadGenerator。たとえば，ロンドンに配置されたマシン host 1
など。

l 自動適合 Load Generator：LoadGeneratorのプレースホルダ。たとえば，LG1など。自動適合

LoadGeneratorを仮想ユーザグループに割り当てると，特定のLoadGeneratorをグループに割り

当てるのではなく，特定のプロパティを持つ LoadGeneratorのプレースホルダになります。実行時

に，自動適合 LoadGeneratorと同じプロパティを持つプロジェクトのホスト・プールの特定のLoad
Generatorは，自動適合 LoadGeneratorの代わりに割り当てられます。

Load Generatorの分散方法

パフォーマンス・テストを設計する場合は，テストに参加する仮想ユーザ・グループ間に Load
Generatorを分散する方法を指定します。すべてのLoadGeneratorを各仮想ユーザ・グループに自

動的に割り当てるか，グループと割り当てる LoadGeneratorを手動で選択できます。

LoadGeneratorは，次の方法で分散できます。

l Load Generator の自動分散：LoadGeneratorの自動分散を選択すると，テスト設計段階中に

テスト内のすべての自動適合 Load Generatorが参加するすべての仮想ユーザ・グループに分散

されます。

実行時に，自動適合 LoadGeneratorと同じプロパティを持つプロジェクトのホスト・プールの特定

のLoadGeneratorは，自動適合 LoadGeneratorの代わりに割り当てられます。

l Load Generator の手動分散：手動分散を使用すると，特定のLoadGeneratorを仮想ユーザ・

グループに割り当てられます。

テストに使用する LoadGeneratorを指定しない場合は，グループに自動適合 LoadGeneratorを
割り当てられます。テスト実行の初期化段階で，自動適合 LoadGeneratorは，自動適合 Load
Generatorのプロパティに一致するプロジェクトのホスト・プールの特定のLoadGeneratorと自動的

に置き換えられます。

ヒント :手動分散を使用すると，1つのLoadGeneratorを過負荷にすることなく，LoadGenerator
を仮想ユーザ・グループ間に分散できます。

Load Generator属性のカスタマイズ

LoadGeneratorの属性はカスタマイズできます。ホスト属性のカスタマイズ方法の詳細については，
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『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

LoadGeneratorの属性をカスタマイズする場合は，次の点を確認してください。

l パフォーマンス・テストに使用する場合は，ホスト同士を区別できるように，ホストのプロパティを示

す属性を作成します。

l ホストには複数の属性を選択できるため，ホスト属性は無限に定義できます。関連付けする必

要はありません。

l ホスト属性では， ［ホストのメモリ -高］，［スペインの環境］，［非常に低速のマシン］など，任意

の対象を参照できます。

仮想ユーザ・グループ間で Load Generator を分散する
方法

このタスクでは，LoadGeneratorを自動的に分散する方法とパフォーマンス・テストに参加する仮想

ユーザ・グループ間に手動で分散する方法について説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの作

業負荷を定義する方法」 (82ページ)を参照してください。

LoadGeneratorの詳細については，「LoadGeneratorの分散の概要」 (120ページ)を参照してくださ

い。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (121ページ)

l 「LoadGeneratorの分散方法の選択」 (121ページ)

l 「テストで使用する LoadGeneratorの指定」 (122ページ)

l 「自動適合 LoadGeneratorのプロパティの選択 -オプション」 (122ページ)

1. 前提条件

テストに参加する仮想ユーザ・グループを追加します。詳細については，「パフォーマンス・テストの

作業負荷を定義する方法」 (82ページ)( 「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」

(82ページ))を参照してください。

2. Load Generatorの分散方法の選択

［グループ］表示枠ツールバーの［LG の分散］ボックスで，次のいずれかのオプションを選択しま

す。

n 各グループにすべて割り当てる：すべてのLoadGeneratorを自動的に各仮想ユーザ・グループ

に割り当てます。

n 手動で割り当てる：LoadGeneratorを手動で仮想ユーザ・グループに割り当てられます。
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3. テストで使用する Load Generatorの指定

n 上記の手順 で［各グループにすべて割り当てる］を選択すると，［LG の分散］ボックスの右に

［LG］ボックスが表示されます。

テストで使用する LoadGeneratorの数を入力して，ENTER を押します。自動適合 Load
Generatorが各仮想ユーザ・グループに分散され，［Load Generator］カラムに表示されます。

n 上記で［手動で割り当てる］を選択した場合：

o 複数のグループに同じ LoadGeneratorを一度に選択する場合は，［複数グループに

Load Generator を割り当て］ ボタンをクリックします。開いたダイアログ・ボックスで，
自動適合 LoadGenerator，または特定のLoadGeneratorを複数のグループに対して選

択します。

同様に，グループに割り当てた LoadGeneratorの削除も可能です。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［複数グループに LoadGeneratorを割り当て］

ダイアログ・ボックス」 (123ページ)を参照してください。

o 特定のグループのみに LoadGeneratorを選択する場合は，選択したグループの［Load
Generator］カラムに表示されるリンクを使用できます。リンクをクリックして，グループに割り

当てる自動適合 LoadGeneratorまたは特定のLoadGeneratorを選択します。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［LoadGeneratorの選択］ダイアログ・ボックス」

(127ページ)を参照してください。

4. 自動適合 Load Generatorのプロパティの選択 -オプション

テストで仮想ユーザ・グループに割り当てる自動適合 LoadGeneratorのプロパティを選択できま

す。プロパティには，場所とその他の属性が含まれます。実行時に，各自動適合 Load
Generatorは同じプロパティを持つ利用可能な特定の(プロジェクトのホスト・プールの) Load
Generatorと組み合わせられます。

自動適合 LoadGeneratorのプロパティを選択するには，［自動適合 Load Generator のプロパ

ティの設定］ ボタンをクリックして，1つまたは複数の自動適合 LoadGeneratorを選択し，
場所または属性を入力します。
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ユーザ・インタフェースの詳細については，「［自動適合 LoadGeneratorプロパティ］ダイアログ・

ボックス」 (130ページ)を参照してください。

注 : プロパティが指定されていない場合は，自動適合 LoadGeneratorがプロジェクトのホス

ト・プールで任意のLoadGeneratorと組み合わせられます。

Load Generator のユーザ・インタフェース

本項の内容

［複数グループに LoadGeneratorを割り当て］ダイアログ・ボックス 123

［LoadGeneratorの選択］ダイアログ・ボックス 127

［自動適合 LoadGeneratorプロパティ］ダイアログ・ボックス 130

［複数グループに Load Generator を割り当て］ダイアログ・ボック
ス

このダイアログ・ボックスでは，1つまたは複数の自動適合 LoadGeneratorまたは特定のLoad
Generatorを複数の仮想ユーザ・グループに一度に分散できます。このダイアログ・ボックスを使用し

て，複数の仮想ユーザ・グループから 1つまたは複数のLoadGeneratorを一度に削除することもでき

ます。
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アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。

4. ［LG の分散］ドロップダウン・リストから［手動で割り当てる］を選択します。

5. ［複数グループに Load Generator を割り当て］ をクリックします。

重要な情報 このダイアログ・ボックスは，LoadGeneratorの分散方法に「手動」を使用した場

合にのみ利用できます。

関連タスク l 「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)

l 「仮想ユーザ・グループ間で LoadGeneratorを分散する方法」 (121ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

テストに自動適合 LoadGeneratorを追加できます。横のボックスに，Load
Generatorの数を入力して，［LG の追加］をクリックします。

選択した LoadGeneratorを選択した仮想ユーザ・グループに割り当てます。

選択した LoadGeneratorを選択した仮想ユーザ・グループから削除します。
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UI 要素 説明

［自動適合］タブ 自動適合 LoadGeneratorを選択して，テストの仮想ユーザ・グループに割り

当てるか，または割り当てられた自動適合 LoadGeneratorを仮想ユーザ・グ

ループから削除します。

l 名前：自動適合 LoadGeneratorの名前。標準設定では，［LG1］，
［LG2］などの名前が付けられます。

l プロパティ：実行時に，自動適合 LoadGeneratorとプロジェクトのホスト・

プールの特定のLoadGeneratorとを組み合わせるプロパティ。

標準設定で，［任意］が表示されます。この場合，自動適合 Load
Generatorは，実行時にプロジェクトのホスト・プールで任意のLoad
Generatorと組み合わせられます。

自動適合 LoadGeneratorのプロパティを指定するには，このカラムで対応

するリンクをクリックして，［自動適合 LoadGeneratorプロパティ］ダイアロ

グ・ボックスを開きます。詳細については，「［自動適合 LoadGeneratorプ
ロパティ］ダイアログ・ボックス」 (130ページ)を参照してください。

ヒント : リストですべてのLoadGeneratorを選択するには，チェック・ボック

スのカラムの見出しでチェック・ボックスを選択します。
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UI 要素 説明

［特定］タブ プロジェクトのホスト・プールから LoadGeneratorを選択して，テストの仮想

ユーザ・グループに割り当てるか，または仮想ユーザ・グループから削除しま

す。

l 名前：LoadGeneratorの名前。

l 状態：LoadGeneratorの状態。 [稼働中 ]， [非稼動 ]， [利用不可 ]

注 :割り当てられた LoadGeneratorは，実行時に稼働中である必

要があります。

l 場所：LoadGeneratorの場所。

l 用途：LoadGeneratorの目的。Controller，Load Generator，Data
Processorまたはこれらの組み合わせ。

n 1つ以上のLoad Generatorの目的があるプール内のホストのみ

が表示されます。

n QuickTestテスト ( UFT GUIテスト )は，パフォーマンス・テストの

Controllerとして選択した LoadGeneratorでは実行できません。

n LoadGeneratorにアスタリスク( *)が付いている場合は，Load
Generator hostがControllerとして選択されていることを示しま

す。Controllerホストは，LoadGeneratorとして使用しないことをお

勧めします。

ヒント : リストですべてのLoadGeneratorを選択するには，チェック・ボック

スのカラムの見出しでチェック・ボックスを選択します。

<［Load
Generator の選

択］表示枠>

LoadGeneratorを選択して，テストの仮想ユーザ・グループに割り当てるか，

または仮想ユーザ・グループから削除します。

l ［自動適合］タブをクリックして，自動適合 LoadGeneratorを選択しま

す。

l ［特定］タブをクリックして，特定のLoadGeneratorを選択します。

［グループの選択］

表示枠

選択した LoadGeneratorを割り当てる，または削除する仮想ユーザ・グルー

プを選択できます。

l 名前：仮想ユーザ・グループの名前。

l 割り当てられた Load Generator：現在仮想ユーザ・グループに割り当て

られている LoadGenerator。

ヒント :すべての仮想ユーザ・グループを選択するには，チェック・ボックスの

カラムの見出しでチェック・ボックスを選択します。
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［Load Generatorの選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，1つまたは複数の自動適合 LoadGeneratorまたは特定のLoad
Generatorを 1つの仮想ユーザ・グループに割り当てることができます。

アクセス方

法

1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］を

選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。

4. ［LG の分散］ドロップダウン・リストから［手動で割り当てる］を選択します。

5. ［グループ］表示枠の仮想ユーザ・グループを選択し，［LoadGenerator］カラム

のリンクをクリックします。

重要な情

報

このダイアログ・ボックスは，LoadGeneratorの分散方法に「手動」を使用した場合

にのみ利用できます。
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関連タスク l 「パフォーマンス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)

l 「仮想ユーザ・グループ間で LoadGeneratorを分散する方法」 (121ページ)

l 「ターミナル・セッションの作成方法」 (178ページ)

参照情報 「LoadGeneratorの分散の概要」 (120ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

テストに自動適合 LoadGeneratorを追加できます。横のボックスに，Load
Generatorの数を入力して，［LG の追加］をクリックします。

利用可能な場所： ［自動適合］タブ

ターミナル・サービス：選択した LoadGeneratorでターミナル・サービス・セッショ

ンを設定できます。詳細については，「ターミナル・セッションの設定」 (177ペー

ジ)を参照してください。

利用可能な場合：LoadGenerator

［自動適合］タブ 選択した仮想ユーザ・グループに割り当てる自動適合 LoadGeneratorを選

択できます。

l 名前：自動適合 LoadGeneratorの名前。標準設定では，［LG1］，
［LG2］などの名前が付けられます。

l プロパティ：実行時に，自動適合 LoadGeneratorと特定のLoad
Generatorとを組み合わせるプロパティ。

標準設定で，［任意］が表示されます。この場合，自動適合 Load
Generatorは，実行時に任意のLoadGeneratorと組み合わせられます。

特定の自動適合 LoadGeneratorのプロパティを指定するには，［プロパ

ティ］カラムで対応する［任意］リンクをクリックして，［自動適合 Load
Generatorプロパティ］ダイアログ・ボックスを開きます。詳細については，

「［自動適合 LoadGeneratorプロパティ］ダイアログ・ボックス」 (130ページ)
を参照してください。

l 仮想場所：仮想場所の名前。［仮想場所の選択］リンクをクリックする

と，［仮想場所の選択］ダイアログ・ボックスが開きます。

ヒント : リストですべてのLoadGeneratorを選択するには，チェック・ボック

スのカラムの見出しでチェック・ボックスを選択します。
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UI 要素 説明

［特定］タブ LoadGeneratorをプロジェクトのホスト・プールから選択した仮想ユーザ・グ

ループに割り当てられます。

l 名前：LoadGeneratorの名前。

l 状態：LoadGeneratorの状態。 [稼働中 ]， [非稼動 ]， [     利用不可 ]

注 :割り当てられた LoadGeneratorは，実行時に稼働中である必

要があります。

l 場所：LoadGeneratorの場所。

l 仮想場所：仮想場所の名前。［仮想場所の選択］リンクをクリックする

と，［仮想場所の選択］ダイアログ・ボックスが開きます。

l 用途：LoadGeneratorの目的，つまりController，Load
Generator，Data Processor，またはこれらの組み合わせ。

n 1つ以上のLoad Generatorの目的があるプール内のホストのみ

が表示されます。

n QuickTestテスト ( UFT GUIテスト )は，パフォーマンス・テストの

Controllerとして割り当てられていない LoadGeneratorでのみ実

行できます。

n LoadGeneratorにアスタリスク( *)が付いている場合は，Load
Generator hostがControllerとして選択されていることを示しま

す。Controllerホストは，LoadGeneratorとして使用しないことをお

勧めします。

ヒント : リストですべてのLoadGeneratorを選択するには，チェック・ボック

スのカラムの見出しでチェック・ボックスを選択します。
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［自動適合 Load Generator プロパティ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，自動適合 LoadGeneratorのプロパティを定義できます。プロパティには，

場所とその他のホスト属性が含まれます。実行時に，これらのプロパティが一致する，プロジェクトのホ

スト・プールの特定のLoadGeneratorが仮想ユーザ・グループに割り当てられます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。

4. ［グループ］表示枠のツールバーの［自動適合 Load Generator のプロパティ

の設定］ をクリックします。

関連タスク l 「仮想ユーザ・グループ間で LoadGeneratorを分散する方法」 (121ページ)

l 「ターミナル・セッションの作成方法」 (178ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

テストに自動適合 LoadGeneratorを追加できます。このボタンをクリック

し，追加する自動適合 LoadGeneratorの数を入力して，［追加］をク

リックします。

利用可能な場合：LoadGeneratorの分散方法に，［手動で割り当てる］

が選択されているとき。
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UI 要素 説明

選択した LoadGeneratorでターミナル・サービス・セッションを設定できま

す。詳細については，「ターミナル・セッションの設定」 (177ページ)を参照し

てください。

利用可能な場合：LoadGeneratorの分散方法に，［手動で割り当てる］

が選択されているとき。

［Load Generator］
表示枠

利用可能な自動適合 LoadGeneratorが一覧表示されます。

［プロパティ］表示枠 LoadGeneratorのリストで選択した自動適合 LoadGeneratorのプロパ

ティを定義できます。

l 場所：LoadGeneratorの場所を選択します。

l ホスト属性：LoadGeneratorの属性を選択します。

ヒント :属性のリストはカスタマイズできます。詳細については，

「LoadGeneratorの分散の概要」 (120ページ)を参照してくださ

い。

例：

仮想ユーザ・グループで中規模の強度とメモリでロンドンに配置され

た LoadGeneratorを使用するとします。その場合は，［場所］の下の

［ロンドン］を選択し，［ホスト属性］リストで，［ホストのメモリ:中］と［ホ

ストの強度 :中］を選択します。実行時に，システムはこれらのプロパ

ティを持つ特定のLoadGeneratorの仮想ユーザ・グループへの割り当

てを試行します。
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第10章:パフォーマンス・テストのスケジュール設定

本章の内容

パフォーマンス・テストのスケジュール設定の概要 134

パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法 136

テスト・スケジュールへのアクションの追加方法 138

スケジューラ・アクションの編集方法 140

パフォーマンス・テストのスケジュール設定のユーザ・インタフェース 140
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パフォーマンス・テストのスケジュール設定の概要

スケジューラを使用して，管理されたやり方でパフォーマンス・テストで負荷を分散するスケジュールを

作成できます。

スケジューラを使用すると，次のことが行えます。

l テストの実行が開始する時間を設定し，テストの実行コマンドの発行後，仮想ユーザの実行前

にスケジューラが待機する時間を指定します。

l 次の内容を指定します。

n テストにおける仮想ユーザの初期化方法

n 規定の時間内に開始 /停止する仮想ユーザの数

n 仮想ユーザが同時に，または徐々に実行を開始する頻度

詳細については，「スケジューラ・アクション」 (143ページ)を参照してください。

l 仮想ユーザまたは仮想ユーザ・グループを実行状態にする時間を指定して，テスト内の仮想ユー

ザまたは仮想ユーザ・グループの実行時間を制限します。

l 有効にした仮想ユーザ・グループに定義した実行環境設定に従って，実行するテストを設定しま

す。または，スケジュール設定で実行の停止を指示するまで，仮想ユーザ・グループが繰り返し実

行されるように設定します。

パフォーマンス・テストのスケジュールを定義するには，「パフォーマンス・テストのスケジュール定義方

法」 (136ページ)を参照してください。

本項の内容

l 「テスト・スケジュールのタイプ」 (134ページ)

l 「スケジュール実行モード」 (135ページ)

テスト・スケジュールのタイプ

パフォーマンス・テストを設計すると，テストで実行する参加仮想ユーザ・グループに従ってスケジュール

を定義できます。

すべてのグループが1つのスケジュールで一緒に実行されるようにスケジュールすることも，各仮想ユー

ザ・グループに別々のスケジュールを定義することもできます。

テストごとのスケジュール設定

テストごとにスケジュールを設定すると，テストに参加するすべての仮想ユーザ・グループが同時に実行

されます。つまり，スケジュールがすべての仮想ユーザ・グループに同時に適用され，それぞれのアクショ

ンはすべての仮想ユーザ・グループに比例的に適用されます。
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たとえば，次のような 3つの参加仮想ユーザ・グループを含むテストを取り上げてみます。

グループ名 仮想ユーザ数

グループ 1 10

グループ 2 20

グループ 3 30

合計 60

テストごとにスケジュール設定する場合，テスト実行を開始するときに，スケジューラで 30個の仮想

ユーザが実行を開始するように指示すると，各グループから比例する数の仮想ユーザが，次のように

実行を開始します。

グループ名 仮想ユーザ数

グループ 1 5

グループ 2 10

グループ 3 15

合計 30

注 : テストがパーセント・モードで行われる場合も，同じ原理が適用されます。

仮想ユーザ・グループごとのスケジュール設定

注 :仮想ユーザ・グループ(数値 )モードのテストのみに使用できます。

仮想ユーザ・グループごとにスケジュール設定すると，テストに参加する各仮想ユーザ・グループは，独

自に別々のスケジュールで実行されます。つまり，各仮想ユーザ・グループについて，仮想ユーザ・グ

ループを実行する時間，指定された時間間隔内にそのグループで実行を開始，停止する仮想ユー

ザの数，グループが実行を継続する時間を指定できます。

グループ・スケジュールは，別々に実行することもすべて同時に実行することもできます。

スケジュール実行モード

仮想ユーザ・グループに定義された実行環境設定に従ってテストが実行されるようにスケジュール設

定できます。または，テスト・スケジュールで実行の停止を指示するまで，グループが繰り返し実行さ

れるように設定できます。

テストは次のいずれかの実行モードで実行されるようにスケジュール設定できます。

l 実スケジュール実行モード：テストは，イベントの実スケジュールをシミュレートする，ユーザ定義の

アクション・グループに従って実行されます。仮想ユーザ・グループは，実行環境設定で定義された

反復に従って実行されますが，一度に実行される仮想ユーザ数，仮想ユーザが実行を継続する

時間，一度に実行を停止する仮想ユーザの数を定義できます。
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l 基本スケジュール実行モード：有効にしたすべての仮想ユーザ・グループが，それぞれ独自の実行

環境設定に従って，1つのスケジュールで一緒に実行されます。一度に実行を開始する仮想

ユーザの数，停止までの実行時間をスケジュール設定できます。

次の表に，実スケジュール実行モードと基本スケジュール実行モードが，規定のスケジュール・タイプ

で，どのように実行されるかを示します。

スケジュール設

定の基準 実行モード -実 実行モード -基本

テスト すべての参加仮想ユーザ・グループが，1
つのスケジュールで一緒に実行されま

す。テストは，イベントの現実に即したス

ケジュールをエミュレートする，ユーザ定

義のアクション・グループに従って実行さ

れます。仮想ユーザの実行開始，停止

は，テスト中に何回もスケジュール設定

が可能で，実行状態または停止状態

を保持する時間も指定できます。

すべての参加仮想ユーザが，それぞ

れ独自の実行環境設定に従って，1
つのスケジュールで一緒に実行されま

す。仮想ユーザをいつ実行開始する

かをスケジュール設定し，実行時間

を指定してから，すべての仮想ユーザ

の実行の停止方法を指定します。

グループ

(テストがパー

セント・モード

で行われる場

合には適用さ

れません)

各参加仮想ユーザ・グループは，仮想

ユーザ・グループのイベントの現実に即し

たスケジュールをエミュレートする，独自に

定義されたスケジュールに従って実行さ

れます。グループの仮想ユーザの実行開

始，停止は，テスト中に何回もスケ

ジュール設定が可能で，実行状態また

は停止状態を保持する時間も指定で

きます。

各参加仮想ユーザ・グループは，独

自のスケジュールに従って，それぞれ

独自の実行環境設定に従って実行

されます。各仮想ユーザ・グループに

ついて，実行開始時間，すべての仮

想ユーザの実行開始方法をスケ

ジュール設定し，仮想ユーザの実行

期間を指定し，すべての仮想ユーザ

の実行停止方法を指定します。

パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法

このタスクでは，パフォーマンス・テストのスケジュールの定義方法について説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの作

業負荷を定義する方法」 (82ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (136ページ)

l 「スケジューラ・アクションのセットの定義」 (137ページ)

l 「グループ・スケジュールのみ：仮想ユーザ・グループのスケジューラ設定を他のグループにコピー -オ
プション」 (137ページ)

l 「テストの開始時刻のスケジュール設定 -オプション」 (138ページ)

1. 前提条件

n パフォーマンス・テスト・デザイナで( ［テスト計画］で，ツリーのテストを右クリックし，［テストの編

集］＞［作業負荷］タブを選択 )テストにスクリプトが含まれていることを確認します。
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n スケジューラを有効にする必要があります。［作業負荷］タブの下部にある［オプション］ボタン

をクリックします。［テスト オプション］ダイアログ・ボックスで，［スケジューラを有効にする］が選択

されていることを確認します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テスト オプション］ダイ

アログ・ボックス」 (101ページ)を参照してください。

2. スケジューラ・アクションのセットの定義

アクション・グリッドには，［作業負荷タイプ］ボックスで選択した作業負荷タイプに対応する，標

準設定のスケジューラ・アクションが表示されます。

実スケジュールでは，さらに多くのスケジューラ・アクションを追加し，既存のアクションを編集また

は削除できます。

基本スケジュールでは，既存のスケジューラ・アクションを編集できます。

n 可能なスケジューラのアクションの詳細については，「スケジューラ・アクション」 (143ページ)を参

照してください。

n アクションの追加 (実スケジュールのみ)の詳細については，「テスト・スケジュールへのアクション

の追加方法」 (138ページ)を参照してください。

n アクションを編集する方法の詳細については，「スケジューラ・アクションの編集方法」 (140ペー

ジ)を参照してください。

3. グループ・スケジュールのみ：仮想ユーザ・グループのスケジューラ設定を他のグ

ループにコピー -オプション

仮想ユーザ・グループごとにスケジュール設定する場合，仮想ユーザ・グループのスケジューラ設

定を他の仮想ユーザ・グループにコピーできます。

注 :

n コピーされたスケジューラ設定には，スケジューラ実行モード (基本スケジュールまたは実

スケジュール)，定義されたスケジューラ・アクションのセットが含まれます。

n このオプションは，全体スケジュールでは無効にされています。
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a. グループ・グリッド・ツールバーで，［スケジューラ設定の複製］ ボタンをクリックします。

b. 設定をコピーするソース・グループを選択し，1つ以上のターゲット・グループを選択します。

c. ［適用］をクリックします。ソース・グループのスケジューラ設定が，ターゲット・グループにコピーさ

れます。

4. テストの開始時刻のスケジュール設定 -オプション

［作業負荷］タブの下部にある［オプション］ボタンをクリックします。［次の待機時間後にスケ

ジューラを起動］を選択し，テストの実行を開始するまでの時間を入力します。

テスト・スケジュールへのアクションの追加方法

このタスクでは，テストの実スケジュールにアクションを追加する方法を説明します。

注 :アクションは実スケジュールにのみ追加できます。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「テスト・スケジュールへのアクションの追加方法」 (138ページ)

l 「テスト・スケジュールへのアクションの追加方法」 (138ページ)

アクション・グリッドからスケジュールにアクションを追加

注 :新しいアクションは，常にアクション・グリッドで選択したアクションの後に追加されます。

1. アクション・グリッドで，後に新しいアクションを挿入するアクションを選択し，［新規スケジューラ

アクション］ボタンの下向き矢印をクリックします。

2. 追加するアクションのタイプを選択します。

注 : ［仮想ユーザの開始］，［仮想ユーザの停止］または［継続時間］アクションを追加できま

す。各アクション・タイプについては，「スケジューラ・アクション」 (143ページ)を参照してくださ

い。

3. ［プロパティ］カラムで，アクションのプロパティを指定します。
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n ［仮想ユーザの開始］または［仮想ユーザの停止］アクションを追加する場合は，実行を開始 /
停止する仮想ユーザの数を入力し，仮想ユーザの実行開始 /停止方法，［同時に］または

［徐々に］を選択します。

［徐々に］を選択した場合は，同時に開始 /停止する仮想ユーザ数，時間間隔を入力しま

す。

n 継続時間アクションを追加する場合は，アクションを実行する時間の長さを選択します。

［変更を適用］ をクリックして，アクション設定を保存します。

4. スケジュールへのアクション追加が終了したら，［作業負荷］タブの下部の［保存］をクリックしま

す。

注 : ［保存］をクリックせずに［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウから移動すると，スケ

ジュールに適用した変更は保存されません。

1つのアクションを 2つのアクションに分割して，アクションを追加

アクションを元のアクションの半分に分割して，アクション・グリッド，またはグラフから，［仮想ユーザの開

始］，［継続時間］，［仮想ユーザの停止］アクションを追加できます。

1つのアクションを 2つに分割するには，次の手順を実行します。

1. グリッドでアクションを，または分割するアクションを示すグラフで行を選択します。

ヒント :アクション・グリッドでアクションを選択すると，グラフで対応する行が強調表示されま

す。

2. ［選択したアクションを分割］ボタン をクリックします。選択したアクション/行が2つに分割され
ます。アクション・グリッドで，元のアクションが2つの同等のアクションに分割され，それぞれが元の

アクションの半分を示します。

例

n 5分の継続時間アクションを 2つの継続時間アクションに分割すると，それぞれが2.5分
の継続時間アクションになります。

n 20個の仮想ユーザを開始する仮想ユーザ開始アクションを 2つの仮想ユーザ開始アク

ションに分割すると，それぞれが10個の仮想ユーザを開始します。

3. (オプション)それぞれのアクションを編集します。詳細については，「スケジューラ・アクションの編集

方法」 (140ページ)を参照してください。
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スケジューラ・アクションの編集方法

このタスクでは，スケジューラ・アクションを編集する方法について説明します。すべてのタイプのアクショ

ンを編集できます。各アクション・タイプの詳細については，「スケジューラ・アクション」 (143ページ)を参

照してください。

スケジューラ・アクションを編集するには，次の手順を実行します。

1. アクション・グリッドで，編集するアクションを選択します。［プロパティ］カラムが編集可能になりま

す。

2. アクション設定を変更し，［変更を適用］ をクリックします。

3. アクションの編集が終了したら，［保存］をクリックします。

注 : ［保存］をクリックせずに［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウから移動すると，スケ

ジュールに適用した変更は保存されません。

パフォーマンス・テストのスケジュール設定のユーザ・インタ
フェース

本項の内容

［全体スケジュール］表示枠 140

スケジューラ・アクション 143

［全体スケジュール］表示枠

この表示枠では，パフォーマンス・テスト実行のためのスケジュールを定義します。
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アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］を

選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブをクリックしま

す。

重要な情報 テストのスクリプトにランデブー・ポイントが含まれている場合，ランデブー・ポイント

がスケジュールに干渉するため，テストはスケジュールどおりに実行されません。詳

細については，「ランデブー・ポイント」 (82ページ)を参照してください。

関連タスク 「パフォーマンス・テストのスケジュール定義方法」 (136ページ)

参照情報 l 「パフォーマンス・テストのスケジュール設定の概要」 (134ページ)

l 「スケジューラ・アクション」 (143ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

新規スケジューラ・アクション：テスト・スケジュールにアクションを追加できます。新しい

アクションは，グリッドで選択したアクションの後に追加されます。

［仮想ユーザの開始］，［継続時間］，［仮想ユーザの停止］アクションを追加できま

す。詳細については，「スケジューラ・アクション」 (143ページ)を参照してください。

利用可能な場所：実スケジュールのみ

選択したアクションの削除：選択したアクションを削除します。

選択したアクションの分割：選択したアクションを元の半分で同一のアクションに分割し

ます。

変更を適用：スケジュール・グラフのアクションに加えた変更を適用できます。
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UI 要素 説明

凡例を非表示 /凡例の表示：グラフの凡例を非表示 /表示します。

グループ・スケジュールのみに関する注：凡例を表示すると，グリッドのタイトル・バーで

選択したグループは凡例で読み取り専用になります。

その他の1つ以上の仮想ユーザ・グループを表示 /非表示するには，仮想ユーザ・グ

ループの横にあるチェック・ボックスを選択 /クリアします。

スケ

ジュール

された仮

想ユーザ

テストの実行にスケジュールされた仮想ユーザの合計が表示されます。

注 :

l テストが数値モードで行われ，基本スケジュールを定義している場合，仮想

ユーザ・グループの仮想ユーザ数を変更すると，スケジュールされた仮想ユーザ

の数が更新されます。選択したグループで，仮想ユーザ数を変更できます。

n グループ・グリッドの場合：グループを選択し，仮想ユーザの数を変更します。

n アクション・グリッドの場合：アクション・グリッドのタイトル・バーで，グループを選

択し，仮想ユーザの開始アクションで仮想ユーザ数を変更します。

l 実スケジュールで，仮想ユーザの合計数は，仮想ユーザの開始アクションで定

義されたすべての仮想ユーザの合計です。
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UI 要素 説明

<アクショ

ン・グリッ

ド>

スケジュールされたアクションが一覧表示されます。最初にグリッドには，作業負荷に

選択したスケジュール・タイプに対応する標準設定のアクションが表示されます。詳細

については，「［作業負荷タイプ］ダイアログ・ボックス」 (96ページ)を参照してください。

すべてのスケジュールについて，アクションの一部が変更できます。

実スケジュールでアクションを追加，削除して，テストの実行に使用する，より現実に

即したスケジュールをシミュレートすることもできます。

<スケ

ジュール・

グラフ>

アクション・グリッドに一覧表示されたアクションを視覚的に表示します。

実スケジュールでは，アクションを元の半分で同一の2つのアクションに分割して，グラ

フから新しいアクションを追加できます。

<タイト

ル・バー>
テストに選択した作業負荷のタイプにより，スケジュールのタイプ，スケジュールされた

仮想ユーザの数が表示されます。

l 全体スケジュール：スケジュールがテストごとのスケジュールの場合に表示されます。

l <グループ>のスケジュール対象：グループ・スケジュールに表示されます。スケジュー

ルがアクション・グリッドに表示されるグループの名前が表示されます。

メッセージ 警告メッセージが表示されます。

スケジューラ・アクション

パフォーマンス・テストのスケジュールには，仮想ユーザ・グループの実行開始時間，仮想ユーザの初

期化方法，仮想ユーザの実行開始，停止時間，アクションを実行する期間をテストに指示するアク

ションのシーケンスが含まれます。

次の項では，利用可能なスケジューラ・アクションについて説明します。

l 「グループの開始」 (143ページ)

l 「初期化 」 (144ページ)

l 「仮想ユーザの開始」 (145ページ)

l 「継続時間」 (145ページ)

l 「仮想ユーザの停止」 (146ページ)

グループの開始

グループの開始アクションでは，仮想ユーザ・グループの実行をいつ開始するかが定義されます。標準

設定では，グループの開始アクションは，［グループ別］の作業負荷タイプを選択した場合に，アクショ

ン・グリッドに最初のアクションとして表示されます。

HP ALM Performance Center (11.52)143 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第10章 :パフォーマンス・テストのスケジュール設定



オプション 説明

直ちに スケジューラは，テストの実行が開始するとすぐに，選択した仮想ユーザ・グルー

プの実行を開始します。

結果として生じるアクション：テスト開始後すぐに開始します。

遅延 テスト実行の開始後，スケジューラは選択した仮想ユーザ・グループの実行を開

始する前に，指定時間 (時，分，秒 )待機します。

結果として生じるアクション：テスト開始後 ( HH:MM:SS)してから開始します。

グループの終了

時に開始する

このオプションで指定された仮想ユーザ・グループの実行終了後，スケジューラに

より，選択した仮想ユーザ・グループの実行がすぐに開始します。

結果として生じるアクション：グループ＜グループ名＞が終了したら開始します。

注 :

l グループの開始アクションは，グループ・スケジュールについてのみ利用可能です。

l グループの開始アクションには，常に初期化アクションが続きます。

l グループの開始アクションは，削除できません。

初期化

［初期化］アクションは，仮想ユーザを［準備完了］状態で実行可能にするようにスケジューラに指示

します。標準設定で，［初期化］アクションは，すべてのスケジュール・タイプについて，アクション・グリッ

ドに表示されます。

オプション 説明

初期化 :す
べての仮想

ユーザを同

時に

スケジューラは，テストのすべての仮想ユーザを初期化，または選択した仮想ユー

ザ・グループを一緒に初期化し，実行まで指定時間待機します。

結果として生じるアクション：

すべての仮想ユーザを同時に初期化します。

初期化後＜00:00:00＞ ( HH：MM：SS)待機します。

初期化 :
徐々に

スケジューラは，指定された時間間隔 (時，分，秒 )に従って，指定された数の仮

想ユーザを段階的に初期化し，実行前に指定された時間待機します。

結果として生じるアクション：

＜X＞個の仮想ユーザを( HH：MM：SS)ごとに初期化します。

初期化後 ( HH：MM：SS)待機します。

初期化 :各
仮想ユーザ

を実行直前

に

スケジューラは，テストの各仮想ユーザ，または選択した仮想ユーザ・グループを実

行開始直前に初期化します。

結果として生じるアクション：各仮想ユーザを実行直前に初期化します。

注：このオプションは，［すべてのグループが初期化するのを待機］が選択されている

場合は利用できません。「すべてのグループが初期化するのを待機」( 「［テスト オプ

ション］ダイアログ・ボックス」 (101ページ))を参照してください。
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注 :初期化アクションは，削除できません。

仮想ユーザの開始

仮想ユーザの開始アクションは，スケジューラで仮想ユーザの実行を開始するように指示します。

オプション 説明

すべての仮想ユーザを

開始 :同時

スケジューラがテスト内のすべての仮想ユーザを同時に実行します。

X 個の仮想ユーザを

開始：徐々に

Y 仮想ユー

ザ：＜hh:mm:ss＞
( HH：MM：SS)ごとに

開始します。

スケジューラは，指定された数の仮想ユーザ( X)を段階的に実行します。

つまり，スケジューラは Y個の仮想ユーザを実行し，別のY個の仮想

ユーザを実行するまで指定された時間 (時，分，秒 )待機します。

結果として生じるアクション：X 個の仮想ユーザを開始します。Y 個の仮

想ユーザを＜hh:mm:ss＞ ( HH：MM：SS)ごとに開始します。

注 :

l スケジューラは，［準備完了］状態に達した仮想ユーザのみを実行開始します。

l 基本スケジュールでは，スケジューラは，同時または段階的に，常にすべての仮想ユーザを

実行します。実スケジュールでは，同時に実行を開始する仮想ユーザ数を選択できます。

l テスト実行中，仮想ユーザ・グループ/スクリプトをテストに追加して有効にできます。仮想ユー

ザを段階的に開始し，テストですべての仮想ユーザの実行が開始した後に仮想ユーザ・グ

ループを追加すると，新しいグループがすぐに実行を開始します。

継続時間

継続時間アクションは，現在の状態で，指定された時間，テストの実行を継続するよう，スケジュー

ラに指示します。

オプション 説明

完了まで実

行

テストはすべての仮想ユーザの実行が終了するまで実行されます。

結果として生じるアクション：完了するまで実行されます。

次の期間

実行

テストは次のアクションに続くまで，現在の状態で指定された時間 (日，時，分，

秒 )実行されます。

標準設定値：5分

定義可能な最大継続時間： 99.23:59:59 dd.HH:MM:SS

結果として生じるアクション：＜dd.hh:mm:ss＞ ( dd.HH：MM：SS)の間実行されま

す。

無期限に

実行

テストは無期限に実行されます。

結果として生じるアクション：無期限に実行されます。

利用可能な場所：基本スケジュールのみ
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注 :

l 実スケジュールで，継続時間アクションの後に続くアクションがない場合，テストは無期限で

実行されます。

l 実スケジュールで，テスト実行中の予期しない動作を避けるには，連続する仮想ユーザの開

始アクションと仮想ユーザの停止アクションの間に，継続時間アクションを追加します。

l 基本スケジュールでは，［次の期間実行］継続時間アクションには，常に仮想ユーザの停止

アクションが続きます。

仮想ユーザの停止

仮想ユーザの停止アクションは，仮想ユーザの実行を停止させるよう，スケジューラに指示します。

オプション 説明

すべての仮

想ユーザを

停止 :同時

スケジューラが実行しているすべての仮想ユーザを同時に停止します。

すべての/X
仮想ユーザ

を停止：

徐々に

スケジューラは，指定された数 ( ［すべて］または［X］)の実行されている仮想ユーザを

段階的に停止します。つまり，スケジューラは Y個の仮想ユーザを停止し，別のY
個の仮想ユーザを停止するまで指定された時間 (時，分，秒 )待機します。

結果として生じるアクション：＜X＞個の仮想ユーザを停止します。＜Y＞個の仮想

ユーザを＜hh:mm:ss＞ ( HH：MM：SS)ごとに停止します。

注 :

l ［次の期間実行］継続時間アクションのある基本スケジュールには，常にすべての仮想ユー

ザを同時または段階的に停止する仮想ユーザの停止アクションが続きます。

l 実スケジュールで，テスト実行中の予期しない動作を避けるには，連続する仮想ユーザの開

始アクションと仮想ユーザの停止アクションの間に，継続時間アクションを追加します。

l 実スケジュールで，［次の期間実行］継続時間アクションの後にアクションが指定されていな

い場合，仮想ユーザは無期限で実行を継続，つまり，スケジュールは無期限で実行が継

続します。

l グループごとにスケジュールを設定する場合，グループAが無期限で実行されるようにスケ

ジュール設定すると，グループBはグループAの後に実行されるようにスケジュールされるた

め，グループBが実行を開始する前に，グループAを手動で停止する必要があります。
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サービス・レベル・アグリーメントの概要

サービス・レベル・アグリーメント ( SLA)とは，パフォーマンス・テストに定義する特定の目標です。テスト

実行後，HP LoadRunner Analysisによって，これらの目標が実行中に収集，保存されたパフォーマ

ンス関連データと比較され，SLAが成功したか失敗したかが決定されます。

目標を評価する測定値に応じて，ALMにより次のいずれかの方法で，SLAステータスが決定されま

す。

SLA タイプ 説明

SLA ステータス

が経過時間中

の時間範囲内

に決まるもの

Analysisにより，テスト実行の経過時間中の時間範囲内に設定された SLA
ステータスが表示されます。経過時間中の各時間範囲で，たとえば，10秒ごと

にAnalysisは測定値のパフォーマンスがSLAで定義されたしきい値から逸脱し

ているかどうかを確認します。

この方法で評価可能な測定値：

l トランザクション応答時間 平均値

l 秒ごとのエラー数

SLA ステータス

が実行の全体

によって決まる

もの

Analysisによって，テスト実行全体について，1つのSLAステータスが表示され

ます。

この方法で評価可能な測定値：

l トランザクション応答時間 -パーセンタイル

l 実行ごとの合計ヒット数

l 実行ごとの平均ヒット数 (ヒット /秒 )

l 実行ごとの合計スループット (バイト )

l 実行ごとの平均スループット (バイト /秒 )

注 :

l ALMまたはHP LoadRunner Analysisで SLAを定義，編集できます。

l ALM Performance Centerでの実行後のSLAステータス表示の詳細については，「SLAレ

ポート」 (234ページ)を参照してください。

l Analysisレポートでの実行後のSLAステータス表示の詳細については，『HP LoadRunner
Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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追跡期間

経過時間中に評価された測定値にサービス・レベル・アグリーメント ( SLA)を定義する場

合，Analysisによって経過時間中の指定された時間範囲で，SLAステータスが決定されます。時

間範囲の頻度は，追跡期間と呼ばれます。

内部で計算された追跡期間は，標準設定で定義されます。この追跡期間は，Analysisによってビ

ルトイン・アルゴリズムに組み入れられ，追跡期間を計算する値を定義することで変更できます。詳

細については，「［追跡期間］ダイアログ・ボックス」 (161ページ)を参照してください。

サービス・レベル・アグリーメントの定義方法

このタスクでは，サービス・レベル・アグリーメント ( SLA)の定義方法について説明します。

テスト実行中の時間範囲内のパフォーマンス・テストの目標，またはテスト実行全体のパフォーマンス

を測定するサービス・レベル・アグリーメント ( SLA)を定義できます。詳細については，「サービス・レベ

ル・アグリーメントの概要」 (148ページ)，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してく

ださい。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストをデ

ザインする方法」 (70ページ)を参照してください。

ヒント : このタスクに関連するユースケースについては，「サービス・レベル・アグリーメントの定義方

法 -ユースケース・シナリオ」 (150ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (149ページ)

l 「SLAウィザードのランスルー」 (149ページ)

l 「追跡期間の定義 -オプション」 (150ページ)

l 「結果」 (150ページ)

1. 前提条件

パフォーマンス・テストを作成します。詳細については，「パフォーマンス・テストをデザインする方

法」 (70ページ)を参照してください。

注 :平均トランザクション応答時間，またはトランザクション応答時間のパーセンタイルの

SLAを定義するには，パフォーマンス・テストに少なくとも 1つのトランザクションを含むスクリプ

トが含まれている必要があります。

2. SLA ウィザードのランスルー

パフォーマンス・テスト・デザイナで，［サマリ］タブをクリックします。［サービスレベルアグリーメント］

表示枠で，［新規］をクリックし，サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードを開きます。ユーザ・イ

ンタフェースの詳細については，「［サービスレベルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)を参照し
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てください。

a. SLAの測定値を選択します。

b. トランザクション応答時間 (平均 /パーセンタイル)を定義する場合は，目標に含めるトラン

ザクションを選択します。

c. (オプション)経過時間中 SLAステータスを評価する場合は，考慮する負荷の条件を選択

し，負荷の条件に適切な負荷の値の範囲を定義します。

d. 測定値のしきい値を設定します。

o ［トランザクション応答時間］(平均 /パーセンタイル)または［秒ごとのエラー数］の値が定義

したしきい値を超える場合，Analysisによって，［失敗］ SLAステータスが作成されます。

o ［合計ヒット数］，［秒ごとの平均ヒット数］，［合計スループット］，または［平均スループッ

ト］が，定義されたしきい値より低い場合，Analysisによって，［失敗］ SLAステータスが

作成されます。

3. 追跡期間の定義 -オプション

SLAステータスが経過時間中に決定するSLAステータスの測定値には，時間範囲の頻度，つ

まり追跡期間を定義する必要があります。詳細については，「追跡期間」 (149ページ)を参照し

てください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［追跡期間］ダイアログ・ボックス」 (161ページ)を参照

してください。

4. 結果

テスト実行後の分析中，HP LoadRunner Analysisは SLAで定義された設定と，テスト実行か

ら収集されたデータを比較して，標準設定のサマリ・レポートとSLAレポートに含まれるSLAス

テータスを決定します。

詳細については，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200ページ)を参照してください。

『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』も参照してください。

サービス・レベル・アグリーメントの定義方法 - ユースケー
ス・シナリオ

このユースケース・シナリオでは，平均トランザクション応答時間にサービス・レベル・アグリーメント

( SLA)を定義する方法について説明します。

注 : この使用例に関連するタスクについては，「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (149
ページ)を参照してください。

このユースケース・シナリオは次の手順で構成されています。

l 「背景」 (151ページ)

l 「SLAウィザードの開始」 (151ページ)

l 「SLAの測定値を選択」 (151ページ)

l 「目標を評価するトランザクションの選択」 (151ページ)
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l 「負荷の条件の選択と負荷の適切な範囲の定義 -オプション」 (151ページ)

l 「しきい値の設定」 (152ページ)

l 「追跡期間の定義 -オプション」 (152ページ)

l 「結果」 (153ページ)

1. 背景

HPWeb Toursの管理者は，航空券予約と航空券の検索の平均トランザクション応答時間が

いつ一定の値を超えるかを知りたいと考えています。パフォーマンス・テストに，book_flightと
search_flightというトランザクションを含むスクリプトが含まれるとします。

2. SLA ウィザードの開始

［サービスレベルアグリーメント］表示枠で，［新規］をクリックし，サービス・レベル・アグリーメント・

ウィザードを開始します。［次へ］をクリックします。

3. SLA の測定値を選択

［測定値］ページで，［トランザクション応答時間］を選択し，ドロップダウン・リストから［平均］を選

択します。

4. 目標を評価するトランザクションの選択

［トランザクション］ページで，評価されるトランザクション，book_flightおよびsearch_flightを選

択します。

5. 負荷の条件の選択と負荷の適切な範囲の定義 -オプション

［負荷の条件］ページで，平均トランザクション応答時間の評価で考慮に入れる負荷の条件を

選択します。

この場合，システムで実行されるさまざまな量の仮想ユーザが各トランザクションの平均トランザク

ション応答時間に持つ影響を確認するには，［負荷の条件］ボックスで，［実行中の仮想ユー

ザ］を選択します。

次に，実行中の仮想ユーザの値の範囲を設定します。

仮想ユーザが20個未満であれば軽い負荷，20～ 50個であれば平均的な負荷，50個以上

であれば重い負荷と考えてください。これらの値を［負荷の値］ボックスに入力します。

注 :

n 中間を指定する範囲は，3つまで設定できます。

n 連続していて，範囲に間隔がない，ゼロから無限大までのすべての値が，有効な負荷
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の値の範囲です。

6. しきい値の設定

［しきい値］ページで，定義された負荷の条件を考慮して，トランザクションに許容される平均ト

ランザクション応答時間を定義します。

この場合，適切な平均応答時間を軽い負荷には 5秒まで，平均的な負荷には 10秒まで，

重い負荷には 15秒までのように，両方のトランザクションに対して同じしきい値を定義します。

ヒント :すべてのトランザクションに同じしきい値を定義するには，テーブルの上の［すべてのト

ランザクションに適用］ボックスに値を入力し，［すべてに適用］ボタンをクリックします。

7. 追跡期間の定義 -オプション

測定値のSLAステータスが経過時間中の時間範囲内で決定される場合，時間範囲の頻度

は追跡期間によって決定します。

内部で計算される追跡期間は，標準設定で最低 5秒に定義されているため，この手順は必

須ではありません。［追跡期間］ダイアログ・ボックスで追跡期間を変更できます。

a. ［サービスレベルアグリーメント］表示枠で，［追跡期間］ボタンをクリックします。

b. ［最低追跡期間］を選択して，追跡期間を選択します。時間範囲は，ビルトイン・アルゴリ

ズムに従って，ここで入力する値の関数として，Analysisによって計算されます。

例：

追跡期間に 10を選択し，パフォーマンス・テストの集計粒度 ( Analysisで定義 )に 6を
選択すると，追跡期間は 10以上で最も近い 6の倍数，つまり追跡期間＝ 12になり

ます。
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詳細については，「追跡期間」 (149ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［追跡期間］ダイアログ・ボックス」 (161ページ)を参照

してください。

8. 結果

テスト実行を分析する場合，Analysisでは，SLA設定を標準設定のサマリ・レポートに適用

し，レポートはすべての関連するSLA情報を含むように更新されます。

たとえば，定義された SLAに関して最もパフォーマンスの悪いトランザクション，特定のトランザク

ションの設定された時間範囲のパフォーマンス，SLAステータス全体が表示されます。

詳細については，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

サービス・レベル・アグリーメントのユーザ・インタフェース

本項の内容

［サービスレベルアグリーメント］表示枠 153

［サービスレベルアグリーメント］ウィザード 154

［追跡期間］ダイアログ・ボックス 161

［サービスレベルアグリーメント］表示枠

この表示枠には，パフォーマンス・テストに定義したすべてのサービス・レベル・アグリーメント ( SLA)が一

覧表示されます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［サマリ］タブをクリックします。
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関連タスク l 「パフォーマンス・テストをデザインする方法」 (70ページ)

l 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (149ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードを開始して，パフォーマンス・テス

トの新しい目標を定義できます。

サービス・レベル・アグリーメント・ウィザードを開いて，SLAに定義した目標

を変更できます。

選択した SLAを削除します。

［SLA詳細］ダイアログ・ボックスが開き，選択した SLAの詳細のサマリが

表示されます。

［追跡期間］ダイアログ・ボックスが開き，経過時間中の時間範囲ごとに

評価される，測定値の追跡間を調整できます。

概念の詳細については，「追跡期間」 (149ページ)を参照してください。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［追跡期間］ダイアログ・ボック

ス」 (161ページ)を参照してください。

［サービスレベルアグ

リーメント］リスト

パフォーマンス・テストに定義された SLAが一覧表示されます。

［サービスレベルアグリーメント］ウィザード

このウィザードにより，サービス・レベル・アグリーメント ( SLA)を定義できます。SLAでは，パフォーマンス

のターゲット，つまりパフォーマンス・テストの目標を定義できます。テスト実行中，ALMによってパ

フォーマンスが測定され，データが収集されます。このデータは，SLAで定義されたしきい値と比較さ

れます。
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アクセス方法 定義された SLA のリストを表示するには，次の手順を実行します。

1. ALMサイドバーの，［テスト］の下の［テスト計画］を選択し，ツリーのテストを

選択します。

2. ［テスト デザイン］タブをクリックします。［サービスレベルアグリーメント］表示枠

に定義された SLAが一覧表示されます。

SLA を定義するには，次の手順を実行します。

1. ALMサイドバーの，［テスト］の下の［テスト計画］を選択し，ツリーのテストを

右クリックして，［テストの編集］を選択します。

2. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［サマリ］タブをクリックします。

3. ［サービスレベルアグリーメント］表示枠で をクリックします。

重要な情報 SLAは，パフォーマンス・テスト・デザイナでのみ定義できます。

関連タスク 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (149ページ)

ウィザード・マッ

プ

ウィザードの構成は次のとおりです。

はじめに＞「［測定値］ページ」 (155ページ)＞「［トランザクション］ページ」 (156ペー

ジ)＞「［負荷の条件］ページ」 (157ページ)＞「［しきい値］ページ 」 (159ページ)＞
「［サマリ］ページ」 (160ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

次回からこの

ページをスキップ

する

このオプションを選択すると，SLAウィザードが［測定値］ページで開始します。

詳細については，「［測定値］ページ」 (155ページ)を参照してください。

［はじめに］ページを再度表示するには，［測定値］ページで［戻る］をクリックし，

［次回からこのページをスキップする］オプションをクリアします。

［測定値］ページ

このウィザード・ページでは，SLAに測定値を選択できます。一部の測定値は，経過時間中の時間

範囲で測定され，その他はテスト実行全体に渡って測定されます。

重要な情報 このウィザードの全般情報については，次を参照してください。 「［サービスレベル

アグリーメント］ウィザード」 (154ページ)

ウィザード・マッ

プ

「［サービスレベルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)には次が含まれます。

はじめに＞「［測定値］ページ」 (155ページ)＞「［トランザクション］ページ」 (156ペー

ジ)＞「［負荷の条件］ページ」 (157ページ)＞「［しきい値］ページ 」 (159ページ)＞
「［サマリ］ページ」 (160ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

トランザクション

応答時間

l パーセンタイル：トランザクション応答時間が特定のしきい値を下回るトラン

ザクションの割合を測定します。SLAは実行の全体について測定されます。

l 平均：指定された時間間隔内で，トランザクションの平均トランザクション応

答時間が定義されたしきい値を超えるかどうかを測定します。

注 : トランザクション応答時間 SLAは，テストに参加するスクリプトのうち，少

なくとも 1つがトランザクションに含まれている場合のみ定義できます。

秒ごとのエラー

数

指定された時間間隔の秒ごとのエラー数が定義されたしきい値を超えるかどうか

を測定します。

合計ヒット数 テスト実行の全体について合計ヒット数が定義されたしきい値に達したかどうか

を測定します。

秒ごとの平均

ヒット数

テスト実行の全体について秒ごとの平均ヒット数が定義されたしきい値に達した

かどうかを測定します。

合計スループッ

ト

テスト実行の全体について合計スループットが定義されたしきい値に達したかど

うかを測定します。

平均スループッ

ト

テスト実行の全体について平均スループットが定義されたしきい値に達したかど

うかを測定します。

［トランザクション］ページ

このウィザード・ページでは，評価においてテストに不可欠なトランザクションを含めることができます。

重要な情報 l このウィザードの全般情報については，次を参照してください。 「［サービスレベ

ルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)

l ［トランザクション］ページは，テストに参加するスクリプトのうち，少なくとも 1つが

トランザクションに含まれている場合のみ表示されます。

ウィザード・マッ

プ

「［サービスレベルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)には次が含まれます。

はじめに＞「［測定値］ページ」 (155ページ)＞「［トランザクション］ページ」 (156ペー

ジ)＞「［負荷の条件］ページ」 (157ページ)＞「［しきい値］ページ 」 (159ページ)＞
「［サマリ］ページ」 (160ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

利用可能なトラン

ザクション

テストに参加するスクリプトでトランザクションが一覧表示されます。

スクリプトを［選択されたトランザクション］リストに移動するには，スクリプトを

ダブルクリックします。

注 :評価には，少なくとも 1つのトランザクションを選択する必要があり

ます。

選択されたトランザク

ション

SLAに選択したスクリプトでトランザクションが一覧表示されます。

このリストからスクリプトを削除するには，ダブルクリックします。

注 :少なくとも 1つのトランザクションが一覧表示される必要がありま

す。

［負荷の条件］ページ

このウィザード・ページでは，目標に対する負荷の条件を選択し，適切な負荷の値の範囲を定義し

ます。たとえば，SLAを定義して，実行されている仮想ユーザが5個未満の場合，5～ 10個の場

合，10個を超える場合に，秒ごとのエラー数の動作を表示できます。

重要な情報 l このウィザードの全般情報については，次を参照してください。 「［サービスレベ

ルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)

l このページは，［トランザクション応答時間 平均値］または［秒ごとのエラー数］

SLAを定義する場合のみ利用できます。

l 次のウィザード・ステップ( ［しきい値］ページ)で，これらそれぞれの負荷の値の

範囲ごとに異なるしきい値を設定します。

ウィザード・マッ

プ

「［サービスレベルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)には次が含まれます。

はじめに＞「［測定値］ページ」 (155ページ)＞「［トランザクション］ページ」 (156ペー

ジ)＞「［負荷の条件］ページ」 (157ページ)＞「［しきい値］ページ 」 (159ページ)＞
「［サマリ］ページ」 (160ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

測定値 SLAに選択した測定値。
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UI 要素 説明

負荷の条件 目標を評価するときに検討する負荷の条件。

l なし：負荷の条件を考慮しません。

l 実行中の仮想ユーザ：実行中の仮想ユーザの影響を考慮します。

l スループット：スループットの影響を考慮します。

l 秒ごとのヒット数：秒ごとのヒット数の影響を考慮します。

［トランザクション応答時間 平均値］の場合は，次の内容も選択できます。

l 秒ごとのトランザクション：秒ごとのトランザクションの影響を考慮します。

l 秒ごとのトランザクション(成功 ) ：評価に成功した秒ごとのトランザクションの影

響を考慮します。

負荷の値 目標を評価するときに検討する負荷の値。

値の範囲は連続的である必要があり，ゼロから無限大までのすべての値に及び

ます。

l 次より小さい：範囲は常に 0からで，上限にここで入力した値は含まれませ

ん。

例：

5を入力すると，0と5の間で，5を含まない範囲になります。

l 次の間：中間を指定する範囲には，低い値は含まれますが，高い値は含ま

れません。

例：

5と10を入力すると，範囲は 5と10の間で，10を含まない範囲になりま

す。

注 :中間を指定する範囲は，3つまで設定できます。

l 以上：上位を指定する範囲は，ここで入力した値以上の範囲になります。

例：

10を入力すると，上位を指定する範囲は，10以上になります。

HP ALM Performance Center (11.52)158 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第11章 :サービス・レベル・アグリーメント



［しきい値］ページ

このウィザード・ページでは，選択した測定値にしきい値を定義できます。

重要な情報 このウィザードの全般情報については，次を参照してください。 「［サービスレベル

アグリーメント］ウィザード」 (154ページ)

ウィザード・マッ

プ

「［サービスレベルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)には次が含まれます。

はじめに＞「［測定値］ページ」 (155ページ)＞「［トランザクション］ページ」 (156ペー

ジ)＞「［負荷の条件］ページ」 (157ページ)＞「［しきい値］ページ 」 (159ページ)＞
「［サマリ］ページ」 (160ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

測定値 SLAに選択した測定値。

パーセンタイル 設定したしきい値に対して測定するトランザクションの割合。

利用可能な測定値：トランザクション応答時間のパーセンタイル

すべてのトラン

ザクションに適

用

一覧表示されたトランザクションすべてについて，しきい値またはしきい値のセット

を定義できます。 をクリックして，一覧表示されたすべてのトラン
ザクションにしきい値を同時に割り当てます。

注 : トランザクションのしきい値を同じにすることはできません。各トランザクショ

ンに異なった値を割り当てられます。

利用可能な測定値：トランザクション応答時間 平均値

すべてのトラン

ザクションにしき

い値を指定

一覧表示されたすべてのトランザクションに 1つのしきい値を定義できます。

をクリックして，一覧表示されたすべてのトランザクションに値を同
時に割り当てます。

注 : トランザクションのしきい値を同じにすることはできません。各トランザクショ

ンに異なった値を割り当てられます。

利用可能な測定値：トランザクション応答時間のパーセンタイル
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UI 要素 説明

しきい値 /＜し

きい値のテーブ

ル＞

選択した測定値の最小 /最大しきい値。

l トランザクション応答時間のパーセンタイル：実行の全体について得られた値

が定義されたしきい値を超える場合，SLAでは［失敗］ステータスが作成され

ます。

l 平均トランザクション応答時間および秒ごとのエラー数：指定された時間間

隔に得られた値がしきい値を超える場合，SLAではその時間範囲に対して

［失敗］ステータスが作成されます。

l 平均スループット合計スループットおよび秒ごとの平均ヒット数合計ヒット数：

実行の全体について得られた値がしきい値を超える場合，SLAでは［失敗］

ステータスが作成されます。

注 :

l トランザクション応答時間 パーセンタイルおよび平均トランザクション応答

時間：複数のトランザクションを選択した場合，すべてのトランザクション

がテーブルに一覧表示され，各トランザクションに別々のしきい値を定義

できます。

l 平均トランザクション応答時間および秒ごとのエラー数：負荷の条件を選

択すると，テーブルには負荷の値の範囲が表示され，負荷の値の範囲

ごとにしきい値を定義できます。詳細については，「［負荷の条件］ペー

ジ」 (157ページ)を参照してください。

［サマリ］ページ

このウィザード・ページには，定義した SLAのサマリが表示され，さらに多くのSLAを定義できます。

重要な情報 このウィザードの全般情報については，次を参照してください。 「［サービスレベル

アグリーメント］ウィザード」 (154ページ)

ウィザード・マッ

プ

「［サービスレベルアグリーメント］ウィザード」 (154ページ)には次が含まれます。

はじめに＞「［測定値］ページ」 (155ページ)＞「［トランザクション］ページ」 (156ペー

ジ)＞「［負荷の条件］ページ」 (157ページ)＞「［しきい値］ページ 」 (159ページ)＞
「［サマリ］ページ」 (160ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

別のサービスレベルアグ

リーメントの定義

SLAウィザードで別のSLAを定義できます。

このオプションを選択すると，［完了］のクリックで，別のSLAの測定値

を選択できるページに直接移動します。
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［追跡期間］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，サービス・レベル・アグリーメントの追跡期間を設定できます。

アクセス方法 1. パフォーマンス・テスト・デザイナで，［サマリ］タブをクリックします。

2. ［サービスレベルアグリーメント］表示枠で，［追跡期間］ボタンをクリックしま

す。

重要な情報 経過時間中評価される測定値について，Analysisはその経過時間中の指定さ

れた時間範囲で SLAステータスを決定します。これらの時間範囲は，追跡期間

と呼ばれます。

関連タスク 「サービス・レベル・アグリーメントの定義方法」 (149ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［内部で計算

された追跡期

間］

Analysisは，SLAステータスが決定される追跡期間を自動的に設定します。

最低追跡期間：5秒
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UI 要素 説明

［最低追跡期

間 :＜xx＞
秒］

Analysisは，追跡期間をここで指定した値にできる限り近く設定します。

最低追跡期間：5秒

例：

追跡期間 X=10を選択し，パフォーマンス・テストの集計粒度に 6を選択し

ます。追跡期間は 10以上で最も近い 6の倍数に設定されます。つまり追

跡期間 = 12になります。

このオプションについて，Analysisは次の数式を使用します。

追跡期間 = Max( 5秒，m(集計粒度 ) )

ここで，mは，パフォーマンス・テストの集計粒度の倍数で，m(集計粒度 )は，X
以上になります。
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第12章: ERP/CRMおよび
J2EE/.NET診断の有効化と設定

本章の内容

ERP/CRM診断を有効化および設定する方法 164

J2EE/.NET診断を有効化，設定する方法 165

診断結果を表示する方法 165

診断のユーザ・インタフェース 166
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ERP/CRM 診断を有効化および設定する方法

このタスクでは，ERP/CRM診断モジュールを設定してメディエータと通信し，診断データの生成のた

めに監視するサーバを定義する方法を説明します。

ERP/CRM診断の詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストをデ

ザインする方法」 (70ページ)を参照してください。

1. 前提条件

n ERP/CRM メディエータがインストールされ，設定されていることを確認します。されていない場

合は，管理者に相談してください。

n パフォーマンス・テストがすでに実行されていないことを確認します。

2. 仮想ユーザ・スクリプトでトランザクションを手動で定義

有効な診断データが生成されていることを確認するには，自動トランザクションを使用する代わり

に，仮想ユーザ・スクリプトを使用します。［実行環境の設定］の［一般］＞［その他］ノードで，

［各アクションをトランザクションとして定義］オプションと［各ステップをトランザクションとして定義］オ

プションを無効にしていることを確認します。

3. ( Siebel/Siebel DB) トランザクション後に思考時間を追加

診断データを収集するスクリプトを作成する場合は，テスト 1時間あたり1秒の割合で，各トラ

ンザクションの最後に思考時間を追加することをお勧めします。

4. ( Oracle 11i)診断モジュールの実行中はユーザのサーバをクリア

診断モジュールの実行中に，Oracleサーバで作業している実際のユーザまたは他の仮想ユーザ

がいないことを確認してください。これは診断結果に影響する可能性があります。

5. ( Oracle 11i) Oracle NCA アプリケーション・バージョンの選択

Oracle 11i診断モジュールは，Oracle NCAバージョン 11.5.0以降をサポートしています。VuGen
の実行環境設定でOracleアプリケーション・サーバのバージョンを入力して，ビルトインのトレース

機能を有効にします。

注 : Oracleサーバのバージョンを確認するには，Oracleサーバにログオンして，［Help］＞
［About Oracle］を選択します。Oracleサーバのバージョンが［Oracle Application］フィールド

に表示されます。

Oracleアプリケーションのバージョンを入力するには，VuGenでスクリプトを開いて，［仮想ユーザ］

＞［実行環境の設定］を選択します。［Oracle NCA：クライアント エミュレーション］ノードで，使

用しているOracle NCAのバージョンを［診断］＞［アプリケーションのバージョン］フィールドで選択

します。

注 : ビルトイン機能を使用してOracle 11i トレースが有効にできない場合，nca_set_
custom_dbtrace関数とnca_set_dbtrace_file_index関数を使用して，仮想ユーザ・スク
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リプトを手動で有効にできます。これは，標準のユーザ・インタフェースのないカスタム・アプリ

ケーションを使用している場合に生じる可能性があります。

6. 診断モジュールの有効化

ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト ラボ］を選択します。次に，希望するパフォーマンス・テスト

を選択し，関連する診断モジュールを有効化および設定する［テスト デザイン］＞［テストの編

集］＞［診断］タブを選択します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パフォーマンステス

ト デザイナ］＞［診断］タブ」 (166ページ)を参照してください。

J2EE/.NET 診断を有効化，設定する方法

この手順では，パフォーマンス・テストで J2EE/.NET診断測定値を取得し，テストに含まれるプローブ

を選択する方法を説明します。

J2EE/.NET診断の詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストをデ

ザインする方法」 (70ページ)を参照してください。

［診断］タブからのJ2EE/.NET診断の有効化

希望するパフォーマンス・テストを選択し，［テスト デザイン］＞［テストの編集］＞［診断］タブを選択し

て，J2EE/.NET診断を有効化し，設定できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パ

フォーマンステスト デザイナ］＞［診断］タブ」 (166ページ)を参照してください。

診断結果を表示する方法

ERP/CRM診断とJ2EE/.NET診断の結果を，HP LoadRunner Analysisで表示します。

1. Analysisを開く

a. ［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Performance Center Host］＞［アプリケーション］

＞［アナリシス］を選択します。

b. 次の場所から希望する結果ファイルを開きます。

＜LTS インストール＞ \orchidtmp\Results\＜ドメイン名＋プロジェクト名＞ \Run_＜実行

番号＞ \res＜実行番号＞ res＜実行番号＞ .lrr

2. Analysis診断グラフで結果を表示

Analysis診断グラフおよびレポートを使用してパフォーマンス・データを表示し，ドリルダウンしてア

プリケーションの任意のレイヤで問題を特定できます。

特定の診断グラフの詳細については，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』の次の項

を参照してください。

n Siebel診断グラフ

n Siebel DB診断グラフ

n Oracle 11i診断グラフ
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n SAP診断グラフ

n J2EE/.NET診断グラフ

診断のユーザ・インタフェース

本項の内容

［パフォーマンステスト デザイナ］＞［診断］タブ 166

［J2EE/.NET設定］ダイアログ・ボックス 168

［Oracle 11iの設定］ダイアログ・ボックス 169

［Oracle 11iサーバの設定］ダイアログ・ボックス 170

［SAP設定］ダイアログ・ボックス 171

［Siebel設定］ダイアログ・ボックス 172

［Siebel DB設定］ダイアログ・ボックス 173

［Siebel DBサーバ設定］ダイアログ・ボックス 173

［Siebelサーバ設定］ダイアログ・ボックス 174

［パフォーマンステスト デザイナ］＞［診断］タブ

このタブでは，パフォーマンス・テストにERP/CRM診断モジュールとJ2EE/.NET診断モジュールを定

義できます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］

を選択します。

3. ［パフォーマンス・テスト・デザイナ］ウィンドウで，［診断］タブをクリックします。
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重要な情報 l パフォーマンス・テストの実行中，タブのコンテンツは無効になります。テストの実

行前に，診断モジュールを有効にして設定する必要があります。

l 設定はパフォーマンス・テストごとに行います。パフォーマンス・テストのすべての

スクリプトは，同じ診断設定の下で実行されます。

関連タスク l 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

l 「J2EE/.NET診断を有効化，設定する方法」 (165ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

設定 ボタンをクリックして，各診断タイプを設定します。

特定の診断タイプのユーザ・インタフェース情報については，以下を参照してく

ださい。

l 「［J2EE/.NET設定］ダイアログ・ボックス」 (168ページ)

l 「［Oracle 11iの設定］ダイアログ・ボックス」 (169ページ)

l 「［SAP設定］ダイアログ・ボックス」 (171ページ)

l 「［Siebel設定］ダイアログ・ボックス」 (172ページ)

l 「［Siebel DB設定］ダイアログ・ボックス」 (173ページ)

テスト内の全関

連仮想ユーザに

関する X% の以

下の診断を有効

にします

診断データを収集する仮想ユーザのパーセントを指定します。この値により

Controllerに報告されるアプリケーション・サーバのトランザクション数が決定さ

れます。このパーセントを低くすると，Webページ，Oracle 11i，J2EE/.NET診

断に関するアプリケーション・サーバのオーバーヘッドが低くなります。

例：サンプリング値を 25%で入力し，グループ 1で，12個の仮想ユー

ザ，グループ 2で 8個の仮想ユーザ，グループ 3で 1個の仮想ユーザを

実行すると，グループ 1で 3個の仮想ユーザ，グループ 2で 2個の仮想

ユーザ，グループ 3で 1個の仮想ユーザの診断データが収集されます。

注 :仮想ユーザのサンプリングで許可される最小パーセントは 1%，また

はグループあたり1個の仮想ユーザのいずれか大きい方になります。

許可される最大パーセントは，選択したすべての診断タイプの［サンプリング

最高率］で一番低い値になります。

例：［Web ページ］(最大 10%)，Oracle 11i(最大 5%)，J2EE/.NET
(最大 100%)診断を有効にしている場合，J2EE/.NET診断への仮想

ユーザの参加パーセントは 5%を超えることはできません。

最大仮想ユーザ・

サンプリング

［テスト内の全関連仮想ユーザに関する X% の以下の診断を有効にします］

で指定された収集可能な仮想ユーザの最大パーセント。
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［J2EE/.NET 設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，J2EE/.NET診断モジュールを設定できます。

アクセス方法 1. ［テスト］＞［テスト計画］を選択して，希望するテストを選択します。

2. ［テスト デザイン］＞［テストの編集］＞［診断］タブを選択します。

3. ［テスト内の全関連仮想ユーザに関する X% の以下の診断を有効にしま

す］を選択します。

4. J2EE/.NETアプリケーション診断で［有効化］を選択し，［設定］ボタン
をクリックします。

重要な情報 パフォーマンス・テスト実行中，ダイアログ・ボックスは読み取り専用になります。

関連タスク 「J2EE/.NET診断を有効化，設定する方法」 (165ページ)

参照情報 『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』の「J2EE & .NET診断グラフ」

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

サーバ要求の監視 仮想ユーザトランザクションのコンテキスト外で発生するサーバ要求の

パーセントを取得する場合に選択します。詳細については，『HP ALM
ラボ管理ガイド』を参照してください。

注 :

l サーバ要求は，［診断の分布］ダイアログ・ボックスで仮想ユーザ

に選択したパーセントと同じパーセントで取得されます。

l このオプションを有効にすると，プローブに付加的なオーバーヘッ

ドがかかります。

［プローブの選択］テー

ブル
l ：モニタ用のプローブを選択します。少なくとも 1つのプローブが選

択されている必要があります。

l 名前：プローブの名前。

l グループ：プローブ・グループ。

l ホスト名：プローブが実行されているホスト (または，プローブがインス

トールされているアプリケーション・サーバ)。

l ステータス：プローブのステータス。［利用可能］または［利用不可］の

いずれかです。

注 :診断のインストールをアップグレードすると，既存のパフォーマン

ス・テストのプローブは赤色のステータスで表示される可能性があり

ます。赤色で表示されたプローブをクリアします。
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UI 要素 説明

Mediator と
Controller の間にファ

イアウォールがあります。

結果の照合には MI
Listener を使用してく

ださい

Diagnosticsサーバ(または分散環境のメディエータ・モードの

Diagnosticsサーバ)がファイアウォールの後に配置されている場合に選

択します。

注 :負荷テストにかかわるControllerとDiagnosticsサーバとの間に

ファイアウォールがある場合は，ControllerとDiagnosticsサーバが

MI Listenerを使用するように設定して，オフラインAnalysis ファイル

の転送を有効にします。詳細については，『HP Diagnostics インス

トールおよび設定ガイド』を参照してください。

J2EE/.NET の接続の

診断のトラブルシュー

ティング

クリックして HP Diagnostics System Health Monitorを開き，診断コン

ポーネントとの間の接続の問題を調べることができます。

［Oracle 11i の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Oracle 11i診断モジュールをセットアップして，メディエータと通信できま

す。

アクセス方

法

1. ［テスト］＞［テスト計画］を選択して，希望するテストを選択します。

2. ［テスト デザイン］＞［テストの編集］＞［診断］タブを選択します。

3. ［テスト内の全関連仮想ユーザに関する X% の以下の診断を有効にします］を

選択します。

4. Oracle 11i診断で［有効化］を選択し，［設定］ボタン をクリックします。

関連タスク 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

参照情報 l 「［Oracle 11iサーバの設定］ダイアログ・ボックス」 (170ページ)

l 『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』の「Oracle 11i診断グラフ」

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［Oracle 11iサーバの設定］ダイアログ・ボックスを開きます。このダイアログ・

ボックスでは，Oracle 11iサーバを追加して，サーバ情報を入力できます。詳

細については，「［Oracle 11iサーバの設定］ダイアログ・ボックス」 (170ページ)を
参照してください。

Oracle 11i診断モジュールとメディエータの間の接続をテストします。

注 : この操作でOracleサーバへの接続は確認されません。

サーバの詳細を編集できます。
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UI 要素 説明

名前 Oracle 11i診断データの収集，処理に使用するメディエータの名前。各診断

モジュールでサポートされるのは 1つのメディエータだけです。

［サーバ］テーブル l サーバ名：Oracleサーバの名前。

l プラットフォーム：Oracleサーバのプラットフォーム。

l ログ・ディレクトリ：Oracle トレース・ファイル( *.trc)が書き込まれるディレクト

リ。

［Oracle 11i サーバの設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Oracle 11iサーバとサーバ情報を追加できます。

アクセス方法 ［Oracle 11iの設定］ダイアログ・ボックスで，［サーバの追加］をクリックします。

関連タスク 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

参照情報 「［Oracle 11iの設定］ダイアログ・ボックス」 (169ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ドメイン Oracleサーバのドメイン。

ログ・ディレクト

リ

Oracleアプリケーションがトレース・ファイルを保存する場所。トレース・ファイル

は，Oracleサーバの共有ディレクトリ，または別のフォルダに保存できます。

パスワード /パ
スフレーズ

ユーザ・パスワードまたはパスフレーズ。

プラットフォー

ム

Oracleサーバのプラットフォーム。

秘密鍵ファイ

ル

秘密鍵が保存されるファイルの名前。メディエータに置くこともできます。ファイル名

のみを(パスなしで)指定すると，設定によりメディエータの＜メディエータのルー

ト＞ \binディレクトリのファイルが自動的に検索されます。

サーバ名 Oracleサーバの名前。

SSH の使用 SSH接続を使用する場合に選択します。

ユーザ名 トレース・ファイルが保存されるサーバのユーザ名。

注 :Windowsプラットフォームの場合，ユーザには管理者権限が必要です。
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［SAP 設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，SAPサーバとサーバ情報を追加できます。

アクセス方法 1. ［テスト］＞［テスト計画］を選択して，希望するテストを選択します。

2. ［テスト デザイン］＞［テストの編集］＞［診断］タブを選択します。

3. ［テスト内の全関連仮想ユーザに関する X% の以下の診断を有効にしま

す］を選択します。

4. SAP診断で［有効化］を選択し，［設定］ボタン をクリックします。

関連タスク 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

参照情報 『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』の「SAP診断グラフ」

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

SAPサーバへの接続を検証します。

［検証］をクリックすると，Controllerにより，サーバ・ホスト全体の診断に利用可

能なすべてのサーバのレポートが作成されます。

クライアント番

号

選択したユーザのクライアント番号。

名前 SAP診断データの収集，処理に使用するメディエータの名前。各診断モジュー

ルでサポートされるのは 1つのメディエータだけです。

注 : ファイアウォール越しのメディエータを使用している場合，メディエータのマ

シン名ではなく，メディエータのローカル・マシン・キーを入力します。

サーバ・ホスト

名

SAPサーバの名前。

システム・ルータ

文字列

任意指定。SAPサーバのシステム・ルータ文字列を入力します。

システム番号 SAPサーバのシステム番号。

ユーザ名 SAPサーバへのログイン用のユーザの一意の名前。

ユーザ・パス

ワード

SAPサーバへのログイン用のユーザ・パスワード。
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［Siebel 設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Siebel診断モジュールをセットアップして，メディエータと通信できます。

アクセス方法 1. ［テスト］＞［テスト計画］を選択して，希望するテストを選択します。

2. ［テスト デザイン］＞［テストの編集］＞［診断］タブを選択します。

3. ［テスト内の全関連仮想ユーザに関する X% の以下の診断を有効にしま

す］を選択します。

4. Siebelアプリケーション診断で［有効化］を選択し，［設定］ボタン をク
リックします。

関連タスク 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

参照情報 l 「［Siebel DBサーバ設定］ダイアログ・ボックス」 (173ページ)

l 『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』の「Siebel診断グラフ」

l 『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』の「Siebel DB診断グラフ」

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［Siebelサーバ設定］ダイアログ・ボックスを開きます。このダイアログ・ボックスで

は，Siebelサーバを追加して，サーバ情報を入力できます。詳細について

は，「［Siebelサーバ設定］ダイアログ・ボックス」 (174ページ)を参照してくださ

い。

Siebel診断モジュールとメディエータの間の接続をテストします。

注 : この操作で Siebelサーバへの接続は確認されません。

サーバの詳細を編集できます。

名前 Siebel診断データの収集，処理に使用するメディエータの名前。各診断モ

ジュールでサポートされるのは 1つのメディエータだけです。

［サーバ］テーブル l サーバ名：Siebelサーバの名前。

l プラットフォーム：Siebelサーバのプラットフォーム。

l ログ・ディレクトリ：Siebelログ・ファイル( *.SARM)が書き込まれるSiebel
サーバ・ディレクトリ。
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［Siebel DB設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Siebel DBサーバとサーバ情報を追加できます。

アクセス方法 1. ［テスト］＞［テスト計画］を選択して，希望するテストを選択します。

2. ［テスト デザイン］＞［テストの編集］＞［診断］タブを選択します。

3. ［テスト内の全関連仮想ユーザに関する X% の以下の診断を有効にしま

す］を選択します。

4. Siebelデータベース診断で［有効化］を選択し，［設定］ボタン をクリックし
ます。

関連タスク 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

参照情報 l 「［Siebel DBサーバ設定］ダイアログ・ボックス」 (173ページ)

l 『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』の「Siebel DB診断グラフ」

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［Siebel DBサーバ設定］ダイアログ・ボックスを開きます。このダイアログ・ボック

スでは，Siebel DBサーバを追加して，サーバ情報を入力できます。詳細につ

いては，「［Siebel DBサーバ設定］ダイアログ・ボックス」 (173ページ)を参照し

てください。

Siebel DB診断モジュールとメディエータの間の接続をテストします。

注 : この操作で Siebelサーバへの接続は確認されません。

サーバの詳細を編集できます。

名前 Siebel診断データの収集，処理に使用するメディエータの名前。各診断モ

ジュールでサポートされるのは 1つのメディエータだけです。

［サーバ］テーブル l サーバ名：Siebelサーバの名前。

l プラットフォーム：Siebelサーバのプラットフォーム。

l ログ・ディレクトリ：Siebelログ・ファイル( *.SARM)が書き込まれるSiebel
サーバ・ディレクトリ。

［Siebel DBサーバ設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Siebel DBサーバとサーバ情報を追加できます。

アクセス方法 ［Siebel DB設定］ダイアログ・ボックスで，［サーバの追加］をクリックします。
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関連タスク 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

参照情報 「［Siebel DB設定］ダイアログ・ボックス」 (173ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ドメイン Siebelサーバのドメイン。

ログ・ディレクト

リ

Siebelアプリケーションがトレース・ファイルを保存する場所。トレース・ファイル

は，Siebelサーバの共有ディレクトリ，または別のフォルダに保存できます。

パスワード /パ
スフレーズ

ユーザ・パスワードまたはパスフレーズ。

プラットフォー

ム

Siebelサーバのプラットフォーム。

秘密鍵ファイ

ル

秘密鍵が保存されるファイルの名前。メディエータに置くこともできます。ファイル名

のみを(パスなしで)指定すると，設定によりメディエータの＜メディエータのルー

ト＞ \binディレクトリのファイルが自動的に検索されます。

サーバ名 Siebelサーバの名前。

SSH の使用 SSH接続を使用する場合に選択します。

ユーザ名 トレース・ファイルが保存されるサーバのユーザ名。

注 :Windowsプラットフォームの場合，ユーザには管理者権限が必要です。

［Siebel サーバ設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Siebelサーバを追加し，サーバ情報を入力できます。

アクセス方法 ［Siebel設定］ダイアログ・ボックスで，［サーバの追加］をクリックします。

関連タスク 「ERP/CRM診断を有効化および設定する方法」 (164ページ)

参照情報 「［Siebel設定］ダイアログ・ボックス」 (172ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ドメイン Siebelサーバのドメイン。

ログ・ディレクト

リ

Siebelアプリケーションがトレース・ファイルを保存する場所。トレース・ファイル

は，Siebelサーバの共有ディレクトリ，または別のフォルダに保存できます。

パスワード /パ
スフレーズ

ユーザ・パスワードまたはパスフレーズ。
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UI 要素 説明

プラットフォー

ム

Siebelサーバのプラットフォーム。

秘密鍵ファイ

ル

秘密鍵が保存されるファイルの名前。メディエータに置くこともできます。ファイル名

のみを(パスなしで)指定すると，設定によりメディエータの＜メディエータのルー

ト＞ \binディレクトリのファイルが自動的に検索されます。

サーバ ID Siebelサーバ ID。

サーバ名 Siebelサーバの名前。

サーバ・タイプ Siebelサーバのタイプ。

SSH の使用 SSH接続を使用する場合に選択します。

ユーザ名 トレース・ファイルが保存されるサーバのユーザ名。

注 :Windowsプラットフォームの場合，ユーザには管理者権限が必要です。
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第13章: ターミナル・セッションの設定

本項の内容

ターミナル・セッションの概要 178

ターミナル・セッションの作成方法 178

ターミナル・セッションへの接続方法 180

ファイアウォール越しにターミナル・セッションを設定する方法 182

ターミナル・セッションのユーザ・インタフェース 182

トラブルシューティングと制限事項 184
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ターミナル・セッションの概要

Performance Centerのターミナル・セッションを使用すると，ターミナル・サーバのパフォーマンス・テスト

で，複数のLoadGeneratorを同時に実行できます。Performance Centerでは，新しいターミナル・

セッションを作成，または既存のセッションに接続できます。

ターミナル・セッションを使用すると，WindowsベースのLoadGeneratorで 1つのGUI仮想ユーザしか

実行できないという制限を克服できます。グラフィック・ユーザ・インタフェース( GUI)アプリケーションを操

作するGUI仮想ユーザは，GUI仮想ユーザ・スクリプトで定義されます。HPのQuickTest
Professional( HP Unified Functional Testing)を使用して，GUI仮想ユーザ・スクリプトを作成しま

す。各 GUI仮想ユーザのターミナル・サーバ・セッションを開くと，同じアプリケーションで複数のGUI仮
想ユーザを実行できます。

パフォーマンス・テストで使用するターミナルの数 (十分なターミナル・セッションが実行されている場

合 )，ターミナルごとに実行できる仮想ユーザの最大数を選択します。仮想ユーザの最大数は，スク

リプトで使用する仮想ユーザの種類によって異なります。GUI仮想ユーザの場合，各ターミナル・セッ

ションに 1個の仮想ユーザが最大です。Performance Centerによって，クライアント・セッション間に仮

想ユーザ数が均等に分散されます。

ターミナル・セッションの作成または接続方法の詳細については，「ターミナル・セッションの作成方法」

(178ページ)を参照してください。

ターミナル・セッションの作成方法

このタスクでは，新しいターミナル・セッションの作成方法を説明します。

ターミナル・セッションの詳細については，「ターミナル・セッションの概要」 (178ページ)を参照してくださ

い。

注 :

l 手動で LoadGeneratorを分散してパフォーマンス・テストを設定する場合のみ，ターミナル・

セッションを有効にできます。

l ターミナル・サービス・マネージャでは，ファイアウォール越しに接続するターミナル・セッションはサ

ポートされていません。ファイアウォール越しにターミナル・セッションを設定する場合は，「ファイ

アウォール越しにターミナル・セッションを設定する方法」 (182ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (179ページ)

l 「LoadGeneratorマシンでのPerformance Centerエージェントの設定」 (179ページ)

l 「ターミナル・サービスのログオン設定の確認」 (179ページ)

l 「Windows 2003オペレーティング・システムの場合：各ユーザが1セッションに制限されていないこと

を確認」 (179ページ)

l 「LoadGeneratorをシステムに追加」 (180ページ)

l 「ターミナル・セッションの設定」 (180ページ)
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1. 前提条件

n LoadGeneratorホストがターミナル・サーバ・マシンにインストールされていることを確認します。

詳細については，『HP Application Lifecycle Management インストールおよびアップグレード・

ガイド』を参照してください。

注 : Linux LoadGeneratorでターミナル・セッションは使用できません。

n リモート・デスクトップ接続クライアント・ソフトウェアがControllerマシンにインストールされている

ことを確認します。

注 : Microsoft Windows XPまたはWindows Server 2003を実行するコンピュータの場

合，ターミナル・サービス・クライアント・プログラム(リモート・デスクトップ接続 )はすでにイン

ストールされています。リモート・デスクトップ接続は，その他の32ビットのWindowsベース

のオペレーティング・システムにもインストールできます。

Windows Server 2003またはWindows XP SP2マシンでターミナル・クライアント・セッショ

ンを実行している場合は，Performance Centerユーザにグローバル・オブジェクトの作成

権限があることを確認します。ターミナル・サーバ・マシンのローカル・セキュリティ・ポリシー\
ローカルポリシー\ユーザ権利の割り当て で，Performance Center管理者グループ(また

は Performance Centerユーザが属するグループ)をグローバル・オブジェクトの作成権限に

追加します。

2. Load GeneratorマシンでのPerformance Centerエージェントの設定

a. ［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Performance Center Host］＞［詳細設定］＞

［Performance Center エージェント設定］を選択します。［エージェント設定］ダイアログ・

ボックスが開きます。

b. ［ターミナルサービスを有効にする］を選択して，［OK］をクリックします。

c. エージェントを再起動するプロンプトが表示された場合は，［OK］をクリックします。

3. ターミナル・サービスのログオン設定の確認

リモート・デスクトップ接続クライアントに正しいターミナル・サービス設定が選択されていることを確

認します。

正しいターミナル・サーバ・ログオン設定を行うには，次の手順を実行します。

a. LoadGeneratorマシンで，［スタート］＞［プログラム］＞［管理ツール］＞［ターミナルサービス

構成］を選択します。［ターミナルサービス構成］ダイアログ・ボックスが開きます。［RDP-Tcp］
を右クリックし，［プロパティ］を選択して，［RDP-Tcpのプロパティ］ダイアログ・ボックスを開きま

す。

b. ［ログオン設定］タブをクリックします。

c. ［クライアント提供のログオン情報を使う］が選択され，［常にパスワードの入力を求める］が

選択されていないことを確認します。

4. Windows 2003オペレーティング・システムの場合：各ユーザが 1セッションに制

限されていないことを確認
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Windows 2003オペレーティング・システムを実行する LoadGeneratorの場合：

a. ［スタート］＞［プログラム］＞［管理ツール］＞［ターミナルサービス構成］を選択します。［ター

ミナルサービス構成］ダイアログ・ボックスが開きます。

b. 左の表示枠で，［サーバ設定］ノードを選択します。

c. 右の表示枠で，［各ユーザーを 1セッションに制限します］属性が［無効］になっていることを

確認します。

5. Load Generatorをシステムに追加

［新規ホスト］ダイアログ・ボックスを使用して，LoadGeneratorをシステムに追加します。ユーザ・

インタフェースの詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

6. ターミナル・セッションの設定

［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックスから，ターミナル・セッションを設定します。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックス」 (183ページ)を参照してく

ださい。

ターミナル・セッションへの接続方法

このタスクでは，既存のターミナル・セッションへの接続方法を説明します。

ターミナル・セッションの詳細については，「ターミナル・セッションの概要」 (178ページ)を参照してくださ

い。

注 :

l 手動で LoadGeneratorを分散してパフォーマンス・テストを設定する場合のみ，ターミナル・

セッションを有効にできます。

l ターミナル・サービス・マネージャでは，ファイアウォール越しのターミナル・セッションはサポートさ

れていません。ファイアウォール越しにターミナル・セッションを設定する場合は，「ファイアウォー

ル越しにターミナル・セッションを設定する方法」 (182ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (180ページ)

l 「Performance Centerエージェントをプロセスとして実行」 (181ページ)

l 「LoadGeneratorでのPerformance Centerエージェントの設定」 (181ページ)

l 「LoadGeneratorをシステムに追加」 (181ページ)

l 「Controllerからターミナル・セッションを起動」 (181ページ)

l 「ターミナル・セッションの設定」 (182ページ)

1. 前提条件

n LoadGeneratorホストがターミナル・サーバ・マシンにインストールされていることを確認します。

詳細については，『HP Application Lifecycle Management インストールおよびアップグレード・

ガイド』を参照してください。
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注 : Linux LoadGeneratorでターミナル・セッションは使用できません。

n リモート・デスクトップ接続クライアント・ソフトウェアがControllerマシンにインストールされている

ことを確認します。

注 : Microsoft Windows XPまたはWindows Server 2003を実行するコンピュータの場

合，ターミナル・サービス・クライアント・プログラム(リモート・デスクトップ接続 )はすでにイン

ストールされています。リモート・デスクトップ接続は，その他の32ビットのWindowsベース

のオペレーティング・システムにもインストールできます。

Windows Server 2003またはWindows XP SP2マシンでターミナル・クライアント・セッショ

ンを実行している場合は，Performance Centerユーザにグローバル・オブジェクトの作成

権限があることを確認します。ターミナル・サーバ・マシンのローカル・セキュリティ・ポリシー\
ローカルポリシー\ユーザ権利の割り当てで，Performance Center管理者グループ(また

は Performance Centerユーザが属するグループ)をグローバル・オブジェクトの作成権限に

追加します。

2. Performance Centerエージェントをプロセスとして実行

a. LoadGeneratorマシンで，＜Performance Center Hostのインストール場所＞ \launch_
service\bin\Magentconfig.exeを実行します。［エージェントの実行時設定］ダイアログ・

ボックスが開きます。

b. ［このマシンへの手動ログイン］を選択します。

注 :実行する各ターミナル・セッションに対するプロセスとして，Performance Centerエー

ジェントを実行する必要があります。

3. Load GeneratorでのPerformance Centerエージェントの設定

a. ［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［Performance Center Host］＞［詳細設定］＞

［Performance Center エージェント設定］を選択します。［エージェント設定］ダイアログ・

ボックスが開きます。

b. ［ターミナルサービスを有効にする］を選択して，［OK］をクリックします。

c. エージェントを再起動するプロンプトが表示された場合は，［OK］をクリックします。

4. Load Generatorをシステムに追加

［新規ホスト］ダイアログ・ボックスを使用して，LoadGeneratorをシステムに追加します。ユーザ・

インタフェースの詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

5. Controllerからターミナル・セッションを起動

注 :パフォーマンス・テスト中は，仮想ユーザを実行する各ターミナルに対してターミナル・セッ

ションを開く必要があります。

a. ［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［アクセサリ］＞［通信］＞［リモート デスクトップ接続］を

選択します。または，［スタート］＞［ファイル名を指定して実行］を選択して，mstscコマンド

を実行します。［リモート デスクトップ接続］ダイアログ・ボックスが開きます。
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b. ［オプション］をクリックします。

c. ［全般］タブで，ターミナル・サーバの名前または IPアドレスを入力するか，利用可能なサー

バのリストからターミナル・サーバを選択します。

d. ターミナル・サーバへのログインのためのユーザ名，パスワード，必要に応じてドメイン名を入

力します。

e. ［接続］をクリックして，［ターミナルクライアント］ウィンドウを開きます。

6. ターミナル・セッションの設定

［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックスから，ターミナル・セッションを設定します。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックス」 (183ページ)を参照してく

ださい。

ファイアウォール越しにターミナル・セッションを設定する方
法

このタスクでは，ファイアウォール越しのLoadGeneratorでターミナル・セッションを設定する方法につい

て説明します。

1. LoadGeneratorマシンのコンソールを開きます。

2. Performance Centerエージェントがプロセスとして実行されていない場合は，＜Load Generator
hostのインストール場所＞ \launch_service\bin\magentproc.exeを実行します。

3. Performance Centerエージェントをコンソールで設定します。

a. ［ファイアウォールエージェントを有効にする］を選択して，［設定］をクリックします。［ローカル

マシン キー］フィールドに，machine_ofwなどの仮想 LoadGenerator名を入力します。

b. ［ターミナルサービスを有効にする］を選択して，［OK］をクリックします。

4. LoadGeneratorコンソール・マシンで，1つ以上のターミナル・セッションを作成します。

次の事項を考慮してください。

n 各ターミナル・セッションについて，上記のエージェント設定を実行します。各セッションに対し

て，machine_ofw_1，machine _ofw_2など，別々のローカル・マシン・キー名を指定しま

す。

n ターミナル・セッションでエージェントを停止した場合は，エージェントを再起動する前にその特

定のセッションを再設定する必要があります。

n Controllerのシナリオで LoadGeneratorを選択する場合は，使用する各仮想 Load
Generatorにローカル・マシン・キーを選択します。

ターミナル・セッションのユーザ・インタフェース

本項の内容

［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックス 183

［Performance Centerエージェント実行環境設定］ダイアログ・ボックス 184
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［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ターミナル・セッションを設定できます。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l ［Load Generator の選択］ダイアログ・ボックスで，LoadGeneratorを選択し

て，［ターミナルサービス］ボタン をクリックします。詳細については，「［Load
Generatorの選択］ダイアログ・ボックス」 (127ページ)を参照してください。

l ［自動適合 LoadGeneratorプロパティ］ダイアログ・ボックスで，LoadGenerator
を選択して，［ターミナルサービス］をクリックします。詳細については，「［自動

適合 LoadGeneratorプロパティ］ダイアログ・ボックス」 (130ページ)を参照してく

ださい。

l 実行時に，パフォーマンステストの実行ページで［Load Generators］ ボタ
ンをクリックします。次に，［ターミナルセッション設定］をクリックします。

重要な情報 実行時に，LoadGeneratorが稼動していない場合のみ，ターミナル・サービスを設

定または変更できます。

関連タスク 「ターミナル・セッションの作成方法」 (178ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

既存のターミナル・

サービス・セッションに

接続

既存のターミナル・セッションへの接続を有効にします。

新規ターミナル・サー

ビス・セッションの作成

Controllerがリモート・デスクトップ接続を使用して，自動的にターミナル・

セッションを起動できるようにします。

ターミナル・サービスを

有効にする

ターミナル・サーバで実行されている LoadGeneratorに設定を適用しま

す。
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UI 要素 説明

ターミナル・サービスで

実行できる仮想ユー

ザの最大数

ターミナル・セッションで実行する仮想ユーザの最大数を入力します。

注 :仮想ユーザの最大数は，スクリプトで使用する仮想ユーザの種

類によって異なります。GUI仮想ユーザの場合，各ターミナル・セッ

ションに 1個の仮想ユーザが最大です。

Load Generator で
開くターミナル・サービ

ス数

パフォーマンス・テストにターミナル数を入力します。

注 :パフォーマンス・テスト中は，仮想ユーザを実行する各ターミナル

に対してターミナル・セッションを開く必要があります。

［Performance Centerエージェント実行環境設定］ダイアログ・
ボックス

このダイアログ・ボックスでは，Performance Centerエージェントをサービスとして，またはプロセスとして

実行できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ユーザ・ログインなしでこのマ

シン上での Vuser の実行を

許可する

Performance Centerエージェントのサービスとしての実行を選択し

ます。資格情報を入力する必要があります。

注 : これは，標準設定の選択です。

このマシンへの手動ログイン Performance Centerエージェントのプロセスとしての実行を選択し

ます。これにより，同じ LoadGeneratorで複数のGUI仮想ユーザ

を実行できます。

トラブルシューティングと制限事項

本項では，ターミナル・セッション設定のトラブルシューティングおよび制限事項について説明します。

ホスト名が IP アドレスまたはドメイン名

ローカル・ユーザで環境が構成されている場合， IPアドレスまたはドメイン名として追加されたマシン

名にターミナル・サービスは設定できません。

環境が標準設定のPerformance Centerシステム・ユーザ( IUSR_METRO)で構成されている場

合， IPアドレスまたはドメイン名として追加されたマシン名 ( 127.0.0.1， localhost.comなど)にターミ

ナル・サービスは設定できません。

回避策：ラボ管理 (ホスト・モジュール)からホストを削除し，ホスト名のみを使用してホストを再度追

加します。
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第14章:マルチ IP アドレス

本章の内容

マルチ IPアドレスの概要 186

ALMで IPスプーフィングを有効にする方法 186

Linuxでのマルチ IPアドレスの設定方法 188

IPウィザード 188
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マルチ IP アドレスの概要

アプリケーション・サーバとネットワーク・デバイスは，クライアントの特定に IPアドレスを使用します。アプ

リケーション・サーバは，同じマシンのクライアントに関する情報をキャッシュすることがよくあります。ス

ループットを最適化するため，ネットワーク・ルータによってソースとターゲットの情報のキャッシュが試行

されます。多数のユーザが同じ IPアドレスを持っている場合，サーバとルータの両方によって最適化

が試行されます。同じ LoadGeneratorの仮想ユーザは同じ IPアドレスを持っているため，サーバと

ルータの最適化によって，実際の状況が反映されなくなります。

マルチ IPアドレス機能を使用すると，単一のLoadGgeneratorで実行される仮想ユーザを多数の IP
アドレスで特定できます。サーバとルータは仮想ユーザを別々のLoadGeneratorのものと識別するた

め，テスト環境がより現実的になります。

この機能は，WindowsおよびLinuxに実装でき，次のプロトコルに適用されます。

クライアント /サー

バ

DNS，Windows ソケット

カスタム Javascript仮想ユーザ，VB仮想ユーザ，VBスクリプト仮想ユーザ

e ビジネス FTP，Web( HTTP/HTML)，Webサービス

ERP/CRM Oracle NCA，OracleWeb Applications 11i，PeopleSoft Enterprise，SAP-
Web，Siebel-Web

レガシ RTE

メール・サービス Internet Messaging( IMAP)，POP3，SMTP

ストリーミング・

データ

Real

ALM で IP スプーフィングを有効にする方法

次の手順では，LoadGeneratorに IPアドレスを追加して， IPスプーリングを有効にする方法を説明

します。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「LoadGeneratorでマルチ IPアドレスを作成する」 (186ページ)

l 「新しいアドレスでサーバのルーティング・テーブルを更新する」 (187ページ)

l 「マルチ IPアドレスをALMで有効化する」 (187ページ)

1. Load Generatorでマルチ IP アドレスを作成する

n Windows：IPウィザードを実行して，マルチ IPアドレスを作成します。 IPウィザードの実行に

関する詳細については，「IPウィザード」 (188ページ)を参照してください。

LoadGeneratorに追加された新しい IPアドレスは，すべてのパフォーマンス・テストに使用され

ます。ウィザードの実行後，LoadGeneratorマシンを再起動します。
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n Linux：Linux LoadGeneratorの新しい IPアドレスを手動で設定します。詳細については，

「Linuxでのマルチ IPアドレスの設定方法」 (188ページ)を参照してください。

2. 新しいアドレスでサーバのルーティング・テーブルを更新する

クライアント・マシンに新しい IPアドレスを設定したら，サーバにはクライアントに戻すルートを識別

できるように，ルーティング・テーブルにアドレスが必要です。サーバとクライアントが同じネットマ

スク， IPクラスおよびネットワークを共有している場合，サーバのルーティング・テーブルに変更は必

要ありません。

注 : クライアント・マシンとサーバ・マシンの間にルータがある場合，サーバによってルータへのパ

スが識別される必要があります。サーバのルーティング・テーブルに，以下を追加してくださ

い。

n Webサーバからルータへのルート

n ルータから LoadGeneratorのすべての IPアドレスへのルート

Webサーバのルーティング・テーブルは，次のように更新します。

a. IPウィザードのサマリ・ページに表示されるバッチ・ファイルを編集します。次に， .batファイルの

例を示します。

b. 各々の [CLIENT_IP]の代わりに，実際の IPアドレスを挿入します。

c. サーバ・マシンでバッチ・ファイルを実行します。

3. マルチ IP アドレスをALMで有効化する

マルチ IPアドレスを定義したら，Controllerにこの機能を使用するように指示するオプションを設

定します。

a. ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト計画］を選択します。ツリーで，パフォーマンス・テストを

右クリックします。［テストの編集］を選択します。パフォーマンス・テスト・デザイナウィンドウで，

［作業負荷］タブをクリックし，ウィンドウの下部の［オプション］ボタンをクリックします。［IP ス

プーファを有効にする］を選択します。

注 :パフォーマンス・テストを実行する前に，このオプションを選択する必要があります。

b. Controllerでプロセスごと，またはスレッドごとのどちらで IPを割り当てるかを指定します。詳

細については，『HP ALMラボ管理ガイド』に記述されているControllerの一般的な実行オ

プション設定を参照してください。
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Linux でのマルチ IP アドレスの設定方法

次の項では，次のLinux LoadGeneratorでマルチ IPアドレスを手動で設定する方法を説明します。

1. 1つのEthernet カードに複数の IPアドレスを定義するには， IPエイリアスをカーネルにコンパイル

する必要があります。 IPアドレスの定義には， ifconfigコマンドを使用します。 /sbin/ifconfig
eth0:0 x.x.x.x netmask 255.255.x.x up

2. x.x.x.xを新しい IPアドレスで置き換え，サブネット・マスクの正しい情報を挿入します。起動時

に実行されるように，このコマンドを rc.local ファイルに置きます。

IP ウィザード

このウィザードにより，Windowsマシンに新しい IPアドレスを作成，保存できます。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l ［スタート］＞［プログラム］＞［Performance Center Host］＞［Tools］＞［IP
Wizard］

l Performance Center Hostの \binディレクトリから， ipwizard.exeを実行しま

す。

重要な情報 l IPウィザードは，各 LoadGeneratorに存在します。

l 新しいアドレスは， Internet Assignment Numbers Authorityによって定義され

た範囲のアドレスにできます。これらのアドレスは，内部限定使用で，インター

ネットには接続できません。この範囲のアドレスは， IPウィザードが使用する標

準設定です。

l IPウィザードは，固定 IPを使用するマシンでのみ機能し，DHCPを使用する

マシンでは機能しません。

l 変更を反映するにはウィザードの実行後にマシンを再起動する必要があ

り，Webサーバのルーティング・テーブルの更新が必要になることもあります。

関連タスク 「ALMで IPスプーフィングを有効にする方法」 (186ページ)

IP ウィザード［ようこそ］-ステップ 1/3
次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

新規設定を作成する LoadGeneratorで新しい IP設定を定義できます。

既存の設定をファイルから読み込む IPアドレス設定のある既存ファイルを使用できます。

元の設定を復元する 元の設定を復元します。
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IP ウィザード -ステップ 2/3 -オプション

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<Web サーバの

アドレス・ボック

ス>

複数のネットワーク・カードがある場合は， IPアドレスに使用するカードを選択

できます。

この手順により， IPウィザードで新しい IPアドレスのLoadGeneratorへの追加

後に更新が必要かをサーバのルーティング・テーブルで確認できます。

詳細については，「ALMで IPスプーフィングを有効にする方法」 (186ページ)を
参照してください。

IP ウィザード -ステップ 3/3 -オプション

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［追加］ダイアログ・ボックスが開き，新しい IPアドレスを追加できます。

l プライベート・アドレス空間：マシンの IPアドレスの正しいサブマスクを表すク

ラス。

l 開始 IP：この数字で開始する IPアドレスを追加します。

l サブマスク：IPアドレスには，netidとhostidの2つのコンポーネントが含ま

れています。サブマスクによってアドレスのnetid部分の終了箇所，hostid
の開始箇所が決まります。

l 加算する数値：加算する IPアドレスの数値。

l 指定した IP アドレスがすでに使われていないか検証する：IPウィザードに

対して，新しいアドレスを確認するよう指示します。 IPウィザードはすでに

使用されていないアドレスのみを追加します。

選択した IPアドレスを削除します。

IP アドレス LoadGeneratorマシンの IPアドレス。

サブネット・マスク LoadGeneratorマシンの IPアドレスのサブマスク。

追加された IP の

数

LoadGeneratorマシンに追加した IPアドレスの数。
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IP ウィザード -サマリ

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<サマリ・エリア> IPウィザードによって実行される操作のサマリが表示されます。

バッチ・ファイル( .bat)の場所を記録します。これは，必要に応じてルーティング・

テーブルの更新に使用します。詳細については，「ALMで IPスプーフィングを有

効にする方法」 (186ページ)を参照してください。

今すぐ再起動し

てルーティング・

テーブルを更新

ルーティング・テーブルを更新した場合，再起動するとWindowsデバイス・ドライ

バが新しいアドレスで初期化されます。
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第4部: パフォーマンス・テストの実行
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第15章:パフォーマンス・テストの実行の紹介

本章の内容

パフォーマンス・テストの実行の概要 194

パフォーマンス・テストの実行を管理する方法 195

テスト実行中の仮想ユーザの管理方法 197

テスト実行中の仮想化サービスの管理方法 198

テスト実行中の監視情報およびLoadGenerator情報の管理方法 199

パフォーマンス・テスト実行のユーザ・インタフェース 200
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パフォーマンス・テストの実行の概要

パフォーマンス・テストの計画，設計，スケジュール設定後，パフォーマンス・テストを実行して，アプリ

ケーション上で負荷を作成し，パフォーマンスをテストできます。

本項の内容

l 「パフォーマンス・テストの実行フロー」 (194ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行の監視」 (194ページ)

l 「パフォーマンス・テスト結果の分析」 (194ページ)

パフォーマンス・テストの実行フロー

次の表で，テスト実行フローのさまざまな段階について説明します。

実行段階 説明

実行の開始 実行の開始時に，Controllerはテスト設定情報を確認し，実行に選択したアプ

リケーションを呼び出し，各仮想ユーザ・スクリプトを指定された LoadGenerator
に分散します。仮想ユーザの準備が完了すると，スクリプトの実行が開始されま

す。

実行中 実行中，テストの概要を表示し，ドリルダウンして，アプリケーションの問題を生じ

させている仮想ユーザ操作を確認できます。

サービス仮想化：実行中，実際のサービスの代わりに指定された仮想化サービス

が実行されます。テスト実行中にサービスを更新できます。

オンライン・グラフに，モニタによって収集されたパフォーマンス・データが表示されま

す。この情報を使用して，システムで潜在的な問題のある領域を分離できま

す。

実行終了 テスト実行は，すべての仮想ユーザがスクリプトを完了，継続時間がなくなる，ま

たはテスト実行を終了した時点で終了します。

パフォーマンス・テストの実行の監視

オンライン・モニタにより，パフォーマンス・テストの実行を監視できます。テスト実行中，仮想ユーザが

Webサーバとその他のアプリケーションで生成する負荷に関する情報を表示するグラフを表示できま

す。ALM Performance Centerでは，このデータがテスト実行中リアルタイムで表示されます。

パフォーマンス・テストの終了時に，HP LoadRunner Analysisを使用して，テスト実行中にこれらのモ

ニタから収集されたデータのサマリとグラフを表示できます。利用可能なグラフの詳細については，

『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』 を参照してください。

サポートされるモニタの種類のリストについては，「モニタのタイプ」 (257ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テスト結果の分析

HP LoadRunner Analysisでは，Analysisがインストールされている任意のコンピュータから，パフォー

マンス・テスト・データをオフラインで分析できます。Analysisを使用して，さまざまなグラフ・ビューの生

成，グラフのマージ，グラフ内のドリルダウン，ズーム・レベルと粒度の変更などが行えます。
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AnalysisをALM Performance Centerと統合して，パフォーマンス・テストの実行中に収集されたデー

タを分析できます。ローカル・マシンに分析の未処理の結果とセッションをダウンロードできます。データ

の分析後，Analysisデータ( HTMLおよびリッチ・レポート )をPerformance Centerにアップロードして，

結果を他のユーザと共有できます。

Analysisで ALMプロジェクトにアクセスするには，Analysisが正しく設定され，ALM Performance
Centerに接続されている必要があります。

Analysis内からALM Performance Centerを操作する方法の詳細については，『HP LoadRunner
Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

パフォーマンス・テストの実行の詳細については，「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195
ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テストの実行を管理する方法

このタスクでは，パフォーマンス・テスト実行のワークフローとテスト実行管理に利用可能なオプションに

ついて説明します。

注 :

l バージョン管理：プロジェクトでバージョン管理が有効にされている場合：テストまたは関連する

スクリプトをチェックアウトしている場合，チェックアウトしたバージョンが使用されます。別のユー

ザがテストまたはスクリプトをチェックアウトしていて，そのテストまたはスクリプトを実行する場合

は，最後にチェックインされたバージョンが使用されます。

l 製品の機能紹介ムービー：パフォーマンス・テストのライフサイクルを例示するムービーを表示

するには，ALMのメイン・ウィンドウで［ヘルプ］＞［ムービー］を選択します。

パフォーマンス・テスト実行の詳細については，「パフォーマンス・テストの実行の概要」 (194ページ)を
参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (195ページ)

l 「テスト実行の開始」 (196ページ)

l 「テスト実行中の仮想ユーザの管理 -オプション」 (196ページ)

l 「テスト実行中の仮想化サービスの管理 -オプション」 (196ページ)

l 「実行時モニタの管理，ファイアウォール越しのモニタ・マシン，テスト実行中のLoadGeneratorの
管理 」 (196ページ)

l 「手動によるテスト実行の停止と実行結果の照合 -オプション」 (196ページ)

l 「テスト結果の表示と結果ファイルの管理」 (197ページ)

l 「テスト実行結果の分析」 (197ページ)

l 「パフォーマンスの向上と回帰の表示」 (197ページ)

1. 前提条件

実行するパフォーマンス・テストが有効であることを確認します。詳細については，「パフォーマン

ス・テストをデザインする方法」 (70ページ)を参照してください。
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2. テスト実行の開始

a. テスト・ラボ・モジュールで，実行するパフォーマンス・テストのインスタンスを含むテスト・セットを

作成します。テスト・セットを使った作業の詳細については，『HP Application Lifecycle
Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

b. ［実行グリッド］タブで実行するテストを右クリックし，［テストの実行］ボタンを選択します。［パ

フォーマンステストの実行］ダイアログ・ボックスが開き，テスト実行にタイムスロットを選択でき

るようになります。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パフォーマンステストの実行］ダ

イアログ・ボックス」 (216ページ)を参照してください。

c. 利用可能なタイムスロットを選択して［実行］をクリックします。［実行を初期化しています］

ページが開きます。［実行を初期化しています］ページには，ALM Performance Centerに
よって実行されたパフォーマンス・テストの初期化手順，および各手順のステータスが表示さ

れます。各手順が正常に完了すると，パフォーマンス・テストは実行を開始しパフォーマンス

テストの実行ページが開きます。

o ［実行を初期化しています］ページのユーザ・インタフェースの詳細については，「［実行を

初期化しています］ページ」 (203ページ)を参照してください。

o Performance Test実行ページのユーザ・インタフェースの詳細については，「パフォーマン

ス・テストの実行ページ」 (205ページ)を参照してください。

3. テスト実行中の仮想ユーザの管理 -オプション

定義されたスケジュールを上書きして，パフォーマンス・テスト実行中の仮想ユーザの動作を手

動で管理できます。

タスクの詳細については，「テスト実行中の仮想ユーザの管理方法」 (197ページ)を参照してくだ

さい。

4. テスト実行中の仮想化サービスの管理 -オプション

仮想化サービスは，パフォーマンス・テスト実行中に停止，開始，更新，ロードできます。

タスクの詳細については，「テスト実行中の仮想化サービスの管理方法」 (198ページ)を参照し

てください。

5. 実行時モニタの管理，ファイアウォール越しのモニタ・マシン，テスト実行中の

Load Generatorの管理

パフォーマンス・テスト実行中に，実行時モニタのステータスと管理，ファイアウォール越しのモニタ・

マシン，LoadGeneratorに関連するアクションを実行できます。

タスクの詳細については，「テスト実行中の監視情報およびLoadGenerator情報の管理方法」

(199ページ)を参照してください。

6. 手動によるテスト実行の停止と実行結果の照合 -オプション

データ収集と分析をより都合のよい時間まで遅延させる場合などに，テスト実行を手動で停止

できます。

n テスト実行を段階的に停止する場合：パフォーマンス・テスト実行ページで，［実行の停止］ボ

タン をクリックします。［実行の停止］ダイアログ・ボックスが開き，実行後の照合オプションの
選択を求められます。オプションを選択して，［停止］をクリックします。テストのすべての仮想

ユーザが，［徐々に終了］状態に移動します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［実

行の停止］ダイアログ・ボックス」 (219ページ)を参照してください。
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n テスト実行を直ちに停止する場合：［実行の停止］ダイアログ・ボックスで，［停止］ボタンをク

リックすると，パフォーマンス・テストの実行ページの［実行の停止］ボタンが［直ちに停止］
に変わります。ボタンをクリックして，すべての仮想ユーザを直ちに停止します。

7. テスト結果の表示と結果ファイルの管理

n テスト結果の表示：タスクの詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユー

ザーズ・ガイド』を参照してください。

n テスト実行結果とセッション・ファイルの管理：テスト・ラボ・モジュールの［結果］タブで，テスト実

行によって生成された結果ファイルを表示，管理します。ユーザ・インタフェースの詳細につい

ては，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200ページ)を参照してください。

8. テスト実行結果の分析

HP LoadRunner Analysisでは，Analysisがインストールされている任意のコンピュータから，テス

ト実行データをオフラインで分析できます。AnalysisからALMプロジェクトにアクセスする方法の

詳細については，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

パフォーマンス・テストに定義された SLAがある場合は，SLA結果を計算し，テスト実行の［結

果］タブからアクセス可能な Analysisサマリ・レポートとSLAレポートに結果を表示できます。詳

細については，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200ページ)を参照してください。

9. パフォーマンスの向上と回帰の表示

トレンド・レポート機能を使用して，複数のテスト実行のパフォーマンスの向上または回帰を表

示できます。詳細については，「トレンド分析」 (363ページ)を参照してください。

テスト実行中の仮想ユーザの管理方法

次の手順では，パフォーマンス・テスト実行中に仮想ユーザの動作を管理する実行環境オプションに

ついて説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの実

行を管理する方法」 (195ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「個々の仮想ユーザの詳細の表示」 (197ページ)

l 「仮想ユーザの実行」 (198ページ)

l 「仮想ユーザ・グループの追加 /編集」 (198ページ)

l 「仮想ユーザ・スクリプトの表示」 (198ページ)

l 「仮想ユーザをランデブーから手動でリリース」 (198ページ)

個々の仮想ユーザの詳細の表示

個々の仮想ユーザのステータスの詳細を表示し，定義されたスケジュールにかかわらず，現在ダウン/
実行状態の仮想ユーザを実行 /停止できます。

パフォーマンス・テストの実行ページで，［仮想ユーザの詳細］ボタン をクリックします。［仮想ユーザ］
ダイアログ・ボックスが開き，個々の仮想ユーザを実行または停止できます。ユーザ・インタフェースの

詳細については，「［仮想ユーザ］ダイアログ・ボックス」 (228ページ)を参照してください。
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仮想ユーザの実行

定義されたスケジュールにかかわらず，任意の数の仮想ユーザを初期化，実行，または停止できま

す。また，パフォーマンス・テストに新しい仮想ユーザを追加できます。

パフォーマンス・テストの実行ページで，［仮想ユーザの実行］ボタン をクリックします。［仮想ユーザ
の実行］ダイアログ・ボックスが開き，追加の仮想ユーザを実行できます。ユーザ・インタフェースの詳細

については，「［仮想ユーザの実行］ダイアログ・ボックス」 (229ページ)を参照してください。

仮想ユーザ・グループの追加 /編集

テスト実行中，仮想ユーザ・グループを追加，または既存のグループを変更できます。

［追加 /編集 仮想ユーザグループ］ダイアログ・ボックスを開くには，次の手順を実行します。

l グループを追加するには，次の手順を実行します。パフォーマンス・テストの実行ページで，［グルー

プとスケジューラの設計］ボタン をクリックします。次に，［グループの追加］を選択します。［追加 /
編集 仮想ユーザグループ］ダイアログ・ボックスが開き，仮想ユーザ・グループを追加できます。

l グループを編集するには，次の手順を実行します。パフォーマンス・テストの実行ページの［グルー

プ］表示枠で，編集するグループの名前にカーソルを置きます。名前の横に表示される下向き矢

印ボタンをクリックして，［グループの編集］を選択します。［グループの編集］ダイアログ・ボックスが

開き，グループの詳細を編集できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［グループの追加］ダイアログ・ボックス」 (231ページ)を参照

してください。

仮想ユーザ・スクリプトの表示

パフォーマンス・テストの実行ページの［グループ］表示枠で，グループ名にカーソルを置きます。名前の

横に表示される下向き矢印ボタンをクリックして，［スクリプトを表示］を選択します。［スクリプトの表

示］ダイアログ・ボックスが開き，スクリプトの各アクションのコードを表示できます。

仮想ユーザをランデブーから手動でリリース

Controllerによってリリースされる前に，仮想ユーザをランデブーから手動でリリースできます。

パフォーマンス・テストの実行ページで，［ランデブーの表示］ボタン をクリックします。［ランデブーポリ
シー］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ランデブー］ダイアロ

グ・ボックス」 (99ページ)を参照してください。

テスト実行中の仮想化サービスの管理方法

次の手順では，パフォーマンス・テスト実行中に仮想化サービスの動作を管理する実行環境オプショ

ンについて説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの実

行を管理する方法」 (195ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「仮想化サービスの管理」 (198ページ)

仮想化サービスの管理

仮想化サービスは，パフォーマンス・テスト実行中に停止，開始，更新，ロードできます。
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次に，パフォーマンス・テスト実行中のサービスの更新方法について説明します。

1. パフォーマンス・テスト実行ページのサマリで，ツールバーの をクリックして，［サービスのシミュ
レーション］ダイアログ・ボックスを開きます。

2. ［サービスのシミュレーション］ダイアログ・ボックスで，停止，開始，更新 (データ・モデルの変更な

ど)するサービスの［シミュレート］チェックボックスをクリックします。

3. ［プロジェクトの追加］をクリックして，パフォーマンス・テストで実行する仮想化サービスを含む追加

プロジェクトをロードします。

ヒント : ［プロジェクトの除去］をクリックして，プロジェクトを除去することもできます。

テスト実行中の監視情報および Load Generator 情報
の管理方法

次の手順では，モニタ・プロファイル，ファイアウォール越しのモニタ，パフォーマンス・テスト実行中の

LoadGenerator情報を管理する実行環境オプションについて説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「パフォーマンス・テストの実

行を管理する方法」 (195ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「実行時モニタの管理」 (199ページ)

l 「ファイアウォール越しのモニタ情報の編集」 (199ページ)

l 「LoadGeneratorの管理」 (199ページ)

実行時モニタの管理

パフォーマンス・テスト実行中に，現在実行されているモニタを追加，編集または削除できます。

パフォーマンス・テスト実行ページで，［モニタ］ボタン をクリックし，［実行時モニタ］を選択します。
［モニタプロファイルのコンテンツ］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細について

は，「［モニタプロファイルのコンテンツ］ダイアログ・ボックス」 (223ページ)を参照してください。

ファイアウォール越しのモニタ情報の編集

パフォーマンス・テスト実行中にファイアウォール越しのモニタ・マシンのステータスを変更できます。

パフォーマンス・テストの実行ページで，［モニタ］ボタン をクリックし，［ファイアウォール越しのモニタ］を
選択します。［ファイアウォール越しのモニタ］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳

細については，「［ファイアウォール越しのモニタ］ダイアログ・ボックス」 (227ページ)を参照してください。

Load Generatorの管理

パフォーマンス・テスト実行中に LoadGeneratorで次の操作を実行できます。ステータスとマシン利用

率の表示，LoadGeneratorの接続と接続の切断，テストへのLoadGeneratorの追加，ターミナル・

セッションの設定。
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パフォーマンス・テストの実行ページで，［Load Generator］ボタン をクリックします。［Load
Generator］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［Load
Generator］ダイアログ・ボックス」 (224ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テスト実行のユーザ・インタフェース

本項の内容

［結果］/［最終実行結果］タブ 200

［実行を初期化しています］ページ 203

パフォーマンス・テストの実行ページ 205

［パフォーマンステストの実行］ダイアログ・ボックス 216

［タイムスロットの継続時間］ダイアログ・ボックス 218

［実行の停止］ダイアログ・ボックス 219

［出力の詳細］ダイアログ・ボックス 220

［スケジューラの編集］ダイアログ・ボックス 222

［モニタプロファイルのコンテンツ］ダイアログ・ボックス 223

［LoadGenerator］ダイアログ・ボックス 224

［LoadGeneratorの追加］ダイアログ・ボックス 226

［ファイアウォール越しのモニタ］ダイアログ・ボックス 227

［仮想ユーザ］ダイアログ・ボックス 228

［仮想ユーザの実行］ダイアログ・ボックス 229

［グループの追加］ダイアログ・ボックス 231

［スクリプトの表示］ダイアログ・ボックス 233

SLAレポート 234

［サービスアグリーメントの計算］ダイアログ・ボックス 236

［結果］/［最終実行結果］タブ

このタブにより，個々のテスト実行のアクションに関連する結果を管理できます。
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アクセス方法 l ［結果］タブ：ALMサイドバーの，［テスト］の下の［テスト実行］を選択します。

［結果］タブは，［テスト実行］タブの［情報パネル］で利用できます。

l ［最終実行結果］タブ：ALMサイドバーの，［テスト］の下の［テスト ラボ］を選択

します。左の表示枠で，テスト・セットを選択し，右側の表示枠で［実行グリッ

ド］タブを選択します。［最終実行結果］タブは次の領域に表示されます。

重要な情報 l ［結果］タブ：［テスト インスタンスの実行］タブで選択したテスト実行の情報が

表示されます。

l ［最終実行結果］タブ：［実行グリッド］タブで選択したテストの最終テスト実行

の情報が表示されます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

結果の照合：照合されていないテスト実行の結果を照合します。

注 :

l 照合を実行するControllerでテストが実行されている場合，ALM
Performance Centerは警告を発します。［OK］をクリックして結果の照合

を続行するか，［キャンセル］をクリックして，アクションを延期します。

l 結果の照合プロセスでエラーが発生する場合，［エラー照合］ダイアログ・

ボックスが表示され，エラーの詳細が表示されます。部分的に照合された

結果を分析するには，［部分的に照合された結果の分析］を選択しま

す。部分的に照合された結果の分析は，元に戻せない操作です。

結果の回復：失敗したテスト実行の結果を回復，照合できます。

注 :

l テスト実行が，［失敗］状態の場合のみ有効になります。

l 結果を照合できるのは，テストが失敗した時点までのみです。

結果の分析：選択したテスト実行の結果を分析します。ALM Performance
Centerでは，Analysisデータを生成し，LoadGeneratorとControllerから一時的

な結果を削除します。

注 : テスト実行状態が，［アナリシスデータの作成前］の場合のみ有効になり

ます。
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UI 要素 説明

SLA の再計算：［SLAの計算］ダイアログ・ボックスを開きます。詳細については，

「［サービスアグリーメントの計算］ダイアログ・ボックス」 (236ページ)を参照してくださ

い。

注 : この機能は，パフォーマンス・テスト設計段階中にSLAが定義されている

場合のみ利用できます。SLAの詳細については，「サービス・レベル・アグリー

メント」 (147ページ)を参照してください。

HTML レポートの表示：パフォーマンス・テスト実行中に収集されたデータを分析

するAnalysisサマリ・レポートのHTMLバージョンを開きます。レポートには，パ

フォーマンス・テストに関する一般的な情報が含まれており，テスト実行に関する

統計が一覧表示され，テスト実行データを含むグラフへのリンクが提供されます。

サマリ・レポートの詳細については，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイ

ド』を参照してください。

SLA レポート：選択したテスト実行のSLAレポートを開きます。詳細については，

「SLAレポート」 (234ページ)を参照してください。

注 : この機能は，パフォーマンス・テスト設計段階中にSLAが定義されている

場合のみ利用できます。SLAの詳細については，「サービス・レベル・アグリー

メント」 (147ページ)を参照してください。

ファイルのダウンロード：グリッドで選択したファイルをダウンロードできます。

ファイルのアップロード：［結果］タブにファイルをアップロードできます。

ファイルの削除： 選択した結果ファイルを削除します。

操作の停止： 現在のアクションを停止します。

注 :進行状況バーの右に表示されます。

<グリッド> 利用可能なすべての結果ファイルを表示するテーブルが含まれます。これらの結

果には，Analysisセッション・ファイル，未処理の結果，トポロジ・スナップショット (ト
ポロジがテストに定義されている場合 )などが含まれます。

<進行状況

バー>
現在のアクションの進行状況が表示されます。

説明 結果ファイルの説明。

ID 結果ファイルの ID。

更新日時 結果ファイルが最後に変更された日時。

更新者 結果ファイルを最後に変更したユーザ。
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UI 要素 説明

名前 結果ファイルの名前。

状態 選択したテスト実行の現在の状況が表示されます。

タイプ 結果ファイルのタイプ。

l Results.zip：ALM Performance Centerによって自動的に生成される

Analysisセッション・ファイルを保存します。このファイルは，削除したり，別の

ファイルをアップロードすることで置き換えたりできます。

［実行を初期化しています］ページ

［実行を初期化しています］ページには，ALM Performance Centerによって実行されたパフォーマン

ス・テストの初期化手順，および各手順のステータスが表示されます。

アクセス方法 Performance Centerの［実行］ダイアログ・ボックスで，［実行］をクリックします。詳

細については，「［パフォーマンステストの実行］ダイアログ・ボックス」 (216ページ)を
参照してください。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

説明 ステップの現在のステータスに関する詳細な説明。
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UI 要素 説明

メッセージ ステップが失敗したときに生成されるエラー・メッセージが表示されます。エラー・メッ

セージは，イベント・ログからも表示できます。イベント・ログについての詳細は，

『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

ステータス ステップが成功したか失敗したかが表示されます。

ステップ名 ステップ名が表示されます。各ステップで ALM Performance Centerによって実行

されるアクションの詳細については，以降の「初期化ステップ」を参照してください。

タイムスロット

の詳細

選択したタイムスロットの詳細が表示されます。

初期化ステップ

初期化ステップについて以下で説明します。

ステップ 説明

実行の登録 ALM Performance Centerによって実行プロセスが初期化されます。

スクリプトの検

証

ALM Performance Centerによって，選択したスクリプトの実行論理実行環境

設定が，スクリプトの状態と同期していることが確認されます。

予約データの

取得

ALM Performance Centerによって，選択したタイムスロットから必要なリソース

情報が確認されます。

ディスク領域の

確認

ALM Performance Centerによって，Controllerに十分なディスク容量があること

が確認されます。

Controller の
起動

ALM Performance Centerによって，LoadGeneratorやスクリプトなどの他のテス

ト・エンティティが接続できるように，Controllerが初期化されます。

Controllerの起動に問題がある場合，ALM Performance Centerは自動的に

代替 Controllerの検索を試行します。この試行は，追加の初期化ステップとし

て表示されます。

代替 Controllerが利用できないと，ステップは失敗します。

LG への接続 ALM Performance Centerによって，必要な LoadGeneratorが有効

で，Controllerに接続されていることが確認されます。ステップが失敗すると，ALM
Performance Centerは，自動的に代替 LoadGeneratorの検索を試行します。

このステップにも失敗すると，テスト定義を確認し，別のLoadGeneratorをテスト

に選択します。

スクリプトのダウ

ンロード

ALM Performance Centerによって必要な仮想ユーザ・スクリプトがダウンロードさ

れます。

Controller
サービスの開

始

ALM Performance Centerによって，パフォーマンス・テストの実行に備え

た，Controllerの設定が初期化されます。
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ステップ 説明

仮想ホストの

マップ

ALM Performance Centerによって，仮想ホストが実際のホストにマップされま

す。

LTOM の

Controller へ
のロード

ALM Performance Centerによってパフォーマンス・テストが作成され，仮想スクリ

プトがControllerに追加されます。

実行の開始 ALM Performance Centerによって，パフォーマンス・テスト実行が開始します。

パフォーマンス・テストの実行ページ

パフォーマンス・テストの実行ページには，実行されているパフォーマンス・テストの詳細な概要が表示

され，すべての実行環境テストで実行するアクションが実行できます。

アクセス方法 パフォーマンス・テストの［実行］ページは，パフォーマンス・テストの開始時，または

My Performance Centerから実行されているテストに参加する場合，My
Performance Centerのタブとして自動的に開きます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

パフォーマンス・テストの詳細表示枠 -ツールバーのボタン

パフォーマンス・テストの詳細表示枠には，実行されているテストの詳細が表示されます。

アクセス方法 表示枠は，パフォーマンス・テストの詳細ページの上部領域にあります。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

パフォーマンス・テストの実行ページ，詳細表示枠，グループ・ビューが表示され

ます。詳細については，「パフォーマンス・テストの詳細表示枠 -グループ・

ビュー」 (207ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テストの実行ページ，詳細表示枠，トランザクション・ビューが表

示されます。詳細については，「パフォーマンス・テストの詳細表示枠 -トラン

ザクション・ビュー」 (208ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テストの実行ページ，詳細表示枠，メッセージ・ビューが表示さ

れます。詳細については，「パフォーマンス・テストの［詳細］表示枠 -メッセージ・

ビュー」 (209ページ)を参照してください。

仮想ユーザの詳細：パフォーマンス・テストの各仮想ユーザ固有の詳細を表示

し，定義されたスケジュールにかかわらず，個々の仮想ユーザを実行または停

止できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［仮想ユーザ］ダイアロ

グ・ボックス」 (228ページ)を参照してください。

仮想ユーザの実行：パフォーマンス・テストの過程で，追加仮想ユーザを実行

できます。つまり，テストの元の定義されたスケジュールに含まれていない仮想

ユーザを実行できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［仮想ユーザ

の実行］ダイアログ・ボックス」 (229ページ)を参照してください。

実行の停止 /実行を直ちに停止：実行中のパフォーマンス・テストを停止できま

す。

l 実行の停止：すべての実行中の仮想ユーザを［徐々に終了］状態に移動

させて，テストを徐々に停止します。ユーザ・インタフェースの詳細について

は，「［実行の停止］ダイアログ・ボックス」 (219ページ)を参照してください。

l 実行を直ちに停止：［実行停止］ボタンをクリックした後でのみ有効になりま

す。仮想ユーザを直ちに停止できます。

グループとスケジューラの設計：次のオプションを使用するには，ボタンの横に表

示される矢印をクリックします。

l グループの追加：実行中のパフォーマンス・テストに仮想ユーザ・グループを追

加，またはテスト実行中に仮想ユーザ・グループ設定を編集できます。ユー

ザ・インタフェースの詳細については，「［グループの追加］ダイアログ・ボックス」

(231ページ)を参照してください。

l スケジューラの編集：テスト実行中に，スケジューラを編集できます。ユーザ・

インタフェースの詳細については，「［スケジューラの編集］ダイアログ・ボック

ス」 (222ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

モニタ：次のオプションを使用するには，ボタンの横に表示される矢印をクリックし

ます。

l 実行時モニタ：パフォーマンス・テスト中に現在実行されているモニタのリスト

を表示し，実行中にモニタを追加，編集，削除できます。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［モニタプロファイルのコンテンツ］ダイアログ・

ボックス」 (223ページ)を参照してください。

l Monitor Over Firewall Agent：ファイアウォール越しのモニタ・マシンのステー

タスを変更できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ファイア

ウォール越しのモニタ］ダイアログ・ボックス」 (227ページ)を参照してください。

ランデブーの表示：仮想ユーザ・スクリプトで定義されたランデブー・ポイントを有

効 /無効にし，ランデブー・ポイントでのControllerによる仮想ユーザの処理方

法を決定するランデブー・ポリシーを設定します。ユーザ・インタフェースの詳細に

ついては，「［ランデブー］ダイアログ・ボックス」 (99ページ)を参照してください。

Load Generator：パフォーマンス・テストで LoadGeneratorを管理できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［LoadGenerator］ダイアログ・ボック

ス」 (224ページ)を参照してください。

タイムスロットの継続時間：パフォーマンス・テストの継続期間を延長または短

縮できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［タイムスロットの継続

時間］ダイアログ・ボックス」 (218ページ)を参照してください。

更新：Performance Centerによって表示されるグラフ・データが更新される間隔

を変更できます。

項目のフィルタ：表示される情報をフィルタ処理できます。

更新間隔：ページを更新する間隔を設定します。

サービス仮想化：［サービス仮想化の構成］ダイアログ・ボックスが開きます。ユー

ザ・インタフェースの詳細については，「［サービス仮想化］ダイアログ・ボックス」

(110ページ)を参照してください。

PAL に追加：［PALレポートの選択］ダイアログ・ボックスが開きます。選択した

PALレポートにテスト実行データを追加できます。テスト実行データは，［データ

ソース］タブに表示されます。詳細については，「［データソース］タブ」 (422ペー

ジ)を参照してください。

パフォーマンス・テストの詳細表示枠 -グループ・ビュー

詳細表示枠のグループ・ビューには，パフォーマンス・テストの仮想ユーザのステータスが表示されま

す。
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アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページの詳細表示枠で，［グループ］をクリックします。

注 :標準設定で表示されます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ダウン ダウンしている仮想ユーザの数。

エラー 問題が発生した仮想ユーザの数。

終了中 (終了

と表示 )
実行を終了，停止，または現在終了中の仮想ユーザの数。

失敗 実行が終了した仮想ユーザの数。スクリプトは失敗しています。

徐々に終了

(徐々に終了

と表示 )

終了前に，現在の反復を終了する仮想ユーザの数。

初期化 ホスト・マシンで初期化されている仮想ユーザの数。

名前 仮想ユーザ・グループ名。

成功 実行が終了した仮想ユーザの数。スクリプトが成功しました。

一時停止 一時停止した仮想ユーザの数。

保留中 初期化準備が整い，利用可能な LoadGeneratorを待っている，または Load
Generatorにファイルを転送している仮想ユーザの数。仮想ユーザは，スケジュー

ル属性に設定された条件を満たしている場合に実行されます。

準備完了 スクリプトの［init］セクションですでに実行され，実行準備が整っている仮想ユー

ザの数。

ランデブー(ラン

デブーと表示 )
ランデブーに到着してリリースを待っている仮想ユーザの数。

実行中 実行されている仮想ユーザの数。仮想ユーザ・スクリプトはホスト・マシンで実行

されています。

停止 手動で停止された仮想ユーザの数。

パフォーマンス・テストの詳細表示枠 - トランザクション・ビュー

［詳細］表示枠 -トランザクション・ビューには，成功または失敗したトランザクションの数が表示されま

す。
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アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページの詳細表示枠で，［トランザクション］をクリック

します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

失敗 トランザクションが失敗した回数。

名前 トランザクション名。

成功 トランザクションが成功した回数。

停止 トランザクションが停止した回数。

成功率 % トランザクションの成功率のパーセント。

TPS トランザクションが実行される秒ごとの回数。

パフォーマンス・テストの［詳細］表示枠 - メッセージ・ビュー

［詳細］表示枠のメッセージ・ビューには，エラー，警告，デバッグ，テスト実行中に仮想ユーザとLoad
Generatorによって Controllerに送信された出力メッセージが表示されます。

アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページの詳細表示枠で，［メッセージ］をクリックしま

す。

重要な情報 特定のメッセージの詳細を表示するには，メッセージ・タイプの数字をクリックして，

［出力の詳細］ダイアログ・ボックスを開きます。ユーザ・インタフェースの詳細につい

ては，「［出力の詳細］ダイアログ・ボックス」 (220ページ)を参照してください。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

スクリプト名 メッセージを生成したスクリプトの名前。

合計デバッグ デバッグ機能がControllerで有効にされている場合のみ送信されます。機能を有

効にするには，［ツール］＞［Performance Center Controller のオプション］＞［デ

バッグ情報］を選択します。
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UI 要素 説明

合計エラー数 受信したエラー・メッセージの合計数。エラー・メッセージは通常失敗したスクリプト

を示します。

合計メッセー

ジ数

受信したメッセージの合計数。

合計出力 仮想ユーザ・スクリプトから受信した出力メッセージの合計数。

合計警告数 受信した警告メッセージの合計数。警告メッセージは，仮想ユーザに問題が生

じたが，テストの実行が継続したことを示します。

［サマリ］表示枠

［サマリ］表示枠には，パフォーマンス・テスト実行の概要が表示されます。

アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページの左上隅に表示されます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

Controller テストに使用されているController。

経過時間 テストの実行が開始してからの時間。

エラー テスト実行中に発生した仮想ユーザ・エラーの数。

失敗したトランザク

ション

テスト実行中に実行され，完了して失敗したトランザクションの数。
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UI 要素 説明

秒ごとのヒット数 テスト実行中の秒ごとの仮想ユーザによるWebサーバへのヒット数 ( HTTP
要求 )。

成功したトランザク

ション

テスト実行中に実行され，完了して成功したトランザクションの数。

実行 ID 実行 ID。

実行中の仮想ユー

ザ

テストで現在実行されている仮想ユーザの数。

スケジューラの状態 スケジューラの現在のステータス。

状態 現在の実行状態。

テスト テストの名前。

ユーザ テストを実行するユーザの名前。

サービス仮想化 サービス仮想化がオンかオフかを示します。

オンライン・グラフ表示枠

オンライン・モニタ・グラフは，パフォーマンス・テストで監視されるリソースのパフォーマンス測定値の表示

に使用されます。

アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページの下部に表示されます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

グラフの数の設定：表示するグラフ数を選択します。
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UI 要素 説明

グラフ設定：［グラフ設定］ダイアログ・ボックスを開き，グラフ表示を設定できます。

次のオプションを利用できます。

l 粒度：グラフに表示されるテストの間隔。

l 時間表示：X軸に表示される時間。

n 負荷テストの開始を基準：テスト開始から経過した時間が表示されます

(時間，分，秒 )。

n Controller の時計：Controllerの時計の時間が表示されます。

n なし：時計または時間は表示されません。

l 倍率：希望する縮尺を選択します。

n 自動：グラフの各測定値が最も適した縮尺で表示されます。

n なし：各測定値の真の値がグラフに表示されます。

l 線の種類：希望する線の種類を選択します。

n マーカあり：グラフの線に点が付きます。

n マーカーなし：グラフの線が滑らかになります。

l 表示されるすべてのグラフに適用：表示されるすべてのグラフに変更を適用しま

す。

グラフの複製：グラフを複製できます。

グラフの名前変更：グラフの名前を変更できます。

診断トランザクションの内訳：HP Diagnosticsを開き，トランザクション・ビューでパ

フォーマンスの測定値と関連するトランザクションのドリルダウン・オプションが表示さ

れます。診断のトランザクション・ビューでのデータの解釈の詳細については，『HP
Diagnostics User Guide』で，トランザクション・ビューについて説明する項を参照し

てください。

注 :

l システムがHP Diagnosticsを使用するように設定されている場合のみ有

効になります。

l パフォーマンス・テスト実行中に診断データを表示できることを確認するに

は，Java設定の［Javaコントロールパネル］で，［ネットワーク設定］ボタン

をクリックし，［直接接続］を選択します。
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UI 要素 説明

<グラフの凡

例>
グラフの詳細が表示されます。次の情報が表示されます。

l V：グラフに表示する設定値を選択します。

l B：測定値が太字で表示されます。

l ＜色＞：グラフに表示される測定値の色を選択できます。

l 名前：測定値の名前。

l 倍率：グラフの縮尺。

l 最高：測定値の最大値。

l 最低：測定値の最小値。

l 平均：測定値の平均値。

l 標準：測定値の標準偏差。

l 最終：測定値の最終値。

グラフ すべての設定されたオンライン・モニタ・グラフを一覧表示するツリーが表示されま

す。

［グラフの選択］タブ

このタブには，すべての設定されたオンライン・モニタ・グラフが一覧表示され，オンライン・グラフ表示枠

に表示されるグラフを選択できます。

アクセス方法 オンライン・グラフ表示枠の右の［グラフ］タブをクリックします。
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次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<オンライン・グラ

フ・ツリー>
設定されたオンライン・モニタのリストが表示されます。オンライン・グラフ表示枠

でグラフを表示するモニタを選択します。

［トポロジ］タブ

このタブには，パフォーマンス・テストに選択したトポロジが表示され，AUTの各コンポーネント

で，SiteScopeモニタのステータスを追跡できます。

アクセス方

法

オンライン・グラフ表示枠の右の［トポロジ］タブをクリックします。

重要な情

報

l SiteScope監視データをトポロジに表示できることを確認するには，関連する

SiteScopeサーバが稼動していて，接続が確立されていることを確認します。

l テスト実行後，トポロジのスナップショットが実行結果ファイルに含まれます。詳

細については，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200ページ)を参照してくださ

い。

参照情報 「トポロジの概要」 (40ページ)
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次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

ズームイン/ズームアウト：［トポロジ］タブからズームインおよびズームアウトできま

す。

パネルに合わせる：トポロジ全体を現在の画面サイズに合わせられます。

モニタの編集：HP SiteScopeを開き，［トポロジ］タブで選択したコンポーネントで

定義したモニタを編集できます。

注 : テスト実行中は，トポロジの設計時にコンポーネントで定義したモニタの

みを編集できます。テスト実行中に新しいモニタを追加することはできませ

ん。

<トポロジ表示

領域>
テストに選択したトポロジが表示されます。

モニタがトポロジのコンポーネントで定義されている場合，次のアイコンが表示さ

れる可能性があります。

l ：コンポーネントのすべてのモニタが正常に機能していることを示します。

l ：コンポーネントのモニタの少なくとも 1つにエラーがあることを示します。

l ：コンポーネントのモニタの少なくとも 1つが機能していない，またはデータを
受信していないことを示します。

l ：コンポーネントのモニタの少なくとも 1つに関する警告を示します。
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［パフォーマンステストの実行］ダイアログ・ボックス

パフォーマンス・テストを実行します。

アクセス方法 パフォーマンス・テストを実行するには，テスト・セットを選択し，［実行グリッド］タブ

をクリックします。テストを選択し，［テストの実行］ ボタンをクリックします。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

タイムスロットの

選択

［新規］または［予約済み］を選択します。

新規：新しいタイムスロットを作成できます。選択したテストに対して現在のリ

ソースが十分でない場合，テストを実行するためにタイムスロットを予約できませ

ん。

予約済み：テストに割り当てられている，または任意のテストに割り当てられてい

ない予約済みの手動によるタイムスロットでテストを実行できます。タイムスロット

が利用できない場合，テストをスケジュール設定できません。
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UI 要素 説明

<［予約済みタ

イムスロット］グ

リッド>

予約済みタイムスロットを使用する際に表示されます。

このグリッドには，自動起動ではない手動のタイムスロットのうち，現在予約済

みであり，別のテストには割り当てられていないタイムスロットの詳細が表示され

ます。

［ステータス］フィールドには，次の値が表示されます。

l 推奨：このユーザが作成し，選択したテスト・エンティティにリンクされているタ

イムスロットです。

l OK：このタイムスロットでテストを実行できます。

l 更新が必要です：このタイムスロットは利用可能ですが，実行に必要なリ

ソースがありません。このタイムスロットでテストを実行するように選択すると，

必要なリソースが自動的に割り当てられます。

注 : タイムスロットをタイムスロット・モジュールで予約しても，グリッドに表示さ

れない場合があります。次のような原因が考えられます。

l タイムスロットが開いていない。

l タイムスロットが実行中 (手動ではなく自動起動に設定されている)。

l タイムスロットに必要なリソースが割り当てられておらず，同時実行のタ

イムスロットが原因でリソースを割り当てることができない。

l タイムスロットの継続時間が，選択したテスト・エンティティの実行に必要

な時間よりも短く設定されているため，この時間を経過すると実行でき

なくなる。

l タイムスロットが誤って別のテストにリンクされている。
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UI 要素 説明

タイムスロットの

プロパティ

継続時間：予約が必要なリソースの時間 (時，分 )。

要求されたリソース：このテストに要求されているリソース。

仮想ユーザ：割り当てられている仮想ユーザ数。

実行後：テストの実行が完了したときに実行されるアクション。

l 結果を照合しない：パフォーマンス・テスト終了後，直ちにマシンを解放しま

す。実行が終了すると，実行結果は，LoadGeneratorに残されます。後で

結果を分析することが可能です。

l 結果の照合：実行が終了すると，実行結果は，すべてのLoadGeneratorか
ら収集されます。結果の照合にかかるのは数分です。LoadGeneratorが利

用できなくなった場合に，結果が失われたり結果にアクセスできなくならない

ように結果を照合することをお勧めします。

l 結果の照合と分析：実行が終了すると，実行結果が収集，分析されます。

データ分析には結果ファイルのサイズによって，少し時間がかかります。データ

分析に追加できるタイムスロットがない場合は，［照合］オプションを選択

し，Data Processorが利用できるようになった時点で最後の分析を実行し

ます。［結果］タブから最後の分析を実行します。ユーザ・インタフェースの詳

細については，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200ページ)を参照してくだ

さい。

AUT 環境設定：デプロイされた環境のみを使用できます。詳細については，

『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してくださ

い。

可用性の計算：テストの実行に必要なリソースの可用性を計算し，タイムスロッ

トを新規に作成するかどうかを確認します。

可用性の結果 可用性検証の結果を表示します。タイムスロットを予約できない場合，その理

由が表示されます。

選択したタイムスロットで予約されたホストを使用してテストを実行します。

［タイムスロットの継続時間］ダイアログ・ボックス

このページでは，現在のタイムスロットを延長または短縮できます。
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アクセス方法 実行時に，パフォーマンス・テストの実行ページで［タイムスロットの継続時間］
ボタンをクリックします。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［タイムスロットの残存時間］情報を更新します。

タイムスロットを次の時間延長する 選択した分数で，タイムスロットの継続時間を延長します。

タイムスロットを次の時間短縮する 選択した分数で，タイムスロットの継続時間を短縮します。

［実行の停止］ダイアログ・ボックス

このページでは，実行中のパフォーマンス・テストを停止し，実行後の照合オプションを選択できます。

アクセス方法 テスト実行中に，Performance Centerダッシュボードのパフォーマンス・テストの［実

行］ページで，［実行の停止］ボタン をクリックします。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

すべての実行中の仮想ユーザを［徐々に終了］状態に移動します。
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UI 要素 説明

結果の照合と

分析

ALM Performance Centerでは，LoadGeneratorからの実行データを照合

し，Analysisデータを生成します。データの照合後，ALM Performance Center
では，LoadGeneratorおよびControllerから一時的な結果が自動的に削除さ

れます。グラフやレポートなどの分析ツールを使用して結果を表示したり，ローカ

ル・マシンに分析の結果をダウンロードできます。このオプションは最も時間がかか

ります。

結果の照合 ALM Performance Centerでは，LoadGeneratorからの実行データが照合されま

す。データの照合後，ALM Performance Centerでは，LoadGeneratorから一

時的な結果が自動的に削除されます。未処理の結果を［結果］タブからダウン

ロードするか，後で［結果］タブから結果を手動で分析できます。

注 : これは，標準設定です。

結果を照合し

ない

テスト終了後，直ちにマシンを解放します。後で［結果］タブから結果を照合，

分析できます。

現在のタイムス

ロットの解放

テストが停止したら，現在のタイムスロットを解放します。

［出力の詳細］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，テスト実行中に受信したメッセージの詳細を表示できます。

アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページの詳細表示枠で，［メッセージ］をクリックしま

す。次にグリッドで，詳細を表示するメッセージ・タイプのメッセージの数字をクリック

します。詳細表示枠のメッセージ・ビューの詳細については，「パフォーマンス・テス

トの実行ページ」 (205ページ)を参照してください。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

仮想ユーザのアクティビティ・ログを開き，個々の仮想ユー

ザごとのメッセージのリストを表示できます。ログには次の

情報が含まれます。

l 仮想ユーザ・アクティビティ・ログ：IDが表示されている

選択した仮想ユーザ。

l 更新：ログを更新できます。

l ログのダウンロード：ログをダウンロードできます。

l ［ログメッセージ］領域：選択した仮想ユーザについて

受信したすべてのメッセージのリストが表示されます。

l スナップショット：テスト実行でエラーが発生した時点

のスナップショットを生成します( Webページの視覚的

表示 )。この機能を使用する前に，デスクトップにス

ナップショット・ビューアをインストールし，スクリプトの実

行環境の設定で，［エラー時に画面ショットを表示］

を有効にする必要があります。実行環境設定の詳

細については，「スクリプトの実行環境設定」 (315
ページ)を参照してください。

更新：ダイアログ・ボックス情報を更新できます。

アクション メッセージが生成されたスクリプトのアクション。

コード メッセージ・コード。

ホスト メッセージを生成したホスト。

反復 メッセージ生成中の反復。

行 メッセージが生成されたスクリプトの行。

メッセージ 受信したメッセージ。

スクリプト メッセージを生成したスクリプト。

時刻 メッセージが生成された時刻。
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UI 要素 説明

タイプ メッセージのタイプ。指定可能なメッセージのタイプは次の

とおりです。

l 通知：実行環境情報が表示されます。

l エラー：通常，失敗したスクリプトを示します。

l 警告：仮想ユーザに問題が生じたが，テストの実行

が継続したことを示します。

l デバッグ：デバッグ機能がControllerで有効にされてい

る場合のみ送信されます。機能を有効にするには，

［ツール］＞［Performance Center Controller のオプ

ション］＞［デバッグ情報］を選択します。

仮想ユーザ メッセージを生成した仮想ユーザ。

［スケジューラの編集］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，パフォーマンス・テスト実行中のスケジューラ設定を編集できます。

アクセス方法
パフォーマンス・テストの実行ページで，［グループとスケジューラの設計］ボタン
をクリックします。次に［スケジューラの編集］を選択します。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

スケジューラを停止し，編集を有効にします。

スケジューラを一時停止します。
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UI 要素 説明

編集後，スケジューラを再起動します。

<スケジューラの編集セク

ション>
定義したスケジュールを編集できます。詳細については，「スケジュー

ラ・アクション」 (143ページ)を参照してください。

全体スケジュール/グルー

プ・スケジュール：

現在のスケジュールがテストごとに定義されているか，グループごとに定

義されているかが表示されます。

l 開始時刻：編集後にスケジューラが再起動する遅延時間を入力

します。スケジューラを直ちに再起動するには，この設定を空白の

ままにします。

l 待機：(グループ・スケジュールのみ)すべての仮想ユーザ・グループ

を一緒に選択します。

l グループ：(グループ・スケジュールのみ)個々のグループを選択し

て，スケジュールを表示，編集します。

スケジュール・グラフ 定義されたスケジュール・アクションを視覚的に表示します。

状態 現在のスケジューラのステータスが表示されます。

［モニタ プロファイルのコンテンツ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスには，パフォーマンス・テスト中に現在実行されているモニタのリストが表示さ

れ，実行中にモニタを追加，編集，削除できます。

表示されるモニタは，テストに関連付けられたすべてのモニタ・プロファイルからのモニタの組み合わせ

と，テストに使用される各ホストのすべてのテストに自動的に追加される「ホスト」モニタのセットです。

アクセス方法
パフォーマンス・テストの実行ページで，［モニタ］ボタン をクリックし，［実行時モ
ニタ］を選択します。

重要な情報 l モニタ・プロファイルの一部として定義されたモニタで実行に失敗したモニタは，

モニタのリストに表示されません。

l 標準設定のホスト・モニタは，実行中に変更できません。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

モニタの追加：クリックしてパフォーマンス・テストにモニタを追加します。モニタの詳

細については，「［新規モニタの追加］ページ」 (59ページ)を参照してください。

モニタの編集：クリックして選択したモニタを編集します。関連するモニタ・タイプの

ページが開き，モニタ情報を編集できます。

選択項目の削除：選択したモニタを削除します。

モニタ・リストの更新：モニタ・リストを更新します。

チェックアウト：［チェックアウト］ダイアログ・ボックスが開き，選択したエンティティを

チェックアウトできます。詳細については，『HP Application Lifecycle Management
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

利用対象：バージョン管理を有効にしたプロジェクトのみ

チェックイン：［チェックイン］ダイアログ・ボックスが開き，選択したエンティティをチェック

インできます。詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザー

ズ・ガイド』を参照してください。

利用対象：バージョン管理を有効にしたプロジェクトのみ

チェックアウトの取り消し：選択したエンティティのチェックアウトを取り消し，変更を

元に戻します。

ほかのユーザがチェックアウトしたエンティティのチェックアウトを取り消すには，適切

なユーザ権限が必要です。詳細については，『HP Application Lifecycle
Management管理者ガイド』を参照してください。

チェックアウトを取り消す場合，エンティティがチェックアウトされている間にバージョン

管理されていないフィールドに加えられた変更内容は取り消されずに，新しい値

が残ります。詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザー

ズ・ガイド』を参照してください。

利用対象：バージョン管理を有効にしたプロジェクトのみ

［Load Generator］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，LoadGeneratorのステータスとマシン利用率の表示，LoadGeneratorの
接続と接続の切断，LoadGeneratorのテストへの追加，ターミナル・セッションの設定が行えます。
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アクセス方法
パフォーマンス・テストの実行ページで，［Load Generator］ ボタンをクリックしま
す。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

すべて選択：表示されたすべてのLoadGeneratorを選択します。

すべて選択解除：表示されたすべてのLoadGeneratorを選択解除します。

選択 /非選択項目の入れ替え：LoadGeneratorの現在の選択項目を入れ替え

ます。つまり，選択されていない LoadGeneratorが選択され，選択されている

LoadGeneratorがクリアされるということです。

切断：パフォーマンス・テストに選択した LoadGeneratorを切断します。

接続：パフォーマンス・テストに選択した LoadGeneratorに接続します。

Load Generator の追加：［LoadGeneratorの追加］ダイアログ・ボックスを開き，テ

ストに LoadGeneratorを追加できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，

「［LoadGeneratorの追加］ダイアログ・ボックス」 (226ページ)を参照してください。

ターミナル・セッション設定：［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックスを開き，Load
Generatorのターミナル・セッションを設定できます。ユーザ・インタフェースの詳細に

ついては，「［ターミナルサービス］ダイアログ・ボックス」 (183ページ)を参照してくださ

い。

更新：［LoadGenerator］ダイアログ・ボックスに表示される情報を更新します。

名前 LoadGeneratorの名前。

詳細 LoadGeneratorの詳細。

プラットフォー

ム

LoadGeneratorが実行されているプラットフォーム。

ステータス LoadGeneratorの現在のステータス。可能性のあるステータスは次のとおりです。

l Active：LoadGeneratorが接続されています。

l Busy：LoadGeneratorが仮想ユーザを実行しています。

l Disconnecting：LoadGeneratorが切断中です。

l Down：LoadGeneratorが接続されていません。

l Failed：LoadGeneratorとの接続が確立できませんでした。

l Ready：LoadGeneratorが接続されています。
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［Load Generatorの追加］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，実行されているパフォーマンス・テストに LoadGeneratorを追加できま

す。

アクセス方法 ［LoadGenerators］ダイアログ・ボックスにある［Load Generators の追加］ボタン

をクリックします。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

参照情報 「LoadGeneratorの分散 」 (119ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

追加＜X＞自

動適合 Load
Generator

指定した数の自動適合 LoadGeneratorを追加できます。

特定の Load
Generator の追

加

特定のLoadGeneratorを追加できます。LoadGeneratorテーブルには利用可

能な特定のLoadGeneratorが一覧表示され，各 LoadGeneratorに関する次

の情報が表示されます。

l 名前：LoadGeneratorの名前。

l 状態：LoadGeneratorの現在の状態。稼働中，非稼動，利用不可

l 用途：LoadGeneratorの目的，つまりController，Load Generator，Data
Processor，またはこれらの組み合わせ。

l 場所：LoadGeneratorの場所。

l ホスト属性：LoadGeneratorの属性を選択します。
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［ファイアウォール越しのモニタ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，テスト実行中のファイアウォール越しのモニタ・マシンのステータスを変更

できます。

アクセス方法
パフォーマンス・テストの実行ページで，［モニタ］ボタン をクリックし，［ファイア
ウォール越しのモニタ］を選択します。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

すべて選択：表示されたすべてのファイアウォール越しのモニタ・マシンを選択しま

す。

すべて選択解除：表示されたすべてのファイアウォール越しのモニタ・マシンを選択

解除します。

選択 /非選択項目の入れ替え：ファイアウォール越しのモニタ・マシンの現在の選

択項目を入れ替えます。

つまり，選択されていないマシンが選択され，選択されているマシンがクリアされま

す。

切断：パフォーマンス・テストに選択したファイアウォール越しのモニタ・マシンを切断

します。

接続：パフォーマンス・テストに選択したファイアウォール越しのモニタ・マシンに接

続します。

更新：[Monitor Over Firewall Agent]ダイアログ・ボックスに表示される情報を更新

します。
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［仮想ユーザ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，パフォーマンス・テストの各仮想ユーザ固有の詳細が表示され，定義さ

れたスケジュールにかかわらず，個々の仮想ユーザを実行または停止できます。

アクセス方法 実行時に，Performance Centerダッシュボードのパフォーマンス・テストの［実行］

ページで，［仮想ユーザの詳細］ボタン をクリックします。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

すべて選択：表示されたすべての仮想ユーザを選択します。

すべて選択解除：選択したすべての仮想ユーザを選択解除します。

選択 /非選択項目の入れ替え：仮想ユーザの現在の選択項目を入れ替えます。つ

まり，選択されていない仮想ユーザが選択され，選択されている仮想ユーザがクリア

されます。

選択した仮想ユーザの実行：選択した仮想ユーザを実行します。

選択した仮想ユーザの一時停止：選択した仮想ユーザを一時停止します。

選択した仮想ユーザを徐々に停止：選択した仮想ユーザを段階的に停止します。

仮想ユーザは停止前に現在の反復を完了します。

選択した仮想ユーザを直ちに停止：選択した仮想ユーザを直ちに停止します。

選択した仮想ユーザのリセット：選択した仮想ユーザをダウン状態にリセットします。
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UI 要素 説明

選択した仮想ユーザのログを表示：［仮想ユーザアクティビティログ］が開き，選択し

た仮想ユーザの実行環境情報が表示されます。ログには次の情報が表示されま

す。

l 仮想ユーザ・アクティビティ・ログ：選択した仮想ユーザ。

l 更新：ログに表示される情報を更新します。

l ログのダウンロード：ログをダウンロードできます。

l 閉じる：ログを閉じます。

l ログ・メッセージ：ログに記録された仮想ユーザのメッセージが表示されます。

l スナップショットの表示：テスト実行でエラーが発生した時点のスナップショットを生

成します。この機能を使用する前に，デスクトップにスナップショット・ビューアをインス

トールし，仮想ユーザ・スクリプトの実行環境の設定で，［エラー時に画面ショット

を表示］を有効にする必要があります。実行環境設定の詳細については，「スク

リプトの実行環境設定」 (315ページ)を参照してください。

更新：ダイアログ・ボックスに表示される情報を更新します。

経過時間 仮想ユーザが実行されている時間。

グループ 表示される仮想ユーザを仮想ユーザ・グループでフィルタ処理します。

ID プロジェクトの ID。

Load
Generator

表示される仮想ユーザを LoadGeneratorでフィルタ処理します。

ステータス 表示される仮想ユーザを現在のステータスでフィルタ処理します。

［仮想ユーザの実行］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，定義されたスケジュールにかかわらず，任意の数の仮想ユーザを初期

化，実行，または停止できます。また，パフォーマンス・テストに新しい仮想ユーザを追加できます。
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アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページで，［仮想ユーザの詳細］ボタン をクリックし
ます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

仮想ユーザ別：指示を受けた仮想ユーザは，仮想ユーザ・グループに従って分

散されます。

Load Generator 別：指示を受けた仮想ユーザは，LoadGeneratorに従って

分散されます。

数値別：仮想ユーザ・グループ/LoadGeneratorごとに，特定の数の仮想ユー

ザに指示できます。

パーセント別：特定の数の仮想ユーザに指示し，定義したパーセントに従っ

て，仮想ユーザ・グループ/LoadGenerator間に分散できます。

例：A，B，C という 3つの仮想ユーザ・グループ間で 200個の追加仮想ユーザ

を実行する選択をする場合に，パーセントの分散をA = 75%，B = 20%，C =
5% と定義すると，仮想ユーザは次のように分散されます。

A： 仮想ユーザ150個

B： 仮想ユーザ40個

C： 仮想ユーザ10個

注 : この方法を選択する場合は，［パーセント別］ボタンの横のボックスに

実行する仮想ユーザの数を入力します。

仮想ユーザ・グループ/LoadGenerator単位で仮想ユーザの数を入力します。

仮想ユーザ・グループ/LoadGenerator単位で仮想ユーザのパーセントを入力

します。

選択した命令が実行されます。

グループ テストの仮想ユーザ・グループを一覧表示します。
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UI 要素 説明

次の操作を実行 定義した数の仮想ユーザに対して希望する指示を実行します。使用可能な

操作は次のとおりです。

l ダウン状態に新規仮想ユーザを追加：希望する数の仮想ユーザを［ダウ

ン］状態に追加します。

l 仮想ユーザをダウン状態から初期化：希望する数の現在［ダウン］状態の

仮想ユーザを初期化します。

l 仮想ユーザをダウン状態から実行：希望する数の現在［ダウン］状態の仮

想ユーザを実行します。

l 仮想ユーザを準備完了状態から実行：希望する数の現在［準備完了］

状態の仮想ユーザを実行します。

l 仮想ユーザの停止：希望する数の仮想ユーザを［実行］状態から，［徐々

に終了］状態に移行します。

l 仮想ユーザのリセット：希望する数の仮想ユーザを［停止］状態から，［ダウ

ン］状態に移行します。

注 :現在特定の状態にある仮想ユーザより多くの仮想ユーザに操作を

実行することはできません。たとえば，10個の仮想ユーザを定義して，

［仮想ユーザをダウン状態から初期化］を選択して，ダウン状態の仮想

ユーザが5個のみの場合，初期化されるのはこれら 5個の仮想ユーザの

みです。

［グループの追加］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，実行中のパフォーマンス・テストに仮想ユーザ・グループを追加，またはテ

スト実行中に仮想ユーザ・グループ設定を編集できます。
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アクセス方法 l 仮想ユーザ・グループを追加する場合：パフォーマンス・テストの実行ページで，

［グループとスケジューラの設計］ボタン をクリックします。次に，［グループの追
加］を選択します。

l 仮想ユーザ・グループを編集する場合：パフォーマンス・テストの実行ページの

［グループ］表示枠で，編集するグループの名前にカーソルを置きます。名前の

横に表示される下向き矢印ボタンをクリックして，［グループの編集］を選択し

ます。

重要な情報 仮想ユーザ・グループを編集するには，仮想ユーザが非アクティブ状態である必要

があります。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

仮想ユーザ・スクリプトの実行環境設定を表示，変更できます。

VuGenでスクリプトを開きます。

コマンド・ライン ＜パラメータ名＞＜値＞の形式を使用して送信するパラメータの名前と

値を入力します。

コマンド・ラインの解析関数，またはコマンド・ラインに引数を含める場合の

詳細については，HP Virtual User Generatorとともに提供される『HP
LoadRunner Online Function Reference』を参照してください。

グループ名 仮想ユーザ・グループの名前。

Load Generator グループが実行されている LoadGenerator。

プロトコル 仮想ユーザ・スクリプトのプロトコル

スクリプト 仮想ユーザ・スクリプトの名前。

仮想ユーザ グループに割り当てられた仮想ユーザの数。
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［スクリプトの表示］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，実行されている仮想ユーザ・スクリプトの各アクションのコードを表示でき

ます。

アクセス方法 パフォーマンス・テストの実行ページの［グループ］表示枠で，グループの名前にカー

ソルを置きます。名前の横に表示される下向き矢印ボタンをクリックして，［スクリ

プトの表示］を選択します。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

スクリプトをダウンロードできます。

スクリプト名 スクリプトの名前。

タイプ スクリプト・タイプ。

最終更新 最後に更新された日付と時刻。

アクション スクリプトに含まれるアクションが一覧表示されます。アクションをクリックすると，右

の表示枠にコードが表示されます。

含まれている

ファイル

スクリプトに含まれるファイルが表示されます。
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SLA レポート

このレポートには，パフォーマンス・テストに定義された SLA目標の実行後 SLAステータスが表示され

ます。

アクセス方法 ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト ラボ］を選択します。次に，［テスト実行］タ

ブを選択します。次のいずれかを実行します。

l 情報パネルの［結果］タブで，［SLA レポート］ ボタンをクリックします。

l 左側の表示枠で，テスト・セットを選択します。右側の表示枠で，［実行グリッ

ド］タブを選択します。次の領域の［最終実行結果］タブで，［SLA レポート］

ボタンをクリックします。
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重要な情報 SLAレポートは，パフォーマンス・テストにSLAが定義されている場合のみ利用で

きます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行の概要」 (194ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

Excel にエクスポート：SLAレポートで選択したセクションをExcelファイルに

エクスポートできます。

PDF にエクスポート：SLAレポートで選択したセクションを .pdf ファイルにエクス

ポートできます。

CSV にエクスポート：SLAレポートで選択したセクションを .csv ファイルにエク

スポートできます。

Word にエクスポート：SLAレポートで選択したセクションをWordファイルに

エクスポートできます。

<テスト実行の詳

細>
SLAレポート・データに関連するパフォーマンス・テスト実行の詳細は，レポー

トの上部に表示されます。

<SLA グリッド> 各 SLAの結果が個別のグリッドに表示されます。

ヒント :結果の各セットは，Excel，Word，PDF，CSV形式にエクスポー

トできます。

<SLA ステータス

の表示> ：SLAの失敗ステータスを示します。

：SLAの成功ステータスを示します。

：SLAステータスに関するデータがないことを示します。
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［サービスアグリーメントの計算］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，サービス・レベル・アグリーメント ( SLA)に含まれるテスト時間範囲を変更

できます。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト ラボ］を選択します。

2. 次に，［テスト実行］タブを選択します。

3. 情報パネルの［結果］タブで，［SLA レポートの再計算］ ボタンをクリック
します。

重要な情報 SLAの再計算ボタンは，パフォーマンス・テストにSLAが定義されている場合の

み利用できます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行の概要」 (194ページ)

参照情報 「サービス・レベル・アグリーメントの概要」 (148ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

定義された情報に従って，SLAを再計算します。

実行継続時間全体の

SLA を計算

テスト実行全体のSLAを計算します。

実行継続時間の一部

の SLA を計算

テスト実行の一部のSLAを計算します。SLAの計算に希望する［開

始時刻］と［終了時刻］を入力します。
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ネットワーク仮想化をパフォーマンス・テストに統合する方法 241

ネットワーク仮想化グラフ 243

ネットワーク仮想化のユーザ・インタフェース 248

ネットワーク仮想化の制限事項 252
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ネットワーク仮想化の概要

HP ALM Performance Centerは，Shunra NV(ネットワーク仮想化 )との統合により，ネットワーク上に

デプロイされた製品のパフォーマンスを，運用環境と同じ条件で正確にテストします。Shunra NV for
HP Softwareをインストールすると，製品がネットワークに与える確率の高い影響 (待ち時間，パッケッ

ト損失，リンク設定など)を生成できます。したがって，実際にエンド・ユーザが作業を行う環境を確

実かつ正確に再現した環境で，テスト・シナリオを実行できます。

Shunra NV for HP Softwareには，世界中の都市のネットワーク条件を含むグローバル・ライブラリが

付属しています。Shunra NVではネットワーク・パラメータも提供されるので，手入力は不要です。

次の表に，設定可能で最も一般的な影響を示します。

影響 説明

待ち時間 IPパケットをネットワーク転送するのにかかる時間 (ミリ秒 )。影響を与える要因に

は，地理的な距離，利用可能な帯域幅，経路上のネットワーク負荷，地上波

リンクであるかどうか，などがあります。

パケット損失 データのネットワーク転送中に， IPパケットが失われる確率。パケットは，リンク故

障または極端なネットワーク負荷によって失われる場合があります。

帯域幅 ネットワークのデータ転送能力。

有効なテスト結果を作成する方法としては，1つの測定対象について複数のLoadGeneratorまた

は仮想ユーザ・グループを設定し，測定対象ごとに異なるパスを指定します。たとえば，ニューヨークか

らロンドンまでのパス，ロサンゼルスからニューヨークまでのパスを定義します。

パフォーマンス・テストの実行が完了したら，テスト結果をパフォーマンス・テストの［実行］ページまたは

LoadRunner Analysisで表示できます。パフォーマンス・テストの［実行］ページの詳細については，「パ

フォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)を参照してください。テスト結果をAnalysisで表示す

る方法については，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

Shunra NV for HP Softwareの詳細については，http://www.shunra.com/products/shunra-nv-hp-
softwareを参照してください。

ネットワーク仮想化をパフォーマンス・テストに統合する方法の詳細については，「ネットワーク仮想化

をパフォーマンス・テストに統合する方法」 (241ページ)を参照してください。

本項の内容

l 「仮想場所の定義」 (238ページ)

l 「ネットワーク仮想化からマシンを除外」 (239ページ)

l 「ネットワーク仮想化グラフの表示」 (239ページ)

l 「ネットワーク仮想化のワークフロー」 (239ページ)

仮想場所の定義

Performance Centerでは，Shunra NVを使用して，テスト環境でネットワークを仮想化する際に使

用する場所と条件を複数定義します。これにより，地理的な場所など，個々のエンド・ユーザの条

件を正確に再現することができます。たとえば，ロンドンとニューヨークにエンドポイントとなる場所を定
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義し，この2つの年を結ぶネットワーク・パスのエミュレーションを実行できます。場所は，［ネットワーク

仮想化設定］ダイアログ・ボックスで追加します。全体的な設定はグローバル仮想化設定で行うほ

か，場所ごとの設定も可能です。詳細については，「［ネットワーク仮想化の設定］ダイアログ・ボック

ス」 (249ページ)を参照してください。

ネットワーク仮想化からマシンを除外

エミュレーションに不適切な影響を与えるマシンがある場合は，ネットワーク仮想化から除外する必

要があります。ネットワーク仮想化から除外したマシンは，テスト用のネットワーク・トラフィックの影響を

受けることはなく，ネットワーク仮想化の結果からも除外されます。

次のマシンは，標準設定で除外されています。

l Controllerマシン，またはMI Listener，プロキシ・サーバ

l Diagnostics コマンダ・サーバ

l Performance Centerサーバ

l SiteScopeサーバ( Performance Centerサーバとホストの監視用に設定されている場合 )

標準設定で除外されるマシンの他に，次のマシンも除外対象として検討できます。

l Webサーバとデータベース・サーバを含むマルチプロトコル・パフォーマンス・テストにおいて，データ

ベース・サーバからの情報がパフォーマンス・テストで必要ない場合

l すべてのデプロイメントおよびソフトウェア・アップグレード・サーバ

l 共有ネットワーク・ドライブでスクリプトを実行，保存する場合

ネットワーク仮想化グラフの表示

ネットワーク仮想化は，パフォーマンス・テストを開始，停止すると，自動的に開始，停止します。パ

フォーマンス・テストの実行が開始するとネットワーク仮想化モニタが自動的に割り当てられ，パフォー

マンス・テストの実行中にメトリックスが自動収集されます。ネットワーク仮想化のメトリックスは，パ

フォーマンス・テストの［実行］ページで，パフォーマンス・テストの実行中に表示できます。パフォーマン

ス・テストの［実行］ページの詳細については，「パフォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)を参

照してください。

また，テスト結果は LoadRunner Analysisでも表示できます。テスト結果をAnalysisで表示する方

法については，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

ネットワーク仮想化のワークフロー

次に，ネットワーク仮想化でパフォーマンス・テストを実行する場合の手順を示します。
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ネットワーク仮想化をパフォーマンス・テストに統合する方
法

ここでは，ネットワーク仮想化をパフォーマンス・テストに統合し，Analysisでメトリックスを表示する方

法について説明します。

ネットワーク仮想化の詳細については，「ネットワーク仮想化の概要」 (238ページ)を参照してくださ

い。

1. 前提条件

n Shunra NV for HP Softwareが次のマシンにインストールされていることを確認します。

o Performance Center server

o LoadGenerator

o Controller

Shunra NV for HP Softwareの詳細については，http://www.shunra.com/products/shunra-
nv-hp-software(英語サイト )を参照してください。

n パフォーマンス・テストを適切に設計していることを確認します。詳細については，「パフォーマン

ス・テストの作業負荷を定義する方法」 (82ページ)を参照してください。

2. ネットワーク仮想化の起動

a. ［パフォーマンステスト デザイナ］ウィンドウを開き，［作業負荷］タブをクリックします。［パフォー

マンステスト デザイナ］ウィンドウで，［作業負荷］タブを選択します。ユーザ・インタフェースの

詳細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［作業負荷］タブ」 (88ページ)を参照し

てください。

b. ネットワーク仮想化が起動します。［作業負荷］タブにある［ネットワーク仮想化設定の編

集］ボタン をクリックします。［ネットワーク仮想化設定］ダイアログ・ボックスが開きます。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ネットワーク仮想化の設定］ダイアログ・ボックス」

(249ページ)を参照してください。

3. ネットワーク仮想化を有効化し，仮想化の方法を選択

a. ネットワーク仮想化を有効にします。［ネットワーク仮想化設定］ダイアログ・ボックスで，［ネッ

トワーク仮想化を有効にする］を選択します。

b. 仮想化の方法を選択します。［グループごと］と［Load Generator ごと］のいずれかを選択し

てください。

標準設定の［グループごと］を選択すると，仮想ユーザ・グループごとにネットワーク仮想化を

実行します。1つのLoadGenerator上で複数の仮想場所のエミュレーションを実行でき，パ

フォーマンス・テストで使用する LoadGeneratorの切り替えも簡単です。

［Load Generator ごと］を選択すると，LoadGeneratorごとにネットワーク仮想化を実行する

ので，マシンごとに 1つの場所のエミュレーションを行います。

4. ネットワーク仮想化のグローバル設定

a. ［グローバル設定］をクリックすると，ネットワーク仮想化全体に適用するグローバル・オプション
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を設定できます。このオプションをクリックすると，Shunra NVソフトウェアのインタフェースが開き

ます。

b. パケット・キャプチャ機能を有効または無効に設定し，記録方法 (循環または非循環 )を指

定します。パケット・キャプチャを使用する場合は大量のメモリを割り当てる必要があり，パ

フォーマンス低下の原因にもなるので，有効にしないことをお勧めします。

c. ［IP フィルタ］セクションでは，すべての場所を対象にネットワーク仮想化から除外するマシンを

指定します。除外するマシンの詳細については，「ネットワーク仮想化の概要」 (238ページ)を
参照してください。

5. 仮想場所の追加

a. ［新しい仮想場所の追加］フィールドに，場所の名前を入力します。

注 :アルファベットのみを指定できます。次の記号は使用できません \ / : “ ? ‘ < > | * % ^ ,
! { } ( ) ; = #

b. ［追加］をクリックします。このオプションをクリックすると，Shunra NVソフトウェアのインタフェース

が開きます。

c. Shunra NVの［仮想化］タブで，定義モード ( ［ライブラリからインポート］，［カスタム］など)を
選択します。［ライブラリからインポート］を選択すると，Shunra NVの事前設定が，選択した

場所に自動的に適用されます。［カスタム］を選択すると，場所に適用するネットワーク影響

(待ち時間，パケット損失，クライアント帯域幅など)を手動で指定する必要があります。

仮想場所を管理します。ネットワーク仮想化の［仮想場所］表示枠では，仮想場所を追

加，変更，複製，削除できます。また，他のテストに場所をインポートすることも可能です。

d. Shunra NVの［オプション］タブにある［帯域幅の割り当て］セクションでは，モバイル・アプリケー

ションをテストする場合を除き，［すべてのユーザが帯域幅を共有］を選択してください。

e. ［オプション］タブの［IP フィルタ］セクションでは，この場所でのネットワーク仮想化から除外する

マシンを指定します。除外するマシンの詳細については，「ネットワーク仮想化の概要」 (238
ページ)を参照してください。

f. ［OK］をクリックして，Shunra NVインタフェースを閉じます。場所は，［ネットワーク仮想化設

定］ダイアログ・ボックスで追加します。チェックボックスを選択すると，その場所が有効になりま

す。

g. 各場所について，上記の手順を繰り返し実行します。

6. グループごとのネットワーク仮想化 -各グループの設定

a. 仮想場所を選択します。Performance Test Designerウィンドウにある［作業負荷］タブを選

択し，［仮想場所］カラムにある［仮想場所の選択］リンクをクリックします。［仮想場所］ダイ

アログ・ボックスが開きます。

b. 仮想場所を選択します。

7. Load Generatorごとのネットワーク仮想化 -各 Load Generatorの設定

a. Performance Test Designerウィンドウにある［作業負荷］タブを選択し，［Load Generator］
カラムにある［Load Generator の選択］リンクをクリックします。
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注 : このリンクは，LoadGeneratorの分散方法に「手動で割り当てる」を使用した場合

にのみ選択できます。詳細については，「［パフォーマンステスト デザイナ］＞［作業負

荷］タブ」 (88ページ)を参照してください。

［LoadGeneratorの選択］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細につい

ては，「［LoadGeneratorの選択］ダイアログ・ボックス」 (127ページ)を参照してください。

b. Load Generator を割り当てます。［自動適合］タブまたは［特定］タブを選択します。Load
Generatorを 1つまたは複数割り当てます。

c. 仮想場所を選択します。［仮想場所］カラムで，選択した LoadGeneratorごとに［仮想場

所の選択］リンクをクリックします。［仮想場所の選択］ダイアログ・ボックスが開きます。仮想

場所を選択します。

8. パフォーマンス・テストの実行

パフォーマンスをチェックするテストを実行します。パフォーマンス・テストの実行の詳細については，

「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)を参照してください。

9. グラフの表示

ネットワーク仮想化のメトリックスは，パフォーマンス・テストの実行中，自動的に収集されます。

収集されたメトリックスは，パフォーマンス・テストの［実行］ページまたは LoadRunner Analysisで
すべて表示できます。

パフォーマンス・テストの［実行］ページの詳細については，「パフォーマンス・テストの実行ページ」

(205ページ)を参照してください。テスト結果をAnalysisで表示する方法については，『HP
LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

ネットワーク仮想化グラフ

平均待ち時間グラフ

このグラフは，指定のソース・ポイントからターゲット・ポイントまでデータ・パケットを送信するときの所要

時間を，記録された時間の平均 (ミリ秒 )で表示します。
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用途 データ・パケットのネットワーク送信について，所要時間を評価する際に使

用します。

X 軸 実行開始からの経過時間。

Y 軸 平均待ち時間。データ・パケットがターゲット・ポイントに到着するまでにか

かる時間 (ミリ秒 )。

参照情報 l 「ネットワーク仮想化の概要」 (238ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)

パッケージ損失グラフ

このグラフでは，テスト実行において，過去 1秒間で失われたパケットの数を示します。パケットの損

失とは，送信先にデータ・パケットが到着しないことを意味します。原因には，ゲートウェイの過負荷

状態，信号劣化，チャネルの混雑，ハードウェア障害などがあります。
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用途 特定の期間内に失われたデータ・パケットの数を把握します。

X 軸 実行開始からの経過時間。

Y 軸 次の測定値が表示されます。

l 送信済みの全パケットに対するパケット損失の割合 ( %)。

l 60秒間で失われたデータ・パケットの数。

l 失われたパケットの総数。

参照情報 l 「ネットワーク仮想化の概要」 (238ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)

平均帯域幅利用率グラフ

このグラフは，仮想ユーザまたは仮想場所で使用された帯域幅の平均利用率 (過去 1秒 )を，それ

ぞれに割り当てられた最大帯域幅に対する割合 ( %)で表示します。
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用途 ネットワーク帯域幅の評価に使用します。

X 軸 実行開始からの経過時間。

Y 軸 帯域幅利用率 ( %)。

参照情報 l 「ネットワーク仮想化の概要」 (238ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)

平均スループット・グラフ

このグラフでは，仮想場所に対して送受信されるデータ・トラフィックの平均速度を，1秒あたりのキロ

バイト ( Kbps)で測定します。
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用途 仮想ユーザが生成する負荷の大きさを，サーバとクライアントのスループットで評

価します。このグラフでは，サーバとクライアントの両方のマシンで発生する入力ト

ラフィックと出力トラフィックに関するメトリックスが表示されます。次の凡例に基づ

いて，各メトリックスが色分けされます。

X 軸 実行開始からの経過時間。

Y 軸 仮想場所に送受信されるデータの速度 ( Kbps)を，グループまたは Load
Generatorごとのメトリックスで表示します。

l クライアント・マシンへの入力

l クライアント・マシンからの出力

l サーバ・マシンへの入力

l サーバ・マシンからの出力

参照情報 l 「合計スループット・グラフ」 (247ページ)

l 「ネットワーク仮想化の概要」 (238ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)

合計スループット・グラフ

仮想場所に送受信されるデータ・トラフィックの合計 ( KB)を表示します。
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用途 ネットワーク仮想化を使用したシナリオを実行する場合に，仮想ユーザが生成す

る負荷の大きさを合計で評価します。

このグラフでは，サーバとクライアントの両方のマシンで発生する入力トラフィックと

出力トラフィックに関するメトリックスが表示されます。次の凡例に基づいて，各メ

トリックスは色分けされます。

X 軸 実行開始からの経過時間。

Y 軸 サーバのスループット ( Kbps，キロバイト /秒 )。

参照情報 l 「平均スループット・グラフ」 (246ページ)

l 「ネットワーク仮想化の概要」 (238ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行ページ」 (205ページ)

ネットワーク仮想化のユーザ・インタフェース

本項の内容

［ネットワーク仮想化の設定］ダイアログ・ボックス 249

［仮想場所のインポート］ダイアログ・ボックス 251
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［ネットワーク仮想化の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，ネットワーク仮想化の設定を行います。

アクセス方法 1. ［テスト］＞［テスト計画］モジュールで，テストを選択し，［テスト デザイン］タブ

をクリックします。

2. ［テストの編集］ボタンをクリックします。

3. ［作業負荷］タブで，［ネットワーク仮想化設定の編集］ボタン をクリック
します。

重要な情報 このダイアログ・ボックスを表示するには，Shunra NV for HP Softwareのインストー

ルが必要です。

関連タスク 「ネットワーク仮想化をパフォーマンス・テストに統合する方法」 (241ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ネットワーク仮

想化を有効に

する

次の方法で，ネットワーク仮想化を有効にします。

l グループごと：仮想ユーザ・グループごとに，ネットワーク仮想化の場所を割り当

てます(標準設定 )。

l Load Generator ごと：LoadGeneratorごとに，ネットワーク仮想化の場所を割

り当てます。1つのマシンでエミュレートできる場所は 1つのみです。
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UI 要素 説明

全般的な設

定

Shunra NVインタフェースが開き，仮想化のグローバル設定を行います。グローバ

ル設定の詳細については，「ネットワーク仮想化をパフォーマンス・テストに統合す

る方法」 (241ページ)を参照してください。

仮想場所の名前と説明を変更します。

Shunra NVインタフェースが開き，場所を編集します。詳細については，ご使用

のサードパーティ・ソフトウェアのドキュメントを参照してください。

仮想場所を複製します。

選択した仮想場所を，仮想場所のリストと，関連づけられていたグループや

LoadGeneratorから削除します。

［仮想場所のインポート］ダイアログ・ボックスが開き，仮想場所を別のテストから

インポートします。詳細については，「［仮想場所のインポート］ダイアログ・ボック

ス」 (251ページ)を参照してください。

場所の名前 仮想場所の名前。

説明 仮想場所の説明。

新しい仮想場

所の追加

新しい仮想場所を追加します。場所の名前を入力してから，［追加］をクリックし

ます。Shunra NVインタフェースが開いたら，仮想化のプロパティと場所のオプショ

ンを設定します。仮想場所の追加については，「ネットワーク仮想化をパフォーマ

ンス・テストに統合する方法」 (241ページ)を参照してください。
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［仮想場所のインポート］ダイアログ・ボックス

仮想場所を別のテストからインポートします。

アクセス方法 1. ［テスト］＞［テスト計画］モジュールで，テストを選択し，［テスト デザイン］タブ

をクリックします。

2. ［テストの編集］ボタンをクリックします。

3. ［作業負荷］タブで，［ネットワーク仮想化設定の編集］ボタン をク
リックします。

4. ［インポート］ボタンをクリックします。

重要な情報 このダイアログ・ボックスを表示するには，Shunra NV for HP Softwareのインストー

ルが必要です。

関連タスク 「ネットワーク仮想化をパフォーマンス・テストに統合する方法」 (241ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

テスト・セット 利用可能なテスト・セットのリスト。ここから，仮想場所を含むテスト

を選択します。

ID テストの ID番号。

名前 テストの名前。

担当者 テストを担当するユーザ。

最終変更日 テストが最後に変更された日付。

［仮想場所のプレビュー］

表示枠

選択したテストに含まれる場所の名前が表示されます。

ネットワーク仮想化の制限事項

l ネットワーク仮想化の統合は，国際化 ( I18N)に関する表記規則に準拠していません。

l ネットワーク仮想化ソフトウェアを実行すると，トラフィックが遅延し，分析のためにトラフィックをキャ

プチャする処理も行うので，メモリを大量に消費することがあります。LoadGeneratorマシンのメモリ

容量が十分であることを確認するには，仮想化を使用する場合と使用しない場合のメモリ使用

量を比較してください。

l ネットワーク仮想化ソフトウェアの統合は，Linuxプラットフォームではサポートされていません。

l ネットワーク仮想化が有効になっているControllerマシンが2つある場合，この2つのマシンから同

じ LoadGeneratorでシナリオを実行することはできません。
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第17章: ALM Performance Centerオンライン・モ
ニタの処理

本章の内容

プロセスの監視の概要 256

モニタ環境のワークフローの設定方法 256

モニタのタイプ 257
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プロセスの監視の概要

パフォーマンス・テストを監視する前に，ALM Performance Centerの監視コンポーネントを設定して

構成する必要があります。それぞれのモニタには，特定の監視の章で説明するように，別々の設定

要件があります。次の図では，ALM Performance Centerの監視プロセスを図示します。

サーバを監視する前に，次の手順を実行してください。

l サーバ・マシンの監視環境を設定します(必要な場合 )。

l Controllerマシンのモニタを設定します。

詳細については，「モニタ環境のワークフローの設定方法」 (256ページ)を参照してください。

モニタ環境のワークフローの設定方法

このタスクでは，ALM Performance Centerのオンライン・モニタ環境の設定方法について説明しま

す。ALMテスト・リソース・モジュールでパフォーマンス・テストの実行中にControllerが監視するマシンと

測定を指定します。パフォーマンス・テストの実行中，収集された測定データがオンライン・グラフに表

示されます。

1. サーバ・マシンの監視環境の設定

次のモニタを使用するには，最初にサーバ・マシンに監視コンポーネントをインストールまたは設

定する必要があります。監視コンポーネントの詳細については，特定の監視の項を参照してくだ

さい。
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n 「Citrix監視環境の設定方法」 (306
ページ)

n 「J2EE/.NET診断を有効化，設定する

方法」 (165ページ)

n 「ネットワーク・モニタ環境の設定方法」

(276ページ)

n 「Oracleモニタ環境の設定方法」 (290
ページ)

n 「PeopleSoft( Tuxedo)リソース・モニタの設

定方法」 (296ページ)

n 「SAPGUIサーバのリソース・モニタの設定方

法」 (297ページ)

n 「Tuxedoモニタ環境の設定方法」 (302ペー

ジ)

n 「UNIXモニタ環境の設定方法」 (271ペー

ジ)

2. Controllerのモニタの設定

モニタ用のパフォーマンス・データを取得するには，モニタを( Controllerから)設定して，監視する

統計と測定を指定する必要があります。

n 監視するサーバの選択および監視する測定値の選択の詳細については，「モニタ・プロファイ

ルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してください。

n それぞれのモニタの標準設定の測定の詳細は，モニタの関連するリファレンスの項を参照して

ください。

モニタのタイプ

すべてのモニタはパフォーマンス・テストの終了時に，収集したデータのサマリを表示することができま

す。LoadRunner Analysisを使用して，任意のモニタのグラフを生成できます。詳細については，『HP
LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

オンライン・モニタは次のカテゴリに分類できます。

モニタのタイプ 説明

Web リソース・

モニタ

パフォーマンス・テストの実行中のWebサーバにおける，Web接続の数，スルー

プット・ボリューム，HTTP応答，サーバの再試行，ダウンロードされたページに関

する情報を提供します。詳細については，「Webリソース・モニタ」 (259ページ)を
参照してください。

実行時および

トランザクショ

ン・モニタ

トランザクションの割合および応答時間，パフォーマンス・テストに参加している仮

想ユーザの数とステータス，同様に仮想ユーザが生成するエラーの数と種類を表

示します。詳細については，「実行時とトランザクション監視」 (265ページ)を参照

してください。

システム・リ

ソース・モニタ

パフォーマンス・テストの実行中に使用された，Windows，UNIX，サー

バ，SNMP，SiteScopeのリソースを測定します。詳細については，「システム・リ

ソースの監視  」 (269ページ)を参照してください。

Network遅

延モニタ

システムのネットワークの遅延に関する情報を表示します。詳細については，

「Network遅延モニタ」 (275ページ)を参照してください。

Web サーバ・リ

ソース・モニタ

パフォーマンス・テスト実行中のMicrosoft IISおよびApacheWebサーバに関連

する統計を計測します。詳細については，「Webサーバリソースの監視」 (283
ページ)を参照してください。
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モニタのタイプ 説明

Web アプリ

ケーション・

サーバ・リソー

ス・モニタ

パフォーマンス・テスト実行中のMicrosoft ASPアプリケーション・サーバに関連す

る統計を計測します。詳細については，「Webアプリケーション・サーバ・リソースの

監視」 (287ページ)を参照してください。

データベース・

サーバ・リソー

ス・モニタ

パフォーマンス・テスト実行中のSQLServerおよびOracleデータベースに関連す

る統計を計測します。詳細については，「データベース・リソースの監視」 (289ペー

ジ)を参照してください。

ERP/CRM
サーバ・リソー

ス・モニタ

パフォーマンス・テスト実行中のSAPGUIおよびPeopleSoft( Tuxedo)に関連する

統計を計測します。詳細については，「ERP/CRMサーバ・リソースの監視」 (295
ページ)を参照してください。

J2EE & .NET
診断モニタ

J2EEWeb，アプリケーション，データベース・サーバを通した個別のトランザクション

をトレース，時間，トラブルシュートするための情報を提供します。詳細について

は，『HP Diagnostics User Guide』を参照してください。

アプリケーショ

ンのデプロイメ

ント・ソリュー

ション・モニタ

パフォーマンス・テスト実行中のCitrix MetaFrame XPサーバに関連する統計を

計測します。詳細については，「アプリケーションのデプロイメント・ソリューションの

監視 」 (305ページ)を参照してください。

ミドルウェア・パ

フォーマンス・モ

ニタ

パフォーマンス・テスト実行中のTuxedoサーバに関連する統計を計測します。詳

細については，「ミドルウェアのパフォーマンスの監視  」 (301ページ)を参照してくだ

さい。
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Web リソースの監視の概要

Webリソース・モニタでは，パフォーマンス・テストの実行中にWebサーバの次のリソースを分析できま

す。スループット，HTTP要求，ダウンロード済みページ，サーバ再試行，TCP/IP接続，SSL接続。

テストの実行中に，次のリソース監視グラフを表示できます。

秒ごとのヒット数グラフ

秒ごとのヒット数グラフは，Webサーバに対するヒット数 ( HTTP要求 ) ( Y軸 )を，パフォーマンス・テスト

の経過時間 ( X軸 )の関数として表示します。このグラフはステップ全体，または直近の60秒，180
秒，600秒，3600秒を表示できます。このグラフをトランザクションの応答時間のグラフと比較して，

ヒット数がどのようにトランザクションのパフォーマンスに影響を与えるかを見ることができます。

スループット・グラフ

スループットグラフは，テスト実行の各秒 ( X軸 )の間のWebサーバのスループットの量 ( Y軸 )に表示

します。スループットはバイト単位で測定され，所定の秒間に仮想ユーザがサーバから受信したデー

タの量を表します。このグラフをトランザクションの応答時間のグラフと比較して，スループットがどのよう

にトランザクションのパフォーマンスに影響を与えるかを見ることができます。

次の例では，トランザクション応答時間のグラフをスループット・グラフと比較しています。スループットが

減少すると，トランザクションの応答時間も減少することがグラフから明らかです。スループットのピーク

はステップの開始約 1分後です。最も高い応答時間も，この時点で発生します。

例

秒ごとのHTTP 応答数グラフ

秒ごとのHTTP 応答グラフは，パフォーマンス・テスト実行の各秒数の間 ( X軸 )に，HTTP要求の状

態を示すHTTPのステータス・コード ( Y軸 )，たとえば「要求は成功しました」または「ページが見つか
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りません」を表します。

HTTP要求はステータス・コードでグループ化されます。エラー・コードを生成したスクリプトを特定する

ことで，このグラフに表示される結果をスクリプト ( "Group By"関数を使用 )でグループ化できます。

ステータス・コードとその説明のリストは，「HTTPのステータス・コード」 (263ページ)を参照してください。

秒ごとにダウンロードされたページ数のグラフ

秒ごとのダウンロードされたページ・グラフは，テスト実行の各秒 ( X軸 )間のWebページの数 ( Y軸 )
を表示します。このグラフでは，ダウンロードされたページ数によって，仮想ユーザが作り出す負荷の

量を評価できます。

注 :秒ごとのダウンロードされたページのグラフを表示するには，スクリプトの実行時設定の［設

定］タブから［秒ごとのページ( HTML モードのみ) ］を選択する必要があります。

スループットのように，秒ごとにダウンロードされたページ数は，所定の秒間に仮想ユーザがサーバから

受信したデータの量で表したものです。

l スループットのグラフは各リソースとそのサイズを考慮します(たとえば，各 .gifファイルのサイズ，各

Webページのサイズ)。

l 秒ごとにダウンロードされたページ数のグラフは，単にページ数を考慮します。

次の例では，スループットのグラフを，秒ごとにダウンロードされたページ数のグラフと比較します。ス

ループットは，秒ごとのダウンロードされたページ数に比例しないことはグラフから明らかです。たとえ

ば，パフォーマンス・テストの15秒と16秒の間で，秒ごとにダウンロードされたページ数は増加してい

るのに対して，スループットは低下しています。
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例

秒ごとの再試行数のグラフ

秒ごとの再試行数のグラフは，Webサーバ接続の試行数 ( Y軸 )を，パフォーマンス・テストの経過時

間 ( X軸 )の関数として表示します。

サーバ接続は次の場合に再試行されます。

l 初期の接続が不正だった

l プロキシ認証を要求

l 初期の接続がサーバによって閉じられた

l サーバへの初期接続が行われなかった

l サーバは最初に LoadGeneratorの IPアドレスを解決できなかった

接続グラフ

接続のグラフは，TCP/IPのオープン接続数 ( Y軸 )を，パフォーマンス・テストの経過時間 ( X軸 )の関

数として表示します。ページ上のリンクが異なるWebアドレスにリンクしている場合は，1つのHTML
ページでブラウザが複数の接続をオープンする場合があります。各 Webブラウザで 2つの接続がオー

プンされます。

このグラフは，追加の接続が必要な場合を示すのに役立ちます。たとえば，接続数が横ばい状態に

達して，トランザクションの応答時間が急激に増加している場合，接続を追加することでパフォーマン

スが劇的に改善する可能性があります(トランザクションの応答時間の減少 )。
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秒ごとの接続グラフ

秒ごとの接続のグラフは，TCP/IPの新規オープン接続数 ( Y軸 )と，パフォーマンス・テストの各秒で

シャットダウンされた接続数 ( X軸 )を表示します。

この数が，秒ごとのヒット数よりはるかに小さな数になるようにする必要があります。新しいTCP/IP接

続は，サーバ，ルータ，ネットワークといったリソースの消費の点で非常にコストが高いからです。理想

的には，多くのHTTP要求がある場合，要求ごとに新しい接続をオープンするのではなく，同じ接続

を使用するように設定すべきです。

秒ごとのSSLのグラフ

秒ごとのSSLのグラフは，新規および再利用でオープンされた SSL接続数 ( Y軸 )を，パフォーマン

ス・テストの各秒 ( X軸 )で表示します。SSL接続は，TCP/IP接続がセキュアなサーバに対して開か

れた後にブラウザによって開かれます。

新しいSSL接続の作成は多大なリソースの消費を必要とするので，可能な限り少ない数の新しい

SSL接続を開くようにします。いったんSSL接続を確立したら，それを再利用してください。仮想ユー

ザ1人につき新しいSSL接続は 1つを超えないようにしてください。

実行時の設定で，反復ごとに新しい仮想ユーザをシミュレートするように設定した場合 (実行時の

設定 ブラウザのエミュレーションノードを使用 )，1反復，1仮想ユーザごとの新しいSSL接続は 1つ
だけにしてください。理想的には，秒ごとの新しいTCP/IPおよびSSL接続はほとんど存在しないよう

にするべきです。

HTTP のステータス・コード

次の表は，HTTPのステータス・コードのリストを表示します。これらのコードは「Webリソースの監視の

概要」 (260ページ)に表示されます。

コード 説明 コード 説明

200 OK 405 メソッドは許可されていません

201 作成されました 406 受け付けられません

202 受理されました 407 プロキシによる認証が必要です

203 不当な情報です 408 要求はタイムアウトしました

204 コンテンツがありません 409 競合しています

205 コンテンツをリセットします 410 移動しました

206 コンテンツの一部分です 411 長さが必要です

300 複数の選択肢があります 412 前提条件を満たしていません

301 恒久的に移動しました 413 要求されたエンティティが大きすぎます

302 見つかりました 414 要求されたURIが大きすぎます

303 ほかを参照してください 415 サポートされていないメディアの種類です

304 変更されていません 416 要求された範囲内にありません
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コード 説明 コード 説明

305 プロキシを使用します 417 要求どおりの処理が不可能です

307 一時的なリダイレクトです 500 サーバの内部エラーです

400 無効な要求です 501 実装されていません

401 未許可です 502 無効なゲートウェイです

402 支払いが必要です 503 サービスは利用できません

403 禁止されています 504 ゲートウェイはタイムアウトしました

404 見つかりません 505 サポートされていないHTTPのバージョンです

上記のステータス・コードおよびその説明の詳細について

は，http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html#sec10を参照してください。
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実行時グラフの概要

実行時モニタは，パフォーマンス・テストに参加している仮想ユーザのステータス，および仮想ユーザが

生成するエラーの数およびタイプに関する情報を提供します。さらに，実行時モニタは，仮想ユーザ・

スクリプトでユーザが定義したポイントのリアルタイムの値を表示する，ユーザ定義のデータ・ポイント・

グラフを提供します。

実行時モニタは標準設定で有効で，パフォーマンス・テストの開始時に仮想ユーザの監視を自動的

に開始します。

テストの実行中に，次の実行時監視グラフを表示できます。

実行中の仮想ユーザ・グラフ

モニタの実行中の仮想ユーザ・グラフは，すべてのGeneratorコンピュータ上で現在実行中のパフォー

マンス・テストを実行している仮想ユーザのステータスに関する情報を提供します。グラフは実行中の

仮想ユーザの数を表示し，同時に凡例で各状態の仮想ユーザの数を示します。

各仮想ユーザの名前フィールドには，仮想ユーザの現在のステータスが表示されます。次の表では

各仮想ユーザのステータスについて説明します。

ステータス 説明

実行中 すべてのLoadGenerator上で現在実行中の仮想ユーザの総数。

準備完了 スクリプトの初期化セクションを完了して実行の準備完了ができている仮想ユー

ザの数。

完了 実行が終了した仮想ユーザの数。これには成功と失敗の両方の仮想ユーザが

含まれます。

エラー 実行でエラーが生成された仮想ユーザの数。

ユーザ定義のデータ・ポイント・グラフ

ユーザ定義のデータ・ポイント・グラフは，ユーザ定義・データ・ポイントのリアルタイムの値を表示しま

す。 lr_user_data_point関数を適切な場所 ( GUI仮想ユーザの場合は user_data_point，Java
仮想ユーザの場合は lr.user_data_point)に挿入することで，仮想ユーザのスクリプトにデータ・ポイン

トを定義します。

Action1()
{
    lr_think_time(1);
    lr_user_data_point ("data_point_1",1);
    lr_user_data_point ("data_point_2",2);
    return 0;
}

WebおよびOracle NCA といった，グラフィカルなスクリプト表示をサポートする仮想ユーザ・プロトコル

については，データ・ポイントをユーザ定義のステップとして挿入します。データ・ポイントの情報は，スク

リプトが関数またはステップを実行するたびに毎回収集されます。
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標準設定では，ALM Performance Centerはデータ・ポイントのすべてを単一のグラフで表示します。

凡例は各データ・ポイントに関する情報を提供します。必要に応じて，グラフの下の凡例を使用して

特定のデータ・ポイントを非表示にすることができます。

パフォーマンス・テストの完了後は，データ・ポイントをオフラインで表示することもできます。詳細につい

ては，『HP LoadRunner Analysisユーザーズ・ガイド』を参照してください。

エラーの統計グラフ

モニタのエラーの統計グラフは，テスト実行の毎秒に発生するエラーの数に関する詳細を提供しま

す。エラーはエラーの発生元でグループ化されます。たとえば，スクリプト内の場所または Load
Generatorの名前などです。

操作グラフ

操作グラフには，シナリオに使用するすべてのSVサーバの仮想化サービス操作パフォーマンス・カウン

タが表示されます。シナリオで使用するサービスのみが表示されます。

例

＜サーバ＞上の操作数のグラフは，測定値 ( Y軸 )を，パフォーマンス・テストの経過時間 ( X軸 )の
関数として表示します。

測定値 説明

平均応答時間 仮想化サービスの平均応答時間 (ミリ秒 )

ヒット率 仮想化サービス操作の1秒あたりの要求数

スループット 仮想化サービス操作で送受信するデータの測定値 (メガバイト )

サービスのグラフ

サービス・モニタには，テスト実行中に使用する仮想化サービスに関する情報が表示されます。

＜サーバ＞上のサービス数のグラフは，測定値 ( Y軸 )を，パフォーマンス・テストの経過時間 ( X軸 )
の関数として表示します。

例
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測定値 説明

平均応答時

間

仮想化サービスの平均応答時間 (ミリ秒 )

データ・シミュ

レーションの精

度

パーセントで表す仮想化サービスのデータ・モデル・エミュレーションの精度。利用

可能な場合，精度は対応する実際のサービスに関して記録された動作と比

較されます。

ヒット率 仮想化サービスの1秒あたりの要求数

パフォーマンス・

シミュレーション

の精度

パーセントで表す仮想化サービスのパフォーマンス・モデル・エミュレーションの精

度。利用可能な場合，精度は対応する実際のサービスに関して記録された

動作と比較されます。

スループット 仮想化サービスで送受信するデータの測定値 (秒ごとのメガバイト )

エラーのある仮想ユーザ・グラフ

エラーのある仮想ユーザ・グラフは，テスト実行中にエラーを生成した仮想ユーザの数に関する詳細を

提供します。エラーはエラーの発生元でグループ化されます。

トランザクション・モニタ・グラフの概要

トランザクション・モニタはテスト実行中のトランザクションの割合と応答時間を表示します。トランザク

ション・モニタは標準設定で有効で，テスト実行の開始時に仮想ユーザのトランザクションの監視を

自動的に開始します。リソースを節約するために，トランザクション・モニタをControllerから無効にす

ることができます。

テストの実行中に，次のトランザクション・モニタのグラフを表示できます。

l トランザクション応答時間グラフは，トランザクションの平均応答時間を秒で表したもの( Y軸 )を，

パフォーマンス・テストの経過時間 ( X軸 )の関数として表示します。

l 秒ごとのトランザクション(成功 )グラフは，1秒あたりに実行されたトランザクションの成功数 ( Y軸 )
を，パフォーマンス・テストの経過時間 ( X軸 )の関数として表示します。

l 秒ごとのトランザクション(失敗，停止 )グラフは，1秒あたりのトランザクションが失敗および停止し

た数 ( Y軸 )を，パフォーマンス・テストの経過時間 ( X軸 )の関数として表示します。

l 秒ごとのトランザクション総計 (成功 )グラフは，秒ごとの完了，成功したトランザクションの総数 ( Y
軸 )を，パフォーマンス・テストの経過時間 ( X軸 )の関数として表示します。

注 :

n 仮想ユーザ・スクリプトにトランザクションが定義されていない場合，または実行されるトラン

ザクションが無い場合，データはオンライン・モニタ・グラフに表示されません。

n 各トランザクションについてWebページ診断を生成するには，Controllerから診断オプション

を構成します。
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システム・リソース・モニタの概要

ALM Performance Centerのシステム・リソース・モニタを使用して，パフォーマンス・テストの実行中の

マシンのシステム・リソースの使用状況を監視して，サーバのパフォーマンスのボトルネックを隔離しま

す。

システム・リソースの使用率は，トランザクションの応答時間に大きな影響を与える要因の1つで

す。ALM Performance Centerリソース・モニタを使用すると，テストを実行中のマシンの

Windows，UNIX，SiteScope，SNMPサーバを監視でき，特定のマシンでボトルネックが発生する理

由を特定できます。

リソース・モニタはテスト実行を行うと自動的に有効化されます。ただし，監視するマシンおよび各マシ

ンについて監視するリソースを指定する必要があります。また，テストの実行中にマシンおよびリソース

の追加または削除もできます。

Windows リソースの監視

Windows リソース・モニタには，テスト実行中に測定されたWindowsのリソースが表示されま

す。Windowsの測定結果は，Windows PerformanceMonitorで利用可能な組み込みのカウンタに

一致します。

Windowsのドメイン・セキュリティを使用していないリモートのWindowsサーバを監視する場合，リ

モートのWindowsサーバ上のControllerを認証する必要があります。Controllerを認証するには，リ

モートの監視するWindowsマシンにログオンするのに使用するパスワードとユーザ名が一致するよう

に，アカウントを作成するか，またはControllerにログオンするのに使用するアカウントのパスワードを変

更します。リモートのWindowsマシンが別のマシンのリソースを要求する場合，リソースを要求してい

るマシンのログインしているユーザ名とパスワードが送信されます。

UNIX リソースの監視

UNIX リソース・モニタには，テスト実行中に測定されたUNIXのリソースが表示されます。このグラフに

より，仮想ユーザの負荷によるさまざまなシステム・リソースの影響を判断できます。

UNIXカーネルの統計の測定値には rstatdデーモンで利用可能なものが含まれます。測定値の詳

細については，「UNIX リソース・パフォーマンス・カウンタ」 (272ページ)を参照してください。

注 :監視するすべてのUNIXマシン上で rstatdデーモンを設定する必要があります。詳細につい

ては，「UNIXモニタ環境の設定方法」 (271ページ)を参照してください。

SNMP リソースの監視

SNMP リソース・モニタには，Simple Network Management Protocol( SNMP)を使用している

WindowsまたはUNIXマシンの統計が表示されます。SNMP リソース・モニタは，Simple Network
Management Protocol( SNMP)を利用して，SNMPエージェントを実行しているすべてのマシンを監

視することができます。
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SiteScope リソースの監視

SiteScopeリソース・モニタ・グラフには，テスト実行中に測定された SiteScopeのリソースが表示され

ます。SiteScopeモニタは，サーバ，ネットワーク，プロセッサ・パフォーマンス・カウンタを測定できま

す。SiteScopeで監視可能なパフォーマンス・カウンタの詳細については，関連するSiteScopeのド

キュメントを参照してください。

SiteScopeモニタを設定する前に，SiteScopeがサーバにインストールされていることを確認してくださ

い。SiteScopeはControllerと同じマシンにインストールすることも，専用のサーバにインストールするこ

ともできます。SiteScopeがControllerとは別のマシンにインストールされている場合，SiteScopeマシ

ンがControllerマシンからアクセス可能であることを確認します。

UNIX モニタ環境の設定方法

このタスクでは，UNIX・モニタを実行する前にUNIX環境を設定する方法について説明します。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「rstatdデーモンが既に設定されているかどうかの確認」 (271ページ)

l 「rstatdデーモンの設定」 (271ページ)

l 「ファイアウォールをまたがって UNIXマシンのモニタを設定する(オプション) 」 (272ページ)

l 「Controllerのモニタ測定値の設定」 (272ページ)

1. rstatdデーモンが既に設定されているかどうかの確認

rstatdデーモンは既に設定済みの可能性があります。なぜならマシンが rstatd要求を受信する

と，そのマシンの inetdは自動的に rstatdをアクティブ化するからです。

n rupコマンドは，rstatdの設定を含む，さまざまなマシンの統計をレポートします。UNIXマシン

上で次のコマンドを実行して，マシンの統計を表示します。

>rup host

n または， lr_host_monitor を使用して関連する統計が返されるかどうかを見ることもできま

す。

コマンドによって意味のある統計が返されれば，rstatdデーモンは既に設定されアクティブ化さ

れています。そうでない場合，またはエラー・メッセージが返される場合は，rstatdデーモンは設

定されていません。

2. rstatdデーモンの設定

rstatdデーモンがまだ設定されていない場合，次の手順に従って設定します。

a. UNIXマシン上で，次のコマンドを実行します。su root

b. /etc/inetd.confを開き，rstatdの列を探します(名前が rstatdで始まります)。コメント・アウト

されている場合 ( #を使用 )は，コメントの指示を除去してファイルを保存します。

c. コマンド・ラインから，次のコマンドを実行します。

kill -1 inet_pid
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ここで， inet_pidは inetdプロセスのPIDです。これにより inetdに対して /etc/inetd.conf
ファイルを再スキャンするよう指示し，rstatdデーモンを含む，コメント・アウトされていないすべ

てのデーモンを登録します。

d. rupを再度実行します。

それでもコマンドが rstatdデーモンが設定されていないことを示す場合は，システム管理者に

問い合わせてください。

3. ファイアウォールをまたがって UNIX マシンのモニタを設定する(オプション)
ファイアウォールをまたがって UNIXマシンをモニタするには，rpcinfoという名前のUNIXユーティリ

ティを実行して rstatdのポート番号を識別する必要があります。

rpcinfo -p ＜ホスト名＞ を実行します。ホストのポートマッパーに登録されたすべてのRPCサー

バとそのポート番号のリストが表示されます。このリストは，rstatdが停止して再び起動するまで

変更されません。

ファイアウォールによっては，ポートの代わりにRPCプログラム番号でポートを開くのを許可しま

す。そのような場合，プログラム100001を開きます。バージョン番号を含めるよう求められた場合

は，バージョン 3および4を指定します。

4. Controllerのモニタ測定値の設定

タスクの詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してく

ださい。

測定値の詳細については，「UNIX リソース・パフォーマンス・カウンタ」 (272ページ)を参照してくだ

さい。

UNIX リソース・パフォーマンス・カウンタ

UNIXマシンでは，次の標準設定の測定値が利用可能です。

測定 説明

Average load 直前に，同時に準備完了の状態であったプロセスの平均数

Collision rate イーサネット上で検出された毎秒のコリジョン数

Context switches rate プロセスまたはスレッド間の秒ごとの切り替え数

CPU utilization CPUが使用された時間の割合

Disk rate ディスクの転送率

Incoming packets error
rate

イーサネットのパケットを受信中の秒ごとのエラー数

Incoming packets rate 秒ごとの受信イーサネット・パケット

Interrupt rate 秒ごとのデバイスの中断数

Outgoing packets error
rate

イーサネットのパケットを送信中の秒ごとのエラー数
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測定 説明

Outgoing packets rate 秒ごとの送信イーサネット・パケット

Page-in rate 秒ごとの物理メモリに読み込まれるページ数

Page-out rate 秒ごとの，ページファイルに書き込まれて物理メモリから削除される

ページ数

Paging rate 秒ごとの物理メモリに読み込まれるかページファイルに書き出される

ページ数

Swap-in rate スワップインされるプロセス数

Swap-out rate スワップアウトされるプロセス数

System mode CPU
utilization

システム・モードで CPUが使用された時間の割合

User mode CPU
utilization

ユーザ・モードで CPUが使用された時間の割合
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ネットワークの監視の概要

ネットワークの設定は，アプリケーションのパフォーマンスの主要な要因です。不完全に設計されたネッ

トワークは，クライアントの活動を許容できないレベルまで低下させます。

ネットワークの監視を使用して，パフォーマンス・テストにおいてネットワークが遅延の原因であるかどう

かを判断します。問題のあるネットワーク・セグメントを識別することもできます。

実際のWebまたはクライアント /サーバ・システムには，数多くのネットワーク・セグメントが存在します。

パフォーマンスの低い単一のネットワーク・セグメントはシステム全体に影響を及ぼします。

次の図は典型的なネットワークを示します。サーバ・マシンから仮想ユーザのマシンへ行くために，デー

タは複数のセグメントを経由します。

ネットワークの遅延時間モニタは，送信元と目的のマシンの間の完全パス(たとえば，データベース・

サーバと仮想ユーザ・ホスト )の遅延を示します。グラフは，経過したパフォーマンス・テスト時間の機能

として遅延をマップします。定義済みのパスは，別々の行に異なる色で表されます。

ネットワークのパフォーマンスを測定するために，ネットワーク・モニタはネットワークを通じてデータのパ

ケットを送信します。パケットが返されると，モニタは要求したノードまでパケットが到達して戻ってくるま

でに要した時間を計算します。この時間が，ネットワーク遅延時間グラフに表示される遅延です。

注 :送信元のコンピュータから各ノードへの遅延は同時に，しかも独立して測定されます。した

がって，送信元のコンピュータからノードの1つへの遅延は，送信元から目的のコンピュータへの

完全パスよりも大きくなる可能性があります。

l ネットワーク監視環境の設定方法の詳細は，「ネットワーク・モニタ環境の設定方法」 (276ページ)
を参照してください。

l UNIXの送信元コンピュータをネットワーク・モニタ用に構成する方法の詳細は，「ネットワーク・モニ

タ用 UNIXの送信元マシンの設定方法」 (278ページ)を参照してください。

ネットワーク・モニタ環境の設定方法

このタスクでは，環境をネットワーク・モニタ用に準備する方法について説明します。

ネットワーク・モニタの詳細については，「ネットワークの監視の概要」 (276ページ)を参照してください。
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このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (277ページ)

l 「UNIXの送信元コンピュータを構成する -オプション」 (277ページ)

l 「送信元のコンピュータと目的のコンピュータの間のファイアウォールを構成する -オプション」 (277
ページ)

l 「Controller上のネットワーク・モニタの設定」 (278ページ)

1. 前提条件

ネットワーク・モニタを有効にするには，送信元のコンピュータにPerformance Centerエージェント

をインストールする必要があります。目的のコンピュータには Performance Centerエージェントをイ

ンストールする必要はありません。

ネットワーク・モニタを実行するには，Windows送信元コンピュータ上の管理者権限が必要です

( ICMPプロトコルを使用している場合以外 )。

2. UNIX の送信元コンピュータを構成する -オプション

UDPまたは ICMPを使用して，UNIXの送信元コンピュータ上でネットワーク・モニタを実行でき

ます。UNIX送信元コンピュータからネットワーク・モニタを実行する前に，送信元コンピュータを構

成します。タスクの詳細については，「ネットワーク・モニタ用 UNIXの送信元マシンの設定方法」

(278ページ)を参照してください。

3. 送信元のコンピュータと目的のコンピュータの間のファイアウォールを構成する -オ
プション

送信元と目的のコンピュータの間にファイアウォールが存在するネットワークを監視する場合，ネッ

トワーク・データ・パケットが目的地まで到達するようにファイアウォールを構成する必要がありま

す。

n TCPプロトコルを使用している場合，目的のコンピュータを保護しているファイアウォールは外

に向かう ICMP_TIMEEXCEEDEDパケット (コンピュータからファイアウォールの外側に送信さ

れるパケット )をブロックしないようにする必要があります。さらに，送信元のコンピュータを保護

しているファイアウォールは，外に出ていくTCPパケットと同様に，中に入ってくる ICMP_
TIMEEXCEEDEDパケットを許可する必要があります。

n ICMPプロトコルを使用している場合，目的のコンピュータのファイアウォールは，中に入ってく

る ICMP_ECHO_REQUESTパケット，または外に出ていく ICMP_ECHO_REPLYおよび

ICMP_ECHO_TIMEEXCEEDEDパケットをブロックしないようにする必要があります。さらに，

送信元のコンピュータを保護しているファイアウォールは，中に入ってくる ICMP_ECHO_
REPLYおよび ICMP_ECHO_TIMEEXCEEDEDパケット，外に出ていく ICMP_ECHO_
REQUESTパケットを許可する必要があります。

n UDPプロトコルを使用している場合，送信元のコンピュータから目的のコンピュータにUDPプ

ロトコルでアクセスできることを確認してください。目的のコンピュータのファイアウォールは，外に

出ていく ICMP_DEST_UNREACHABLEおよび ICMP_ECHO_TIMEEXCEEDEDパケット

をブロックしないようにする必要があります。さらに，送信元のコンピュータを保護しているファイ

アウォールは，中に入ってくる ICMP_DEST_UNREACHABLEおよび ICMP_ECHO_
TIMEEXCEEDEDパケットを許可する必要があります。

注 : Controllerと送信元のコンピュータの間にファイアウォールがある場合にネットワーク遅
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延モニタを実行するには，ファイアウォールを超えて監視するためにPerformance Center
エージェント，MI Listener，ネットワーク遅延モニタを設定する必要があります。

4. Controller上のネットワーク・モニタの設定

タスクの詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してく

ださい。

ネットワーク・モニタ用 UNIX の送信元マシンの設定方法

このタスクでは，ネットワーク・モニタを実行する前にUNIXの送信元マシンを設定する方法について

説明します。

ネットワーク・モニタの詳細については，「ネットワークの監視の概要」 (276ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「Performance Centerがローカルにインストールされている場所に権限を割り当てる」 (278ページ)

l 「ネットワーク上のPerformance Centerがインストールされている場所に権限を割り当てる」 (278
ページ)

l 「RSHを使用したUnixの送信元マシンへの接続 」 (279ページ)

l 「エージェントを使用したUnixの送信元マシンへの接続」 (279ページ)

1. Performance Centerがローカルにインストールされている場所に権限を割り当

てる

次の手順に従って，merc_webtraceプロセスに root権限を割り当てます。

a. 送信元マシンに root としてログインします。

b. 「cd ＜Performance Center のインストール場所＞ /bin」と入力して binディレクトリに移動

します。

c. 「chown root merc_webtrace 」と入力してmerc_webtrace ファイルの所有者を rootユー

ザにします。

d. 「chmod +s merc_webtrace 」と入力して，ファイルの権限に sビットを追加します。

e. 確認のために ls -l merc_webtraceと入力します。権限は次のようになります：-rwsrwsr-x。

2. ネットワーク上のPerformance Centerがインストールされている場所に権限を

割り当てる

Performance Centerのネットワーク・インストールで，merc_webtrace プロセスはネットワーク上に

ありますが，送信元マシンのディスク上にはありません。次の手順は，merc_webtraceファイルを

ローカル・ディスクにコピーしてmdrv.datがプロセスを認識するように設定し，merc_webtraceに
root権限を割り当てます。

a. merc_webtraceを＜Performance Center のインストール場所＞ /binから，送信元マシン

のローカル・ディスク上にコピーします。たとえば，ファイルを /local/＜performance center＞
ディレクトリにコピーするには次のように入力します。cp /net/tools/performance
center_installation/bin/merc_webtrace /local/＜Performance
Center＞
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注 :同じネットワーク・インストールを使用している送信元マシンのすべてでmerc_
webtraceをローカル・ディスク上の同じディレクトリ・パスにコピーする必要があります(たと

えば，/local/＜Performance Center＞ )。なぜなら，それらはすべて同じ

mdrv.datを使用しているためです。

b. 次の行を＜Performance Center のインストール場所＞ /dat/mdrv.datファイルの

[monitors_server]セクションに追加します。

ExtCmdLine=-merc_webtrace_path /local/xxx

c. 送信元マシンに root としてログインします。

d. 「cd performance center_installation/bin」と入力して binディレクトリに移動

します。

e. 「chown root merc_webtrace 」と入力してmerc_webtraceファイルの所有者を root
ユーザにします。

f. 「chmod +s merc_webtrace 」と入力して，ファイルの権限に sビットを追加します。

g. 確認のために ls -l merc_webtraceと入力します。権限は次のようになります：

-rwsrwsr-x。

3. RSH を使用したUnixの送信元マシンへの接続

ControllerがRSHを通して送信元マシンに接続 (標準設定の接続モード )されている場合は，

次の手順に従います。この場合，エージェント・デーモンをアクティブ化する必要はありません。

ネットワーク・モニタを初めて実行する前に，暗号化されたユーザ名とパスワードをネットワーク・モ

ニタ設定ファイルに入力します。

a. Performance Centerホスト マシン上で，「cd＜Performance Centerのインストール場

所＞ /bin」と入力して binディレクトリに移動します。

b. CryptonApp.exeを実行します。

c. ［パスワード］ボックスに，RSHのユーザ名とパスワードを縦棒の記号で区切って入力します。

たとえば，myname|mypw。

d. ［生成］をクリックします。暗号化された文字列がEncoded文字列フィールドに表示されま

す。

e. ［コピー］をクリックして，暗号化された文字列をクリップボードにコピーします。

f. 次の行を＜Performance Center のインストール場所＞ /dat/monitors/ndm.cfgファイル

の[hosts]セクションに追加します。

Host = ＜クリップボードからコピーした暗号化された文字列＞

g. 現在のパフォーマンス・テストをいったん閉じてから開きます。ALM Performance Centerは更

新された設定ファイルを読み込み，送信元マシンをモニタ用に認識します。

4. エージェントを使用したUnixの送信元マシンへの接続

ControllerがRSHを通して送信元マシンに接続されていない場合は，次の手順に従ってエー

ジェント・デーモンをアクティブ化します。

a. ＜Performance Center のインストール場所＞ /binディレクトリで m_daemon_setup -
installと入力します。
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b. ネットワーク・モニタをアクティブ化する時は必ず，エージェント・デーモンが実行中であることを

確認します。

c. ネットワーク遅延モニタ・エージェント・デーモンを停止するには，m_daemon_setup -
removeと入力します。

ネットワーク遅延モニタのユーザインタフェース

本項の内容

l 「［ネットワーク遅延時間］グラフ」 (280ページ)

［ネットワーク遅延時間］グラフ

ネットワーク遅延時間のグラフには，送信元マシンと目的のマシンの間の完全パスの遅延 ( Y軸 )が，

パフォーマンス・テスト時間の経過 ( X軸 )の関数として表示されます。

［ネットワーク遅延監視用の目的マシンの追加］ダイアログ・ボックスで定義された各パスが，グラフの

別々の行に異なる色で表されます。

トラブルシューティングと制限事項

本項では，ネットワーク遅延モニタのトラブルシューティングについて説明します。

監視が成功せずALM Performance Centerが送信元または目的のマシンを特定できない場合は，

お使いのマシンから指定したマシンにアクセスできることを確認してください。"ping"操作を実行しま

す。コマンド・ライン・プロンプトで Ping サーバ名 と入力します。

ネットワーク・パス全体を確認するには， trace routeユーティリティを使用してパスが有効であることを

確認します。

Windowsでは，tracert ＜サーバ名＞ と入力します。

UNIXでは，traceroute ＜サーバ名＞ と入力します。

マシンがアクセス可能でネットワーク・パスが有効であることを確認した後でも監視の問題が続くようで

あれば，次の手順を実行してください。
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1. TCPプロトコルを使用している場合は，送信元マシンから＜Performance Center のルート・

フォルダ＞ \bin\webtrace.exeを実行して，問題がControllerに関連しているか，またはネット

ワーク遅延モニタがベースとしているテクノロジに関連しているのかを判断します。UDPまたは

ICMPプロトコルを使用している場合は，問題はWebTraceではなくControllerに関連していま

す。なぜならそれらのプロトコルはWebTraceベースではないからです。

2. webtrace.exeを実行して結果を受信する場合，問題はControllerに関連しています。送信

元のマシンがUNIXマシンではないことを確認して，次の情報と併せてカスタマ・サポートのWeb
サイトまでお問い合わせください。

n Controllerのログ・ファイル，drv_log.txt，Controllerマシンの tempディレクトリにあります。

n traceroute_serverログ・ファイル。送信元マシン上にあります。

n パス・ディレクトリのTRS_debug.txtおよびWT_debug.txtファイルにあるデバッグ情報。これら

のファイルは，次の行を＜Performance Center のルート・フォルダ＞ \dat\mdrv.datファイルの

[monitors_server]セクションに追加して，ネットワーク・モニタを再実行することで生成されます。

ExtCmdLine=-traceroute_debug path

3. webtrace.exeを実行しても結果を得られない場合，問題はネットワーク遅延モニタが基礎とし

ているWebTraceテクノロジに関連しています。送信元マシン上で次の手順を実行します。

n packet.sysファイル( Webtraceドライバ)がWINNT\system32\driversディレクトリに存在する

ことを確認します。

n ドライバ( "Cloud"または "Sniffer"など)がネットワーク・カード・ドライバの上にインストールされて

いるかどうか確認します。もしそうであれば，削除してから再度 WebTraceを実行します。

n マシンの管理者権限があることを確認します。

n ipconfig /allを使用して，ネットワーク・カードにただ 1つの IPアドレスが割り当てられて

いることを確認します。WebTraceは，1つのカードに割り当てられた複数の IPアドレスを処理

する方法を知りません( IPスプーフィング)。

n インストールされているネットワーク・カードの数を確認します。webtrace - devlistを実行

して，利用可能なネットワーク・カードのリストを取得します。

n リストに複数のカードがある場合は，webtrace -dev ＜デバイス名＞ ＜宛先＞を実行し

ます。＜デバイス名＞はリストに表示されているネットワーク・カード名の1つです。WebTrace
が間違ったカードにバインドされていることが分かった場合は，webtrace set_device ＜

デバイス名＞ を使用してレジストリ・キーを設定し，WebTraceに対して標準設定のカードで

はなく指定したカードを使用するよう指示します。

n ネットワーク・カードがイーサネット・タイプであることを確認します。

n カスタマ・サポートのWebサイトに webtrace.exe - debug(たとえば，webtrace.exe
debug www.merc-int.com)およびマシンのipconfig /allの出力と併せてお問い合

わせください。
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第22章: Webサーバリソースの監視

本章の内容

Webサーバ・リソースの監視の概要 284

Apacheの標準設定のサーバ・プロパティを変更する方法 284

Apacheのパフォーマンス・カウンタ 284

Microsoft IISのパフォーマンス・カウンタ 285
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Web サーバ・リソースの監視の概要

Webサーバ・リソースの監視は，パフォーマンス・テストの実行中におけるMicrosoft IISおよびApache
Webサーバのリソースの使用状況に関する情報を提供します。このデータを取得するには，テストを

実行する前に，サーバのオンライン・モニタをアクティブ化して測定するリソースを指定する必要がありま

す。

Controller上でモニタを設定する方法についての詳細は，「モニタ環境のワークフローの設定方法」

(256ページ)を参照してください。

Apache の標準設定のサーバ・プロパティを変更する方法

このタスクでは，モニタの設定ファイルに定義されている，Apacheの標準設定のサーバ・プロパティを

変更する方法について説明します。

1. ＜Performance Center サーバのルート・フォルダ＞ \dat\monitorsディレクトリにある

apache.cfgファイルを開きます。

2. Delimiter=:文の後の次のパラメータを編集します。

InfoURL：サーバの統計情報のURL

ServerPort：サーバのポート番号

SamplingRate：モニタがサーバから統計情報を取得する間隔 (ミリ秒 )です。この値が1000より

大きい場合，ALM Performance Centerはそれをサンプリング・レートとして使用します。それ以外

の場合は，［オプション］ダイアログ・ボックスの［モニタ］タブで定義されたサンプリング・レートが使用

されます。

3. ファイルを保存して閉じます。

Apache のパフォーマンス・カウンタ

次の表では，テスト実行中にApacheWebサーバで監視可能な測定値とサーバのプロパティについ

て説明します。

測定 説明

# Busy Servers ビジー状態のサーバの数。

# Idle Servers アイドル状態のサーバの数。

Apache CPU Usage Apacheサーバによって CPUが使用された時間の割合。

Hits/sec HTTP要求の割合。

KBytes Sent/sec Webサーバから送信されたデータ・バイトの割合。
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Microsoft IIS のパフォーマンス・カウンタ

次の表では，テスト実行中にMicrosoft IIS Webサーバで監視可能な測定値とサーバのプロパティに

ついて説明します。

オブ

ジェクト 測定 説明

Web
サービス

Bytes Sent/sec Webサービスから送信されたデータ・バイトの割合。

Web
サービス

Bytes
Received/sec

Webサービスから受信したデータ・バイトの割合。

Web
サービス

Get
Requests/sec

GET メソッドを使用したHTTP要求が実行された割合。GET要

求は一般的に基本的なファイルの取得またはイメージ・マップに使

用されます。

Web
サービス

Post
Requests/sec

POST メソッドを使用したHTTP要求が実行された割合。POST
要求は一般的に，フォームまたはゲートウェイ要求に使用されま

す。

Web
サービス

Maximum
Connections

Webサービスで確立された同時接続の最大数。

Web
サービス

Current
Connections

Webサービスで確立された同時接続の現在の数。

Web
サービス

Current
NonAnonymous
Users

Webサービスを使用した非匿名接続を有しているユーザの数。

Web
サービス

Not Found
Errors/sec

要求されたドキュメントが見つからなかったために，要求がサーバに

よって満たされなかったことによるエラーの割合。これらは一般的に

HTTP 404エラー・コードとしてクライアントに報告されます。

Process Private Bytes プロセスが割り当てた現在のバイト数で，他のプロセスと共有不可

能なものです。
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第23章: Webアプリケーション・サーバ・リソースの監
視

本章の内容

Webアプリケーション・サーバ・リソースの監視の概要 288

MS Active Server Pagesのパフォーマンス・カウンタ 288
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Web アプリケーション・サーバ・リソースの監視の概要

ALM Performance CenterのWebアプリケーション・サーバ・リソース・モニタを使用して，テストの実行

中にMicrosoft Active Server Pagesサーバを監視し，アプリケーション・サーバのパフォーマンスのボト

ルネックを隔離します。

Microsoft Active Server Pages( ASP)モニタは，テストを実行中のASPサーバにおけるリソースの使

用状況に関する統計を表示します。

MS Active Server Pages のパフォーマンス・カウンタ

次の表は，監視可能な標準設定のカウンタについて説明します。

測定 説明

Errors per
Second

秒ごとのエラーの数。

Requests Wait
Time

直前の要求がキューで待機していた時間 (ミリ秒 )。

Requests
Executing

現在実行中の要求の数。

Requests Queued サービスのためにキューで待機している要求の数。

Requests
Rejected

処理するための十分なリソースが存在しなかったために実行されなかった要

求の総数。

Requests Not
Found

見つからなかったファイルに対する要求の数。

Requests/sec 秒ごとの実行された要求の数。

Memory Allocated Active Server Pagesによって現在割り当てられているメモリの総数 (バイ

ト )。

Errors During
Script
Run-Time

実行時エラーのために失敗した要求の数。

Sessions Current サービスを受けている現在のセッションの数。

Transactions/sec 秒ごとの開始済みトランザクションの数。
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第24章:データベース・リソースの監視

本章の内容

データベース・リソースの監視の概要 290

Oracleモニタ環境の設定方法 290

Oracleのパフォーマンス・カウンタ 292

SQL Serverのパフォーマンス・カウンタ 293
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データベース・リソースの監視の概要

ALM Performance Centerのデータベース・サーバ・リソースの監視は，パフォーマンス・テストの実行中

におけるOracle，SQLServerのデータベース・リソースの利用状況の統計を測定します。これらのモニ

タを使用して，データベース・サーバのパフォーマンスのボトルネックを隔離します。

OracleモニタはOracle V$ テーブルの情報を表示します。セッション統計，V$SESSTAT，システム統

計，V$SYSSTAT，カスタム・クエリでユーザによって定義された他のテーブル・カウンタなどです。

ControllerでOracleモニタ用のモニタ測定値を定義する前に，データベース・サーバ上でモニタ環境を

設定する必要があります。

Oracleモニタ設定の詳細については，「Oracleモニタ環境の設定方法」 (290ページ)を参照してくだ

さい。

Oracle モニタ環境の設定方法

このタスクでは，Oracleデータベース・サーバの監視を始める前に，モニタ環境の設定方法を説明し

ます。

注 : Oracle環境の設定で問題が発生した場合は，Oracleサーバを確認してエラー・メッセージ

を表示します。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (290ページ)

l 「Oracleクライアント /サーバ接続の設定」 (291ページ)

l 「監視対象のサーバ・マシンと接続して，接続を確認する」 (291ページ)

l 「監視のサンプル・レートの変更 (オプション) 」 (292ページ)

l 「Controller上のOracleモニタの設定」 (292ページ)

1. 前提条件

n ControllerマシンにOracleクライアント・ライブラリがインストールされていることを確認します。

n パス環境変数に%OracleHome%\binが含まれていることを確認します。含まれていない場

合は追加します。

n ご使用のOracleのバージョン用にレジストリが更新されていることおよび次のキーがレジストリ

にあることを確認します。HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE

n Performance Center Serverがインストールされているディレクトリのパスに次のいずれの文字も

含まれていないことを確認します。 ( ) : ; * \ / " ~ & ? { } $ % | < > + = ^ [ ].

n 監視対象のOracleサーバが起動していて稼働中であることを確認します。複数のOracle
データベース・サーバを並行して監視することが可能であることに注意してください。

注 : 32ビットのOracleクライアントだけは，Oracleモニタを実行しているControllerマシンに
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インストールする必要があります。Controllerマシンに 16ビットと32ビットのOracleクライアン

トがインストールされている場合，16ビットのインストールはアンインストールする必要があり

ます。

2. Oracle クライアント /サーバ接続の設定

Oracleクライアント ( Controllerマシン)がモニタ対象のOracleサーバと通信できるように，接続パ

ラメータを設定します。

Controllerマシン上で，テキスト・エディタで tnsnames.oraファイルを編集するか，またはOracle
サービス設定ツールを使用して，次のパラメータを設定します。

例：

［スタート］＞［プログラム］＞［Oracle for Windows NT］＞［Oracle Net8 Easy Config］

n Oracleインスタンスの新しいサービス名 ( TNS名 )

n TCPプロトコル

n ホスト名 (監視対象のサーバ・マシンの名前 )

n ポート番号 (通常 1521)

n データベースSID(標準設定値はORCL)

例：

3. 監視対象のサーバ・マシンと接続して，接続を確認する

a. データベース管理者からサービスのユーザ名とパスワードを入手して，ControllerにOracleV$
テーブル(V$SESSTAT，V$SYSSTAT，V$STATNAME，V$INSTANCE，V$SESSION)
に対するデータベース管理者権限があることを確認します。

b. Controllerマシンから tns pingを実行してOracleサーバとの接続を確認します。

注 : OracleサーバがDMZ/ファイアウォールの背後にあり，アプリケーション・サーバにアクセ
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スするための通信を制限している場合には，接続に問題が発生する場合があります。

c. ControllerからSQL*Plusを実行して，任意のユーザ名 /パスワード /サーバの組み合わせで

Oracleサーバにログインを試みます。

d. SELECT * FROM V$SYSSTATと入力して，OracleサーバのV$SYSSTATテーブルを表

示できることを確認します。同様のクエリを使用して，サーバの

V$SESSTAT，V$SESSION，V$INSTANCE，V$STATNAME，V$PROCESSテーブルを

表示できることを確認します。

4. 監視のサンプル・レートの変更 (オプション)
監視サンプルのそれぞれの長さ(秒 )を変更するには，Performance Centerのルート・フォルダの

dat\monitors\vmon.cfgファイルを編集します。標準設定のレートは 10秒です。

Oracle Monitorの最小のサンプリング・レートは 10秒です。サンプリング・レートを 10秒よりも小さ

い値に設定すると，Oracle Monitorは 10秒間隔でモニタを継続します。

5. Controller上のOracleモニタの設定

タスクの詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してく

ださい。

Oracle のパフォーマンス・カウンタ

Oracleサーバを監視 ( V$SYSSTATテーブルから)する場合，最も一般的に使用される測定値は次

のとおりです。

測定値 説明

CPU used by
this session

ユーザの呼び出し開始から終了までの間にセッションによって使用されたCPU時

間の量 ( 10ミリ秒単位 )。ユーザ呼び出しによっては 10ミリ秒以内に完了するた

めに，開始時刻と終了時刻が同じになる場合があります。この場合，統計に 0
ミリ秒が追加されます。同様の問題がオペレーティング・システムのレポートでも発

生します。とりわけ数多くのコンテキスト・スイッチで問題が発生しているシステムな

どです。

Bytes
received via
SQL*Net
from client

Net8を介してクライアントから受信したバイトの総数。

Logons
current

現在のログオンの総数。

Opens of
replaced files

既にプロセス・ファイル・キャッシュには存在しないために，再び開く必要のあるファ

イルの総数。
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測定値 説明

User calls Oracleは，ユーザがログイン，解析，実行を行う度に，関連するユーザ呼び出し

データ構造を追跡するためにリソースを割り当てます( Call State Objects)。アク

ティビティを判断する場合，RPI呼び出しに対するユーザ呼び出しの割合によっ

て，ユーザがOracleに対して送信している要求の種類の結果として生成される

内部作業の量がわかります。

SQL*Net
roundtrips
to/from client

クライアントに対して送信またはクライアントから受信されたNet8メッセージの総

数。

Bytes sent
via SQL*Net
to client

フォアグラウンド・プロセスからクライアントに送信されたバイトの総数。

Opened
cursors
current

現在のオープン・カーソルの総数。

DB block
changes

一貫した変更に密接に関連して，この統計は，更新または削除の走査の一部

であるSGA内のすべてのブロックに対して行われた変更の総数をカウントします。

これらは redoログ・エントリを生成する変更であり，トランザクションがコミットされる

とデータベースに対して永続的な変更が行われます。この統計はデータベース作

業の合計の大雑把な指標であり，バッファがダーティとなる率を(おそらくトランザク

ションごとのレベルで)示します。

Total file
opens

インスタンスによって実行されているファイル・オープンの総数。それぞれのプロセス

で，データベースに対して作業するためにはいくつかのファイルが必要です(コント

ロール・ファイル，ログ・ファイル，データベース・ファイル)。

SQL Server のパフォーマンス・カウンタ

次の表は，SQLServerのバージョン 6.5で監視可能な標準設定のカウンタについて説明します。

測定 説明

% Total
Processor Time

システムのすべてのプロセッサが，アイドル状態でないスレッドを実行中でビ

ジーな時間の平均的割合です。マルチプロセッサ・システムでは，すべてのプ

ロセッサが常にビジーな場合，これは 100%になります。すべてのプロセッサが

50%ビジーの場合これは 50%で，プロセッサの1/4が100%ビジーの場合こ

れは 25％ になります。これは有用な作業に費やした時間の断片として表示

できます。各プロセッサはアイドル・プロセスのアイドルなスレッドに割り当てら

れ，それらは他のすべてのスレッドで使用されない非生産的なプロセッサ・サ

イクルを消費します。
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測定 説明

% Processor
Time

プロセッサが非アイドルのスレッドを実行している時間の割合です。このカウン

タは，プロセッサのアクティビティを示す主要な指標として設計されました。これ

は，各サンプルの間隔でアイドルなプロセスのスレッドの実行にプロセッサが費

やした時間を測定して，その値を 100%から引くことにより計算されます(各プ

ロセッサには，他に実行準備が完了しているスレッドが無い場合にサイクルを

消費する，アイドル・スレッドがあります)。これは有用な作業に費やした，サン

プル間隔の割合として表示できます。このカウンタは，サンプル間隔に観測さ

れたビジー時間の平均的な割合を表示します。これは，サービスが非アクティ

ブだった時間を監視して，その値を 100%から引くことによって求められます。

Cache Hit Ratio 要求されたデータ・ページがデータ・キャッシュに見つかった(ディスクから読み込

む代わりに)時間の割合。

I/O - Batch
Writes/sec

バッチ I/Oを使用して，秒ごとにディスクに書き込まれる 2Kページの数。

チェックポイント・スレッドはバッチ I/Oの主要なユーザです。

I/O - Batch
Writes/sec

秒ごとのLazy Writerによってディスクにフラッシュされる 2Kページの数。

I/O -
Outstanding
Reads

保留中の物理読み込みの数。

I/O -
Outstanding
Writes

保留中の物理書き込みの数。

I/O - Page
Reads/sec

秒ごとの物理ページ読み込みの数。

I/O -
Transactions/sec

秒ごとの実行された Transact-SQLコマンド・バッチの数。

User
Connections

オープンなユーザ接続の数。
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ERP/CRM サーバ・リソースの監視の概要

ALM Performance CenterのERP/CRMサーバ・リソース・モニタを使用し，パフォーマンス・テストの実

行中のERP/CRMサーバを監視して，サーバのパフォーマンスのボトルネックを隔離します。

l PeopleSoft( Tuxedo)モニタはテスト実行中のPeopleSoft( Tuxedo)サーバのリソース使用状況に

関する統計を表示します。

l SAPGUIモニタはテスト実行中のSAP R/3システムのリソース使用状況に関する統計を表示し

ます。SAPGUIモニタを使用して次の事がモニタできます。

n 各 SAPシステムに設定されたインスタンスの数

n すべてのアプリケーション・インスタンス(ログオンしているインスタンスだけでなく)のデータ

n 使用されたトランザクションと，それらを呼び出すユーザ

n 異なるインスタンスで作業しているユーザの数

n すべてのインスタンスの直近の期間におけるパフォーマンス履歴

n 応答時間の配布

n すべてのアプリケーション・サーバのリソース消費

n 現在の日付または直近の期間における，アプリケーション・サーバの作業負荷

PeopleSoft( Tuxedo)リソース・モニタの設定方法

このタスクでは，モニタ環境を設定するための作業の順番について説明します。Tuxedo 7.1以降がイ

ンストールされている場合，一度に複数のPeopleSoft( Tuxedo)アプリケーション・サーバを監視できま

す。Tuxedo 6.5以前がインストールされている場合，一度に 1つのPeopleSoft( Tuxedo)アプリケー

ション・サーバを監視できます。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (296ページ)

l 「Controllerマシンにおける環境変数の定義」 (297ページ)

l 「ワークステーション・リスナ( WSL)プロセスの確認」 (297ページ)

l 「Controller上のPeopleSoft( Tuxedo)モニタの設定」 (297ページ)

1. 前提条件

Tuxedoワークステーション・クライアント (ネイティブ・クライアントでない)，バージョン 6.3以降，が

Controllerマシンにインストールされていることを確認します。

Tuxedo 6.xサーバを使用している場合は Tuxedo 6.x クライアント，Tuxedo 7.1以降のサーバを

使用している場合は Tuxedo 7.1以降のクライアント。

Tuxedo 6.5以前のサーバを使用している場合，WSINTOPPRE71環境変数をはいに設定す

ることで，Tuxedo 7.1以降のクライアントを使用して監視することができます。
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注 : Tuxedoワークステーション・クライアントはネットワークを介してアプリケーション・サーバと通

信しますので，Tuxedoアプリケーション・サーバを同じマシンで実行する必要はありません。

ネイティブ・クライアントは，関連する Tuxedoドメインの一部である場合 Tuxedoアプリケー

ション・サーバとのみ通信できます。

2. Controllerマシンにおける環境変数の定義

a. TUXDIR変数を Tuxedoのインストール・ディレクトリ(たとえば，V:\environ\32\Tuxedo 8.0)
に設定します。

b. Tuxedo binディレクトリをPATH変数に追加します。

3. ワークステーション・リスナ( WSL)プロセスの確認

ワークステーション・リスナ( WSL)プロセスが実行中であることを確認します。これにより，アプリ

ケーション・サーバがワークステーション・クライアントからの要求を受け付けることができます。

アプリケーション・サーバへの接続に使用するアドレスとポート番号は，WSLプロセス専用のもの

に一致する必要があります。

注 :WSLの設定の詳細については，BEA TuxedoWebサイトを参照してください。

4. Controller上のPeopleSoft( Tuxedo)モニタの設定

タスクの詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してく

ださい。

SAPGUI サーバのリソース・モニタの設定方法

このタスクでは，モニタ環境を設定するための作業の順番について説明します。

注 : SAPGUIモニタは，SAP R/3サーバのオペレーティング・システムやインストールされているプ

ラットフォームとは関係なく，SAPサーバのバージョン 3.1からバージョン 4.6をサポートしています。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (297ページ)

l 「クライアントから最新の負荷を有効にする」 (298ページ)

l 「Controller上のSAPGUIサーバ・リソース・モニタの設定」 (298ページ)

1. 前提条件

注 :いったんSAPGUIモニタがControllerマシンでアクティブ化されると，そのマシン上で

SAPGUIプロトコル・スクリプトを記録することはできません。

n SAPGUI forWindows 6.20クライアントをControllerマシンにインストールします。

n SAPGUI forWindows 6.20クライアント用の最新のパッチをインストールします。最低限のサ

ポート・レベルはパッチ 36です( SAPGUIパッチは https://websmp104.sap-ag.de/patchesから
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ダウンロードできます。このサイトにアクセスするには，有効な ServiceMarketplaceのユーザ名

とパスワードが必要です)。

2. クライアントから最新の負荷を有効にする

SAPGUI クライアント・アプリケーションから，［F6］をクリックして st03 トランザクションおよび最新の

負荷情報のクエリにアクセスできるかどうかを判断します。

この機能がまだ有効になっていない場合は，Controllerで定義したユーザ名とパスワードを使用

して，ControllerマシンのSAP R/3クライアントから有効にします。

3. Controller上のSAPGUIサーバ・リソース・モニタの設定

タスクの詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してく

ださい。

PeopleSoft( Tuxedo)パフォーマンス・カウンタ

次の表は，測定可能な標準設定のカウンタについて説明します。次の測定については特別の注意

を払うことを推奨いたします。% Busy Clients，Active Clients，Busy Clients， Idle Clients，
APPQ/PSAPPSRVキューのすべてのキュー・カウンタ。

モニタ 測定

マシン % Busy Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティ

ブなクライアントで，アプリケーション・サーバからの応答を待っているクライアントの割

合。

Active Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティブ

なクライアントの総数。

Busy Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティブ

なクライアントで，アプリケーション・サーバからの応答を待っているクライアントの総

数。

Current Accessers -現在，このマシンに直接またはこのマシンのワークステーショ

ン・ハンドラを介してのいずれかで，アプリケーションにアクセスしているクライアントと

サーバの総数。

Current Transactions -このマシン上の使用中のトランザクション・テーブル・エント

リの数。

Idle Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティブ

なクライアントで，アプリケーション・サーバからの応答を待っていないクライアントの

総数。

Workload Completed/second -単位時間ごとの，マシンに対するすべてのサーバ

の完了した作業負荷の合計。

Workload Initiated/second -単位時間ごとの，マシンに対するすべてのサーバの

初期化された作業負荷の合計。

キュー % Busy Servers -現在 Tuxedo要求を処理しているアクティブなサーバの割合。
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モニタ 測定

Active Servers - Tuxedo要求を処理しているかまたは処理するために待機して

いるアクティブなサーバの総数。

Busy Servers -現在 Tuxedo要求を処理していてビジーなアクティブなサーバの

総数。

Idle Servers -現在 Tuxedo要求を処理するのを待っているアクティブなサーバの

総数。

Number Queued -キューに配置されているメッセージの総数。

サーバ Requests/second -秒ごとの処理されたサーバ要求の数。

Workload/second -作業負荷はサーバ要求の加重された測定です。要求によっ

ては他と加重が異なる場合があります。標準設定では，作業負荷は常に要求

数の50倍です。

ワークステー

ション・ハンド

ラ( WSH)

Bytes Received/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによって受信されたバ

イトの総数。

Bytes Sent/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによってクライアントに返信

されたバイトの総数。

Messages Received/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによって受信され

たメッセージの数。

Messages Sent/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによってクライアントに

返信されたメッセージの数。

Number of Queue Blocks/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによって

キューがブロックされた回数。これにより，ワークステーション・ハンドラがどの位の頻

度で過負荷になったかがわかります。

SAPGUI のパフォーマンス・カウンタ

次の表では，最も一般的に監視するカウンタについて一覧表示します。

測定 説明

Average CPU
time

ワークプロセスで使用されたCPU時間の平均。

Average
response
time

ダイアログがディスパッチャ・ワーク・プロセスに要求を送信した時間から，ダイアロ

グの処理を通して，ダイアログが完了してデータがプレゼンテーション層に渡される

までの平均応答時間。SAPGUI とディスパッチャの間の応答時間は，この値に

は含まれません。
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測定 説明

Average wait
time

未処理のダイアログ・ステップがディスパッチャ・キューでワーク・プロセスがフリーにな

るのを待機している平均時間。通常の状況下では，ディスパッチャ・ワーク・プロ

セスは，ダイアログ・ステップから要求を受信した後ダイアログ・ステップをアプリケー

ション・プロセスに即座に渡します。これらの状況下では，平均待機時間は数ミ

リ秒です。アプリケーション・サーバまたはシステム全体に重い負荷がかかっている

場合，ディスパッチャ・キューのキューに影響を及ぼします。

Average load
time

ABAPソース・コードや画面情報などのようなオブジェクトをデータベースから読み

込んで生成するのに必要な時間。

Database
calls

解析されてデータベースに送信された要求の数。

Database
requests

データベースのデータに対する論理 ABAP要求の数。これらの要求はR/3データ

ベース・インタフェースを通して渡され，解析されて個別のデータベース・セルに渡

されます。データベース要求に対するデータベース呼び出しの割合は重要です。

テーブル内の情報へのアクセスが，SAPバッファにバッファされている場合，データ

ベース・サーバに対するデータベース呼び出しは必要ありません。そのため，呼び

出し/要求の割合によりテーブルのバッファの全体的な効率が示されます。良好

な割合は 1:10になります。

Roll ins ロールインしたユーザ・コンテキストの数。

Roll outs ロールアウトしたユーザ・コンテキストの数。

Roll in time ロールインの処理時間。

Roll out time ロールアウトの処理時間。

Roll wait
time

ロール・エリアのキュー時間。同期 RFCが呼び出されると，ワーク・プロセスはロー

ル・アウトを実行し，ダイアログ・ステップが完了していない場合であっても，ロー

ル・エリアのRFCが終了するのを待つ必要がある可能性があります。ロール・エリ

アでは，RFCサーバ・プログラムは他のRFCの送信を待つ必要もあります。

Average time
per logical
DB call

データベース・システムに送信されたすべてのコマンドの平均応答時間 (ミリ秒 )。
この時間は，データベース・サーバのCPUの能力，ネットワーク，バッファ，データ

ベース・サーバの入出力の能力に依存します。バッファされたテーブルのアクセス時

間は，非常に高速なので測定不可能です。
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ミドルウェアのパフォーマンスの監視の概要

トランザクションの応答時間の主要な要因は，そのシステム・リソースの使用状況です。ALM
Performance Centerのミドルウェアのパフォーマンス・モニタは，パフォーマンス・テスト実行中のTuxedo
サーバのミドルウェアのパフォーマンスの使用状況に関する情報を提供します。パフォーマンス・データ

を取得するには，パフォーマンス・テストを実行する前に，サーバのオンライン・モニタをアクティブ化して

測定するリソースを指定する必要があります。

Tuxedoモニタを使用すると，Tuxedoサーバのパフォーマンスを測定して表示できます。それにより，ホ

スト・マシン，ワークステーション・ハンドラ，Tuxedoシステム内のキューに関する情報が得られま

す。Tuxedoモニタを実行するには，モニタ対象のマシンに Tuxedoクライアント・ライブラリをインストー

ルする必要があります。

Tuxedo モニタ環境の設定方法

このタスクでは，モニタ環境を設定するための作業の順番について説明します。

注 : Tuxedo 7.1以降がControllerマシンにインストールされている場合，一度に複数のTuxedo
アプリケーション・サーバを監視できます。ただし，Tuxedo 6.5以前がControllerマシンにインス

トールされている場合は，一度に 1つのTuxedoアプリケーション・サーバだけを監視できます。

1. 前提条件

Tuxedoワークステーション・クライアント (ネイティブ・クライアントでない)がControllerマシンにイン

ストールされていることを確認します。Tuxedo 6.xサーバを使用している場合は Tuxedo 6.x クラ

イアント，Tuxedo 7.1以降のサーバを使用している場合は Tuxedo 7.1以降のクライアント。

Tuxedo 6.5以前のサーバを使用している場合，WSINTOPPRE71環境変数を「はい」に設定

することで，Tuxedo 7.1以降のクライアントを使用して監視することができます。

注 : Tuxedoワークステーション・クライアントはネットワークを介してアプリケーション・サーバと通

信しますので，Tuxedoアプリケーション・サーバを同じマシンで実行する必要はありません。

ネイティブ・クライアントは，関連する Tuxedoドメインの一部である場合 Tuxedoアプリケー

ション・サーバとのみ通信できます。

2. Tuxedo環境変数の定義

Controllerマシンで Tuxedo環境変数を定義するには，TUXDIR変数を Tuxedoのインストー

ル・ディレクトリ(たとえば，V:\environ\32\Tuxedo8.0)に設定し，Tuxedo binディレクトリを

PATH変数に追加します。

3. ワークステーション・リスナ( WSL)プロセスの確認

ワークステーション・リスナ( WSL)プロセスが実行中であることを確認します。これにより，アプリ

ケーション・サーバがワークステーション・クライアントからの要求を受け付けることができます。

アプリケーション・サーバへの接続に使用するアドレスとポート番号は，WSLプロセス専用のもの

に一致する必要があります。
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注 :WSLの設定の詳細については，BEA TuxedoWebサイトを参照してください。

4. Controller上のTuxedoモニタの設定

タスクの詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してく

ださい。

Tuxedo のパフォーマンス・カウンタ

次の表では，利用可能な Tuxedoのモニタ測定値を一覧表示します。次の測定については特別の

注意を払うことを推奨いたします。% Busy Clients，Active Clients，Busy Clients， Idle Clients，関

連するキューのすべてのキュー・カウンタ。

モニタ 測定

マシン % Busy Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティ

ブなクライアントで，アプリケーション・サーバからの応答を待っているクライアントの割

合。

マシン Active Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティブ

なクライアントの総数。

マシン Busy Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティブ

なクライアントで，アプリケーション・サーバからの応答を待っているクライアントの総

数。

マシン Current Accessers -現在，このマシンに直接またはこのマシンのワークステーショ

ン・ハンドラを介してのいずれかで，アプリケーションにアクセスしているクライアントと

サーバの総数。

マシン Current Transactions -このマシン上の使用中のトランザクション・テーブル・エント

リの数。

マシン Idle Clients -現在 Tuxedoアプリケーション・サーバにログインしているアクティブ

なクライアントで，アプリケーション・サーバからの応答を待っていないクライアントの

総数。

マシン Workload Completed/second -単位時間ごとの，マシンに対するすべてのサーバ

の完了した作業負荷の合計。

マシン Workload Initiated/second -単位時間ごとの，マシンに対するすべてのサーバの

初期化された作業負荷の合計。

キュー % Busy Servers -現在 Tuxedo要求を処理しているアクティブなサーバの割合。

キュー Active Servers - Tuxedo要求を処理しているかまたは処理するために待機して

いるアクティブなサーバの総数。

キュー Busy Servers -現在 Tuxedo要求を処理していてビジーなアクティブなサーバの

総数。
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モニタ 測定

キュー Idle Servers -現在 Tuxedo要求を処理するのを待っているアクティブなサーバの

総数。

キュー Number Queued -キューに配置されているメッセージの総数。

サーバ Requests/second -秒ごとの処理されたサーバ要求の数。

サーバ Workload/second -作業負荷はサーバ要求の加重された測定です。要求によっ

ては他と加重が異なる場合があります。標準設定では，作業負荷は常に要求

数の50倍です。

ワークステー

ション・ハンド

ラ( WSH)

Bytes Received/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによって受信されたバ

イトの総数。

ワークステー

ション・ハンド

ラ( WSH)

Bytes Sent/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによってクライアントに返信

されたバイトの総数。

ワークステー

ション・ハンド

ラ( WSH)

Messages Received/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによって受信され

たメッセージの数。

ワークステー

ション・ハンド

ラ( WSH)

Messages Sent/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによってクライアントに

返信されたメッセージの数。

ワークステー

ション・ハンド

ラ( WSH)

Number of Queue Blocks/sec -秒ごとの，ワークステーション・ハンドラによって

キューがブロックされた回数。これにより，ワークステーション・ハンドラがどの位の頻

度で過負荷になったかがわかります。

Tuxedo の tpinit.ini ファイル

tpinit.ini ファイルは，記録されたスクリプトのディレクトリに保存されます。これには，Tuxedoモニタを

サーバに接続するための情報が含まれています。クライアントのログオン情報は，tpinit.ini ファイルの

Logonセクションにあります。

次の tpinit.ini ファイルの例では，Tuxedoモニタは psft1という名前のサーバに対して，ポート

7000，bankappという名前のクライアントを使用して設定されました。ログオン・ユーザー名は PSで，

パスワードは PSでした。

[Logon]
LogonServername=//psft1:7000
LogonUsrName=PS
LogonCltName=bankapp
LogonGrpName=
LogonPasswd=PS
LogonData=
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アプリケーションのデプロイメント・ソリューションの監視の概
要

ALM Performance Centerのアプリケーションのデプロイメント・ソリューション・モニタを使用すると，パ

フォーマンス・テストの実行中にCitrixサーバを監視することで，サーバのパフォーマンスのボトルネックを

分離できます。

ALM Performance CenterのCitrix監視は，パフォーマンス・テスト実行中におけるCitrixサーバのア

プリケーションのデプロイメントの利用状況に関する情報を提供します。Citrix監視を使用する

と，Citrixサーバのサーバ・パフォーマンスの統計をモニタできます。複数のパラメータ(カウンタ)を単一

のモニタ・インスタンスで監視できます。これにより，パフォーマンス，可用性，容量の計画に対する

サーバの負荷を監視できます。

パフォーマンス・データを取得するには，パフォーマンス・テストを実行する前に，サーバのオンライン・モニ

タをアクティブ化して測定するリソースを指定する必要があります。

Citrix監視環境の設定方法の詳細は，「Citrix監視環境の設定方法」 (306ページ)を参照してくだ

さい。

Citrix 監視環境の設定方法

このタスクでは，モニタ環境を設定するための作業の順番について説明します。

アプリケーションの導入ソリューションの監視の詳細については，「アプリケーションのデプロイメント・ソ

リューションの監視の概要」 (306ページ)を参照してください。

1. 前提条件

n Citrixサーバがインストールされていて実行中であることを確認します。

n CitrixサーバのマシンがWindows 2000を実行している場合，サーバマシンはRemote
Registryサービスも実行中であることを確認します。

n インスタンスが監視する測定値は，現在実行中のCitrixセッションでのみ有効です。このテス

トを再度実行する場合，インスタンス指向の測定値を再設定する必要があります。

異なるインスタンスを監視する場合，サーバのログインおよびログアウトの手順がスクリプトの

Actionセクションではなく，Vuser_initおよびVuser_endセクションにそれぞれ記録されることを

確認します。詳細については，『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガイド』を参照してくだ

さい。

2. ネットワーク・ドライブのマップ

Controllerマシンから，ネットワーク・ドライブをCitrixサーバ・マシンにマップします。これにより，リ

ソース・カウンタのアクセスに必要な認証がControllerに確実に提供されます。

3. PerfMonの起動

ControllerマシンからPerfMonを起動して，Citrixサーバ上のカウンタを有効にします。これによ

り，Citrix監視上の ICA Sessionオブジェクト用の同じカウンタを監視できます。

4. Citrixサーバで接続を開く
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Citrix監視を構成して，少なくとも 1つのセッションがCitrixサーバ上で実行中の場合にの

み， ICA Sessionオブジェクト・カウンタを表示させるようにできます。Citrixサーバで接続を開い

た“実際 ”のユーザが存在しない場合，最初に初期化するかまたはCitrix Vuserをサーバに対し

て実行する必要があります。そしてその後にだけCitrix Monitorを設定し， ICA Sessionカウンタ

を追加します。Citrix Vuserを最初に初期化または実行 (またはCitrixサーバに“実際 ”のユーザ

として接続 )しないで Citrix監視を設定すると， ICA Sessionオブジェクトは表示されません。

5. Controller上のCitrix監視の設定

タスクの詳細については，「モニタ・プロファイルの作成および設定方法」 (56ページ)を参照してく

ださい。

Citrix MetaFrame のパフォーマンス・カウンタ

次の項では，測定可能なカウンタのいくつかについて説明します。

l 「非仮想のカウンタ」 (307ページ)

l 「仮想チャンネル・カウンタ」 (309ページ)

非仮想のカウンタ

次の表では，非仮想のカウンタについて説明します。

測定 説明

% Disk Time 選択したディスク・ドライブ・サービスの読み取りまたは書き込み要求の経過時

間の割合です。

% Processor
Time

プロセッサが非アイドルのスレッドを実行している時間の割合です。このカウンタ

は，プロセッサのアクティビティを示す主要な指標です。これは，各サンプルの間

隔でアイドルなプロセスのスレッドの実行にプロセッサが費やした時間を測定し

て，その値を 100%から引くことにより計算されます(各プロセッサには，他に実

行準備が完了しているスレッドが無い場合にサイクルを消費する，アイドル・ス

レッドがあります)。これは有用な作業に費やした，サンプル間隔の割合として

表示できます。このカウンタは，サンプル間隔に観測されたビジー時間の平均

的な割合を表示します。これは，サービスが非アクティブだった時間を監視し

て，その値を 100%から引くことによって求められます。

File data
Operations/sec

コンピュータがファイル・システム・デバイスに対して読み取りおよび書き込み操作

を発行する割合。これにはファイル制御の操作は含まれません。

Interrupts/sec プロセッサが秒ごとに受信してサービスするハードウェアの割り込みの平均数。こ

れには，別にカウントされるDPCは含まれません。この値は，システム・クロック，

マウス，ディスク・ドライバ，データ通信ライン，ネットワーク・インタフェース・カード，

その他の周辺機器といった，割り込みを生成するデバイスのアクティビティの間

接的な指標です。これらのデバイスは通常，タスクを完了した時または注意が

必要な場合に，プロセッサに対して割り込みを実行します。割り込み中は，通

常のスレッド実行は中断されます。ほとんどのシステム・クロックは 10ミリ秒ごとに

プロセッサに対して割り込みを実行し，割り込みのアクティビティのバックグラウン

ドを作成しています。このカウンタは，直近の2つのサンプルで観測された値と，

サンプル間隔の期間で割ったものとの差を表示します。
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測定 説明

Output
Session Line
Speed

この値は，サーバからクライアントへのセッションのライン速度を表します( bps)。

Input Session
Line Speed

この値は，クライアントからサーバへのセッションのライン速度を表します( bps)。

Page
Faults/sec

プロセッサのページ・フォールトのカウントです。ページ・フォールトは，メイン・メモリ

内のワーキング・セットに無い仮想メモリのページをプロセスが参照する時に発

生します。ページが待機リストにある場合，既にメイン・メモリにある場合，また

はページを共有している別のプロセスによって使用中である場合，ページ・

フォールトによってそのページがディスクから取得されることはありません。

Pages/sec ディスクから読み込まれるページ数または参照の時点でメモリに存在しないペー

ジへのメモリ参照を解決するためにディスクに書き込まれるページ数です。これ

は Pages Input/sec とPages Output/secの合計です。このカウンタには，アプリ

ケーションのファイル・データにアクセスするシステム・キャッシュのためのページン

グ・トラフィックが含まれます。この値はまた，キャッシュされていないマップ済みメモ

リ・ファイルへのページおよびメモリ・ファイルからのページが含まれます。これは，

過剰なメモリ圧力 (つまり，スラッシング)について関心がある場合で，過剰な

ページングが発生している可能性のある場合に，観測するための主要なカウン

タです。

Pool
Nonpaged
Bytes

Nonpaged Poolのバイト数で，指定されたタスクを完了するためにオペレーティン

グ・システム・コンポーネントによって取得された空間である，システム・メモリ領

域です。Nonpaged Poolページはページング・ファイルにページ・アウトすることは

できず，割り当てられている限りメイン・メモリに残ります。

Private Bytes このプロセスが割り当てた現在のバイト数で，他のプロセスと共有不可能なも

の。

Processor
Queue Length

スレッド単位のプロセッサ・キューの瞬間的な長さ。このカウンタは，スレッド・カウ

ンタも監視している場合を除いて常に 0です。すべてのプロセッサは，プロセッ

サ・サイクルを待機しているスレッド内の単一のキューを使用します。この長さに

は，現在実行中のスレッドは含まれません。2を超える継続したプロセッサ・

キューの長さは一般的にプロセッサの混雑を示しています。これは瞬間的なカ

ウントで，時間間隔にまたがる平均ではありません。

Threads データ収集時点のコンピュータのスレッド数。これは瞬間的なカウントで，時間

間隔にまたがる平均ではないことに注意してください。スレッドとは，プロセッサで

命令を実行できる基本的な実行可能エンティティです。

Latency -
Session
Average

この値は，セッションの一生にわたる平均的なクライアントのレイテンシを表しま

す。

Latency - Last
Recorded

この値は，このセッションで最後に記録されたレイテンシの測定値を表します。
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測定 説明

Latency -
Session
Deviation

この値は，セッションに対する測定値の最小値と最大値の差異を表します。

Input Session
Bandwidth

この値は，クライアントからサーバへのセッションのトラフィックのバンド幅を表します

( bps)。

Input Session
Compression

この値は，クライアントからサーバへのセッションのトラフィックの圧縮率を表しま

す。

Output
Session
Bandwidth

この値は，サーバからクライアントへのセッションのトラフィックのバンド幅を表します

( bps)。

Output
Session
Compression

この値は，サーバからクライアントへのセッションのトラフィックの圧縮率を表しま

す。

Output
Session
Linespeed

この値は，サーバからクライアントへのセッションのライン速度を表します( bps)。

仮想チャンネル・カウンタ

次の表では，仮想チャンネル・カウンタについて説明します。

測定 説明

Input Audio
Bandwidth

この値は，オーディオ・マッピング・チャンネルのクライアントからサーバへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input
Clipboard
Bandwidth

この値は，クリップボード・マッピング・チャンネルのクライアントからサーバへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input COM1
Bandwidth

この値は，COM1チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Input COM2
Bandwidth

この値は，COM2チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Input COM
Bandwidth

この値は，COMチャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Input Control
Channel
Bandwidth

この値は， ICAコントロール・チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックの

バンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input Drive
Bandwidth

この値は，クライアント・ドライブ・マッピング・チャンネルのクライアントからサーバへ

のトラフィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。
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測定 説明

Input Font
Data
Bandwidth

この値は，ローカル・テキストのエコー・フォントおよびキーボードのレイアウト・チャ

ンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバンド幅を表します。この測定

単位は bpsです。

Input
Licensing
Bandwidth

この値は，ライセンス・チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド

幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input LPT1
Bandwidth

この値は，LPT1チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Input LPT2
Bandwidth

この値は，LPT2チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Input
Management
Bandwidth

この値は，クライアント管理チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックの

バンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input PN
Bandwidth

この値は，Program Neighborhoodチャンネルのクライアントからサーバへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input Printer
Bandwidth

この値は，プリンタ・スプーラ・チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックの

バンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input
Seamless
Bandwidth

この値は，シームレス・チャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバンド

幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input Text
Echo
Bandwidth

この値は，ローカル・テキスト・エコー・データ・チャンネルのクライアントからサーバ

へのトラフィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input Thinwire
Bandwidth

この値は，Thinwire(グラフィック)チャンネルのクライアントからサーバへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Input
VideoFrame
Bandwidth

この値は，VideoFrameチャンネルのクライアントからサーバへのトラフィックのバン

ド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output Audio
Bandwidth

この値は，オーディオ・マッピング・チャンネルのサーバからクライアントへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output
Clipboard
Bandwidth

この値は，クリップボード・マッピング・チャンネルのサーバからクライアントへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output COM1
Bandwidth

この値は，COM1チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Output COM2
Bandwidth

この値は，COM2チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。
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測定 説明

Output COM
Bandwidth

この値は，COMチャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Output Control
Channel
Bandwidth

この値は， ICAコントロール・チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックの

バンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output Drive
Bandwidth

この値は，クライアント・ドライブ・チャンネルのサーバからクライアントへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output Font
Data
Bandwidth

この値は，ローカル・テキストのエコー・フォントおよびキーボードのレイアウト・チャ

ンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド幅を表します。この測定

単位は bpsです。

Output
Licensing
Bandwidth

この値は，ライセンス・チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド

幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output LPT1
Bandwidth

この値は，LPT1チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Output LPT2
Bandwidth

この値は，LPT2チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド幅を

表します。この測定単位は bpsです。

Output
Management
Bandwidth

この値は，クライアント管理チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックの

バンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output PN
Bandwidth

この値は，Program Neighborhoodチャンネルのサーバからクライアントへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output Printer
Bandwidth

この値は，プリンタ・スプーラ・チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックの

バンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output
Seamless
Bandwidth

この値は，シームレス・チャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバンド

幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output Text
Echo
Bandwidth

この値は，ローカル・テキスト・エコー・データ・チャンネルのサーバからクライアント

へのトラフィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output
Thinwire
Bandwidth

この値は，Thinwire(グラフィック)チャンネルのサーバからクライアントへのトラ

フィックのバンド幅を表します。この測定単位は bpsです。

Output
VideoFrame
Bandwidth

この値は，VideoFrameチャンネルのサーバからクライアントへのトラフィックのバン

ド幅を表します。この測定単位は bpsです。
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第28章:スクリプトの実行環境設定

本章の内容

スクリプトの実行環境設定の概要 316

一般的な実行環境設定の概要 316

プロトコル固有の実行環境設定の概要 316

実行環境設定の構成方法 316

プロトコル固有の実行環境設定のタイプ 317

実行環境設定のユーザ・インタフェース 318
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スクリプトの実行環境設定の概要

パフォーマンス・テストを実行する前に，実行環境設定を使用して仮想ユーザのスクリプトの動作を

設定できます。一般設定とプロトコル固有の設定を構成できます。

本項の内容

l 「一般的な実行環境設定の概要 」 (316ページ)

l 「プロトコル固有の実行環境設定の概要 」 (316ページ)

一般的な実行環境設定の概要

仮想ユーザのスクリプトを記録した後は，その実行環境設定を構成できます。実行環境設定は，

スクリプトの実行方法を定義します。たとえば，動作と動作の間の遅延，動作を繰り返す回数，ロ

グ収集のレベルなどです。

実行環境設定を構成することで，さまざまな種類のユーザ・アクティビティをエミュレートできます。たと

えば，サーバに即座に応答するユーザ，または各応答の前に停止して考えるユーザをエミュレートで

きます。実行環境設定を構成することで，仮想ユーザが動作のセットを繰り返す回数を指定すること

もできます。この章で説明する，一般的な実行環境設定は，すべての種類の仮想ユーザ・スクリプ

トにあてはまります。

タスクの詳細については，「実行環境設定の構成方法」 (316ページ)を参照してください。

プロトコル固有の実行環境設定の概要

仮想ユーザのスクリプトを再生する前に，その実行環境設定を構成できます。実行環境設定では，

特定の環境に固有の設定を使用してスクリプトの実行方法を定義します。

実行環境設定はプロトコル固有なため，すべての実行環境設定が利用可能ではないことに気が

付くはずです。

タスクの詳細については，「実行環境設定の構成方法」 (316ページ)を参照してください。

実行環境設定の構成方法

このタスクでは，実行環境設定を開いて構成し，スクリプトの実行方法を定義する方法について説

明します。

実行環境設定の詳細については，「スクリプトの実行環境設定の概要」 (316ページ)を参照してくだ

さい。

仮想ユーザのスクリプトの実行環境設定を構成するには，

1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］を選択します。
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3. ［作業負荷］タブで仮想ユーザのグループを選択して，［実行環境設定の編集］ をクリック
します。［実行環境設定の編集］ダイアログ・ボックスが開きます。

4. 実行環境設定のタイプを選択し，必要な情報を編集して定義します。ユーザ・インタフェースの

詳細については，「［実行環境設定の編集］ダイアログ・ボックス」 (318ページ)を参照してくださ

い。

特定のプロトコルに関連する，実行環境設定のタイプのリストについては，「プロトコル固有の実

行環境設定のタイプ」 (317ページ)を参照してください。

5. ［OK］をクリックすると変更が保存され，ダイアログ・ボックスを閉じます。

プロトコル固有の実行環境設定のタイプ

次のリストでは，プロトコル固有の実行環境設定を示します。

プロトコル/カテゴリ 実行環境設定

Webサービス / JMS 詳細

インターネット・プロトコル /ブラウザ ブラウザのエミュレーション

Java / Java環境設定 クラスパスのオプション

Oracle NCA / Oracle NCA クライアント・エミュレーション

Citrix ICA / Citrix 設定

インターネット・プロトコル / インターネット・プロトコル ダウンロード・フィルタ

WAP，MMS / WAP ゲートウェイ

SAPGUI / SAPGUI SAPGUI

Java / Java環境設定 Java VM

Microsoft .NET / .NET .NET環境

インターネット・プロトコル / インターネット・プロトコル プリファレンス

インターネット・プロトコル / インターネット・プロトコル プロキシ

WAP，MMS / WAP Radius

ターミナル・エミュレーション / RTE RTE

MMS(マルチメディア・メッセージング・サービス) サーバとプロトコル

インターネット・プロトコル，NCA /ネットワーク 速度のシミュレーション

Citrix ICA / Citrix タイミング
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実行環境設定のユーザ・インタフェース

本項の内容

［実行環境設定の編集］ダイアログ・ボックス 318

［実行環境設定の編集］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，テスト・スクリプトの実行環境設定を変更します。

アクセス方法 1. ALMサイドバーの，［テスト］で，［テスト計画］を選択します。

2. テスト計画ツリー内のパフォーマンス・テストを右クリックして，［テストの編集］を

選択します。

3. ［作業負荷］タブで仮想ユーザのグループを選択して，［実行環境設定の編

集］ をクリックします。

重要な情報 実行環境設定を変更しない場合，スクリプトは標準設定の実行環境設定を

使用して実行されるか，またはスクリプトがVuGenで記録された場合には最後に

保存された実行環境設定を使用して実行されます。

関連タスク 「実行環境設定の構成方法」 (316ページ)

参照情報 l 「スクリプトの実行環境設定の概要」 (316ページ)

l 『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガイド』

実行論理の設定

実行論理の設定では，仮想ユーザ・スクリプトのアクションと順序を整理できます。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

実行論理 仮想ユーザ・スクリプトが表示されます。すべての仮想ユーザのスクリプトに

は次のセクションが含まれています。 Init，Run，End.スクリプトを実行する

場合，仮想ユーザに対して Runセクションを特定の回数繰り返すよう指

示できます。それぞれの繰り返しは，反復とも呼ばれます。

実行を複数回繰り返す場合，仮想ユーザのスクリプトの InitとEndセク

ションは繰り返されません。

Runセクション内で，手順を別々のアクションにまとめることができます。スク

リプトを作成する時にこれを行います。

アクションとその実行順序を整理できます。1つ以上のアクションを実行す

るブロックを配置することもできます。

選択したセクションにアクションを挿入します。

選択したセクションにブロックを挿入します。

選択したアクションまたはブロックを削除します。

選択したアクションまたはブロックを上に移動します。

選択したアクションまたはブロックを下に移動します。

選択したセクションまたはブロックについて，実行論理と反復を定義しま

す。

ペースの設定

ペースの実行環境設定では，反復の回数およびその間隔を制御できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

反復カウント スクリプトのRunセクションを繰り返す回数を指定します。

前回の反復

が終了次第

すぐ

前回の反復が終了次第すぐに新規反復を開始します。

前回の反復

が固定遅延

で終了した後

前回の反復が終了した後，それぞれの新規反復を固定遅延で開始します。
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UI 要素 説明

前回の反復

が乱数遅延

で終了した後

前回の反復が終了した後，それぞれの新規反復を乱数遅延で開始します。遅

延の範囲を指定します。

スクリプトを実行すると，仮想ユーザが1つの反復が終了してから次の反復が開

始するまで待機した実際の時間が実行ログに表示されます。

固定，乱数

間隔 (毎秒 )
反復の間隔の時間を，固定の数値による秒数または前回の反復の開始からの

秒数の範囲のいずれかで指定します。たとえば，新規反復を 30秒ごとに開始す

るように，または前回の反復の開始から 30秒から 45秒の範囲でランダムに開

始するよう指定できます。それぞれのスケジュールされた反復は，前回の反復が

完了した場合にのみ開始します。

スクリプトを実行すると，仮想ユーザが1つの反復が終了してから次の反復が開

始するまで待機した時間が実行ログに表示されます。

実行ログは，遅延が達成できなかった場合もそれを示します。たとえば，反復に

8秒間かかりましたが，遅延が7秒間だったような場合です。

ログの設定

実行中，仮想ユーザは自身の情報およびサーバとの通信に関する情報を記録します。ログ情報

は，デバッグ目的に役立ちます。

ログの実行環境設定では，ログを無効にするか，または標準か拡張ログに出力する情報の量を決

定できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ログを無効に

する

ログの無効化は，数多くの仮想ユーザで作業する場合に役立ちます。実行環境

情報をディスクにログとして記録する仮想ユーザが数十または数百存在する場

合，システムは通常よりも遅く動作する可能性があります。開発中に，ログを有

効にすることで再生に関する情報が得られます。スクリプトが機能していることを確

認した後でのみ，ログの記録を無効化します。

ログの記録を無効化すると，自動のログ記録にのみ影響します。 lr_output_
messageなどのメッセージ関数を使用した手動によるメッセージの送信は，引き

続き発行されます。

標準ログ スクリプトの実行中に，デバッグに使用するための，関数と送信されたメッセージの

標準ログを作成します。大規模なパフォーマンス・テストのシナリオまたはプロファイ

ルではこのオプションを無効にします。

ログ記録レベルを標準に設定すると，Controllerホストに追加した時点で，ログ記

録モードが自動的に JIT ログに設定されます。ただし，ログ記録モードが無効また

は拡張に設定されていた場合，Controllerホストから実行することによってログ記

録設定に影響を与えることはありません。
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UI 要素 説明

拡張ログ 警告およびその他のメッセージを含む拡張ログを作成します。大規模なパフォーマ

ンス・テストでは，このオプションを無効にします。

拡張ログのオプションを使用すると，どの追加情報を拡張ログに追加するかを指

定できます。

l パラメータ置換： スクリプトに割り当てられたすべてのパラメータとその値を記録

します。

l サーバが返したデータ：サーバが返したすべてのデータを記録します。

l 詳細トレース：セッション中に仮想ユーザによって送信された関数とメッセージの

すべてを記録します。このオプションは，仮想ユーザのスクリプトをデバッグする場

合に役立ちます。

ログ・オプショ

ン

ログのメッセージをいつログに送信するかを示す，ログの実行環境設定です。エ

ラー発生時のみメッセージを送信するまたは常にメッセージを送信。開発中は，い

つでもメッセージを送信できます。いったん，スクリプトが機能していることを確認し

たら，エラーだけに対してログ記録を有効にします。

エラーが発生した場合にのみメッセージを送信 ( JIT( Just in Time)メッセージングと

も呼ばれます)を選択すると，ログのキャッシュのサイズを指定する詳細なオプション

を設定できます。

ログの実行環境設定の詳細オプションでは，ログのキャッシュのサイズを指定でき

ます。ログのキャッシュには，テスト実行に関する生のデータが格納され，エラーを

発生させることができます。キャッシュの内容が指定したサイズを超える場合，古い

項目が削除されます。標準設定のサイズは 1 KBです。

エラーが発生 (内部エラーまたは lr_error_messageを使用したプログラムされたエ

ラー)すると，VuGenはキャッシュの内容をログ・ファイルおよび［実行ログ］タブに挿

入します。これにより，エラーに至るイベントを見ることができます。

実際のファイルのサイズはキャッシュ・サイズよりも大きくなります。たとえば，キャッ

シュのサイズが1 KBの場合，ログ・ファイルのサイズはおそらく50 KBになります。こ

れは普通のことで，生のデータを読み取り可能なテキストに書式を整えるための

オーバーヘッドを反映しただけです。

思考遅延時間の設定

仮想ユーザの思考遅延時間は，実際のユーザが操作と操作の間で待機する時間をエミュレートし

ます。たとえば，ユーザがサーバからデータを受信すると，応答する前にデータをレビューするのに数秒

間待機する場合があります。仮想ユーザのスクリプトは lr_think_time関数を使用して思考時間の

遅延をエミュレートします。

例

次の記録された関数は，ユーザが次の動作を実行する前に 8秒間待機することを示していま

す。

lr_think_time(8);
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標準設定では，仮想ユーザのスクリプトを実行すると，仮想ユーザはセッションの記録中にスクリプト

に記録された思考時間の値を使用します。VuGenでは，記録された思考時間を使用するか，無

視するか，または記録された時間に関連する値を使用できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

思考遅延

時間を無視

lr_think_time関数をすべて無視してスクリプトを再生します。

思考遅延

時間を記録

済みとして

再生

記録された値を使用します。これは， lr_think_time関数の引数です。たとえ

ば，lr_think_time(10)は 10秒間待機します。

再生思考

遅延時間を

変更 -記録

された値に

掛ける倍数

記録された思考遅延時間の倍数を使用します。これにより，再生中に適用され

る思考遅延時間を増加または減少できます。たとえば，思考遅延時間が4秒間

記録された場合，仮想ユーザに対してその値を 2倍して合計 8秒間待機するよ

う指示できます。思考遅延時間を 2秒間に減らすには，記録された時間に 0.5を
掛けます。

記録された

思考遅延

時間の乱数

率を使用

記録された思考遅延時間の乱数率を使用します。思考遅延時間の範囲を指

定して，思考遅延時間の値の範囲を設定します。たとえば，思考遅延時間の引

数が4で，最小が50%，最大が150%を指定した場合，最小の思考遅延時間

は 2( 50%)で最大値は 6( 150%)になります。

思考遅延

時間を制限

思考遅延時間の最大値を制限します。このオプションは他のオプションと併せて使

用できます。
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その他の設定

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

エラー処理 次のオプションがあります。

l エラーでも処理を継続：仮想ユーザに対し，エラーが発生した場合でもスクリプ

トの実行を継続するよう指示します。このオプションは標準設定でオフになって

おり，エラーが発生すると仮想ユーザは終了します。

l lr_error_message通知時に処理中のトランザクションを失敗にする：lr_error_
message関数が発行されたすべてのトランザクションを失敗としてマークしま

す。 lr_error_message関数は，特定の条件を満たした場合に，プログラムさ

れた Ifステートメントを通して発行されます。

l エラー時にスナップショットを生成：エラー発生時にスナップショットを生成します。

仮想ユーザ・ログを表示して，エラーの発生した行をダブルクリックすることでス

ナップショットを表示できます。

注 :パフォーマンス・テスト環境でエラーでも処理を継続およびエラー時にスナッ

プショットを生成オプションの両方を有効にすることは推奨しません。この設定

は，仮想ユーザのパフォーマンスに不利な影響を与える可能性があります。

マルチスレッ

ド

仮想ユーザはマルチスレッド環境をサポートしています。マルチスレッド環境の主要

な利点は，LoadGeneratorあたりにつき，より多くの仮想ユーザを実行できることで

す。スレッドセーフなプロトコルだけをスレッドとして実行するようにしてください。

次のマルチスレッドのオプションが利用可能です。

l 仮想ユーザをプロセスとして実行：マルチスレッドを無効にして，各仮想ユーザを

別々のプロセスとして実行します。

注 : Controllerホストは仮想ユーザを実行するためにドライバ・プログラム

(mdrv.exeまたは r3vuser.exe)を使用しています。各仮想ユーザをプロセ

スとして実行する場合，すべての仮想ユーザのインスタンスについて，同じ

ドライバ・プログラムが繰り返し起動されメモリに読み込まれます。同じドライ

バ・プログラムをメモリに読み込むことで，大量のRAM(ランダム・アクセス・メ

モリ)および他のシステム・リソースが消費されます。これにより，Load
Generator上で実行できる仮想ユーザの数が制限されます。

l 仮想ユーザをスレッドとして実行：マルチスレッドを有効にします。

注 :次のプロトコルはスレッドセーフではありません。Sybase-Ctlib，Sybase-
Dblib， Informix，Tuxedo，PeopleSoft-Tuxedo。
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UI 要素 説明

自動トラン

ザクション

Controllerホストに対して，仮想ユーザのスクリプトのすべてのステップまたはアクショ

ンをトランザクションとして処理するように指示します。Controllerはステップ名または

アクション名をトランザクションの名前として割り当てます。

次のオプションを利用できます。

l 各アクションをトランザクションとして定義：アクションあたりの自動トランザクション

を無効にします。

l 各ステップをトランザクションとして定義：ステップあたりの自動トランザクションを無

効にします。

注 :自動トランザクションを無効にした場合でも，記録中または記録後に手

動でトランザクションを挿入できます。

追加属性

追加属性ノードを使用して，仮想ユーザのスクリプトに追加の引数を渡すことができます。追加属性

の設定は，すべてのタイプの仮想ユーザのスクリプトに適用されます。

後の時点で lr_get_attrib_stringを使用するテスト実行中に取得できるようにコマンド・ライン引数を

指定します。このノードを使用すると，あらかじめ準備したスクリプトに外部パラメータを渡すことができ

ます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

新規属性の追加：新規属性を追加します。

属性の編集：選択した属性を変更します。

属性の削除：選択した属性を削除します。

<追加属性グリッド> 追加属性とその値のリスト。

説明 選択した追加属性の説明。

詳細設定

JMSをWebサービス呼び出しのトランスポートとして使用するためには，さまざまなリソースを割り当て

て設定する必要があります。それらのリソースには，JVM，JNDI初期化パラメータ，タイムアウトの値

が含まれます。

ALM Performance Centerでは，実行環境設定を通してそれらのリソースのいくつかを設定できま

す。VM(仮想マシン)，JMS接続，メッセージ・タイムアウトの領域でオプションを設定できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。
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UI 要素 説明

外部 VM を使

用する

標準のVM(仮想マシン)以外のVMを選択できるようになります。このオプションを

無効にすると，仮想ユーザは Performance Centerに付属のJVMを使用しま

す。

JVM ホーム 外部 JVMの場所。これは，JDK_HOMEで定義された JDKのホーム・ディレクト

リを示すようにします。Performance Centerは JDK 1.4以降をサポートしていま

す。

クラスパス JMSクラスのベンダによる実装および JMSの実装ベンダによって必要と判断され

たその他のサポート・クラス。

追加 VM パラ

メータ

Xbootclasspathのような JVMに送信する追加のパラメータ，および JVMのド

キュメントで指定されているその他のパラメータ。

JNDI 初期コ

ンテキスト・

ファクトリ

初期コンテキストを作成するファクトリ・クラスの完全修飾クラス名。リストからコン

テキスト・ファクトリを選択するか，独自のものを入力します。

JNDI プロバイ

ダ

サービス・プロバイダのURL文字列。

例：

Weblogic： t3://myserver:myport

Websphere： iiop://myserver:myport

JMS 接続

ファクトリ

JMS接続ファクトリのJNDI名。スクリプトにつき 1つの接続ファクトリのみ指定で

きます。

JMS セキュリ

ティ・プリンシパ

ル

認証スキームのためのプリンシパルの識別子 (ユーザなど)。

JMS セキュリ

ティ・クレデン

シャル

認証スキームのためのプリンシパルのクレデンシャル。

プロセスあたり

の JMS 接続

数

mdrvプロセスまたは仮想ユーザあたりのJMS接続数。接続を共有するすべて

の仮想ユーザが同じメッセージを受信します。

標準設定値： 1

最大値： 50仮想ユーザ。

注 : プロセスあたりの接続数が少ないほど，パフォーマンスは上昇します。
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UI 要素 説明

受信メッセー

ジ・タイムアウ

ト・オプション

受信メッセージのタイムアウト。

次のオプションを利用できます。

l 無期限の待機：続行する前にメッセージに必要なだけ待機します。

l 待機しない：受信メッセージに対して待機せず，スクリプトに即座に制御を戻

します。キューにメッセージが存在しない場合，オペレーションは失敗します。

l タイムアウトを指定する(秒単位 ) ：メッセージのタイムアウトの値を手動で指定

します。タイムアウトが期限切れになってメッセージが到着しない場合，操作

は失敗します。

l ユーザ定義のタイムアウト：タイムアウト前のメッセージの待ち時間を指定しま

す。標準設定値：5秒

標準設定値：待機しない

セレクタを自動

的に生成する

要求の相関 IDを持つ応答メッセージのセレクタを生成します(既定では［な

し］)。サーバに送信された JMS メッセージごとに固有の IDが付けられていま

す。Performance Centerでメッセージ IDを含めたセレクタを自動的に作成する

場合はこのオプションを有効にします。

プリファレンスの設定

インターネット・プロトコルのプリファレンスの実行環境設定を使用して，次の領域で仮想ユーザを制

御できます。

l 画像とテキスト・チェック

l Webパフォーマンス・グラフを生成

l 詳細な Web実行時オプション

l インターネット・プリファレンスの追加のオプション

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

チェック ［画像とテキスト チェックを有効にする］オプションを使用すると，仮想ユーザが検

証の関数を実行することにより再生中に検証のチェックを行うことができま

す。web_findまたはweb_image_check。このオプションは，HTMLベースのモー

ドで記録されたテスト手順にのみ適用されます。検証のチェックを有効にして仮

想ユーザを実行する場合，追加のメモリが必要となります。
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UI 要素 説明

Web パフォー

マンス・グラフ

を生成

複数のWebパフォーマンス・グラフを生成するデータを収集します。秒ごとのヒット

数および HTTP コード，秒ごとのページ数，秒ごとの応答バイト数。テスト実行中

はオンライン・モニタ，テスト実行後はHP Analysisを使用してグラフを表示できま

す。テスト実行後は，Analysisを使用してコンポーネントの内訳のグラフを表示で

きます。仮想ユーザが収集するグラフ・データの種類を選択します。

注 :Webパフォーマンス・グラフを使用しない場合は，メモリを節約するために

すべてのグラフを無効にします。

詳細 l ソケットの代わりにWinInetで再生する( Windowsのみ) ：仮想ユーザが標準

のソケット再生の代わりに，WinInet再生エンジンを使用するようにしま

す。HTTP再生エンジンには 2種類あります。ソケット・ベース(標準 )または

WinInetベースです。WinInetは Internet Explorerによって使用されているエン

ジンで， IEブラウザに組み込まれている機能のすべてをサポートしていま

す。WinInet再生エンジンの制限事項は，スケーラブルでないこと，UNIXをサ

ポートしていないことです。加えて，スレッドで作業している場合，WinInetエン

ジンはモデムの速度と接続数を正確にエミュレートしません。

独自のソケット・ベースの再生は，パフォーマンス・テストに対してスケーラブルで

より軽いエンジンです。またスレッドの動作に関して正確でもあります。ソケット・

ベースのエンジンの制限事項は，SOCKSプロキシをサポートしていないことで

す。そのような環境で記録を行っている場合は，WinInet再生エンジンを使用

します。

l 自動トランザクション名にファイルと行を追加：自動トランザクションに対して，

ファイル名と行番号をトランザクション名に追加することで，一意のトランザク

ション名を作成します(標準で有効 )。

注 : このオプションは，ログ・ファイルに追加の情報を挿入するため，より多

くのメモリを必要とします。

l クリティカルではないリソースのエラーを警告：このオプションは，パフォーマンス・テ

ストにとって致命的ではないアイテムで関数が失敗した場合に警告のステータ

スを返します。たとえば，画像または Javaアプレットのダウンロードに失敗した

ような場合です。このオプションは標準設定で有効です。特定の警告をエラー

として捉えてテストを失敗させる必要がある場合，このオプションを無効にしま

す。リソースでないもののリストに追加することで，Content-typeをクリティカルに

設定できます。詳細については，『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガイ

ド』を参照してください。

l スナップショットのリソースをローカルに保存：スナップショットのリソースをローカル・

マシン上のファイルに保存します。この機能を使用すると，実行時ビューアでス

ナップショットをより正確に作成し，より高速に表示できます。
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UI 要素 説明

詳細設定オ

プションを設

定する

次の領域において詳細なオプションの設定を可能にします。DNSのキャッ

シュ，HTTPのバージョン，Keep-Alive HTTP接続，サーバ・サイド圧縮を受け入

れる，言語ヘッダを受け入れる，HTTP要求接続タイムアウト，HTTP要求受信

タイムアウト，ネットワーク・バッファ・サイズ，ステップ・ダウンロード・タイムアウト。

詳細については，以下の関連する「インターネット・プリファレンスの詳細オプション -
HTTP」を参照してください。

インターネット・プリファレンスの詳細オプション - HTTP

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

HTTP のバー

ジョン

使用するHTTPのバージョンを指定します。バージョン 1.0または 1.1。この情報

は，仮想ユーザがWebサーバに要求を送信する場合は常にHTTP要求ヘッダ

に含まれています。

Keep-Alive
HTTP 接続

Keep-aliveはHTTP拡張に使用される用語で，永続的または継続的な接続

を可能にします。それらの長期的に存続するHTTPセッションにより，同じ TCP
接続を介して複数の要求が送信されます。これにより，Webサーバとクライアント

のパフォーマンスが改善されます。

keep-aliveオプションは，keep-alive接続をサポートしているWebサーバでのみ動

作します。この設定は，仮想ユーザのスクリプトを実行しているすべての仮想ユー

ザで keep-alive HTTP接続が有効であることを指定します。

標準設定値：有効

Accept-
Language要

求ヘッダ

受け付ける言語をカンマ区切りで指定したリストを入力します。たとえば，en-
us，fr，などです。
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UI 要素 説明

HTTP エラーを

警告とする

HTTPエラーのためにリソースのダウンロードに失敗した場合に，エラーの代わりに

警告を発行します。

l HTTP 要求接続タイムアウト (秒 ) ：仮想ユーザが，ステップ内で中断するまで

に特定のHTTP要求の接続を待機する時間 (秒 )です。タイムアウトは，

サーバが安定してユーザに応答する機会を提供します。

注 : このタイムアウトは，wap_connect関数によって初期化される，仮

想ユーザがWAP接続を待機する時間にも適用されます。

l HTTP 要求受信タイムアウト (秒 ) ：仮想ユーザが，ステップ内で中断するまで

に特定のHTTP要求の応答を受信するのを待機する時間 (秒 )です。タイム

アウトは，サーバが安定してユーザに応答する機会を提供します。

標準設定値：120秒

l HTTP Keep-Alive タイムアウト：アイドル状態の接続をオープンにしておく秒

数を入力します。

Zlib ヘッダを

要求

zlib圧縮ライブラリ・ヘッダを含めてサーバに要求データを送信します。標準設定

では，zlibヘッダを含めてサーバに要求が送信されます。このオプションを使用す

ると，要求に zlibヘッダを含めない非ブラウザ・アプリケーションをエミュレートでき

ます。ヘッダを除外するには，このオプションを ［いいえ］に設定します。

標準設定値：はい

サーバ・サイド

圧縮を受け入

れる

サーバに対し，再生が圧縮されたデータを受け入れられることを示します。次のオ

プションが利用可能です。なし(圧縮なし)，gzip( gzip圧縮を受け入れ

る)，gzip，deflate( gzipまたは deflate圧縮を受け入れる)，deflate( deflate圧
縮を受け入れる)。

注 :圧縮されたデータを受け入れると，CPUの使用量が急激に増加する

場合があります。標準設定は，gzip，deflate圧縮を受け入れます。

インターネット・プリファレンスの詳細オプション -一般

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

DNS キャッシュ ドメイン・ネーム・サーバから名前を解決した後，仮想ユーザがホストの IPアドレ

スをキャッシュに保存するようにします。これにより，その後の同じサーバに対する

呼び出し時間が節約されます。特定の負荷分散テクニックを使用するよう

な， IPアドレスが変化するような状況では，仮想ユーザがキャッシュの値を使用

するのを回避するために必ず無効にしてください(標準設定で有効 )。
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UI 要素 説明

UTF-8から，ま

たは UTF-8へ

の変換

受信したHTMLページと送信されたデータをUTF-8から，およびUTF-8へ変換

します。記録オプションで UTF-8サポートを有効にします。詳細については，

『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガイド』を参照してください。

標準設定値：いいえ

リソースによって

発生したステッ

プ・タイムアウト

を警告とする

タイムアウト間隔内に読み込まれなかったリソースによってタイムアウトが発生す

る場合，エラーの代わりに警告を発行します。リソースでない場合

は，Performance Centerはエラーを発行します。

標準設定値：無効

HTML の

Content-Type
を解析する

HTMLを期待している場合に，指定されたContent-Typeが次の場合にのみ応

答を解析します。HTML，text\html，TEXT 任意のテキスト，ANY，任意の

content-type。

注 : text/xmlはHTMLとしては解析されません。標準設定値は TEXTで

す。

タイムアウト設定は主として，環境に対して受け付けられるタイムアウト値を異

なる値にする必要があると判断した上級ユーザに対するものです。標準設定

は，ほとんどのケースにおいて十分である必要があります。サーバがある程度の

時間内に応答しない場合は，スクリプトが不必要に待機する原因となるような

非常に長い時間を設定するよりも，他の接続関連の問題をチェックします。

ステップ・ダウン

ロード・タイムア

ウト (秒 )

仮想ユーザがスクリプトでステップを中断するまで待機する時間です。このオプショ

ンは，ページに対して x秒を超えて待機しないユーザの動作をエミュレートする

のに使用します。

ネットワーク・

バッファ・サイズ

HTTP応答を受信するのに使用するバッファの最大サイズを設定します。データ

のサイズが指定したサイズよりも大きい場合，サーバはデータを塊で送信し，シ

ステムのオーバーヘッドを増加させます。Controllerから複数の仮想ユーザを実行

している場合，すべての仮想ユーザは各自のネットワーク・バッファを使用してい

ます。この設定は主として，ネットワーク・バッファ・サイズが自身のスクリプトのパ

フォーマンスに影響を与える可能性があると判断した上級ユーザを対象としてい

ます。

標準設定値：12kB

最大値：0x7FFF FFFF

NTLM 情報を

出力

NTLMハンドシェークに関する情報を標準ログに出力します。

SSL 情報を出

力

SSLハンドシェークに関する情報を標準ログに出力します。
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UI 要素 説明

エラーとして発

行された一致

エラー数の上

限

LBまたはRB(左境界または右境界 )を使用したコンテンツのチェックに関して，

エラーとして発行された一致エラー数の上限これは文字列が見つかった時

( Fail=Found)にエラーが発生した場所に一致するよう適用されます。その後す

べての一致は情報メッセージとしてリストされます。

標準設定値：10の一致。

同じページに

対する META
Refresh の上

限

ページあたりに実行可能な META Refreshの最大回数です。

標準設定値： 2

UTF-8による

ContentCheck
の値

値をUTF-8で ContentCheck XMLファイルに保存します。

ツリー・ビューの

要求の本体の

制限

ツリー・ビューに表示される要求の本体のバイト数を制限します。制限なしは 0
です。

IP バージョン IPバージョンを指定します。

web_syncの

再試行間隔

(ミリ秒 )

falseになる条件のテストと次の再試行との間の，ミリ秒単位の待ち時間を指

定します。

web_syncの

再試行タイム

アウト (ミリ秒 )

再試行が許可されるミリ秒単位の最大時間を指定します。計算されたタイムア

ウトがステップ・タイムアウト ( ［ステップダウンロード タイムアウト］実行時設定で決

定 )を超える場合，後者が使用されます。

インターネット・プリファレンスの詳細オプション -認証

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

認証再試行

時の固定思考

遅延時間 (ミリ
秒 )

ユーザによる認証情報 (ユーザ名およびパスワード )の入力をエミュレートする思

考遅延時間を仮想ユーザのスクリプトに自動的に追加します。この思考遅延

時間はトランザクション時間に含まれます。

標準設定値： 0

NTLM2セッ

ション・セキュリ

ティを無効にす

る

より基本的な NTLM 2セッション・セキュリティ応答の代わりに，完全な NTLM 2
ハンドシェーク・セキュリティを使用します。

標準設定値： 0
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UI 要素 説明

Windowsのネ

イティブ NTLM
実装を使用す

る

固有 APIの代わりにNTLM認証のためのMicrosoftセキュリティAPIを使用しま

す。

Windowsのネ

イティブ NTLM
実装で資格情

報を上書きす

る

WindowsのネイティブNTLM実装で資格情報を上書きします。

統合認証を有

効にする

Kerberosベースの認証を有効にします。サーバから認証スキームの提示があった

場合に，他のスキームに優先して Negotiateを使用します。

標準設定値： 0

大きい KDC
負荷をかける

以前の反復で取得された資格情報を再使用しません。この設定により，KDC
(鍵配布センター)に対する負荷を強化します。サーバの負荷を低減するには，

このオプションをはいに設定して，以前の反復で取得された資格情報を再使用

するようにします。このオプションは Kerberos認証を使用する場合にのみ該当し

ます。

標準設定値：いいえ

インターネット・プリファレンスの詳細オプション -ログ

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

出力バッファの行の長さ 要求 /応答のヘッダ/本体および/または JavaScript ソースの出力用

の行の長さ(折り返しを無効にします)。

出力バッファはバイナリ・ゼロ

のみエスケープする

l はい：要求 /応答のヘッダ/本体および/または JavaScript ソースの

出力時にバイナリ・ゼロのみエスケープします。

l いいえ：印字不能文字 /制御文字をすべてエスケープします。

インターネット・プリファレンスの詳細オプション - Web( Click and Script)固有

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ホームページのURL ブラウザを開いた時に表示されるホームページのURLです。

標準設定値：about:blank

DOM ベースのスナップショット サーバ応答からではなくDOMからスナップショットを生成します。

標準設定値：はい
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UI 要素 説明

HTTP による文字セットの変

換

'Content-Type:....; charset=...' HTTP応答ヘッダによる文字セッ

トの変換を行います。UTF-8から，またはUTF-8への変換はオー

バーライドされます。

META による文字セットの変

更があったら解析しなおす

META タグによる文字セットの変更があったらHTMLを解析しな

おします。［HTTP による文字セットの変換］が有効な場合にの

み設定できます。［自動］は，最初の反復で使用したときにのみ

解析が有効になることを意味します。

JavaScript エラー時に失敗す

る

JavaScript評価エラーの発生時に仮想ユーザは失敗しま

す。ALMは JavaScriptエラーの発生後にのみ警告メッセージを

発しますが，スクリプトの実行は継続します。

標準設定値：いいえ

新規ウィンドウ・プロジェクトごと

に標準クラスを初期化する

有効にすると，SRC コンパイル済みスクリプトはキャッシュされませ

ん。

無効になっている対象要素を

無視する

無効になっている仮想ユーザ・スクリプト関数による対象要素を

無視します。

ステップ終了時にタイマを最適

化する

可能な場合は，有効期限切れの前に，ステップ終了後に期限

切れとなる setTimeout/setInterval/＜META refresh＞を実行し

ます。

標準設定値：はい

Single
setTimeout/setInterval
threshold (秒 )

window.setTimeout メソッドおよびwindow.setInterval メソッドの

タイムアウトの上限を指定します。遅延がこのタイムアウトを超え

ると，これらのメソッドは渡された関数を呼び出しません。これは，

次の要素をクリックする前に指定された時間待機するユーザをエ

ミュレートします。

標準設定値：5秒

累積 setTimeout/setInterval
しきい値 (秒 )

window.setTimeout メソッドおよびwindow.setInterval メソッドの

タイムアウトを指定します。遅延がこのタイムアウトを超える

と，window.setTimeoutおよびwindow.setIntervalに対する追加

の呼び出しは無視されます。このタイムアウトはステップに対して

累積されます。

標準設定値：30秒

ステップ終了時に setInterval
を設定しなおす

0 =いいえ，1 = 1回，2 =はい。

ステップの最後の no-network
タイマを制限する

ネットワーク要求が発行されていない場合に，ステップの最後で

のsetTimeout/setIntervalで指定されたスクリプト評価の数を制

限します( 0を指定すると制限なしになります)。［ステップ終了時

にタイマを最適化する］が有効になっている場合のみ使用できま

す。

HP ALM Performance Center (11.52)333 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第28章 :スクリプトの実行環境設定



UI 要素 説明

履歴のサポート テスト実行に対して window.historyオブジェクトのサポートを有

効にします。オプションは，有効，無効，自動です。自動オプショ

ンは，window.historyオブジェクトが初回の反復で使用された場

合にのみ，仮想ユーザがサポートするようにします。

標準設定値：自動

注 : このオプションを無効にすると，パフォーマンスが改善しま

す。

履歴の最大サイズ 履歴リストに保存されるステップの最大数です。

標準設定値：100ステップ

navigator.browserLanguage ナビゲータDOMオブジェクトの［browserLanguage］プロパティに

設定されているブラウザの言語です。

標準設定値：記録された値を使用します。

注 :古い記録エンジンで作成されたスクリプトは［en-us］を
標準で使用します。

navigator.systemLanguage ナビゲータDOMオブジェクトの［systemLanguage］プロパティに

設定されているSYSTEM言語です。

標準設定値：記録された値を使用します。

注 :古い記録エンジンで作成されたスクリプトは［en-us］を
標準で使用します。

navigator.userLanguage ナビゲータDOMオブジェクトの［userLanguage］プロパティに設定

されているUSERの言語です。

標準設定値：記録された値を使用します。

注 :古い記録エンジンで作成されたスクリプトは［en-us］を
標準で使用します。

screen.width screen DOMオブジェクトのwidthプロパティを設定します(ピクセ

ル単位 )。

標準設定値： 1024

screen.height screen DOMオブジェクトのheightプロパティを設定します(ピクセ

ル単位 )。

標準設定値： 768
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UI 要素 説明

screen.availWidth screen DOMオブジェクトのavailWidthプロパティを設定します

(ピクセル単位 )。

標準設定値： 1024

screen.availHeight screen DOMオブジェクトのavailHeightプロパティを設定します

(ピクセル単位 )。

標準設定値： 768

DOM メモリ割り当ての標準設

定のブロック・サイズ

DOM メモリ割り当ての標準設定のブロック・サイズを設定しま

す。値が小さすぎると余分な malloc呼び出しの原因となり，実

行速度が低下します。値が大きすぎると必要以上の過剰メモリ

使用の原因となります。

標準設定値：16384バイト

動的に作成される DOM オブ

ジェクトためのメモリ・マネージャ

l はい：動的に作成されるDOMオブジェクトためのメモリマネー

ジャを使用します。

l いいえ：メモリマネージャを使用しません。たとえば，SAPのよ

うに同じ文書で複数のDOMオブジェクトが動的に作成され

る場合です。

l 自動： プロトコルが推奨する設定を使用します。

標準設定値：SAPを除くすべてのプロトコルに対して［はい］

JavaScript実行時メモリのサ

イズ( KB)
JavaScript実行時メモリのサイズを指定します( KB)。

標準設定値：256 KB

JavaScriptスタック・メモリのサ

イズ( KB)
JavaScriptスタック・メモリのサイズを指定します( KB)。標準設定

値は 32 KBです。

標準設定値：32 KB

インターネット・プリファレンスの詳細オプション - Web JavaScript

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

JavaScript コードの実

行を有効にする

JavaScript コードの実行を有効にします。

JavaScript エンジン・ラ

ンタイムのサイズ (KB)
JavaScriptエンジン・ランタイムに割り当てるメモリ・サイズをキロバイト単

位で指定します。プロセスのすべての仮想ユーザに対して，1つのランタ

イムが作成されます。

JavaScript エンジンの

スレッドごとのスタック・サ

イズ (KB)

JavaScriptエンジンで各仮想ユーザのスレッドに割り当てるメモリ・サイズ

をキロバイト単位で指定します。
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プロキシ設定

プロキシ実行環境設定を使用して，プロキシ関連の設定を行います。実行環境設定では，次のプ

ロキシ・オプションが利用可能です。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

プロキシなし

(インターネッ

トへ直接接

続 )

すべての仮想ユーザはインターネットに直接接続する必要があります。これは，プ

ロキシ・サーバを使用せずに接続が行われることを意味します。

標準設定の

ブラウザからプ

ロキシ設定を

取得

すべての仮想ユーザは，各仮想ユーザが実行されているマシンにある標準ブラウ

ザのプロキシ設定を使用します。

ユーザ定義プ

ロキシを使用

l 自動設定スクリプトを使用する：プロキシの割り当て情報が含まれる

JavaScript ファイル(通常は拡張子が .pac)を指定できるようになります。この

スクリプトにより，ブラウザはURLに依存して，プロキシ・サーバにアクセスする

場合とサイトに直接接続する場合を区別できます。さらに，ブラウザがあるアド

レスに対しては特定のプロキシ・サーバを使用し，他のアドレスに対しては別の

サーバを使用するようにすることもできます。

http://で始まるWebの場所を指定します。たとえば，

http://hostname/proxy.pac。

l プロキシ・サーバを使用：選択して実際のプロキシ・サーバの詳細を入力しま

す。

n HTTP(使用するプロキシのアドレス) ：HTTPプロキシ・サーバの IPアドレスま

たは名前。

n HTTP ポート：HTTPのポートです。

n HTTPS(使用するプロキシのアドレス) ：HTTPSプロキシ・サーバの IPアドレス

または名前。

n HTTPS ポート：HTTPSのポートです。

n すべてのプロトコルに同一のプロキシ サーバを使用：選択すると，セキュアなサ

イトに対して特別のサーバを指定するのではなく，すべてのインターネット・プロ

トコル( HTTP，HTTPS)に同じプロキシ・サーバを使用します。

注 :あるプロキシ・サーバをHTTPサイトに，そして別のプロキシ・サーバを

すべてのHTTPS(セキュアな)サイトに使用できます。
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UI 要素 説明

例外 プロキシ・サーバの情報を指定する場合，すべてのユーザが指定したプロキシ・

サーバを使用するように指定できます。そのような場合に，仮想ユーザに直接アク

セスさせたいURLがある場合，つまりプロキシ・サーバを使用しないURLがある場

合は，それらのURLのリストを［例外］ボックスに入力します。

l 次で始まるアドレスにはプロキシ サーバを使用しない：プロキシ・サーバから除

外するアドレスを入力します。セミコロンを使用してエントリを区切ります。

l ローカルアドレス(イントラネット )にはプロキシ サーバを使用しない：イントラネッ

トなどのローカル・アドレスをプロキシ・サーバから除外するには，このチェック・

ボックスを選択します。

認証 プロキシ・サーバの情報を指定する場合で，プロキシ・サーバが各仮想ユーザに対

して認証を必要とする場合，このダイアログ・ボックスを使用して関連するパスワー

ドとユーザ名を入力します。

l ユーザ名：プロキシ・サーバにアクセスするための仮想ユーザのユーザ名です。

l パスワード：仮想ユーザがプロキシ・サーバにアクセスするために必要なパスワー

ドです。

ダウンロード・フィルタの設定

ダウンロード・フィルタの実行環境設定では，再生中に仮想ユーザがリソースをダウンロードするWeb
サイトを指定できます。除外するサイトまたは含めるサイトのいずれかを指定できます。URL，ホスト

名，ホストのサフィックス名を指定して，許可するソースまたは不許可のソースを制御します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

リストされたアド

レスのみを含める

アドレスのリストにあるアドレスを含めます。すべてのWebサイトから，含めるリス

トにあるWebサイト以外のリソースを除外します。

リストされたアド

レスを除外する

アドレスのリストにあるアドレスを除外します。仮想ユーザは，リストにあるWeb
サイトを除くすべてのWebサイトからダウンロードします。

アドレスの追加：アドレス・リストにアドレスを追加します。

アドレスの編集：アドレス・リストのアドレスを変更します。

アドレスの削除： アドレス・リストからアドレスを削除します。

タイプ アドレス・タイプ。URL，ホスト，またはホストのサフィックス
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UI 要素 説明

データ アドレスのデータ。

注 :アドレス・タイプに応じて，次のようにデータを入力します。

l URL：http://または https://で始まる完全な URLを入力します。

l ホスト：ホスト・マシンの名前をそのドメインと併せて入力します(たとえ

ば，www.hp.com)。

l ホスト・サフィックス：複数のホスト名に共通のサフィックス(たとえ

ば，hp.com)。共通のドメイン上に複数のWebサイトがある場合に役立ち

ます。

ブラウザ・エミュレーションの設定

ブラウザ・エミュレーションの設定を使用して，テスト環境のブラウザのプロパティを設定します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ユーザ・エー

ジェント (エミュ

レートするブラ

ウザ) - ブラウザ

のカスタマイズ

標準設定では，ユーザエージェントはMicrosoft Internet Explorer 5.5ブラウザ・

エージェントをエミュレートします。ただし，スクリプトに対して Internet Explorer 5.5
と互換性のある別のブラウザをエミュレートさせることもできます。この設定によっ

て，ブラウザのタイプとバージョンを識別するUser-Agentヘッダが作成されます。
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UI 要素 説明

ブラウザの

キャッシュをシ

ミュレート

仮想ユーザがキャッシュのあるブラウザをシミュレートするようにします。標準設定

では，キャッシュのシミュレーションは有効です。キャッシュが無効な場合，仮想

ユーザはすべてのキャッシュ機能を無視し，すべての要求に対してリソースのすべ

てをダウンロードします。

キャッシュ・シミュレーションを無効にした場合でも，各ページに対して各リソースは

複数回表示されるものであっても 1回だけダウンロードされます。リソースとは，画

像，フレーム，別の種類のスクリプト・ファイルです。

複数の仮想ユーザを実行している場合，すべての仮想ユーザは独自のキャッ

シュを持ち，キャッシュから画像を取得します。このオプションを無効にすると，すべ

ての仮想ユーザはキャッシュの無いブラウザをエミュレートします。

次のブラウザ・キャッシュのオプションを設定することもできます。

l 内容を要求する URL をキャッシュする( HTML) ：HTMLの内容を要求する

URLのみをキャッシュします。内容は解析，検証，相関で必要になる場合が

あります。このオプションを選択すると，HTMLコンテンツは自動的にキャッシュさ

れます。このオプションは標準設定で有効です。

ヒント :仮想ユーザのメモリのフットプリントを減少させるには，テストで明

示的に要求されている場合を除き，このオプションを無効にします。

l HTML ページ以外に URL が要求する内容を指定する：この設定を使用す

ると，検証目的でキャッシュに格納するHTMLページ以外のURLのコンテン

ツ・タイプを指定できます。たとえば， text/xmlまたは image/gifです。複数のコ

ンテンツ・タイプをセミコロンで区切ります。

l 保管したページにアクセスする度に更新バージョンを確認する：この設定は，

指定したURLに関して，キャッシュに保存されている物より新しいバージョン

があるかどうかブラウザがチェックを行うようにします。このオプションを有効にする

と，"If-modified-since"属性がHTTPヘッダに追加されます。このオプション

は，ページの最新のバージョンを取得しますが，シナリオまたはセッションの実行

中により多くのトラフィックを生成します。標準設定ではブラウザは新しいリソー

スをチェックしないため，このオプションは無効になっています。

HTML 以外の

リソースをダウ

ンロード

再生中にWebページをアクセスする際，グラフィック画像を読み込みます。これに

は，ページと共に記録されたグラフィック画像，および明示的にページと共に記録

されなかったグラフィック画像の両方が含まれます。現実にユーザがWebページを

アクセスする時，画像が読み込まれるまで待ちます。したがって，エンドユーザの

時間も考慮してシステム全体をテストする時このオプションを使用します。パフォー

マンスを向上し，現実のユーザをエミュレートする必要がない場合は，このオプショ

ンを無効にしてください。

ヒント :画像のチェックで差を感じる場合には，このオプションを無効にしま

す。なぜなら，Webページにアクセスする度に異なる画像が読み込まれる場

合があるからです(たとえば，広告のバナーなど)。
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UI 要素 説明

反復ごとに新

規ユーザをシ

ミュレート

反復と反復の間にすべてのHTTPコンテキストを initセクションの終わりにあった

状態に戻します。この設定により，仮想ユーザが新規ユーザがブラウズを開始す

る状態をより正確にエミュレートすることができるようになります。これにより，すべて

のcookieは削除され，すべてのTCP接続 ( Keep-Aliveを含む)は閉じられ，エ

ミュレートされたブラウザのキャッシュはクリアされ，HTMLフレームの階層はリセット

され(フレームの番号は 1から開始されます)，ユーザ名とパスワードはクリアされま

す。このオプションは標準設定で無効です。

l 反復ごとにキャッシュをクリアする：ユーザがWebページに初めてアクセスした時

をシミュレートするために，反復ごとにブラウザのキャッシュをクリアします。最近

ページにアクセスしたユーザをシミュレートするように，仮想ユーザがブラウザの

キャッシュを使用する場合は，このオプションを無効にします。

速度のシミュレーションの設定

速度のシミュレーションの設定により，ネットワークの接続をエミュレートできます。

これらの設定を使用すると，テストの環境を最適にエミュレートする帯域幅を選択できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

最大帯域幅を

使用

標準設定では帯域幅のエミュレーションは無効で，仮想ユーザはネットワークで

利用可能な最大の帯域幅で実行します。

帯域幅を使用 仮想ユーザがエミュレートする特定の帯域幅レベルを示します。速度の範囲を

14.4から 512 Kbpsから選択し，アナログ・モデム， ISDN，またはDSLをエミュ

レートします。

ユーザ定義の

帯域幅を使用

仮想ユーザがエミュレートする帯域幅の制限を示します。帯域幅をビットで指定

します。1キロビットは 1024ビットです。

データ形式拡張機能の構成設定

各種データ形式を読み取り可能な形式に変換します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

データ形式拡張機能を有効にする 再生時，データ形式拡張機能を有効にします。

Classpathの設定

Classpathの設定では，システムのCLASSPATH環境変数に含まれていない追加のクラスの場所

を指定できます。Javaアプリケーションを実行して適切な再生を保証するために，これらのクラスが必

要になる場合があります。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

Classpath エン

トリ

システムのCLASSPATH環境変数に含まれていない追加のクラスのパスを入

力します。

複数のエントリをセミコロンで区切ります。

クライアント・エミュレーションの設定

Oracle NCAクライアント・エミュレーションの実行環境設定では，NCAクライアントの通信パラメータを

指定できます。Oracle NCA環境を正確にエミュレートするように設定を構成してください。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ソケット・モー

ド

クライアントとの間の通信はソケット・レベルで行われ，より上のHTTPレベルでは

ありません。

l タイムアウト (秒 ) ：Oracle NCA仮想ユーザがサーバからの応答を待機する時

間。標準設定値は -1で，タイムアウトを無効にして無期限に待機します。

プラグマ・モー

ド

プラグマ・モードでは，通信はOracleによって定義されたプラグマ・モードで実行さ

れます。この通信レベルは，HTTPおよびサーブレットの上位であり，定期的にメッ

セージを送信する特徴があります。このモードでは，サーバが即座にデータに応答

できないことをクライアントが認識しています。サーバは，要求されたデータを送信

できるまで所定の間隔でメッセージを送信します。

l 再試行限度：エラーを発行するまでに，クライアントが IfErrorメッセージをサー

バから受け付ける最大回数を指定します。 IfErrorメッセージはサーバがクライ

アントに送信する定期的なメッセージで，できる限り早くデータで応答すること

を示しています。

l 再試行間隔：IfErrorメッセージの場合の再試行の間隔を定義します。

l 再試行間隔をトランザクションに含める：再試行時間の間の間隔を，トラン

ザクションの経過時間として含めます。

ハートビートを

有効にする

Oracleサーバに送信されるハートビートを有効または無効にできます。ハートビー

トは，サーバとの間に適切な通信が存在していることを確認します。Oracle NCA
サーバに重い負荷がかかっている場合には，ハートビートを無効にします。ハート

ビートを有効にする場合，サーバに送信されるハートビート・メッセージの頻度を設

定できます。

［頻度］ボックスで，ハートビート・シグナルの頻度を指定します。標準設定値は

120秒です。

標準設定値：有効

HP ALM Performance Center (11.52)341 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第28章 :スクリプトの実行環境設定



UI 要素 説明

Formsのバー

ジョン

記録中に検出されたOracle Formsサーバのバージョンを指定できます。

注 : この設定は，記録後にサーバをアップグレードした場合にのみ変更しま

す。

診断 この項では，Oracle Applicationsのデータベース層の診断モジュールに関する情

報を提供します。

l Application のバージョン：Oracle Applicationのバージョンです。このオプション

はOracle Applicationを使用する場合に関連があり，カスタムのOracle NCA
アプリケーションには関連がありません。Oracleデータベースのブレークダウンを

使用する場合にのみ必要です。

Citrix構成設定

画面の遅延，データの圧縮，ディスクのキャッシュ，マウス移動のキュー処理に関連するCitrix構成

設定です。サーバの負荷に影響を及ぼすこれらの設定は，Citrix クライアントのプロパティに相当しま

す。クライアントのプロパティを表示するには，Citrix Program Neighborhoodで ICA接続を表すアイコ

ンを選択し，右クリックメニューから［プロパティ］を選択します。［標準設定のオプション］タブを選択しま

す。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

SpeedScreen
待ち時間の

減少

ネットワーク速度の遅い時，ユーザとの通信を向上するために利用する機能で

す。ネットワーク速度に応じて，この機能をオンまたはオフにできます。自動オプショ

ンは，現在のネットワーク速度に応じて機能をオンまたはオフにします。ネット

ワーク速度が不明の場合は，このオプションをサーバの標準設定を使用に設定

することで，マシンの標準設定を使用します。

データ圧縮を

使用する

仮想ユーザが転送データを圧縮するようにします。このオプションを有効にするに

は，オプションの左のチェック・ボックスをオンにします。無効にするにはチェック・ボック

スをオフにします。帯域幅が制限されている場合はデータ圧縮を有効にしてくださ

い(標準設定で有効 )。

ビットマップに

ディスクキャッ

シュを使用す

る

仮想ユーザが，ビットマップとよく使用するグラフィック・オブジェクトを格納するのに

ローカル・キャッシュを使用するようにします。このオプションを有効にするには，オプ

ションの左のチェック・ボックスをオンにします。無効にするにはチェック・ボックスをオフ

にします。帯域幅が制限されている場合はこのオプションを有効にしてください

(標準設定で無効 )。

マウスの移動

とキースト

ロークをキュー

に挿入

仮想ユーザがマウスの移動とキー・ストロークのキューを作成して，サーバにパケッ

トとして送信する頻度を減らします。この設定により，低速な接続におけるネット

ワークのトラフィックが減少します。このオプションを有効にすることで，キーボードと

マウスの移動がセッション的に低コストになります。このオプションを有効にするに

は，オプションの左のチェック・ボックスをオンにします。無効にするにはチェック・ボック

スをオフにします(標準設定で無効 )。
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UI 要素 説明

サウンド・ク

ウォリティ

サウンドのクウォリティを指定します。サーバの標準設定を使用，サウンド・オフ，

高音質，中音質，低音質。クライアント・マシンに 16ビットのSound Blaster互
換のサウンド・カードが無い場合は，サウンド・オフを選択します。サウンド・サポー

トが有効の場合は，公開されたアプリケーションからクライアント・マシン上でサウン

ド・ファイルを再生できます。

ゲートウェイの設定

ゲートウェイリンクを使用して，WAPゲートウェイの設定を行います。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

接続オプション 接続オプションでは，仮想ユーザがWAPゲートウェイへの接続に使用する方法

を選択します。

l WAP ゲートウェイ：WAPゲートウェイを通してWebサーバにアクセスする仮想

ユーザを実行します。

l HTTP 直接：仮想ユーザを，Webサーバに直接アクセスするHTTPモードで

実行します。

HTTP直接接続モードを選択すると，残りのWAPゲートウェイのオプションは適

用されません。

ゲートウェイの

設定

仮想ユーザがゲートウェイを通して接続する場合， IP，ポート，WAPバージョンの

オプションでゲートウェイ接続を指定します。

l IP：ゲートウェイの IPアドレス。

l ポート：ゲートウェイのポート。WAPゲートウェイを通して仮想ユーザを実行す

る場合，仮想ユーザは選択したモードに応じて自動的に標準設定のポート

番号を使用します。ただし，設定をカスタマイズしてゲートウェイ用のカスタムの

IPアドレスとポートを指定できます。

l WAP バージョン：WAPのバージョン，1.x(WSP)または2.0( HTTP プロキ

シ)。WAP 1.x(WSP)で記録した場合は，仮想ユーザを 1.x(WSP)または

2.0( HTTPプロキシ)モードで実行できます。WAP 2.0( HTTPプロキシ)で記

録した場合は，同じモードの仮想ユーザでのみ実行できます。

スクリプトをWAP 1.x(WSP)で実行している場合，複数の接続と詳細オプショ

ンを指定できます。
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UI 要素 説明

ゲートウェイ接

続モード

WAPバージョン 1.x(WSP)接続に適用される接続モードの設定。

l コネクション指向モード：WSPセッションの接続モードを，コネクション指向に設

定します。

l コネクションレス・モード：WSPセッションの接続モードを，コネクションレスに設

定します。

l セキュリティを有効化：WAPゲートウェイに対するセキュア接続を有効にしま

す。

詳細ゲート

ウェイ・オプショ

ン

ゲートウェイの実行環境設定で［詳細］オプションを開いて，WAP機能とその他

の詳細ゲートウェイ・オプションを設定します。詳細については，以下の "詳細ゲー

トウェイ・オプション"を参照してください。

詳細ゲートウェイ・オプション

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

プッシュのサポートの確

認

COモードでは，プッシュ・メッセージを受信した場合に，このオプションは

仮想ユーザがメッセージの受領証を確認するようにします(標準設定で

は無効 )。詳細については，『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガ

イド』を参照してください。

プッシュのサポート ゲートウェイにまたがるプッシュ・タイプのメッセージを有効にします(標準設

定で無効 )。

CAPSessionResume セッションの中断または再開の要求を有効にします。
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UI 要素 説明

確認応答ヘッダ ゲートウェイに情報を提供する標準ヘッダを返します。

l サーバ SDU バッファ・サイズ：セッション中にサーバに送信可能な最大

のトランザクション・サービス・データ単位です。

標準設定値： 4000

l クライアント SDU バッファ・サイズ：セッション中にクライアントに送信可

能な最大のトランザクション・サービス・データ単位です。

標準設定値： 400

l MethodMOR：同時に発生する可能性のある未完了のメソッドの数

です。

l PushMOR：同時に発生する可能性のある未完了のプッシュ・トラン

ザクションの数です。

l BearerType：基礎のトランスポートとして使用するベアラのタイプ。

l メッセージ取得：プッシュ・メッセージを受信すると，このオプションは仮

想ユーザがプッシュ・メッセージで指定されたURLからメッセージ・デー

タを取得するようにします。

標準設定値：無効

Cookie をサポート Cookieの保存と取得のサポートを提供します。

標準設定値：無効

WTP の分割と再構築 WTP(Wireless Transport Protocol)の分割と再構築 ( SAR)を有効にし

ます。

標準設定値： True

l WTP 再送信時間：WTP層が応答を受信しない場合にPDUを再

送信するまで待機する時間 (秒 )。

標準設定値： 5000

WTLS 簡易ハンド

シェーク

リダイレクト・メッセージの受信時に，完全ハンドシェークの代わりに簡易

ハンドシェークを使用します。

標準設定値：False
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UI 要素 説明

WTLS Deffie
Hellman

WTLS(ワイヤレス・トランスポート層セキュリティ)に対して，標準設定の

スキームのRSAの代わりにDeffie Hellman暗号化スキームを使用しま

す。

標準設定値：False

l WTLS Deffie Hellman 識別子：Deffie Hellman暗号化スキームの

識別子です。この識別子は，Deffie Hellman暗号化スキームを使

用するOperwaveゲートウェイとの簡易ハンドシェークに必要です。

l ネットワークMTU サイズ：ネットワーク・パケットの最大サイズ(バイト単

位 )。

標準設定値： 4096

SAPGUIの設定

SAPGUI仮想ユーザ・スクリプトの一般設定を設定できるSAPGUIの実行環境設定で

す。Performance Centerはスクリプトの実行時にこれらの設定を使用します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ステータス・

バーのテキスト

を送信する

ステータス・バーからログ・ファイルにテキストを送信します。

作業中ウィン

ドウのタイトル

を送信する

作業中ウィンドウのタイトルのテキストをログ・ファイルに送信します。

パフォーマンスの実行環境設定では，再生中にSAPクライアントを表示するかど

うかを指定できます。

再生中に

SAP クライア

ントを表示す

る

再生中にSAPクライアントの操作のアニメーションを表示します。ユーザ・インタ

フェース( UI)を表示することの利点は，フォームに入力が行われる様子を見て，

仮想ユーザの動作を注意深く追随できることです。ただし，このオプションは追加

のリソースを必要とするので，パフォーマンス・テストのパフォーマンスに影響を与え

る可能性があります。

再生時に

ActiveScreen
のスナップ

ショットをとる

すべてのアクティブなオブジェクトについて Control ID と共に再生のスナップショットを

キャプチャします。ActiveScreenスナップショットは通常のものとは異なり，どのオブ

ジェクトがVuGenによって認識されたかをSAPGUI クライアントで見ることができま

す。スナップショット上にマウスを移動すると，VuGenによって検出されたオブジェク

トが強調表示されます。次に，スナップショット内から新しいステップをスクリプトに

直接追加できます。また，スナップショット内から特定のオブジェクトに対して対話

型でステップを追加することもできます。詳細については，『HP Virtual User
Generatorユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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UI 要素 説明

詳細 詳細なオプションでは SAPfewgsvr.exeプロセスのタイムアウトを設定し，エラー

時のスナップショットを保存し，Performance Centerが再生中にSAPlogonを使

用するように設定できます。

それぞれの仮想ユーザはテスト実行中に別々のSAPfewgsvr.exeプロセスを起

動します。場合によっては，再生セッションが終了した後でもプロセスがアクティブ

のままのことがあります。Windows タスク・マネージャでプロセスが依然としてアクティ

ブかどうかを確認できます。

詳細な SAPGUI設定では，このアプリケーションのタイムアウトを設定できます。タ

イムアウトになると，Performance Centerは以前に終了されていないすべての

SAPfewgsvrプロセスを閉じます。

l 実行中の SAPlogon アプリケーションを使用して再生する：仮想ユーザが，

現在再生用に実行中のSAPlogonアプリケーションを使用するようにします。

l SAPfewgsvr アプリケーション タイムアウトの設定：SAPfewgsvr.exeプロセス

のタイムアウトを変更できます。

l SAPfewgsvr へのタイムアウト：SAPfewgsvr.exeプロセスのタイムアウト (秒
単位 )。

標準設定値：300秒

Java環境設定

Javaスクリプトでは，Java VMセクションに Java仮想マシンに関する情報を入力します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

JDK の検索に内部ロ

ジックを使う

PATH，レジストリ，Windows フォルダで再生中に使用する JDKを検

索します。

指定した JDK を使う 再生中に指定した JDKを使用します。

Xbootclasspath パラメー

タを使用

スクリプトをXbootclasspath /pオプションで再生します。

それぞれ専用のクラス・

ローダを使って各仮想

ユーザをロードする

それぞれ専用のクラス・ローダを使って各仮想ユーザをロードします。こ

れにより，各仮想ユーザに固有の名前空間を使用でき，それらのリ

ソースを別々に管理できます。

.NET環境の設定

.NET環境の実行環境設定では，アプリケーションの基本パスや設定ファイルの場所といったアプリ

ケーションに関する情報を指定できます。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

AUT アプリ

ケーション基

底パス

再生中に読み込まれるDLLがあるAUT(テスト対象アプリケーション)の基底ディ

レクトリ。標準設定では，記録中，必要な DLLのすべてはスクリプトのディレクトリ

にあります。このオプションを使用して，AUT用に不足しているDLLファイルの場

所を指定します。これは通常，記録されたアプリケーションのインストール・パスで

す。

注 : AUTはスクリプトを実行しているマシンにインストールされている必要があ

ります。このボックスをオフにすると，仮想ユーザは再生中にローカルの

script\binディレクトリをアプリケーションの基底ディレクトリとして使用します。

AUT 設定

ファイル

記録されたアプリケーションの設定ファイルのファイル名です。Performance Center
は AUT設定ファイルを script\binディレクトリにコピーして，ローカルに保存したファ

イルを読み込みます。別の場所を指定するには完全パスを使用します。ファイル

名だけを指定して，そのファイルがscript\binフォルダに無い場合，仮想ユーザは

それをアプリケーションの基底ディレクトリから読み込みます。

仮想ユーザご

とのアプリケー

ション・ドメイ

ン

それぞれの仮想ユーザを別々のアプリケーション・ドメインで実行できるようにします

(標準設定で true)。仮想ユーザを別々のアプリケーション・ドメインで実行すること

で，各仮想ユーザが静的変数を共有せずに別々に実行できるようになり，それら

によるロックの問題を回避できます。

ADO.NETプロバイダは，パフォーマンス・テストの正確性に大きく影響する接続

プールという名前の機能を提供します。すべての仮想ユーザに対してただ 1つのド

メインを使用する場合は常に接続プールはオンです。 .NET Frameworkはデータ

ベース接続をオープンのままにして新しい接続が要求されるとそれらを再利用しよ

うとします。数多くの仮想ユーザが単一のアプリケーション・ドメインのコンテキストで

実行されているため，互いに干渉する場合があります。それらの動作は直線的に

ならず，正確性を低下させる可能性があります。標準設定は trueで，各仮想

ユーザに対して別々の接続プールを割り当てます。これは各仮想ユーザのスコー

プ内に接続プールが存在することを意味しますが，仮想ユーザは互いに干渉しま

せん。この設定により正確性は向上しますが，スケーラビリティは低下します。

このオプションを無効にする場合，データベースの接続プールを手動で無効にする

必要があります。詳細については，『HP Virtual User Generatorユーザーズ・ガイ

ド』を参照してください。

以前の .NET
バージョンのサ

ポート

.NETの旧バージョンをサポートします。

共有 DLLの設定

共有 DLLの設定では，共有 DLLを管理します。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

新規エントリの追加：新しいDLLエントリを追加します。

エントリの編集：選択したDLLエントリを変更します。

エントリの削除：選択したDLLエントリを削除します。

Radiusの設定

RADIUS( Remote Authentication Dial-In User Service)は，リモート・アクセス・サーバが中央サーバと

通信してダイヤルイン・ユーザを認証できるようにする，クライアント /サーバ・プロトコルおよびソフトウェア

です。また，要求されたシステムまたはサービスへのアクセスも認証します。

RADIUSにより，すべてのリモート・サーバが共有可能な中央データベースで，企業がユーザのプロ

ファイルを管理することができます。より良いセキュリティを提供することにより，単一の管理されたネット

ワーク点に適用可能なポリシーを企業が設定できます。中央サービスを使用することにより，課金の

利用状況を追跡してネットワークの統計を保存できます。

RADIUSには 2つのサブプロトコルがあります。

l 認証：ユーザ・アクセスを認証して制御します。

l アカウント：課金の利用状況の追跡およびネットワークの統計を保持します。

仮想ユーザに関して，RADIUSプロトコルは，Radiusのサブプロトコル認証およびアカウントの両方の

WSP再生についてサポートされています。Radiusの実行環境設定にダイヤルイン情報を入力しま

す。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ネットワークのタイプ アカウントのネットワークのタイプ。GPRS(汎用パケット無線サービス)ま
たはCSD(回線交換型データ)。

IP アドレス Radiusサーバの IPアドレス。

認証ポート番号 Radiusサーバの認証ポート。

アカウント・ポート番号 Radiusサーバのアカウント・ポート。

秘密鍵 Radiusサーバの秘密鍵。

接続タイムアウト (秒 ) Radiusサーバが応答するまで待機する時間 (秒 )。

標準設定値：120秒。
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UI 要素 説明

再送の再試行回数 伝送の失敗後に再試行する回数。

標準設定値： 0

サーバから返された属

性をパラメータに保存す

る

サーバから返された属性をパラメータとして仮想ユーザが保存して，後

で使用できるようにします。

標準設定値：False

Radius クライアントの

IP
Radiusパケットの発信元 IP(通常、単一のLoadGeneratorマシンの

異なるNIC カードから送信されたパケットを区別するために使用 )。

RTE の設定

Terminal Emulatorの実行環境設定を使用すると，実際のユーザがリモート・ターミナルのエミュレー

ションを実行するのを正確にエミュレートするように TEの仮想ユーザを構成できます。接続の試行回

数，デバイス名，入力の遅延，X-システムの同期の設定を構成できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

最高接続試

行回数

ホストへの接続を記録するとTE_connect関数が生成されます。RTEスクリプトを

再生すると，TE_connect関数はターミナル・エミュレータを指定したホストに接続

します。初回の接続試行に失敗すると，仮想ユーザは正常に接続するために何

回か再試行します。各接続の詳細は，レポート・ファイルoutput.txtに記録され

ます。

仮想ユーザが接続試行する最高回数を入力します。

標準設定値：仮想ユーザは接続を 5回試行します。

元のデバイス

名を使用する

環境によっては，各セッション(仮想ユーザ)で一意のデバイス名が必要になりま

す。TE_connect関数は，各仮想ユーザに対して一意の8文字のデバイス名を

生成し，この名前を使用して接続します。

このオプションを選択すると，TE_connect関数のcom_stringパラメータ内に含ま

れるデバイス名を使用して接続します。

元のデバイス名の設定は， IBMブロック・モード・ターミナルにのみ適用されます。

標準設定値：選択済み
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UI 要素 説明

入力開始ま

での遅延時

間

遅延時間の設定により，仮想ユーザがどのように TE_type関数を実行するかが

決まります。

l 第一キー(ミリ秒 ) ：仮想ユーザが文字列の最初の文字を入力するまで待機

する時間を指定します。

l 後続キー(ミリ秒 ) ：仮想ユーザが後続の文字を送信するまでに待機する時間

を指定します。

注 :第一キーと後続キーの遅延時間にゼロを入力すると，仮想ユーザは文

字と文字の間に遅延時間を入れずに，単一の文字列として文字を送信し

ます。

TE_typing_style関数を使用して，仮想ユーザのスクリプトの遅延設定の部分

を上書きできます。

X-システムの

同期化

RTEの仮想ユーザ・スクリプトは同期化に TE_wait_sync関数を使用していま

す。すべてのTE_wait_sync関数に適用されるタイムアウトの値と安定時間の値

を設定できます。

l タイムアウト (秒 ) ：TE_wait_sync関数を再生する場合，同期化のタイムアウ

トが期限切れになるまでシステムが安定しないと，TE_wait_sync関数はエ

ラー・コードを返します。

同期化のタイムアウトを設定するには，値を入力します(秒単位 )。

標準設定値：60秒

l 安定時間 (ミリ秒 ) ：仮想ユーザがTE_wait_sync関数を実行した後，仮想

ユーザはターミナルがX-システム・モードでなくなるまで待機します。ターミナル

がX-システム・モードから戻った後でも，仮想ユーザは少しの間システムをモニ

タできます。これにより，ターミナルが安定化したこと，つまりX-システム・モード

に戻っていないことを確認します。そうして初めて TE_wait_sync関数は終了

します。

システムがX-システム・モードから戻った後，仮想ユーザがシステムをモニタし続

ける時間を設定するには，値を入力します(ミリ秒 )。

標準設定値：1000ミリ秒

サーバとプロトコルの設定

次の項では，MMS(マルチメディア・メッセージング・サービス)仮想ユーザに固有の実行環境設定に

ついて説明します。これらの実行環境設定により，サーバとプロトコルの設定を構成できます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

MMSC URL MMSC(マルチメディア・メッセージング・センター)サーバのURLです。
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UI 要素 説明

MMS バー

ジョン

スクリプトで使用されるMMSプロトコルのバージョンです。

タイムアウト

(秒 )
サーバが受信メッセージを待機する時間。

標準設定値：60秒

SMSC IP SMPPを介してMMS通知を送信するのに使用するSMSCサーバの IPアドレス

です。

SMSC ポート SMPPを介してMMS通知を送信するのに使用するSMSCサーバの IPポートで

す。

自動 WAP
接続

WAPゲートウェイにいつ接続していつ切断するかを定義します。この設定はWAP
ゲートウェイを使用する場合にのみ該当します。有効な値は次のとおりです。

l 反復ごと：各反復の開始時に接続し，各反復の終了時に切断します。

l 送信または受信ごと：各メッセージの開始時と終了時に，接続と切断を行いま

す。

l なし：自動 WAP接続を使用しません。

標準設定値：反復ごと

標準設定の

送信元アド

レス

送信元ヘッダで送信される標準設定のアドレスです。

標準設定値： +999999

タイミングの設定

接続および待機のタイムアウトに関連するCitrixのタイミングの実行環境設定。これらの設定はスク

リプト全体に適用されます。スクリプトの特定のセクションに対して待機時間を設定するには，仮想

ユーザのスクリプトのSet Waiting Timeステップを使用します。新しい待機時間は，挿入の時点から

スクリプトの最後まで，または次のSet Waiting Timeステップまで適用されます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

接続時間 接続を終了する前に待つ時間 (秒単位 )です。

標準設定値：180秒

待ち時間 終了前の同期化を待つ時間 (秒単位 )です。

標準設定値：60秒

入力の割合 キーボードでの入力時に起こる遅延時間 (ミリ秒単位 )です。
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My Performance Center の概要

My Performance Centerは，毎日のパフォーマンス・テスト・アクティビティが実行しやすくなるように特

別に設計されたインタフェースを提供します。パフォーマンス・テスト機能のパーソナライズ・ビューを作

成できます。My Performance Centerでは，テストとテスト・アセットの編集，テストの実行，テスト実行

の追跡ができます。

My Performance Centerの使用方法の詳細については，「My Performance Centerの使用方法」

(356ページ)を参照してください。

My Performance Center の使用方法

このタスクでは，My Performance Center内から実行可能な主要なパフォーマンス・テスト操作につい

て説明します。

My Performance Centerの詳細については，「My Performance Centerの概要」 (356ページ)を参照

してください。

実行中のテストをジョインする。

1. ［パースペクティブ］＞［パフォーマンステスト］を選択します。

2. ［テスト実行］ビューで，ジョインする現在実行中のテストを特定します。現在実行中のテストに

は，［実行中］の状態と，実行名がリンクとして表示されます。

ヒント :現在実行中のテストをすべて表示するには， [現在実行中のテスト ]ビューを［ユーザ

パースペクティブ］に追加します。

3. テストをジョインする実行名をクリックします。［パフォーマンステストの実行］ページが開き，テスト

の表示および管理ができます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「パフォーマンス・テスト

の実行ページ」 (205ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テストの実行

1. ［パースペクティブ］＞［パフォーマンステスト］を選択します。

2. ［パフォーマンステスト セット］ビューで，実行するテストのインスタンスを選択して［テストの実行］

をクリックします。［パフォーマンステストの実行］ダイアログ・ボックスが開き，テスト実行にタイムス

ロットを選択できるようになります。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パフォーマンステス

トの実行］ダイアログ・ボックス」 (216ページ)を参照してください。

3. 利用可能なタイムスロットを選択して［実行］をクリックします。［実行を初期化しています］ペー

ジが開きます。［実行を初期化しています］ページには，ALM Performance Centerによって実行

されたパフォーマンス・テストの初期化手順，および各手順のステータスが表示されます。各手順

が正常に完了すると，パフォーマンス・テストは実行を開始しパフォーマンステストの実行ページが

開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［実行を初期化しています］ページ」 (203
ページ)を参照してください。

パフォーマンス・テスト結果の表示とダウンロード

1. ［パースペクティブ］＞［パフォーマンステスト］を選択します。

2. ［テスト実行］ビューで，結果を表示する完了したテスト実行を選択します。結果は，［テスト実
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行の結果］ビューに表示されます。

3. 結果ファイルをダウンロードするには，［ダウンロード］をクリックします。

My Performance Center のユーザ・インタフェース

本項の内容

My Performance Centerウィンドウ 357

My Performance Centerビュー 359

通知 362

My Performance Centerウィンドウ

本項では，My Performance Centerウィンドウについて説明します。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l Webブラウザで ALMのURL( http://＜ALM プラットフォームのサーバ名＞

[＜ポート番号＞]/qcbin)を入力します。HP Application Lifecycle
Managementの［オプション］ウィンドウが開いたら，［My Performance Center］
をクリックします。

l Webブラウザで Performance CenterサーバURL( http://＜サーバ

名＞/loadtest)を入力します。ALMの資格情報を使用して，ドメインとプ

ロジェクトにログインします。
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重要な情報 l システムに，ロード・バランサと共に複数のPerformance Center Serverがインス

トールされている場合は，ロード バランサのURLを入力してMy Performance
Centerにアクセスする必要があります。あるいは，サーバの定義済みの内部

URLを入力することもできます。

l My Performance Centerにログインするには，関連する権限が必要です。詳

細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照

してください。

関連タスク 「My Performance Centerの使用方法」 (356ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

レイアウトの編集：ビューを編集できます。

更新：現在の表示を更新します。

アプリケーションのダウンロード：［アプリケーションのダウンロード］ウィンドウが開

き，ALM Performance Centerに必要なスタンドアロン・アプリケーションをダウ

ンロードできます。

お気に入りの追加：［追加 お気に入り］ダイアログ・ボックスを開き，お気に入り

ビューを追加できます。

メニューを開く：ビューを管理するための次のオプションを含むメニューを開きま

す。

l カラムの選択：ビューに表示するカラムを選択できます。

l このビューを更新：ビューに表示されている情報を更新します。

l このビューの削除：ビューを削除します。

最大 /最小ビューで表示：ビューを最大化または最小化します。
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UI 要素 説明

パースペクティブ -
システム・パース

ペクティブ

定義済みのビューのグループを選択できます。ビューのグループは次のとおりで

す。

l プロジェクト・アクティビティ：プロジェクトのアクティビティに関連するビューを表

示します。

l パフォーマンス・テスト：パフォーマンス・テストの管理に関連するビューを表

示します。

l テスト・リソース：テスト・リソースの管理に関連するビューを表示します。

l トレンド：パフォーマンスのトレンド分析の情報を表示できます。ユーザ・イン

タフェースの詳細については，「［パフォーマンスのトレンド］ページ」 (370ペー

ジ)を参照してください。

l PAL：パフォーマンス・アプリケーション・ライフサイクル情報を表示できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［PALフロー］表示枠」 (401ペー

ジ)を参照してください。

l ラボ・リソース：ラボ・リソースの管理に関連するビューを表示します。

l エラー処理：テスト・エラーの管理に関連するビューを表示します。

l コミュニティ：Performance Center RSSフィード，関連するグループおよび

フォーラムへのリンク，および製品のWebサイトに容易にアクセスできる

ビューを提供します。

パースペクティブ -
ユーザ・パースペク

ティブ

特定のテストのニーズに合うようにパーソナライズしたビューのグループを作成で

きます。

ビュー 利用可能なビューのリストを含みます。利用可能なビューの詳細について

は，「My Performance Centerビュー」 (359ページ)を参照してください。

通知 他のユーザに通知を送受信できます。利用可能なビューの詳細については，

「My Performance Centerビュー」 (359ページ)を参照してください。

My Performance Center ビュー

本項では，My Performance Centerで利用可能なビューについて説明します。

アクセス方法 My Performance Centerで，［ビュー］を選択します

重要な情報 ［システムパースペクティブ］を選択すると，ビューのリストは読み取り専用に設定さ

れ，関連するチェック・ボックスのチェック・マークで現在選択しているパースペクティ

ブに含まれるビューが判別できます。

ユーザ・パースペクティブを作成する場合，チェック・ボックスを使用してパースペク

ティブに含むビューを選択します。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

AUT ホスト AUTホストを表示および管理できます。AUTホストの詳細については，『HP ALM
ラボ管理ガイド』を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：ラボ・リソース

現在実行中

のタスク

システムで現在実行中のタスクを追跡できます。

システム・パースペクティブでの表示：プロジェクト・アクティビティ，エラー処理

現在実行中

のテスト

システムで現在実行中のテストを追跡できます。

イベント・ログ ［テスト実行］ビューで選択された特定のテスト実行用に生成されたイベントのリス

トを表示します。イベント・ログの詳細については，「［実行を初期化しています］

ページ」 (203ページ)を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：エラー処理

システム・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

ユーザ・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ，関連するテスト実行でフィルタ

最終変更エ

ンティティ

パフォーマンス・テスト・エンティティに対する変更を追跡できます。

システム・パースペクティブでの表示：プロジェクト・アクティビティ

運用環境

データ・セット

の管理

運用環境システムからPALデータ・セットをインポートおよび監視できます。PAL
データ・セットの詳細については，「運用データ・セットの管理表示枠」 (402ページ)
を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：PAL

モニタ・プロ

ファイル

モニタ・プロファイルの作成および既存のモニタ・プロファイルの管理ができます。モニ

タ・プロファイルの詳細については，「モニタ・プロファイル」 (55ページ)を参照してくだ

さい。

システム・パースペクティブでの表示：テスト・リソース

システム・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

ユーザ・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ，関連するテスト・セットでフィルタ

PAL レポート PALレポートを管理できます。利用可能なレポートのリストが表示され，新しいレ

ポートの作成，既存のレポートの削除や複製が行えます。PALレポートの詳細に

ついては，「［PALレポート］表示枠」 (406ページ)を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：PAL

Performance
Center ホスト

Performance Center Hostを表示および管理できます。ホストの詳細については，

『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：ラボ・リソースのエラー処理
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UI 要素 説明

パフォーマン

ス・テスト・セッ

ト

テスト・セット内の選択したテスト・インスタンスを表示および編集できます。テスト・

インスタンスを作成，編集，名前の変更，および削除できます。このビューからテス

トを直接実行することもできます。テスト・セットの使用方法の詳細については，

『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：パフォーマンス・テスト

パフォーマンス

のトレンド

パフォーマンスの改善および回帰を識別するためのトレンド分析レポートを作成で

きます。トレンド分析の詳細については，「トレンド分析」 (363ページ)を参照してく

ださい。

テスト実行の

結果

［テスト実行］ビューで選択したテスト実行の結果情報を表示します。

l テスト実行およびテスト実行の結果の表示の詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l テスト実行の結果の管理の詳細は，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200
ページ)を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：パフォーマンス・テスト

システム・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

ユーザ・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

テスト実行 各テスト実行の結果を表示および管理できます。

l テスト実行およびテスト実行の結果の表示の詳細については，『HP
Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してください。

l テスト実行の結果の管理の詳細は，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200
ページ)を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：プロジェクト・アクティビティ，パフォーマンス・テス

ト，エラー処理

システム・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

ユーザ・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ，関連するテスト・セットでフィルタ

タイムスロット プロジェクトの予約済みのタイムスロットを表示できます。タイムスロットの詳細につ

いては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参照してく

ださい。

システム・パースペクティブでの表示：プロジェクト・アクティビティ，パフォーマンス・テス

ト，ラボ・リソース，エラー処理

システム・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

ユーザ・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ
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UI 要素 説明

トポロジ システムで定義されたトポロジに関する詳細を表示します。トポロジの詳細につい

ては，「トポロジ」 (39ページ)を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：テスト・リソース

システム・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

ユーザ・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ，関連するテスト・セットでフィルタ

トポロジのプレ

ビュー

［パフォーマンステスト セット］ビューで選択されたパフォーマンス・テストで定義され

たトポロジのプレビューを表示します。トポロジの詳細については，「トポロジ」 (39
ページ)を参照してください。

VuGen スクリ

プト

VuGenスクリプトを表示およびALMにアップロードできます。スクリプトの管理の詳

細については，「VuGenスクリプトの管理」 (33ページ)を参照してください。

システム・パースペクティブでの表示：テスト・リソース

システム・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ

ユーザ・パースペクティブ・フィルタ：日付でフィルタ，関連するテスト・セットでフィルタ

通知

この表示枠では，他のMy Performance Centerユーザと通信できます。

アクセス方法 My Performance Centerで，［通知］を選択します。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

最新の通知 通知を表示および送信できます。

通知管理 利用可能な通知のリストを含みます。

<通知の追加表示

枠>
通知を送信できます。［My Performance Center］ウィンドウの下部にあり

ます。
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第30章: トレンド分析

本章の内容

トレンド・レポートの概要 364

品質属性のトレンド・テンプレート -トレンド分析された測定値 367

測定値の頭字語表記 367

トレンド・レポートのユーザ・インタフェース 369
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トレンド・レポートの概要

ALM Performance Centerトレンド・レポートを使用すると，パフォーマンス・テストの実行データを経過

時間ごとに比較して，アプリケーションのパフォーマンスの可視性を高め，管理をより適切に行えま

す。

テスト実行の複数のインスタンスで同じ測定値を比較すると，パフォーマンスのトレンド分析の改善，

または回帰を識別できます。

たとえば，トランザクション応答時間測定値に関するパフォーマンスのトレンド分析を行う場合，トレン

ド・レポートにはテスト実行の複数のインスタンス間に，この値が増減したか，つまりパフォーマンスの

回帰または改善が明確に表示されます。

本項の内容

l 「比較方法」 (364ページ)

l 「トレンド分析のしきい値」 (365ページ)

l 「カスタム測定値マッピング」 (366ページ)

比較方法

パフォーマンスのトレンド分析の識別目的で，パフォーマンス・テスト実行に含まれる測定値を比較す

るには，ベースラインと比較，前回と比較という 2つの方法があります。

比較方法 説明

ベースラインと

比較

トレンド・レポートで 1つのパフォーマンス・テスト実行を選択し，ベースラインとして

定義します。次に，レポートのすべての測定値がベースラインに含まれる測定値

と比較されます。

前回と比較 パフォーマンス・テストのすべての測定値が，その直前のパフォーマンス・テストの実

行での測定値とレポートで比較されます。

2つの比較方法の相違を理解することが重要です。次の例では，選択する方法によって同じデータ

からどのように異なる結果が導かれるかを示します。

下の画像に示されるように，平均トランザクション応答時間の測定値は，3，4，5，6という 4つのパ

フォーマンス・テスト実行からトレンド分析されています。
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パフォーマンス・テスト実行 ( PT) 3は，括弧内のベースという言葉が示すとおり，ベースラインとして定

義されています。他のパフォーマンス・テスト実行に含まれる平均トランザクション応答時間は，PT 3
のみと比較されます。

PT 3で，TRX_01の平均トランザクション応答時間は 2.045でした。PT 5では，同じトランザクション

の平均トランザクション応答時間は 2.035で，若干早い応答時間を示し，この測定値のパフォーマ

ンスは若干改善しています。2つの数字の間のパーセントの相違は括弧内に表示され，この場合は

-0.49%です。

ただし，比較方法に［前回と比較］を選択すると，PT 5の平均トランザクション応答時間は PT 3で
はなく，PT 4と比較されます(テーブルでは 4が先行するため)。PT 4の値は，4.073で，PT 5では

2.035になり，パーセントの差は，-50.04%です。

正確に同じデータを使用しても，2つの比較方法で大きく異なる結果が導かれます。比較方法に

［ベースラインと比較］を使用すると改善はわずか( -0.49%)ですが，［前回と比較］を使用すると，大

幅な改善 ( -50.04%)になります。

トレンド分析のしきい値

パフォーマンスでの大幅な改善または回帰を識別するには，比較する測定値間の差異を追跡する

独自のしきい値を定義できます。差異が定義されたしきい値を超える場合，その値は規定の色で

表示され，改善，軽微な回帰，または深刻な回帰として識別されます。

たとえば，トランザクション応答時間比較の改善しきい値を 50% と定義すると，トランザクション応答

時間がベースラインとの比較または前回との比較で 50%以上低い場合，改善に定義した色で表

示されます。

以降の例では，トランザクション応答時間 ( TRT)測定値について，次のパフォーマンスしきい値が定

義されています。

l 改善：少なくとも 90%の低下

l 深刻な回帰：少なくとも 50%の増加
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これらのしきい値の定義は，これらのパーセントを超える改善または回帰が色で表示され，より識別

しやすいことを意味します。

次の表では，比較方法として［前回と比較］が使用されています。

上の表では，パフォーマンス・テスト実行 4のAction_Transactionに関する TRT測定値がパフォー

マンス・テストの実行 3より46900%高く，パフォーマンスの回帰は深刻な回帰に定義されたしきい値

をはるかに超えています。したがって，値は深刻な回帰の標準設定の色である赤で表示されます。

パフォーマンス・テスト実行 5に対応する値は，パフォーマンス・テスト実行 4で 100%の改善を示して

います。このパーセントは，改善に定義されたしきい値を超えているため，値は改善の標準設定の

色である緑で表示されます。

カスタム測定値マッピング

カスタム測定値マッピング機能では，パフォーマンス・テスト実行間で一貫性のないトランザクションま

たはモニタ名を調整して，測定値を適切にトレンド分析できます。

次にカスタム測定値マッピング機能を使用する 2つの例を挙げます。

l 一貫性のないトランザクション名

BuyBookという名前のトランザクションが含まれるパフォーマンス・テストを実行します。しばらくして，

パフォーマンス・テストを再度実行します。ただし，2回のパフォーマンス・テスト実行間に，トランザク

ション名は TRX_01_BuyBookに変更されています。

名前付けに一貫性がないため，Performance Centerでは 2つのトランザクションが実際には同じも

のであるということが認識できず，トレンド分析の目的で比較できないため，トレンド分析情報を取

得できません。

この問題を克服するには，BuyBookとTRX_01_BuyBookという 2つの測定値をマップして，たと

えばBuy_Book_mappedといった新しい 3番目の測定値を作成します。この新しいユーザ定義の

測定値をトレンド・レポートに追加します。次に，Performance Centerで，Buy_Book_mapped ト

ランザクションの2つのインスタンスを比較して，意味のあるトレンド分析情報が得られます。

新しいトランザクションには，現在のトランザクションの1つとして同じ名前を付けられます。さらに，ト

ランザクションの今後すべてのインスタンスが，新しいトランザクション名に自動的にマップされるように

マッピング設定できます。

l 一貫性のないモニタ名

アプリケーションのパフォーマンスを別のオペレーティング・システムと比較する場合や，別のWeb/アプ

リケーション・サーバで実行する場合が考えられます。

パフォーマンス・テストをWindowsプラットフォームで 1回，次にUNIXプラットフォームで再度実行し

ます。次に，2回の実行間で，CPU利用率を比較します。ただし，測定値の名前はプラットフォー

ムごとに異なるので注意してください。たとえば，Windowsの% Processor Time (Processor_
Total)は，UnixではCPU Utilizationになります。
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測定値の名前が異なると，Performance Centerではこの測定値のトレンド分析情報が正常に取

得できません。

この問題を克服するには，たとえば，CPU_mappedといった 3番目の測定値を作成し

て，% Processor Time (Processor_Total)とCPU Utilizationという 2つの測定値をマップしま

す。この新しいユーザ定義の測定値をトレンド・レポートに追加します。次に，Performance Center
で，CPU_mapped トランザクションの2つのインスタンスを比較して，意味のあるトレンド分析情報

が得られます。

新しいモニタには，現在のモニタの1つとして同じ名前を付けられます。さらに，モニタの今後すべて

のインスタンスが，新しいモニタ名に自動的にマップされるようにマッピング設定できます。

品質属性のトレンド・テンプレート - トレンド分析された測
定値

次の表は，品質属性のテンプレートが選択されている場合に，どの測定値がトレンド分析されてい

るか，どの品質属性ごとに情報が表示されているかを示します。

品質属性 トレンド分析された測定値

パフォーマンス トランザクション応答時間 (ベースラインと比較 )比較方法の詳細については，「ト

レンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照してください。

システム・パ

フォーマンス

CPU利用率

ディスク利用率

利用可能なメモリ

利用方法 トランザクション・サマリ(ベースラインと比較 )比較方法の詳細については，「トレ

ンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照してください。

再現性 トランザクションのパーセンタイル値 (ベースラインと比較 )比較方法の詳細につい

ては，「トレンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照してください。

安定性 エラー統計

トランザクションの障害

測定値の頭字語表記

次の表には，トレンド・レポートで使用される可能性のあるすべての測定値の頭字語表記が一覧表

示されています。

データ・タイプ 正式名 イニシャル

仮想ユーザ 実行中の仮想ユーザ VU

エラー エラー ERR
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データ・タイプ 正式名 イニシャル

トランザクション トランザクション応答時間 TRT

秒ごとのトランザクション TPS

トランザクション・サマリ TRS

Webリソース 秒ごとのヒット数

スループット

接続

WEB

ユーザ定義のデータ・ポイント ユーザ定義のデータ・ポイント UDP

システム・リソース Windows リソース WIN

Unix リソース UNX

サーバ・リソース SRVR

SNMP SNMP

SiteScope SiS

ファイアウォール CheckPoint Firewall 1 FW

Webサーバ・リソース Apache APA

MS IIS IIS

iPlanet PLA

Webアプリケーション・サーバ・リソース Ariba ARI

ATGDynamo ATG

BroadVision BDV

ColdFusion CFU

MS ASP ASP

Oracleアプリケーション・サーバ OAS

SilverStream SST

WebLogic WL

WebSphere WS

データベース・サーバ・リソース DB2 DB2

Oracle ORA

MS SQL SQL

Sybase SYB
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データ・タイプ 正式名 イニシャル

ERP/CRMサーバ・リソース SAP SAP

SAPポータル SAPP

SAP CCMS CCMS

SAP GUI SAPU

Siebel Webサーバ SIEB

Siebelサーバ・マネージャ SIEB

PeopleSoft PSFT

J2EE サーバ要求 J2EE

.NET サーバ要求 NET

追加コンポーネント COM+ COM

.NET NET

アプリケーションのデプロイメント・ソリューション Citrix MetaFrame XP CTRX

ミドルウェア・パフォーマンス TUXEDOリソース TUX

IBMWebSphereMQ MQ

Application Traffic Measurement F5 BIG-IP F5

トレンド・レポートのユーザ・インタフェース

本項の内容

［パフォーマンスのトレンド］ページ 370

［新規トレンド レポートの作成］ページ 371

＜レポート名＞トレンド レポート 373

［トレンドの概要］タブ 374

トレンド・ビュー・タブ 376

トレンド・ビュー 377

［トレンド レポートのエクスポート］ページ 382

［カラムの選択］ダイアログ・ボックス 383

［トレンド レポートに追加するテスト実行の選択］ダイアログ・ボックス 386

［しきい値設定］ダイアログ・ボックス 388

［カスタム測定値マッピング］ダイアログ・ボックス 389

［タブにトレンド ビューを追加］ダイアログ・ボックス 391
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［測定値の設定］ダイアログ・ボックス 392

［パフォーマンスのトレンド］ページ

このページでは，トレンド・レポートを管理できます。利用可能なレポートのリストが表示され，新しい

レポートの作成，既存のレポートの削除や複製が行えます。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l ALMサイドバーの［テスト］で，［テスト ラボ］を選択します。［テスト実行］タブを

選択し，ツールバーで［パフォーマンスのトレンド］ボタン をクリックします。

l ALMサイドバーの［Performance Center］で，［パフォーマンスライフサイクル］

を選択します。［MyPC でトレンド パースペクティブを開く］をクリックします。

l ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

詳細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照

してください。

ヒント ALMサイドバーの［Performance Center］で［パフォーマンスライフサイクル］を選

択して，最近作成した 5つのトレンド・レポートを表示します。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<My Performance
Center 共通 UI 要素>

［My Performance Center］メニューとボタンについては，「My
Performance Centerウィンドウ」 (357ページ)を参照してください。

トレンド・レポートの作成ページが開き，トレンド・レポートを作成できま

す。

選択したレポートの複製を作成できます。
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UI 要素 説明

レポートの名前と説明を編集します。

＜トレンド レポート情報

表示枠＞

選択したレポートの詳細を表示します。

注：必要な権限があれば，［トレンド レポート名］および［説明］フィール

ドが編集可能になります。

<パフォーマンスのトレン

ドのテーブル>
利用可能なすべてのトレンド・レポートのリストが表示されます。

説明 レポートの説明。

最終更新日 レポートが最後に変更された日付。

更新者 レポートを最後に変更したユーザ。

担当者 レポートを作成したユーザ。

レポート名 レポートの名前。

実行 レポートに含まれる，トレンド分析された実行の数。

(続き)

［新規トレンド レポートの作成］ページ

このページでは，トレンド・レポートを作成できます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択し

ます。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページで，［新規トレンド レポート］をクリックし

ます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)
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［一般の詳細］表示枠

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

名前 レポートの名前。

説明 レポートの説明。

コンテンツとレイアウトの表示枠

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

説明 選択したテンプレートの説明。

［トランザクショ

ンのトレンド］テ

ンプレート

次の測定値のトレンド情報のトレンド・ビューが表示されます。

l トランザクション応答時間

l トランザクション成功 /失敗のサマリ

l 秒ごとのトランザクション

［トランザクショ

ンとモニタのトレ

ンド］テンプレー

ト

次の測定値のトレンド情報のトレンド・ビューが表示されます。

l トランザクション応答時間

l トランザクション・サマリ

l システム・リソース( CPU利用率，ディスク利用率，利用可能なメモリ)

［品質属性の

トレンド］テンプ

レート

品質属性の観点で，トレンド情報のトレンド・ビューが表示されます。どの測定

値がどの品質属性でトレンド分析されているかを表示するテーブルの詳細につ

いては，「品質属性のトレンド・テンプレート -トレンド分析された測定値」 (367
ページ)を参照してください。

［ユーザ定義］

テンプレート

このテンプレートには，レポートの基本レイアウトのみが表示され，詳細な定義済

みのタブやトレンド・ビューの設定は表示されません。
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＜レポート名＞トレンド レポート

このページでは，レポートに含まれるテスト実行とトレンド情報が表示されるトレンド・ビューを管理で

きます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

［トレンド レポートのエクスポート］ページが開き，選択したレポートを

.pdf ファイルにエクスポートできます。ユーザ・インタフェースの詳細につ

いては，「［トレンド レポートのエクスポート］ページ」 (382ページ)を参

照してください。

［しきい値設定］ダイアログ・ボックスが開き，パフォーマンスの改善ま

たは回帰の識別に使用するしきい値を定義できます。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［しきい値設定］ダイアログ・ボックス」

(388ページ)を参照してください。

［カスタム測定値マッピング］ダイアログ・ボックスが開き，マップされた

測定値を定義，カスタマイズできます。ユーザ・インタフェースの詳細

については，「［カスタム測定値マッピング］ダイアログ・ボックス」 (389
ページ)を参照してください。

［トレンド ビュー］タブ内で，トレンド・ビューをドラッグ・アンド・ドロップで

きます。

現在表示されていないタブを表示できます。

注：一度に最大 5つのタブを表示できます。

レポートに含まれる情報を更新します。
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UI 要素 説明

新しいタブを追加します。新しいタブをレポートに追加します。

<トレンド・ビュー> トレンド・ビューとは，トレンド情報を表示し，＜トレンド・ビュー・タ

ブ＞内に含まれる表示項目です。詳細については，「トレンド・

ビュー」 (377ページ)を参照してください。

<トレンド・ビュー・タブ> ＜トレンド・ビュー・タブ＞には，トレンド・ビューが表示され，レポート

の基になるテンプレートによって定義されます。詳細については，「ト

レンド・ビュー・タブ」 (376ページ)を参照してください。

［トレンドの概要］タブ ［トレンドの概要］タブには，レポートでトレンド分析されたテスト実行

と，テスト実行を管理するオプションが表示されます。詳細について

は，「［トレンドの概要］タブ」 (374ページ)を参照してください。

［トレンドの概要］タブ

［トレンドの概要］タブは，トレンド・レポートに含まれる情報の管理に使用します。

アクセス方法 ［トレンドの概要］タブは，［＜レポート名＞トレンド レポート］にアクセスすると，標

準設定で表示されます。

重要な情報 ［トレンドの概要］タブは，選択したテンプレートにかかわらず，すべてのトレンド・レ

ポートに共通です。

参照情報 「＜レポート名＞トレンド レポート 」 (373ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

トレンド・レポートに実行を追加：［トレンド レポートに追加するテスト実行の選

択］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ト

レンド レポートに追加するテスト実行の選択］ダイアログ・ボックス」 (386ページ)を
参照してください。

トレンド・レポートから実行を削除：トレンド・レポートからテスト実行を削除しま

す。

実行をベースラインとして設定：テスト実行比較のベースライン実行として，選択

したテスト実行を設定します。比較方法の詳細については，「トレンド・レポート

の概要」 (364ページ)を参照してください。

注 : レポートに追加された最初の実行が，ベースラインとして自動的に定義

されます。
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UI 要素 説明

実行を上に移動 /実行を下に移動：選択したテスト実行を実行順序で上下に

移動します。テスト実行の位置を変更すると，比較方法に［前回と比較］を選

択したときに比較値に影響する可能性があります。比較方法の詳細について

は，「トレンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照してください。

このレポート項目を再発行：実行結果を，トレンド・レポートに再発行します。

テーブル・カラムのカスタマイズ：［トレンドのある実行数］テーブルに表示されるカラ

ムをカスタマイズします。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［カラムの選

択］ダイアログ・ボックス」 (383ページ)を参照してください。

<トレンドのあ

る実行数テー

ブル>

トレンドのあるすべてのテスト実行の情報がレポートに表示されます。［一般の詳

細］，［作業負荷の特性］，［パフォーマンスの概要］の3つのセクションに分割さ

れます。

一般の詳細 このセクションのカラムには，テスト実行に関連する一般情報が表示されます。

このセクションで利用可能なフィールドのリストについては，上記［テーブルカラム

のカスタマイズ］を参照してください。

パフォーマンス

の概要

このセクションのカラムには，アプリケーション全体のパフォーマンスに関連する情報

が含まれています。

このセクションの目的は，トレンド・ビューを開かずに，トレンド情報の基本的な概

要を表示することです。基本的なトレンド情報は，ベースラインのみに関連するパ

フォーマンスの改善または回帰を示す，上向きまたは下向き矢印ボタンで表示さ

れます。比較方法の詳細については，「トレンド・レポートの概要」 (364ページ)を
参照してください。

このセクションで利用可能なフィールドのリストについては，上記［テーブルカラム

のカスタマイズ］を参照してください。

［実行情報］

表示枠

選択したテスト実行の詳細が表示されます。次の情報が表示されます。

l パフォーマンス・テスト・セット：テストが実行されたテスト・セット。

l テスト：テストの名前。

l コメント：テスト実行に関するコメント。

l 実行日：テスト実行の日付。

l 状態：実行の発行状態。［トレンドあり］または［トレンドなし］。［トレンドなし］

の場合，このエラーの理由がこのフィールドに表示されます。エラーの修正後，

実行を再発行するリンクが表示されます。
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UI 要素 説明

作業負荷の

特性

このセクションのカラムの目的は，作業負荷に関して，テスト実行がトレンド分析

に適切な程度に類似しているかを識別するために十分な情報を表示することで

す。

このセクションに表示される値は，選択した時間範囲のみに関連します。選択し

た時間範囲を変更すると，異なった結果が導かれる可能性があります。時間範

囲の定義フィルタの詳細については，「［トレンド レポートに追加するテスト実行の

選択］ダイアログ・ボックス」 (386ページ)を参照してください。

このセクションで利用可能なフィールドのリストについては，上記［テーブルカラム

のカスタマイズ］を参照してください。

トレンド・ビュー・タブ

レポート・タブには，任意の数のトレンド・ビューを含められます。タブはレポートの基になるテンプレート

によって定義されます。タブの名前が設定され，その名前に関連するトレンド・ビューが自動的に含ま

れます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。トレンド・ビュー・タブが標準設定で表示されます。

重要な情報 標準設定で表示されるトレンド・ビュー・タブは，レポートがどのテンプレートに基づ

くかによって異なります。

参照情報 「＜レポート名＞トレンド レポート 」 (373ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<タブ管理メ

ニュー>
トレンド・ビュー・タブを選択し， 下向き矢印をクリックしてタブ管理メニューを開
きます。メニューには次のオプションがあります( ［トレンドの概要］タブでは利用でき

ません)。

l ［タブにビューを追加］：［タブにトレンド ビューを追加］ダイアログ・ボックスが
開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［タブにトレンド ビューを

追加］ダイアログ・ボックス」 (391ページ)を参照してください。

l タブ・タイトルの編集：タブの名前を変更できます。

l タブを左に移動：タブの順序でタブを左に移動します。

l タブを右に移動：タブの順序でタブを右に移動します。

l このタブを削除：タブとタブに含まれるすべてのトレンド・ビューをレポートから
削除します。
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UI 要素 説明

<トレンド・

ビュー>
トレンド情報を含む表示項目。詳細については，「トレンド・ビュー」 (377ページ)
を参照してください。

トレンド・ビュー

トレンド・ビューとは，トランザクション応答時間など，特定のパフォーマンス測定値に関するトレンド情

報を示す表示項目です。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。トレンド・ビュー・タブが標準設定で表示されます。

トレンド・ビューは，トレンド・ビュー・タブ内に含まれます。トレンド・ビュー・タブが

標準設定で表示されます。

参照情報 「＜レポート名＞トレンド レポート 」 (373ページ)

トレンド・ビューの編集メニュー

このメニューには，トレンド・ビューの表示と比較設定を編集するオプションが含まれています。

アクセス方法
トレンド・ビューで，［編集メニューを開く］ボタン をクリックします( ［トレンドの概
要］タブでは利用できません)。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

3D モード (積み上

げ横棒グラフ・ビュー

のみ)

3Dでグラフを表示できます。

色別トレンド (テー

ブル・ビューのみ)
トレンド・レポートのしきい値設定を有効にします。しきい値の詳細について

は，「トレンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照してください。

ベースラインと比較 /
前回と比較 (テーブ

ル・ビューのみ)

トレンド・ビューに表示される比較方法を変更できます。比較方法の詳細

については，「トレンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照してください。

このトレンド ビューの

削除

トレンド・ビューを削除します。

差異を表示しない

(テーブル・ビューの

み)

テスト実行間の値の差異を非表示にできます。レポートをCSV形式でエク

スポートする場合は，この設定の使用をお勧めします。
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UI 要素 説明

表示設定の編集 トレンド・ビューの外観を変更できます。利用可能な設定は次のとおりで

す。

l テーブル・ビュー：このビューは，測定値間の比較の表示に最適です。し

きい値設定はこのビューのみで表示できます。詳細については，「表示

設定：テーブル」 (378ページ)を参照してください。

l 線グラフ・ビュー：このビューは，トレンド情報を予定表全体について視覚

的に表示する場合に最適です。詳細については，「［表示設定］：線グ

ラフ」 (379ページ)を参照してください。

l 積み上げ横棒グラフ・ビュー：このビューには，トレンド情報が予定表全

体について視覚的に表示されます。少数の複数測定値のトレンド分

析に最適です。詳細については，「表示設定：積み上げ」 (380ページ)を
参照してください。

トレンド・ビュー・タイ

トルの編集

トレンド・ビュー・タイトルを編集できます。

CSV にエクスポート

(テーブル・ビューの

み)

レポートをCSV形式でエクスポートできます。

測定値の選択 ［測定値の設定］ダイアログ・ボックスが開き，トレンド・ビューに測定値を追

加できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［測定値の設定］ダ

イアログ・ボックス」 (392ページ)を参照してください。

差異を値で表示 /
差異をパーセントで

表示 (テーブル・

ビューのみ)

トレンド・ビューのテスト実行間の値の差異の表示方法 (値またはパーセン

ト )を定義できます。

値の表示 (積み上

げ横棒グラフ・ビュー

のみ)

測定値を実際のバーのカラムに表示できます。

表示設定：テーブル

本項では，テーブル・トレンド・ビューの表示設定について説明します。

アクセス方法
1. トレンド・ビューで，［編集メニューを開く］ボタン をクリックします( ［トレンド

の概要］タブでは利用できません)。

2. ［表示設定の編集］を選択します。

3. ［表示設定の編集］ダイアログ・ボックスで，［テーブル］を選択します。

重要な情報 しきい値設定はこのテーブル・ビューのみで表示できます。

HP ALM Performance Center (11.52)378 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第30章 : トレンド分析



次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<測定値名> 最小，最大，平均など，トレンド分析される測定値の名前。

<測定値> トレンド分析される測定値の実際の値と，テスト実行ごとに表示される比較値。

比較方法の詳細については，「トレンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照して

ください。

名前 比較される測定値の名前。

タイプ 比較される測定値のタイプ。

［表示設定］：線グラフ

本項では，線グラフ・トレンド・ビューの表示設定について説明します。

アクセス方法
1. トレンド・ビューで，［編集メニューを開く］ボタン をクリックします( ［トレンドの

概要］タブでは利用できません)。

2. ［表示設定の編集］を選択します。

3. ［表示設定の編集］ダイアログ・ボックスで，［線］を選択します。

重要な情報 l 線グラフにカーソルを置くと，予定表で直近のテスト実行について修正された，

測定値の正確な単位数を表示するツールヒントが表示されます。言い換える

と，線グラフの左の点近くにカーソルを置くと，最初のテスト実行の値が表示さ

れるということです。

l 凡例で線グラフ/測定値のセクションをクリックすると，凡例 /線グラフの対応する

セクションと同じように強調表示されます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<グラフの傾

斜>
線の上向きまたは下向きの傾斜は，測定値の単位が上向きまたは下向きに変

化したことを示します。たとえば，より高いトランザクション応答時間 (パフォーマンス

の回帰 )，またはより高い秒ごとのトランザクションの値 (パフォーマンスの改善 )。

<X 軸> 実行日に従って，テスト実行を一覧表示します。

<Y 軸> 測定値の関連単位。

例：トランザクション応答時間の測定値では，Y軸の値が秒を示し，秒ごとのトラ

ンザクションの測定値の場合は，トランザクション数を示します。

B 測定値が太字で表示されます。
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UI 要素 説明

C 測定値の色がグラフの表示どおりに表示されます。測定値に別の色を選択する

には，カラムで色の付いた四角形をクリックします。

関数 トレンド分析される測定値が表示されます。

名前 測定値の名前。

倍率 測定値の倍率を示します。情報を線グラフ・ビューで表示する場合，任意の測

定値の倍率を調整して，測定の比較をより意味のあるものにできます。

測定値の倍率を変更するには，カラムの値をクリックすると開く［倍率の設定］

ボックスから，希望する倍率を選択します。選択した倍率をグラフのすべての測定

値に適用することもできます。

タイプ 測定タイプを識別する頭字語が含まれます。利用できる頭字語の完全なリスト

については，「測定値の頭字語表記」 (367ページ)を参照してください。

V 測定値を表示可能にするかを指定します。標準設定ではすべての測定値が表

示されます。測定値を非表示にするには，チェック・ボックスをクリアします。

表示設定：積み上げ

本項では，積み上げ横棒グラフ・トレンド・ビューの表示設定について説明します。

アクセス方法
1. トレンド・ビューで，［編集メニューを開く］ボタン をクリックします( ［トレンドの

概要］タブでは利用できません)。

2. ［表示設定の編集］を選択します。

3. ［表示設定の編集］ダイアログ・ボックスで，［積み上げ］を選択します。

重要な情報 l 同じ測定値に別の値を選択すると(たとえば，トランザクション応答時間の［最

大値］と［平均］)，測定値は積み上げ横棒グラフとして表示されます。つまり，

上記で，値は特定のテスト実行のトランザクション応答時間測定値を示す

バーについて互いに表示されます。

l バーの上にカーソルを置くと，テスト実行について修正された，測定値の正確

な単位数を表示するツールヒントが表示されます。

l 凡例で棒グラフ/測定値のセクションをクリックすると，凡例 /棒グラフの対応する

セクションと同じように強調表示されます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<バーの高さ> バーの高さは，測定値の単位の変化を示します。たとえば，より高いトランザク

ション応答時間 (パフォーマンスの回帰を示す)，またはより高い秒ごとのトランザク

ションの値 (パフォーマンスの改善を示す)。
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UI 要素 説明

<X 軸> 実行日に従って，テスト実行を一覧表示します。

<Y 軸> 測定値の関連単位。

例：トランザクション応答時間の測定値では，Y軸の値が秒を示し，秒ごとのトラ

ンザクションの測定値の場合は，トランザクション数を示します。

C 測定値の色がグラフの表示どおりに表示されます。測定値に別の色を選択する

には，カラムで色の付いた四角形をクリックします。

関数 トレンド分析される測定値が表示されます。

名前 測定値の名前。

倍率 測定値の倍率を示します。情報を線グラフ・ビューで表示する場合，任意の測

定値の倍率を調整して，測定の比較をより意味のあるものにできます。

測定値の倍率を変更するには，カラムの値をクリックすると開く［倍率の設定］

ボックスから，希望する倍率を選択します。選択した倍率をグラフのすべての測定

値に適用することもできます。

タイプ 測定タイプを識別する頭字語が含まれます。利用できる頭字語の完全なリスト

については，「測定値の頭字語表記」 (367ページ)を参照してください。

V 測定値を表示可能にするかを指定します。標準設定ではすべての測定値が表

示されます。測定値を非表示にするには，チェック・ボックスをクリアします。
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［トレンド レポートのエクスポート］ページ

選択したトレンド・レポートを .pdf ファイルにエクスポートします。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。

参照情報 「＜レポート名＞トレンド レポート 」 (373ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［詳細］領域 レポートの詳細情報 (レポートのタイトル，作成者，サマリなど)を定義します。

［ロゴ］領域 レポートの表紙と，各ページの上部に表示する画像を設定します。標準設定

は，HPのロゴです。

［コンテンツ］

領域

表紙，目次，トレンド・ビューなど，レポートに含めるデータを指定します。
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［カラムの選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，［＜レポート名＞トレンド レポート］の［トレンドの概要］タブに表示される

カラムを選択できます。

アクセス方法 ［＜レポート名＞トレンド レポート］で，［トレンドの概要］タブを選択し，［テーブル

カラムのカスタマイズ］ボタン をクリックします。

重要な情報 スペースの制限のため，［トレンドの概要］タブのカラムの名前は，このダイアログ・

ボックスに表示されるものと異なる場合があります。その場合，［トレンドの概要］タ

ブに表示されるカラム名は括弧内に表示されます。

参照情報 「＜レポート名＞トレンド レポート 」 (373ページ)

［一般詳細］セクションのためのカラムを選択

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

プロジェクト名

( ［プロジェクト］)
テストが実行されるプロジェクトの名前。
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UI 要素 説明

発行状態 (状
態 )

テスト実行がレポートに正しく追加された場合は［トレンドあり］，されなかった

場合は［トレンドなし］が表示されます。正しく追加されなかったテスト実行は

赤で表示され，ツールヒントに理由が表示されます。

注 :標準設定で表示されます。

実行者 テストを実行したユーザの名前。

注 :標準設定で表示されます。

実行日 (日付 ) 負荷テスト実行の日付。

注 :標準設定で表示されます。

実行継続時間

(継続時間 )
テスト実行の継続時間 (分 )。

注 :標準設定で表示されます。

実行 ID 実行 ID。

注 :標準設定で表示されます。

テスト名 (テスト ) テストの名前。

テスト・バージョン テストのバージョン。

実行中の合計

仮想ユーザ(合
計仮想ユーザ

数 )

選択した時間範囲内のテスト実行の仮想ユーザ数。

トレンドのある時

間範囲 (トレンド

のある範囲 )

トレンド分析に選択したテスト実行の時間範囲。

［作業負荷の特性］セクションのためのカラムを選択

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

秒ごとのヒット数 ( HPS) トレンドのある時間範囲内の秒ごとの平均ヒット数。
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UI 要素 説明

分ごとの成功したトランザクション数

( TPM)
選択した時間範囲内で，テスト実行の分ごとの成功

したトランザクション数。

注 :標準設定で表示されます。

秒ごとの成功したトランザクション数

( TPS)
選択した時間範囲内で，テスト実行の秒ごとの成功

したトランザクション数。

注 :標準設定で表示されます。

合計ヒット数 (ヒット数 ) トレンドのある時間範囲内の秒ごとの合計ヒット数。

合計トランザクション数 (トランザクション

数 )
選択した時間範囲内で，成功，失敗，停止したテス

トの合計トランザクション数。

注 :標準設定で表示されます。

合計スループット (スループット ) トレンドのある時間範囲内の合計スループット。

トレンド範囲内の合計仮想ユーザ数 (ト
レンド仮想ユーザ数 )

トレンドのある時間範囲内の最大実行仮想ユーザ

数。

注 :標準設定で表示されます。

秒ごとのスループット (秒ごとのスループッ

ト )
選択した時間範囲内の秒ごとのスループット。

［パフォーマンスの概要］セクションのためのカラムを選択

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

トランザクション応答時間

平均値

選択した時間範囲内のすべてのトランザクションの加重平均トラン

ザクション応答時間。

注 :標準設定で表示されます。

秒ごとのエラー数 ( EPS) 選択した時間範囲内の秒ごとの平均エラー数。

注 :標準設定で表示されます。
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UI 要素 説明

失敗したトランザクション

(失敗 )
選択した時間範囲内で，失敗したトランザクションの実際の数。

成功したトランザクション

数 (成功 )
選択した時間範囲内で，成功したトランザクションの実際の数。

合計エラー数 (エラー数 ) 選択した時間範囲内の合計エラー数。

トランザクションの成功率

(成功 )
選択した時間範囲内で，成功したトランザクションの合計のパーセン

ト。

注 :標準設定で表示されます。

［トレンド レポートに追加するテスト実行の選択］ダイアログ・
ボックス

このダイアログ・ボックスでは，レポートにパフォーマンス・テスト実行を追加できます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。

3. ［＜レポート名＞トレンド レポート］で，［トレンドの概要］タブを選択し，［トレ

ンド レポートに実行を追加］ボタン をクリックします。
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重要な情報 l パフォーマンス・テスト実行をトレンド・レポートに追加するには，プロジェクト・

プールにData Processorが必要です。

l ALM Performance Centerによって Analysisからパフォーマンス・テスト・データ

が抽出されるプロセスはデータ・プロセッサに多大な労力を必要とするため，数

分から 1時間かかる可能性があります。この目的には専用のマシンを使用す

ることをお勧めします。

l ALM Performance Centerでは，16秒の粒度で，Analysisからパフォーマンス・

テスト・データが抽出されます。この値は Analysisで定義された粒度とは異な

る場合があるため，Analysis とALM Performance Centerとの間で値を比較す

るときに，若干ばらつきが生じる可能性があります。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

プロジェクト プロジェクトのリスト。ここから，トレンド分析を行うテスト・インスタンスを選択しま

す。

テスト・セット トレンド分析を行うテスト・インスタンスを選択する，利用可能なテスト・セットのリ

スト。

テスト 選択したテスト・セットに含まれるテスト。

更新：ダイアログ・ボックス情報を更新できます。

選択したテストの分析されたインスタンスが，テスト実行テーブルにすべて入力さ

れます。

実行 ID 実行 ID。

実行名 テスト実行の名前です。

時間範囲 トレンド分析に選択したテスト実行の継続時間。

例：テスト実行の全体的な継続時間が30分で，時間範囲が0～ 15分

に定義されている場合，テスト実行の最初の15分のみがトレンド分析に

考慮されます。

標準設定値：テスト実行全体が選択されます。

実行日 テスト実行の日時。

継続時間 テスト実行の継続時間 (分 )。

最大仮想ユー

ザ数

テスト実行中の最大仮想ユーザ実行数。

成功したトラン

ザクションの合

計数

テスト実行中に成功したトランザクションの合計数。
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UI 要素 説明

合計エラー数 テスト実行中の合計エラー数。

時間範囲のフィルタ：［時間範囲の定義］ダイアログ・ボックスが開き，トレンド分

析目的でテスト実行内に定義された時間範囲を変更できます。

［時間範囲の定義］ダイアログ・ボックスで，次のいずれかのオプションを選択しま

す。

l 実行全体をトレンド分析：テスト実行の開始から終了までに収集されたすべ

てのデータを，トレンド分析に利用できるようにします。

l 実行の一部をトレンド分析：テスト実行の一部のみをトレンド分析に利用で

きるようにします。［開始時刻］ボックスと［終了時刻］ボックスに開始時刻と終

了時刻を入力して，実行の希望する部分をトレンド分析に選択します。

選択したテスト実行がトレンド・レポートに追加されます。

［しきい値設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，測定値間のどのパーセントの差異で，パフォーマンスに大幅な改善また

は回帰が生じているかを定義できます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。

3. ［＜レポート名＞トレンド レポート］で，［しきい値の設定］ボタン
をクリックします。

重要な情報 しきい値の定義と色彩設定は，全体レベルで適用され，レポートのすべてのトレ

ンド・ビューに適用されます。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

改善 パフォーマンスで改善とみなされる，測定値のインスタンス間のパーセントの差異

を入力します。

深刻な回帰 パフォーマンスで深刻な回帰とみなされる，測定値のインスタンス間のパーセント

の差異を入力します。

測定タイプ 測定のタイプ。

軽微な回帰 パフォーマンスで軽微な回帰とみなされる，測定値のインスタンス間のパーセント

の差異を入力します。

［カスタム測定値マッピング］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，異なった名前の測定値を新たに作成する 1つの測定値にマップできま

す。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。

3. ＜レポート名＞トレンド・レポートで，［カスタム測定値マッピング］ボタンをク

リックします。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［新規マッピングの追加］ダイアログ・ボックスが開き，新たにマップされた測

定値を追加できます。

［新規マッピングの追加］ダイアログ・ボックスでは，次の情報を入力しま

す。

l 名前：新たにマップされた測定値の名前。

l 説明：新たにマップされた測定値の説明。

l データ・タイプ：測定タイプを［トランザクション］，［モニタ］，［その他］から

選択します。

選択したマップされた測定値の複製を作成できます。

マップされた測定値のテーブルを更新します。

データ・タイプ マップされた測定値のデータ・タイプ。

説明 マップされた測定値の説明。

詳細 トレンド・レポートのすべてのテスト実行を一覧表示するテーブル。実行

は，［トレンドの概要］タブの表示と同じ順序で表示されます。

［タイプ］フィールドと［名前］フィールドをクリックして，マップされた測定値に

マップする測定値を選択します。

次のフィールドがテーブルに表示されます。

l Run ID：テストの実行 ID。

l タイプ：測定タイプ。

l 名前：測定値の名前。

注 : ［標準設定］オプションを使用する場合，測定値の今後すべての

インスタンスが現在の設定に自動的にマップされます。

ID マップされた測定値の ID。

名前 マップされた測定値の ID。

HP ALM Performance Center (11.52)390 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第30章 : トレンド分析



［タブにトレンド ビューを追加］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，トレンド・レポートにトレンド・ビューを追加できます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。

3. 希望するトレンド・ビューのタブを選択します。

4. タブ名の隣の 下向き矢印をクリックしてタブ管理メニューを開き， ［タブに
ビューを追加］を選択します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

モニタ・トレン

ド・ビュー

モニタに関連するトレンド測定値。

他のトレンド・

ビュー

トランザクション以外のトレンド測定値とモニタ測定値 ( Webリソースとエラー統

計 )。このセクションには，3つの基本的な設定されていないトレンド・ビューが含ま

れており，それぞれが1つのトレンド・ビュー表示オプションに基づいています。これ

らのトレンド・ビューのいずれか1つを選択して，希望どおりにカスタマイズできま

す。

トランザクショ

ン・トレンド・

ビュー

トランザクションに関連するトレンド測定値。
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［測定値の設定］ダイアログ・ボックス

各トレンド・ビューには，トレンド分析対象となる測定値の標準設定のセットがあります。このダイアロ

グ・ボックスでは，追加の測定値を追加できます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［トレンド］を選択します。

2. ［パフォーマンスのトレンド］ページの［トレンド レポート］グリッドで，開くレポート

の名前をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追

加のタブとして開きます。トレンド・ビュー・タブが標準設定で表示されます。

トレンド・ビューは，トレンド・ビュー・タブ内に含まれます。

3. トレンド・ビューで，［編集メニューを開く］ボタン をクリックし( ［トレンドの概
要］タブではありません)，［測定値の選択］を選択します。

［トレンド データタイプ］表示枠

［トレンド データタイプ］表示枠には，トレンド分析が可能な測定値のリストが含まれます。データが

含まれる測定値のみが表示されます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

モニタ データが含まれるモニタ関連のすべての測定値。

その他 トランザクション/モニタ以外のすべての測定値。

トランザクショ

ン

データが含まれるすべてのトランザクション。
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UI 要素 説明

ユーザ定義 このノードは，測定値をマップした場合のみ表示されます。マップされた測定値の

詳細については，「トレンド・レポートの概要」 (364ページ)を参照してください。

測定値選択項目の表示枠

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

ルール：このアイコンは，自動選択ルールを使用して，測定値がすでに選択され

ていることを示します。

自動選択ルー

ルの定義

［自動選択ルール］ダイアログ・ボックスが開き，正規表現を使用して，トレンド・

ビューで表示する測定値を自動的に選択するルールを定義できます。自動選

択ルールは，トレンド・レポート・データに現在表示されている測定値と今後の測

定値に適用されます。

名前 利用可能な測定値の名前。

トレンド分析

する値を選択

します

トレンド・ビューに表示できる選択した測定値の利用可能な値が表示されます。
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第31章: Performance Application Lifecycle
( PAL)

本章の内容

PALの概要 396

PALの使用方法 398

PALのユーザ・インタフェース 400
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PAL の概要

Performance Application Lifecycle( PAL)は，アプリケーションのテストと監視に関わる作業において，

開発チームとオペレーション・チーム間のコミュニケーションを円滑にするためのプロセスです。

PALでは，運用環境のユーザ・トラフィックとシステム監視データを使用して，運用環境と同等の動

作をする負荷テストを設計します。運用環境のデータは，HP Business ServiceManagement
( BSM)とWebtrends Analyticsからインポートできます。

運用環境システムの情報を使って PALレポートを作成し，運用環境データと負荷テスト・データの

結果を分析して比較できます。これらの比較の結果に基づいて，運用環境システムの動作を反映

するように負荷テストをチューニングすることができます。

テスト戦略を正しく計画することは基本的な必要性であり，そこで PALは重要な役割を果たしま

す。運用環境でユーザがどのような処理を行っているのか，運用システムはどのように動作するのかを

明確に理解できなければ，正しい計画を作成することはできません。

l 一般的なビジネス・ケースとシナリオをテスト

l システムに適切な負荷をかけてテストを実行

l テスト目標 (サービス・レベル・アグリーメントなど)を定義

本項の内容

l 「PALフロー」 (396ページ)

l 「比較方法」 (397ページ)

l 「PALしきい値」 (397ページ)

l 「負荷テストのチューニング」 (398ページ)

PAL フロー

PALフローには，主に次の手順が含まれます。

ステップ 説明

運用データの

インポート

運用環境システムからデータをインポートします。Performance Centerでは，HP
Business ServiceManagement( BSM)およびWebtrends Analyticsのデータをサ

ポートしています。運用監視システムによって提供されるデータが異なるため，

ユーザが利用できる情報も異なります。

運用環境デー

タを使用した

PAL レポート

の作成

運用環境データに基づいてレポートを作成します。このレポートには，運用にお

いて観察されたさまざまなアクティビティに関する情報が表示されます。たとえば，

ヒット数，応答時間など，トランザクションに関連する測定値が表示されます。
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ステップ 説明

負荷テストの

設計と実行

運用レポートを使用して負荷テストを作成します。最初の負荷テストの設計

は，運用とは大きく異なる動作をするのが一般的であり，単にチューニングの出

発点になるだけです。負荷テストを実行して，トラフィック・データやその他の情報

を収集します。

PAL レポート

への負荷テス

ト・データの追

加

負荷テスト・データをレポートに追加し，運用データと比較します。この比較に基

づいて，負荷テストのチューニング・プロセスを実行します。

負荷テストの

チューニング

負荷テストの動作と使用状況のパターンが運用環境にできるだけ近づくように，

負荷テストを変更します。これは，負荷テストを更新して実行し，比較するという

作業を，負荷テストが運用における負荷に近づくまで実行するという反復的なプ

ロセスになります。

運用へのデー

タのエクスポー

ト

新しいバージョンの運用へのデプロイメントを促進するのに役立つさまざまな項目

をエクスポートします。この情報には，Business ServiceManagement ( BSM)で
のモニタに使用できるスクリプトや，運用で再使用できるSiteScopeテンプレート

が含まれる可能性があります。 定義済みの負荷テストをアプリケーションの最終

バージョンに対して実行し，アプリケーションのリリースが承認された後に，この情

報のエクスポートは実行します。

比較方法

パフォーマンス・テスト実行に含まれる測定値を使用して，テスト環境データと実際の運用環境デー

タを比較する場合，次の2つの方法があります。

比較方法 説明

ベースラインと

比較

PALレポートで 1つのパフォーマンス・テスト実行を選択し，ベースラインとして定

義します。次に，レポートのすべての測定値がベースラインに含まれる測定値と

比較されます。

前回と比較 パフォーマンス・テストのすべての測定値が，その直前のパフォーマンス・テストの実

行での測定値とレポートで比較されます。［前回と比較］は，レポート内のデータ・

セットの順序によって異なります。

PAL しきい値

パフォーマンスの大幅な変化を識別するには，ユーザ定義のしきい値を使って測定値間の差異を追
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跡します。定義したしきい値より差異が大きい場合，その値は所定の色で表示され，小さな差異ま

たは大きな差異として識別されます。

負荷テストのチューニング

負荷テストの初回実行時の結果は，運用環境のレポートとはかなり異なることが予想されます。た

だし，この時点で作成された出力は，チューニングの開始ポイントに過ぎません。PAL比較レポート

を利用して負荷テストを更新し，テストを再度実行して，結果を運用環境と比較します。運用環

境に近い結果が得られるまで，繰り返しチューニングを行います。

チューニングは，テストの実行中と終了後に行うことができます。実行時のチューニングでは，繰り返し

変更を加えることができ，変更の結果をほぼ即時で確認できます。

PAL の使用方法

このタスクでは，PALを使用して実際の運用環境に類似したテスト環境を作成する方法について

説明します。

このタスクは次のステップで構成されています。

1. PAL を開きます。

次のいずれかを実行します。

n ALMサイドバーの［Performance Center］で，［パフォーマンスライフサイクル］を選択します。

［MyPC で PAL パースペクティブを開く］をクリックします。

n ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳細については，

「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照してください。

2. PALアプリケーションの定義

a. ［PAL アプリケーションの管理］をクリックします。［PALアプリケーションの管理］ダイアログ・

ボックスが開きます。

b. アプリケーションを追加します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［PALアプリケーショ

ン］ダイアログ・ボックス」 (403ページ)を参照してください。

3. 運用データのインポート

a. ［PALフロー］表示枠で，［運用環境データのインポート］をクリックします。［PAL -データセッ

ト］表示枠が開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「運用データ・セットの管理

表示枠」 (402ページ)を参照してください。

b. データ・セット・フォルダを選択して，［インポート］をクリックします。［運用環境データセットの

アップロード］ダイアログ・ボックスが開きます。

c. 使用するアプリケーションの選択した時間範囲のデータをHP Business Service
Management( BSM)またはWebtrends Analyticsからアップロードします。データ・ファイルは

.zipファイルとして保存されます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［運用環境データセットのアップロード］ダイアログ・

ボックス」 (405ページ)を参照してください。

4. 運用レポートの作成

a. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］をクリックします。［PALフロー］表示
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枠が開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［PALレポート］表示枠」 (406ペー

ジ)を参照してください。

b. レポート・フォルダを選択して，［新規 PAL レポート］をクリックします。［新規パフォーマンスア

プリケーションライフサイクルレポートの作成］ダイアログ・ボックスが開きます。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「［新規パフォーマンスアプリケーションライフサイクルレポートの

作成］ダイアログ・ボックス」 (408ページ)を参照してください。

c. ［新規パフォーマンスアプリケーションライフサイクルレポートの作成］ダイアログ・ボックスで，

［作成］をクリックします。レポートは，Performance Centerダッシュボードの追加のタブとして

開きます。レポートには，サブ・タブがあります。［データソース］サブ・タブは，標準設定で開き

ます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「＜レポート名＞PALレポート」 (419ページ)
を参照してください。

d. 運用環境レポートで使用するデータ・セットとパフォーマンス測定値を定義します。たとえば，

しきい値設定，カスタム測定値マッピング，倍率を設定できます。

5. 運用レポートに基づく負荷テストの設計

a. ［PALフロー］表示枠で，［負荷テストの設計と実行］をクリックします。［パフォーマンステスト

セット］表示枠が開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パフォーマンステスト

セット］表示枠」 (409ページ)を参照してください。

b. ［テストの新規作成］をクリックして，パフォーマンス・テストを作成します。［パフォーマンステス

トの新規作成］ダイアログ・ボックスが表示されます。ユーザ・インタフェースの詳細について

は，「［パフォーマンステストの新規作成］ダイアログ・ボックス」 (415ページ)を参照してくださ

い。

6. 負荷テストの実行

［パフォーマンステスト セット］表示枠で，［テストの実行］をクリックします。［実行］ダイアログ・

ボックスが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［<エンティティ>の実行］ダイアロ

グ・ボックス」 (411ページ)を参照してください。

7. レポートへの負荷テスト・データの追加

a. ［PALフロー］表示枠で，［レポートへの負荷テスト データの追加］をクリックします。［PALフ
ロー］表示枠が開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［PALレポート］表示

枠」 (406ページ)を参照してください。

b. レポートを選択します。［データソース］タブ・タブで，負荷テスト・データをレポートに追加しま

す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［データソース］タブ」 (422ページ)を参照してく

ださい。

c. レポート・サブ・タブをクリックすると，運用環境データと負荷テストの動作を表示および比較

できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「PALレポート・ビューのタブ」 (424ページ)
を参照してください。

8. 負荷テストのチューニング

a. 比較レポートに基づいて，負荷テストを編集し，再実行します。ユーザ・インタフェースの詳

細については，「［パフォーマンステスト セット］表示枠」 (409ページ)を参照してください。

b. 更新後のレポートを表示し，負荷テストと運用環境のデータを比較します。ユーザ・インタ

フェースの詳細については，「PALレポート・ビューのタブ」 (424ページ)を参照してください。
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c. 負荷テストで運用環境に近い結果が得られるまで，チューニングを行います。チューニング

は，テストの実行中と終了後に行うことができます。

9. テスト実行の詳細をエクスポートします。

a. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクションへのデータのエクスポート ］をクリックします。［テスト実

行］表示枠が開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テスト実行］表示枠」

(416ページ)を参照してください。

b. 選択したテスト実行の結果情報を表示します。

c. アプリケーションの最終バージョンで，負荷テストを実行して，テスト実行データをエクスポート

するには，［PAL データのエクスポート］をクリックします。ユーザ・インタフェースの詳細について

は，「［PALデータのエクスポート］ダイアログ・ボックス」 (418ページ)を参照してください。

PAL のユーザ・インタフェース

本項の内容

［PALフロー］表示枠 401

運用データ・セットの管理表示枠 402

［PALアプリケーション］ダイアログ・ボックス 403

［運用環境データセットのアップロード］ダイアログ・ボックス 405

［PALレポート］表示枠 406

［新規パフォーマンスアプリケーションライフサイクルレポートの作成］ダイアログ・ボックス 408

［パフォーマンステスト セット］表示枠 409

［<エンティティ>の実行］ダイアログ・ボックス 411

［パフォーマンステストの新規作成］ダイアログ・ボックス 415

［テスト実行］表示枠 416

［PALデータのエクスポート］ダイアログ・ボックス 418

＜レポート名＞PALレポート 419

［レポートをPDFにエクスポート］ダイアログ・ボックス 421

［データソース］タブ 422

PALレポート・ビューのタブ 424

PALレポート・ビュー 425

［タブにビューを追加］ダイアログ・ボックス 427

［測定値の選択］ダイアログ・ボックス 429

［データの追加］ダイアログ・ボックス 430

［カラムの選択］ダイアログ・ボックス 432

［しきい値設定］ダイアログ・ボックス 433

［モニタのマッピング］ダイアログ・ボックス 435

HP ALM Performance Center (11.52)400 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第31章 : Performance Application Lifecycle( PAL)



［トランザクションのマッピングおよびグループ化］ダイアログ・ボックス 438

［倍率の設定］ダイアログ・ボックス 440

［グローバルトランザクションフィルタの設定］ダイアログ・ボックス 442

［PAL フロー］表示枠

［PALフロー］表示枠では，PALの段階を移動できます。

アクセス方法 次のいずれかを実行します。

l ALMサイドバーの［Performance Center］で，［パフォーマンスライフサイクル］

を選択します。［MyPC で PAL パースペクティブを開く］をクリックします。

l ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。

［PALフロー］表示枠は，ページの上部にあります。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

PAL の紹介：PALの概要の表示枠を表示します。

運用環境データのインポート：［運用環境データセットのアップロード］表示枠を

開きます。この表示枠では，運用環境システムからデータをインポートできます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「運用データ・セットの管理表示枠」

(402ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

運用環境レポートの作成：［PAL -レポート］表示枠を開きます。この表示枠で

は，PALレポートを管理できます。利用可能なレポートのリストが表示され，新

しいレポートを作成できます。既存のレポートの削除や複製も行えます。ユーザ・

インタフェースの詳細については，「［PALレポート］表示枠」 (406ページ)を参照

してください。

負荷テストの設計と実行：［パフォーマンステスト セット］表示枠を開きます。この

表示枠では，運用レポートに基づいて負荷テストを設計し，実行できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［パフォーマンステスト セット］表示枠」

(409ページ)を参照してください。

負荷テスト・データをレポートに追加：［PAL -レポート］表示枠を開きます。この

表示枠では，PALレポートを管理できます。利用可能なレポートのリストが表

示され，新しいレポートを作成できます。既存のレポートの削除や複製も行えま

す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［PALレポート］表示枠」 (406ペー

ジ)を参照してください。

負荷テストのチューニング：［パフォーマンステスト セット］表示枠を開きます。この

表示枠では，運用レポートに基づいて負荷テストを設計し，実行できます。テス

トのチューニングは，テストの実行中または終了時に行うことができます。ユーザ・

インタフェースの詳細については，「［パフォーマンステスト セット］表示枠」 (409
ページ)を参照してください。

運用環境へのデータのエクスポート：［パフォーマンステスト実行］表示枠を開き

ます。この表示枠では，テスト実行のアクションに関連する結果を管理できま

す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［テスト実行］表示枠」 (416ペー

ジ)を参照してください。

［PALフロー］表示枠を最小化します。

運用データ・セットの管理表示枠

この表示枠では，運用環境システムからデータをインポートできます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション データのインポート］をクリックします。
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関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<My Performance
Center 共通 UI 要
素>

［My Performance Center］メニューとボタンについては，「My Performance
Centerウィンドウ」 (357ページ)を参照してください。

［運用環境データのインポート］を開きます。詳細については，「［運用環境

データセットのアップロード］ダイアログ・ボックス」 (405ページ)を参照してくださ

い。

データ・セット・フォルダを追加できます。

データ・セット・フォルダの詳細を編集できます。

ZIP形式のデータ・セットをローカルに保存します。

データ・セット・フォルダを削除できます。

<PAL レポート・テー

ブル>
利用可能なすべてのPALレポートのリストが表示されます。

名前 データ・セットの名前。

ID データ・セットの ID番号。

アップロード日 データがアップロードされた日付。

説明 データ・セットの説明。

アプリケーション アプリケーション名。

［PAL アプリケーション］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，データ・セットなどのPALエンティティを特定のAUTと関連付けることがで

きます
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アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PAL アプリケーションの管理］をクリックします。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

新しいアプリケーションを定義します。

テーブルを更新します。

選択したアプリケーションを編集します。

選択したアプリケーションを削除します。

ID アプリケーションの ID。

名前 アプリケーションの名前。

説明 アプリケーションの説明。
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［運用環境データ セットのアップロード］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，運用データ・セット・ファイルをアップロードできます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション データのインポート］をクリックします。

3. ［PALデータセット］表示枠で，［インポート］をクリックします。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

名前 データ・セット・ファイルの名前。

説明 データ・セット・ファイルの説明。

運用データ・セット・ファイルの選択 ［参照］ボタンをクリックしてデータ・セット・ファイルを選択し

ます。
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UI 要素 説明

フォルダの選択 データ・セット・ファイルを保存するためのフォルダを示しま

す。

データ・セットからアプリケーション名を

取得

データ・セット・ファイルで定義されたアプリケーションを使用

します。

アプリケーションの選択 データ・セット・ファイルで使用するアプリケーションを示しま

す。

メッセージ アップロード・プロセスの進行状況を示します。

アップロード データ・セット・ファイルを指定した場所にアップロードしま

す。

［PAL レポート］表示枠

この表示枠では，PALレポートを管理できます。利用可能なレポートのリストが表示され，新しいレ

ポートを作成できます。既存のレポートの削除や複製も行えます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

ヒント ALMサイドバーの［Performance Center］で［パフォーマンスライフサイクル］を選

択して，最近作成した 5つのPALレポートを表示します。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)
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次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<My Performance
Center 共通 UI 要
素>

［My Performance Center］メニューとボタンについては，「My Performance
Centerウィンドウ」 (357ページ)を参照してください。

［新規パフォーマンスアプリケーションライフサイクルレポートの作成］を開

き，PALレポートを作成できます。詳細については，「［新規パフォーマンス

アプリケーションライフサイクルレポートの作成］ダイアログ・ボックス」 (408ペー

ジ)を参照してください。

PALレポート・フォルダを追加します。

選択したレポートの複製を作成できます。

選択したレポートまたはフォルダの名前を変更します。

選択したレポートまたはフォルダを削除します。

<PAL レポート・

テーブル>
利用可能なすべてレポートのリストが表示されます。レポートをクリックして

データを表示します。詳細については，「＜レポート名＞PALレポート」 (419
ページ)を参照してください。

名前 レポートの名前。

ID レポートの ID番号。

説明 レポートの説明。

レポート項目 使用中のレポート項目。

アプリケーション 使用中のアプリケーションの名前。

作成者 レポートを作成したユーザ。
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［新規パフォーマンスアプリケーション ライフサイクルレポートの作
成］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，PALレポートを作成できます。

アクセス方法
［PALレポート］ページで，［新規 PAL レポート］ をクリックし
ます。

関連タスク 「パフォーマンス・テストの実行を管理する方法」 (195ページ)

［一般の詳細］領域

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

名前 レポートの名前。

説明 レポートの説明。

場所 ホストの場所。

アプリケーション領域

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

レポートの基になるアプリケーションを選択 利用可能なアプリケーションが一覧表示されます。
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テンプレート領域

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

HP BSM 運用環

境情報に基づく

HP Business ServiceManagement( BSM)に基づくレポート。このテンプレー

トには，次の事前構成済み PALレポート・ビューが表示されます。

l 作業負荷データ

l パフォーマンス・データ

l 配布データ

l モニタ・データ

HP BSM 運用環

境情報に基づく -
詳細

HP Business ServiceManagement( BSM)に基づくレポート。このテンプレー

トには，次の事前構成済み PALレポート・ビューが表示されます。

l 作業負荷データ

l パフォーマンス・データ

l 配布データ

l モニタ・データ

l 上位 10ヒット，上位 10ユーザ，作業負荷データ

l 上位 10応答時間，パフォーマンス・データ

l ヒット率の上位 10，配布データ

非 BSM 情報

( WebTrendsなど)
に基づく

WebTrendsおよびその他のHP以外のデータ・ソースに基づくレポート。この

テンプレートには，次の事前構成済み PALレポート・ビューが表示されま

す。

l 作業負荷データ

l パフォーマンス・データ

l 配布データ

空 事前構成済み PALレポート・ビューを使用せず，レポートの基本レイアウト

のみを提供します。

説明 選択したテンプレートの説明。

［パフォーマンステスト セット］表示枠

この表示枠では，運用レポートに基づいて負荷テストを設計し，実行できます。
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アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［負荷テストの設計と実行］または［負荷テストの

チューニング］をクリックします。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

<My Performance
Center 共通 UI 要
素>

［My Performance Center］メニューとボタンについては，「My Performance
Centerウィンドウ」 (357ページ)を参照してください。

［実行］ダイアログ・ボックスを開き，パフォーマンス・テストを実行できます。詳

細については，「［<エンティティ>の実行］ダイアログ・ボックス」 (411ページ)を
参照してください。

［パフォーマンステストの新規作成］ダイアログ・ボックスを開き，パフォーマン

ス・テストを定義できます。詳細については，「［パフォーマンステストの新規

作成］ダイアログ・ボックス」 (415ページ)を参照してください。

Performance Center Test Designerウィンドウを開き，パフォーマンス・テスト

を定義できます。パフォーマンス・テストの定義には，テストのスクリプトの選

択，各スクリプトで実行する仮想ユーザの数と継続時間のスケジュール設

定，テストのトポロジとモニタ・プロファイルの選択，テスト実行のための診断

データ収集の有効化が含まれます。詳細については，「［パフォーマンステス

ト デザイナ］ウィンドウ」 (77ページ)を参照してください。

テスト名を変更できます。

選択したテストを削除できます。

［テスト セットの選択］ダイアログ・ボックスを開き，テスト・セットを選択できま

す。

ID テストの ID番号。

VS テストのバージョン・ステータス。

テスト名 テストの名前。

ステータス テストの実行ステータス。

担当者 テストを担当するユーザ。
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UI 要素 説明

最終更新日 テストが最後に変更された日付。

バージョン テストのバージョン番号。

チェックアウト実行

者

テストのチェックアウトを担当するユーザ。

［<エンティティ>の実行］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，負荷テストを実行して，テスト環境から使用状況および監視データを取

得できます。

新規

予約済み
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アクセス方法 PAL：

1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［負荷テストの設計と実行］または［負荷テストの

チューニング］をクリックします。

3. ［テスト実行］をクリックします。

パフォーマンス・テスト：

1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［パフォーマンステスト］を

選択します。詳細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355
ページ)を参照してください。

2. ［パフォーマンステスト］ビューで，［テストの実行］をクリックします。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

タイムスロットの

選択

［新規］または［予約済み］を選択します。

新規：新しいタイムスロットを作成できます。選択したテストに対して現在のリ

ソースが十分でない場合，テストを実行するためにタイムスロットを予約できま

せん。

予約済み：テストに割り当てられている，または任意のテストに割り当てられて

いない予約済みの手動によるタイムスロットでテストを実行できます。タイムス

ロットが利用できない場合，テストをスケジュール設定できません。
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UI 要素 説明

新規タイムスロッ

ト - プロパティ /
選択したタイム

スロットの詳細

l 継続時間：予約が必要なリソースの時間 (時，分 )。テストと選択した実行

後のアクションの実行に十分な値である必要があります。

l VUD の使用：テストに通常の仮想ユーザではなく，VUD仮想ユーザを要

求します。VUDの詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照して

ください。

l 実行後のアクション：テストの実行が完了したときに実行されるアクション。
n 結果を照合しない：パフォーマンス・テスト終了後，直ちにマシンを解放し

ます。実行が終了すると，実行結果は，LoadGeneratorに残されます。

後で結果を分析することが可能です。

n 結果の照合：実行が終了すると，実行結果は，すべてのLoad
Generatorから収集されます。結果の照合にかかるのは数分です。Load
Generatorが利用できなくなった場合に，結果が失われたり結果にアクセ

スできなくならないように結果を照合することをお勧めします。

n 結果の照合と分析：実行が終了すると，実行結果が収集，分析されま

す。データ分析には結果ファイルのサイズによって，少し時間がかかりま

す。データ分析に追加できるタイムスロットがない場合は，［照合］オプショ

ンを選択し，Data Processorが利用できるようになった時点で最後の分

析を実行します。［結果］タブから最後の分析を実行します。ユーザ・イン

タフェースの詳細については，「［結果］/［最終実行結果］タブ」 (200ペー

ジ)を参照してください。

l AUT 環境設定：テストに使用するAUT 環境設定を選択します。詳細に

ついては，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・ガイド』を参

照してください。
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UI 要素 説明

<［予約済みタイ

ムスロット］グリッ

ド>

予約済みタイムスロットを使用する際に表示されます。

l ID：タイムスロットのコンテキストで作成された実行の ID。

l 作成者：タイムスロットを予約したユーザ。

l 開始時刻：タイムスロットが開始する予定または開始した日時。

l 継続時間：タイムスロットの継続時間。

l 仮想ユーザ：タイムスロットに予約された仮想ユーザの数。

l ホスト：タイムスロットに要求されたホストの数 ( Controllerを含む)。

l 注釈：タイムスロットの注釈を示します。次の値が含まれます。
n 新規：特にこの実行のために作成できる新しいタイムスロットを示します。

n 推奨：実行するテストが(自動起動なしで)タイムスロットにリンクされると

きに表示されます。タイムスロットが予約されたときに，このテストに必要と

されるすべてのリソースが予約されています。このため，新しいタイムスロッ

トを作成するより，このタイムスロットを使用することをお勧めします。

n 要更新：タイムスロットによりテストに必要なリソースの一部は提供される

が，その他必要なリソースを含めるにはタイムスロットを更新する必要が

あることを示します。更新が必要なリソースにはアスタリスク( *)が付きま

す。

l 名前：タイムスロットの名前。

テストの実行に必要なリソースの可用性を計算し，利用可能なタイムスロット

のリストを更新します。

可用性の結果 可用性検証の結果を表示します。タイムスロットを予約できない場合，その理

由が表示されます。

選択したタイムスロットで予約されたホストを使用してテストを実行しま

す。Performance Centerダッシュボードが開き，パフォーマンス・テストの実行

ページが表示されます。詳細については，「パフォーマンス・テストの実行ページ」

(205ページ)を参照してください。
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［パフォーマンステストの新規作成］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，パフォーマンス・テストを作成できます。

アクセス方法 パフォーマンス・テスト：

1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［パフォーマンステスト］を

選択します。詳細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355
ページ)を参照してください。

2. ［パフォーマンステスト］ビューで，［テストの作成］をクリックします。

PAL：

1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［負荷テストの設計と実行］または［負荷テストの

チューニング］をクリックします。

3. ［テストの作成］をクリックします。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

テスト名 パフォーマンス・テストの名前。

テスト計画フォルダ テスト計画ツリーでテストが含まれているフォルダ。

テスト・セットに割り当て テストが含まれているテスト・セット。
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［テスト実行］表示枠

この表示枠では，テスト実行のアクションに関連する結果を管理できます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクションへのデータのエクスポート ］をクリックし

ます。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

照合：照合されていないテスト実行の結果を照合します。

注 :

l 照合を実行するControllerでテストが実行されている場

合，ALM Performance Centerは警告を発します。［OK］をク

リックして結果の照合を続行するか，［キャンセル］をクリックし

て，アクションを延期します。

l 結果の照合プロセスでエラーが発生する場合，［エラー照合］

ダイアログ・ボックスが表示され，エラーの詳細が表示されます。

部分的に照合された結果を分析するには，［部分的に照合

された結果の分析］を選択します。部分的に照合された結果

の分析は，元に戻せない操作です。
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UI 要素 説明

分析の実行：選択したテスト実行の結果を分析します。ALM
Performance Centerでは，Analysisデータを生成し，LoadGenerator
とControllerから一時的な結果を削除します。

注 : テスト実行状態が，［アナリシスデータの作成前］の場合のみ

有効になります。

回復の結果：失敗したテスト実行の結果を回復，照合できます。

注 :

l テスト実行が，［失敗］状態の場合のみ有効になります。

l 結果を照合できるのは，テストが失敗した時点までのみです。

結果の表示：Performance Centerダッシュボードを開き，選択したテ

スト実行の結果情報を表示します。

HTML レポートの表示：パフォーマンス・テスト実行中に収集された

データを分析するAnalysisサマリ・レポートのHTMLバージョンを開きま

す。レポートには，パフォーマンス・テストに関する一般的な情報が含ま

れており，テスト実行に関する統計が一覧表示され，テスト実行デー

タを含むグラフへのリンクが提供されます。

サマリ・レポートの詳細については，『HP LoadRunner Analysisユー

ザーズ・ガイド』を参照してください。

SLA レポート：選択したテスト実行のSLAレポートを開きます。詳細

については，「SLAレポート」 (234ページ)を参照してください。

注 : この機能は，パフォーマンス・テスト設計段階中にSLAが定

義されている場合のみ利用できます。SLAの詳細については，

「サービス・レベル・アグリーメント」 (147ページ)を参照してください。

SLA の再計算：［SLAの計算］ダイアログ・ボックスを開きます。詳細に

ついては，「［サービスアグリーメントの計算］ダイアログ・ボックス」 (236
ページ)を参照してください。

注 : この機能は，パフォーマンス・テスト設計段階中にSLAが定

義されている場合のみ利用できます。SLAの詳細については，

「サービス・レベル・アグリーメント」 (147ページ)を参照してください。

ホストの表示：［タイムスロットのホスト］ボックスが開き，要求されたホス

トと実際のホストが表示されます。

PAL データのエクスポート：［PALデータのエクスポート］ダイアログ・

ボックスが開きます。
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UI 要素 説明

実行 ID テスト実行 ID。

実行名 テスト実行の名前。

テスト テストの名前。

状態 選択したテスト実行の現在の状況が表示されます。

ステータス テストの実行ステータス。

日付 実行の開始日時。

継続時間 テストの実行にかかった時間 (分 )。

テスト担当者 テストを実行しているユーザの名前。

タイムスロット テスト実行のタイムスロットの ID。

［PAL データのエクスポート］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，アプリケーションの最終バージョンで，負荷テストを実行して，テスト実行

データをエクスポートできます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクションへのデータのエクスポート ］をクリックし

ます。

3. ［PAL データのエクスポート］をクリックします。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

説明 エクスポートされるテスト実行データの説明。

実行情報 エクスポートされる情報のリスト。

アプリケーション 関連付けられたアプリケーションを示します。

ZIP形式のデータ・セットをローカルに保存します。

＜レポート名＞PAL レポート

このタブでは，PALレポートを表示 /管理できます。PALレポートには，レポートに含まれるデータと

PAL情報が表示されるビューを管理できる複数のタブがあります。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

3. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。

重要な情報 標準設定で表示されるPALサブタブは，レポートがどのテンプレートに基づくかに

よって異なります。［データソース］タブは，選択したテンプレートにかかわらず，すべ

てのPALレポートに共通です。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)

HP ALM Performance Center (11.52)419 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第31章 : Performance Application Lifecycle( PAL)



次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

［レポートをPDFにエクスポート］ダイアログ・ボックスが開

き，選択したレポートを .pdf ファイルにエクスポートしま

す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［レポート

をPDFにエクスポート］ダイアログ・ボックス」 (421ページ)
を参照してください。

［しきい値設定］ダイアログ・ボックスが開き，運用環境

データとテスト・データ間の大きな差異と小さな差異の

識別に使用するしきい値を定義できます。ユーザ・イン

タフェースの詳細については，「［しきい値設定］ダイアロ

グ・ボックス」 (433ページ)を参照してください。

［トランザクションのマッピングおよびグループ化］ダイアロ

グ・ボックスが開き，運用環境データまたは負荷テストの

結果内の類似のトランザクションをマッピング/グループ化

できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ト

ランザクションのマッピングおよびグループ化］ダイアログ・

ボックス」 (438ページ)を参照してください。

［モニタのマッピング］ダイアログ・ボックスが開き，運用環

境およびテストのモニタ対象ホストを，CPU，メモリ，仮

想メモリの使用量などのモニタ測定値にマッピングできま

す。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［モニタの

マッピング］ダイアログ・ボックス」 (435ページ)を参照してく

ださい。

［倍率の設定］ダイアログ・ボックスを開き，倍率を定義

できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，

「［倍率の設定］ダイアログ・ボックス」 (440ページ)を参照

してください。

［グローバルフィルタ］ダイアログ・ボックスが開き，PALレ
ポート・ビューに表示されたトランザクションをフィルタ処

理できます。ユーザ・インタフェースの詳細については，

「［グローバルトランザクションフィルタの設定］ダイアログ・

ボックス」 (442ページ)を参照してください。

PALビュー・タブ内のビューを配列できます。

現在表示されていないタブを表示できます。

レポートに含まれる情報を更新します。

［データ ソース］タブ ［データソース］タブは，PALレポートに含まれる情報の

管理に使用します。詳細については，「［データソース］

タブ」 (422ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

<PAL レポート・ビューのタブ> ＜PALレポート・ビューのタブ＞には，PALレポート・

ビューが表示され，レポートの基になるテンプレートによっ

て定義されます。詳細については，「PALレポート・

ビューのタブ」 (424ページ)を参照してください。

<PAL レポート・ビュー> PALレポート・ビューとは，PAL情報を表示し，＜PAL
レポート・ビューのタブ＞内に含まれる表示項目です。

詳細については，「PALレポート・ビュー」 (425ページ)を
参照してください。

新しいタブを追加します。新しいタブをレポートに追加し

ます。

［レポートを PDF にエクスポート］ダイアログ・ボックス

選択した PALレポートを .pdf ファイルにエクスポートします。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。詳

細については，「Performance Centerのパーソナライズ」 (355ページ)を参照し

てください。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

3. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。

4. ［PDF にエクスポート］をクリックします。

参照情報 「＜レポート名＞PALレポート」 (419ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［詳細］領域 レポートの詳細情報 (レポートのタイトル，作成者，サマリなど)を定義します。

［ロゴ］領域 レポートの表紙と，各ページの上部に表示する画像を設定します。標準設定

は，HPのロゴです。

［コンテンツ］

領域

表紙，目次，レポート・ビューなど，レポートに含めるデータを指定します。

［データ ソース］タブ

［データソース］タブは，PALレポートに含まれる情報の管理に使用します。

アクセス方法 1. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

2. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。［データソース］タブが開

きます(標準設定 )。

重要な情報 ［データソース］タブは，選択したテンプレートにかかわらず，すべてのPALレポート

に共通です。

参照情報 「＜レポート名＞PALレポート」 (419ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［データの追加］ダイアログ・ボックスを開き，［プロ

ダクション］タブを開きます。比較対象に使用する

運用環境データを選択します。ユーザ・インタフェー

スの詳細については，「［データの追加］ダイアログ・

ボックス」 (430ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

［データの追加］ダイアログ・ボックスを開き，［テスト

実行の結果］タブを開きます。比較対象に使用す

るテスト・データを選択します。ユーザ・インタフェース

の詳細については，「［データの追加］ダイアログ・

ボックス」 (430ページ)を参照してください。

［実行中のテストの選択］ダイアログ・ボックスが開

き，現在実行中のテストがすべて表示されます。

実行時にテストをチューニングするには，実行中の

テストを選択し，［更新時間間隔］ダイアログ・

ボックスから更新間隔 を選択します。［OK］をク

リックします。テストが［データソース］タブに追加され

ます。

注 :実行時に追加したテストは，［データソー

ス］グリッドでは青色で表示されます。実行が

完了したテストは，［テスト データの追加］をク

リックすると発行できます。これにより，テストは

黒で表示されます。

レポートから項目を削除：運用環境データ・セット

またはテスト実行をPALレポートから削除します。

実行をベースラインとして設定：選択した項目 (運
用環境データ・セットまたはテスト実行 )を比較の

ベースライン実行として設定します。

注 : レポートに追加された最初の項目が，

ベースラインとして自動的に定義されます。

上に移動 /下に移動：選択した項目を順序で上

下に移動します。レポート項目の位置を変更する

と，比較方法に［前回と比較］を選択したときに比

較値に影響する可能性があります。比較方法の

詳細については，「PALの概要」 (396ページ)を参

照してください。

テーブル・カラムのカスタマイズ：［PAL実行］テーブ

ルに表示されるカラムをカスタマイズします。ユーザ・

インタフェースの詳細については，「［カラムの選択］

ダイアログ・ボックス」 (432ページ)を参照してくださ

い。

<データ・ソース・グリッ

ド>
すべての項目の情報がレポートに表示されます。

利用可能なフィールドのリストについては，上記

［テーブルカラムのカスタマイズ］を参照してくださ

い。
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UI 要素 説明

レポート項目情報 選択したレポート項目の説明と現在の状態を含

みます。

PAL レポート完了 レポート終了のフローを示します。

PAL レポート・ビューのタブ

レポート・タブには，任意の数のビューを含められます。タブはレポートの基になるテンプレートによって

定義されます。タブとビューをカスタマイズできます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

3. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。レポートは，Performance
Centerダッシュボードの追加のタブとして開きます。PALレポート・ビューのタブ

が表示されます。

重要な情報 l 標準設定で表示されるビュー・タブは，レポートがどのテンプレートに基づくかに

よって異なります。

l ［データソース］タブのユーザ・インタフェースの詳細については，「［データソース］

タブ」 (422ページ)を参照してください。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALの概要」 (396ページ)
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次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

タブ名の隣の下向き矢印をクリックすると，次のオプションが含まれるタブ管理メ

ニューが開きます。

l タブにビューを追加：［タブにビューを追加］ダイアログ・ボックスが開きます。
ユーザ・インタフェースの詳細については，「［タブにビューを追加］ダイアログ・

ボックス」 (427ページ)を参照してください。

l タブ タイトルの編集：タブの名前を変更できます。

l タブを左に移動：タブの順序でタブを左に移動します。

l タブを右に移動：タブの順序でタブを右に移動します。

l このタブを削除：タブとタブに含まれるすべてのトレンド・ビューをレポートから
削除します。

注：このオプションは，どのビューでも使用できません。

<PAL レポー

ト・ビュー>
PALレポート・ビューのタブ内のPAL情報を示す表示項目。詳細については，

「PALレポート・ビュー」 (425ページ)を参照してください。

PAL レポート・ビュー

PALレポート・ビューとは，特定のパフォーマンス測定値に関するPAL情報を示す表示項目です。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

3. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。レポートは，Performance
Centerダッシュボードの追加のタブとして開きます。PALレポート・ビューのタブ

が表示されます。PALレポート・ビューは，タブに含まれています。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「PALレポート・ビューのタブ」 (424ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

PAL レポート・ビューの編集：PALレポート・ビューの表示と比較設定を編集する

オプションが含まれています。

最大化ビューで表示：PALレポート・ビューを最大化します。

ビューの最小化：PALレポート・ビューを最小化します。
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PAL レポート・ビュー・メニュー

重要 ビューによっては一部のオプションは利用できません。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

測定値の選択 ［測定値の設定］ダイアログ・ボックスが開き，ビューに測定値を追加できます。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［測定値の選択］ダイアログ・ボックス」

(429ページ)を参照してください。

表示設定の編

集

ビューの外観を変更できます。利用可能な設定は，テーブル・ビュー，線グラフ・

ビュー，積み上げ横棒グラフ・ビューです。

ビューのタイトル

の編集

ビュー・タイトルを編集できます。

ベースラインと

比較 /前と比較

ビューに表示される比較方法を変更できます。比較方法の詳細については，

「比較方法」 (397ページ)を参照してください。

差を値で表示 /
差をパーセント

で表示

ビューの項目またはデータ・セットの値の差異の表示方法 (値またはパーセント )
を定義できます。

差を表示しな

い

項目またはデータ・セットの値の差異を非表示にできます。ビューをCSV形式で

エクスポートする場合は，この設定の使用をお勧めします。

カラー表示 PALレポートのしきい値設定を有効にします。

CSV にエクス

ポート

ビューをCSV形式でエクスポートできます。

このビューの削

除

ビューを削除します。
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［タブにビューを追加］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，PALレポート・ビューのタブにビューを追加できます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

3. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。レポートは，Performance
Centerダッシュボードの追加のタブとして開きます。PALレポート・ビューのタブ

が表示されます。

4. タブ名の隣の 下向き矢印をクリックしてタブ管理メニューを開き， ［タブに
ビューを追加］を選択します。

重要な情報 レポートの種類によっては，関係のないビューもあります。

参照情報 「PALレポート・ビューのタブ」 (424ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

作業負荷 スクリプトの量とペースのチューニングに役立つデータを表示します。

上位 10 ヒット ヒット数の最も高い上位 10アクションを一覧表示します。

上位 10ユーザ ユーザ数の最も多い上位 10アクションを一覧表示します。
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UI 要素 説明

パフォーマンス・

データ

システムの各アクションのヒット数，応答時間，合計時間を表示します。

上位 10応答

時間

合計応答時間が最も高い上位 10アクションを一覧表示します(秒 )。

システム内時間

の上位 10
システムの時間が最も高い上位 10アクションを一覧表示します(秒 )。

分布 異なるビジネス・プロセスの分布を表示します。

ヒット率の上位

10
ヒット数の最も高い上位 10アクションをパーセントで一覧表示します。

ユーザ率の上位

10
ユーザ数の最も多い上位 10アクションをパーセントで一覧表示します。

モニタ 運用環境システムとテスト・システムの，基礎のハードウェアとソフトウェアの動作

の比較に役立つ監視データを表示します。

経過時間ビュー 運用環境システムの時間の経過に伴うヒット数を表示します。

場所のスルー

プット

場所のスループットを表示します。

場所の合計実

行数

場所ごとの合計実行数を表示します。

選択したビューをPALレポート・ビューのタブに追加します。

HP ALM Performance Center (11.52)428 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第31章 : Performance Application Lifecycle( PAL)



［測定値の選択］ダイアログ・ボックス

各 PALビューには，使用する測定値の標準設定のセットがあります。このダイアログ・ボックスでは，

選択したレポート・ビューに表示される測定値をカスタマイズできます。

アクセス方法 1. ［My Performance Center］で，［パースペクティブ］＞［PAL］を選択します。

2. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

3. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。レポートは，Performance
Centerダッシュボードの追加のタブとして開きます。PALレポート・ビューのタブ

が表示されます。PALレポート・ビューは，タブに含まれています。

4. PALレポート・ビューで，メニュー・ボタン を選択し，［測定値の選択］を選択
します。

重要な情報 トランザクションという用語は，テスト・システムと運用環境システムによって測定さ

れたすべてのアクティビティに適用されます。これには，他の運用環境システムに

よって測定された VuGenスクリプト・トランザクション，HP RUMのトランザクションと

アクション，URLが含まれます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［データ タイプ］表

示枠

データを含むトランザクションが表示されます。トランザクションは，既存データに

基づいて有効化されます。
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UI 要素 説明

［トランザクション］

表示枠

この表示枠には次が表示されます。

l ＜上チェック・ボックス＞］：グリッド内の不具合をすべて選択 /クリアします。

特定のトランザクションを選択 /クリアするには，トランザクション名の左の

チェック・ボックスを選択 /クリアします。

l マッピング・タイプ：マッピング・タイプは，［すべて］，［マップ済み］，［未マップ］

のいずれかです。

l 名前：トランザクションを検索します。名前を入力してから，Enterキーを押

します。

l ページ・サイズ： 1ページに表示するトランザクションの数を設定します。

変更内容を適用します。

［グローバルトランザクションフィルタの設定］ダイアログ・ボックスのトランザクショ

ンも表示します。詳細については，「［グローバルトランザクションフィルタの設

定］ダイアログ・ボックス」 (442ページ)を参照してください。

［データの追加］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，レポートに運用環境データ・セットとパフォーマンス・テスト実行を追加で

きます。追加したデータは比較対象として使用され，負荷テストのチューニング・プロセスの基準となり

ます。

アクセス方法 1. ［PALフロー］表示枠で，［プロダクション レポートの作成］または［負荷テスト

データをレポートに追加］をクリックします。

2. ［PAL -レポート］表示枠でレポートをクリックします。

3. ［データソース］タブで，［運用環境データの追加］または［テスト データの追

加］をクリックします。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［プロダクション］タブ PALレポートの運用環境データ・セットを選択できます。

［テスト実行の結果］

タブ

PALレポートのテスト実行を選択できます。

選択した運用環境データ・セットとテスト実行結果をPALレポートに追

加します。

［プロダクション］タブ

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

プロダクション・グリッドに表示されたデータ・セットをフィルタ処理できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

l レポート・アプリケーションにリンクされたデータ セットのみ：選択したレポート

で定義された PALアプリケーションに関連付けられているデータ・セットを表

示します。

l すべて：選択した PALアプリケーションにかかわらず，すべてのデータ・セット

を表示します。

一致するフィルタ処理条件に基づいて，データ・セットを使用してプロダクショ

ン・グリッドに入力します。

名前 データ・セットの名前。

ID データ・セットの ID。

タイプ データ・セット・タイプ。

［アップロード日］ データがアップロードされた日付。

説明 データ・セットの説明。

アプリケーション データ・セットに関連付けられたアプリケーション。

［テスト実行の結果］タブ

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

実行結果グリッドに表示された結果をフィルタ処理できます。次のオプションが

あります。［プロジェクト］，［テスト セット］，［テスト］。

一致するフィルタ処理条件に基づいて，結果を実行結果グリッドに入力しま

す。
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UI 要素 説明

ID 実行 ID。

実行名 テスト実行の名前です。

時間範囲 選択したテスト実行の継続時間。

例：テスト実行の全体的な継続時間が30分で，時間範囲が0～ 15分に

定義されている場合，テスト実行の最初の15分のみがトレンド分析に考慮

されます。

標準設定値：テスト実行全体が選択されます。

時間範囲のフィルタ：［時間範囲の定義］ダイアログ・ボックスが開き，レポート

の目的でテスト実行内に定義された時間範囲を変更できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

l 実行全体の発行：テスト実行の開始から終了までに収集されたすべての

データを，レポートに利用できるようにします。

l 実行の一部の発行：テスト実行の一部のみをレポートに利用できるように

します。［開始時刻］ボックスと［終了時刻］ボックスに開始時刻と終了時

刻を入力して，実行の希望する部分を選択します。

実行日 テスト実行の日時。

継続時間 テスト実行の継続時間 (分 )。

最大仮想ユーザ

数

テスト実行中の最大仮想ユーザ実行数。

成功したトラン

ザクションの合計

数

テスト実行中に成功したトランザクションの合計数。

合計エラー数 テスト実行中の合計エラー数。

［カラムの選択］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，［＜レポート名＞PALレポート］の［データソース］タブに表示されるカラム

を選択できます。
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アクセス方法 ［＜レポート名＞PALレポート］で，［データ ソース］タブを選択し，［テーブルカラ

ムのカスタマイズ］ ボタンをクリックします。

参照情報 「＜レポート名＞PALレポート」 (419ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

継続時間 テスト実行の継続時間 (分 )。

グローバル・

フィルタ

適用されたグローバル・フィルタ。

ID 実行 ID。

名前 パッケージまたは実行の名前。

発行の進

捗

レポート項目がレポートに正しく追加されたことを示します。

テスト名 テストの名前。

スケーリング 倍率を示します。倍率の設定の詳細については，「［倍率の設定］ダイアログ・

ボックス」 (440ページ)を参照してください。

開始時刻 レポート項目の日時。

タイプ レポート項目のタイプを示します。

［しきい値設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，PAL測定タイプのしきい値を定義できます。

アクセス方法
［＜レポート名＞PALレポート］で，［しきい値］ボタン をクリックします。
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重要な情報 l トランザクションという用語は，テスト・システムと運用環境システムによって測定

されたすべてのアクティビティに適用されます。これには，他の運用環境システム

によって測定された VuGen スクリプト・トランザクション，HP RUM のトランザク

ションとアクション，URL が含まれます。

l しきい値の定義と色彩設定は，全体レベルで適用され，レポートのすべての

ビューに適用されます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

測定タイプ 測定のタイプ。

小さな差異 運用環境データとテスト・データ間の小さな差異を示すためのしきい値を

入力します。

大きな差異 運用環境データとテスト・データ間の大きな差異を示すためのしきい値を

入力します。

<色彩設定> レポートに表示される測定値の色を選択できます。測定値に別の色を

選択するには，カラムで色の付いた四角形をクリックします。

応答時間 トランザクションの完了に必要な平均応答時間 (秒 )を測定します。

ヒット数 テスト実行の全体についてトランザクションの合計ヒット数を測定します。

ヒットの分布 すべてのトランザクション・ヒットの総数からのトランザクション・ヒット発生の

割合。

ユーザ 特定のトランザクションを実行したユーザの数をカウントします。

ユーザ数の分布 すべてのトランザクション内のユーザの総数からのトランザクション・ユーザの

割合。

システム内時間 (ヒッ
ト数 X 応答時間 )

システム内で特定のトランザクションが実行された合計時間。平均トラン

ザクション応答時間にヒット数を掛けて計算します。

秒ごとのトランザクショ

ン( TPS)
あるトランザクションが1秒間に実行された回数。ヒット数をデータ・セット

の継続時間で割って計算します。

HP Sitescope モニタ

(SiS)
HP SiteScopeによって監視されているメトリックス。
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［モニタのマッピング］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，モニタ対象ホストとモニタをマップできます。

アクセス方法 ［＜レポート名＞PALレポート］で，［モニタのマッピング］ボタン

をクリックします。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「＜レポート名＞PALレポート」 (419ページ)

「PALの概要」 (396ページ)

［モニタ対象ホスト］タブ

モニタ対象ホストのマッピングを作成できます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

新しいマッピングを追加します。

選択したマッピングを削除します。
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UI 要素 説明

選択したマッピングの複製を作成します。

マッピングのリストを更新します。

<上部グリッド> 次のカラムにアクセスできます。

ID： マッピング ID。

名前：マッピング名。

説明：マッピングの説明。

マッピング情報：名前 マッピング名。

マッピング情報：説明 マッピングの説明。

マッピング情報：詳細 選択した測定値の詳細を一覧表示します。

次のフィールドがテーブルに表示されます。

l データ・セット ID：データ・セットの ID。

l データ・セット・タイプ：測定タイプ。

l 名前：モニタ対象ホスト名。

メッセージ マッピングのステータスを示します。

［モニタ］タブ

モニタ測定値のマッピングを作成できます。

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

新しいマッピングを追加します。

選択したマッピングを削除します。

選択したマッピングの複製を作成します。

マッピングのリストを更新します。
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UI 要素 説明

<上部グリッド> 次のカラムにアクセスできます。

ID： マッピング ID。

名前：マッピング名。

説明：マッピングの説明。

マッピング情報：名前 マッピング名。

マッピング情報：説明 マッピングの説明。

マッピング情報：モニタ対象ホス

トのマッピング

測定値が監視されているホスト。

フィールドをクリックして，マップされた測定値にマップするモニタ対

象ホストを選択します。

マッピング情報：詳細 選択した測定値の詳細を一覧表示します。

次のフィールドがテーブルに表示されます。

l データ・セット ID：データ・セット ID。

l データ・セット・タイプ：測定タイプ。

l 名前：モニタ測定値の名前。

メッセージ マッピングのステータスを示します。
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［トランザクションのマッピングおよびグループ化］ダイアログ・ボック
ス

このダイアログ・ボックスでは，運用環境データまたは負荷テストの結果内の類似のトランザクションを

マッピング/グループ化できます。マッピングとグループ化により，グループ化されたトランザクションのデータ

が集計されます。

アクセス方法 ［＜レポート名＞PALレポート］で，［トランザクションのマッピングおよびグループ化］

ボタン をクリックします。

重要な情報 トランザクションという用語は，テスト・システムと運用環境システムによって測定され

たすべてのアクティビティに適用されます。これには，他の運用環境システムによって

測定された VuGenスクリプト・トランザクション，HP RUMのトランザクションとアクショ

ン，URLが含まれます。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

参照情報 「＜レポート名＞PALレポート」 (419ページ)

「PALの概要」 (396ページ)

［運用環境からテストにマッピング］＞［トランザクション］セクション

表示枠では，レポート内のデータが比較可能になるまで運用環境と負荷テストのトランザクションを

マッピングできます。これは，異なる名前のトランザクションが同じビジネス・プロセスを測定する場合に

関係します。

たとえば，検索ページを測定するためのトランザクションが，VuGenスクリプトでは Search，運用環境

システムでは Findと呼ばれているとします。トランザクション間のマッピングにより，これらのトランザクショ

ンが比較可能になります。
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

他のレポートからマッピングをインポートできます。

選択したマッピングを削除できます。

プロダクション 利用可能な運用環境トランザクションを一覧表示します。

パフォーマン

ス・テスト

利用可能なテスト・トランザクションまたはグループを一覧表示し，テスト・トランザク

ションまたはグループを運用環境トランザクションにマッピングできます。

マッピング名 運用環境トランザクションのマッピング名。このトランザクション名がレポート内で使

用されます。

ステータス 運用環境トランザクションがマッピングされているかどうかを示します。

マッピングの変更内容を適用します。

［内部トランザクションのグループ化］＞［負荷テスト］または［運用環境トランザクショ

ン］セクション

この表示枠では，運用環境データまたは負荷テストの結果内の類似のトランザクションをグループ化

できます。これは，類似のトランザクションに異なる名前が付けられている場合に重要な役割を果た

します。たとえば，どのスクリプトに存在するかを示すサフィックスがログイン・トランザクションに追加され

ていると，全部が同じビジネス・プロセスを測定しているにもかかわらず複数のログイン・トランザクション

(たとえば， login_1， login_2， login_3など)が測定されます。グループ化することで，グループ化され

たトランザクションのデータが集計されます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

［グループの詳細］表示枠の詳細をクリアします。

［グループ名］表示枠から選択したグループ名を削除します。

グループ名 利用可能なグループが一覧表示されます。

このアイコンは，正規表現で作成したグループを示します。このグループに
は，現在［利用可能な測定値］に表示されている測定値と，今後作成される

測定値が含まれます。

グループの名

前と選択した

測定値

グループ名を入力します。矢印をクリックすると，［選択した測定値］と［利用可

能な測定値］の間で測定値を移動できます。グループを保存するには，［グルー

プ］ボタンをクリックします。
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UI 要素 説明

利用可能な

測定値

利用可能なトランザクション測定値を一覧表示します。

l 矢印をクリックすると，［利用可能な測定値］と［選択した測定値］の間で測

定値を移動できます。

l ：測定値の名前を入力してこのボタンをクリックすると，測定値

を検索できます。結果が下に表示されます。

l この正規表現を使用してグループを作成：正規表現を使用してルールを定

義することによって，グループに含める測定値を自動的に選択します。自動

選択ルールは，現在［使用可能な測定値］に表示されている測定値と，今

後作成される測定値に適用されます。
ルールを定義するには，正規表現を入力して［この正規表現を使用してグ

ループを作成］チェック・ボックスを選択します。これにより，該当する測定値が

［選択した測定値］に追加されます。

選択したトランザクション測定値をグループ化できます。グループ名が［グループ

名］表示枠に追加されます。

［倍率の設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，データ・セットの継続時間と差異を再調整して，継続時間の違いやシス

テム構成の違い(たとえば，サーバの数や能力 )によるデータ・セット間の相違を補正できます。負荷

の増大を考慮することもできます。
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アクセス方法
［＜レポート名＞PALレポート］で，［倍率］ボタン をクリックします。

［継続時間の調整］表示枠

測定タイプ［ヒット数］と［システム内時間］に影響します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

データ・セットの継続

時間の調整

ベースラインに使用されるデータ・セットの継続時間に一致するよう，デー

タ・セットの継続時間の差異を調整します。

［倍率］表示枠

測定タイプ［ヒット数］，［ユーザ］，［システム内時間］，［秒ごとのトランザクション］( ［TPS］)に影響し

ます。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

データ・セット ID データ・セットの ID。

データ・セット・タイ

プ

データ・セット・タイプ( ［運用環境］または［テスト］)

データ・セットの継

続時間

データ・セットの継続時間。

倍率 測定値の倍率を示します。

測定値の倍率を変更するには，上向き/下向き矢印をクリックして，希望す

る縮尺に調整します。

［倍率プレビュー］表示枠

表示枠で，倍率の変更により測定値がどう影響を受けるかをプレビューします。たとえば，x2に設定

すると測定値が2倍になります。
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［グローバルトランザクション フィルタの設定］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスでは，PALレポート・ビューからトランザクションをフィルタ処理できます。

アクセス方法 ［＜レポート名＞PALレポート］で，［グローバルフィルタ］ボタン

をクリックします。

重要な情報 このフィルタはマップされたトランザクションには影響しません。

関連タスク 「PALの使用方法」 (398ページ)

［パーセント フィルタ］タブ

フィルタのパーセントを設定します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

データ・セット

ID
データ・セットの ID。

データ・セット・

タイプ

データ・セット・タイプ( ［運用環境］または［テスト］)

グローバル・フィ

ルタ

フィルタのパーセントを示します。

フィルタのパーセントを変更するには，上向き/下向き矢印をクリックして，希望す

る値に調整します。
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［トランザクションの選択］タブ

レポート・ビューで表示するトランザクションを選択します。

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

<上のチェック

ボックス>
グリッド内の不具合をすべて選択 /クリアします。特定のトランザクションを選択 /ク
リアするには，トランザクション名の左のチェック・ボックスを選択 /クリアします。

マッピング・タイ

プ

マッピングのタイプを示します。すべて，マップ済み，未マップのいずれかです。

名前 トランザクションを検索します。名前を入力してから，Enterキーを押します。

ページ・サイズ 1ページに表示するトランザクションの数を設定します。
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第8部: Performance Centerの管理
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第32章: Performance Center管理 -紹介

Performance Center管理の概要 448

Performance Center管理の使用方法 448
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Performance Center 管理の概要

Performance Center管理は，ラボ管理で実行されます。これらのタスクを実行するには，ラボ管理

管理者である必要があります。

ラボ管理 管理者は，ALMサイト管理のサイトで定義されます。ラボ管理 管理者ユーザを作成する

方法の詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

Performance Center管理の業務には，ホストやホスト・プールなどのラボ・リソースの管理，テスト・ア

セットの作成と保守，他の管理タスクが含まれます。

関連タスクの詳細については，「Performance Center管理の使用方法」 (448ページ)を参照してくだ

さい。

Performance Center 管理の使用方法

本項では，ラボ管理 管理者が実行できるタスクの一覧を示します。一部のタスクは，Performance
Centerライセンスのあるプロジェクトのみで実行できます。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (448ページ)

l 「Performance Centerの初期設定の実行」 (448ページ)

l 「Performance Centerプロジェクトの作成とプロジェクト設定の定義」 (449ページ)

l 「Performance Centerラボ・リソースの管理と保守」 (449ページ)

l 「パフォーマンス・テストの実行の表示と管理」 (449ページ)

l 「Performance Center使用状況レポートの表示」 (449ページ)

l 「アプリケーション・パッチのアップロード」 (449ページ)

l 「Performance Centerサーバの管理」 (449ページ)

l 「Performance CenterライセンスとPerformance Centerホスト・ライセンスの管理」 (449ページ)

l 「DiagnosticサーバとDiagnostic メディエータの管理」 (449ページ)

l 「システムのヘルスの維持」 (449ページ)

l 「Performance Centerシステム・ユーザの変更」 (450ページ)

l 「通信セキュリティ・パスフレーズの更新」 (450ページ)

l 「セキュリティ保護されたホスト通信設定の更新」 (450ページ)

l 「Performance Centerの一般設定の設定」 (450ページ)

前提条件

これらのいずれかのタスクを実行するには，ラボ管理 管理者である必要があります。ラボ管理 管理

者を作成する方法の詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

Performance Centerの初期設定の実行

Performance Centerコンポーネントのインストール直後に，関連するコンポーネントの設定ツールが開

き，初期設定の入力が求められます。この設定をスキップした場合，Performance Centerの使用を
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開始する前に，手動で設定を行う必要があります。

詳細については，「Performance Centerの初期設定方法」 (452ページ)を参照してください。

Performance Centerプロジェクトの作成とプロジェクト設定の定義

サイト管理でプロジェクトを作成し，ラボ管理のプロジェクト設定モジュールでプロジェクトの制限やそ

の他の設定を定義します。詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

Performance Centerラボ・リソースの管理と保守

ホスト，ホスト・プール，関連するMI Listenerの管理は，ラボ・リソース・モジュールで行います。詳細

については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

ホスト上でメンテナンス・タスク(パッチのインストール，ホストの再起動など)の実行を計画している場

合，これらのホストをタイムスロットに確保することをお勧めします。これで，ホストをメンテナンスに確実

に利用できるようになります。詳細については，『HP Application Lifecycle Managementユーザーズ・

ガイド』を参照してください。

パフォーマンス・テストの実行の表示と管理

Performance Centerから実行したテストは，テスト実行モジュールで表示および管理できます。詳細

については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

Performance Center使用状況レポートの表示

Performance Center使用状況レポートには，Performance Centerサイト・ユーザの全体的な分析，

リソース使用状況，同時実行リソース使用状況とライセンスによる上限の比較，タイムスロット使用

状況，期間と実行別のリソース使用状況に関する情報が表示されます。詳細については，『HP
ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

これらのレポートをPDF形式とExcel形式でエクスポートすることもできます。詳細については，『HP
ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

アプリケーション・パッチのアップロード

アプリケーション・パッチをPerformance Centerのサーバとホストにインストールする前に，パッチをシステ

ムにアップロードする必要があります。詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してくださ

い。

Performance Centerサーバの管理

Performance Centerサーバの管理は，ラボ管理のPC サーバ・モジュールから行います。詳細につい

ては，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

Performance CenterライセンスとPerformance Centerホスト・ライセンスの管理

Performance CenterライセンスとPerformance Centerホスト・ライセンスの管理は，ラボ管理のライセ

ンス・モジュールから行います。詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

DiagnosticサーバとDiagnostic メディエータの管理

診断モジュールをALMと統合すると，テスト対象の複雑なアプリケーションのパフォーマンスを監視，

分析できます。診断モジュールの設定の詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してくだ

さい。

システムのヘルスの維持

システムのヘルスの追跡と維持は，ラボ管理のシステムのヘルス・モジュールから行います。詳細につ
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いては，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

Performance Centerシステム・ユーザの変更

Performance Centerのサーバとホスト上のPerformance Centerシステム・ユーザを変更するに

は，Performance Centerサーバ上にインストールされているシステム IDユーティリティを使用します。

詳細については，「システム・ユーザの変更方法」 (457ページ)を参照してください。

通信セキュリティ・パスフレーズの更新

Performance Centerのサーバとホスト上の通信セキュリティ・パスフレーズを更新するに

は，Performance Centerサーバ上にインストールされているシステム IDユーティリティを使用します。

詳細については，「通信セキュリティ・パスフレーズを更新する方法」 (457ページ)を参照してください。

セキュリティ保護されたホスト通信設定の更新

最初に，Performance Centerホストまたはスタンドアロン LoadGeneratorにローカルにインストールさ

れているホスト・セキュリティ・セットアップ・ユーティリティを使用して，各ホストまたは LoadGenerator上
でセキュリティ保護された通信設定を定義します。詳細については，「ホスト上でローカルにセキュリ

ティ設定を行う方法」 (473ページ)を参照してください。

すべてのホストとLoadGeneratorで同時にこれらの設定を更新するには，Performance Centerサー

バにインストールされているHost Security Managerを使用できます。詳細については，「ホストのセ

キュリティ設定をリモートで更新する方法」 (474ページ)を参照してください。

Performance Centerの一般設定の設定

Performance Centerの一般設定は，ラボ管理で管理します。マストヘッドで，［ツール］＞

［Performance Center一般設定］を選択します。ユーザ・インタフェースの詳細については，『HP ALM
ラボ管理ガイド』を参照してください。
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第33章: Performance Centerの初期設定  
本章の内容

Performance Centerの初期設定の概要 452

Performance Centerの初期設定方法 452
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Performance Center の初期設定の概要

Performance CenterのServerとhostのインストール直後に，関連するコンポーネントの設定ツール

が開き，初期設定の入力が求められます。設定のいずれかの部分をスキップした場

合，Performance Centerの使用を開始する前に，手動で設定を行う必要があります。

設定を行うには，関連するマシンで設定ツールを実行するか，ラボ管理で手動で設定を定義しま

す。

関連する設定ツールの実行の詳細については，『HP ALM Performance Centerインストール・ガイ

ド』を参照してください。

ラボ管理の初期設定の詳細については，「Performance Centerの初期設定方法」 (452ページ)を
参照してください。

Performance Center の初期設定方法

このタスクでは，ラボ管理で Performance Centerのサーバとホストの初期設定を手動で実行する方

法について説明します。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (452ページ)

l 「ラボ管理へのログイン」 (452ページ)

l 「Performance Center ServerのALMへの追加」 (452ページ)

l 「Performance Centerのライセンスとホスト・ライセンスの追加」 (453ページ)

l 「Performance Center hostのシステムへの追加」 (453ページ)

1. 前提条件

n 『HP ALM Performance Centerインストール・ガイド』に記載されている指示に従っ

て，Performance Center ServerとPerformance Center hostをインストールする必要がありま

す。

n これらのいずれかのタスクを実行するには，ラボ管理 管理者である必要があります。ラボ管理

管理者を作成する方法の詳細については，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

2. ラボ管理へのログイン

a. Webブラウザを開き，次の形式で ALMのURLを入力します。

http://＜ALM＞[＜:ポート番号＞]/qcbin

b. 開いたHP Application Lifecycle Managementウィンドウで，［ラボ管理］をクリックします。

c. ラボ管理 管理者のユーザ名とパスワードを入力し，［ログイン］をクリックします。

3. Performance Center ServerのALMへの追加

ラボ管理サイドバーの［サーバ］で，［PC サーバ］を選択し，Performance Center Serverを追加

します。Performance Center Serverを追加する方法の詳細については，『HP ALMラボ管理ガ

イド』を参照してください。
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4. Performance Centerのライセンスとホスト・ライセンスの追加

ラボ管理サイドバーの［Performance Center］で，［PC ライセンス］を選択します。

Performance Centerのライセンス，ホスト・ライセンスの順に追加します。インタフェースの詳細に

ついては，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。

5. Performance Center hostのシステムへの追加

ラボ管理サイドバーの［ラボ リソース］で，［ホスト］を選択します。ユーザ・インタフェースの詳細に

ついては，『HP ALMラボ管理ガイド』を参照してください。
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第34章: Performance Centerシステム管理

本章の内容

ALM Performance Centerの通信セキュリティ 456

Performance Centerシステム・ユーザ 456

通信セキュリティ・パスフレーズを更新する方法 457

システム・ユーザの変更方法 457

システム・ユーザを手動で設定する方法 459

Performance Centerシステム・ユーザに必要なポリシー 462

システム IDユーティリティ・ウィンドウ 463
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ALM Performance Center の通信セキュリティ

ALMおよびPerformance Centerのサーバとホストのインストール中に，通信セキュリティ・パスフレーズ

と呼ばれるパスフレーズが定義されます。このパスフレーズを使用すると，Performance Centerコンポー

ネントとALMとの間のセキュリティ保護された通信が可能になります。このパスフレーズは，システムの

すべてのコンポーネントで同一である必要があります。

通信セキュリティ・パスフレーズは，適宜更新できます。通信セキュリティ・パスフレーズの更新の詳細

については，「通信セキュリティ・パスフレーズを更新する方法」 (457ページ)を参照してください。

Performance Center システム・ユーザ

Performance Center Serverとhostのインストール中に，サーバ/ホスト・マシンの管理者ユーザ・グルー

プ内に，標準設定のPerformance Centerシステム・ユーザである IUSR_METRO(標準設定のパス

ワードは P3rfoRm@1nce)が作成されます。

セキュリティ違反を防止するために，別のローカル・システム・ユーザを作成するか，ドメイン・ユーザを

使用して，Performance Centerの標準設定のシステム・ユーザを置き換えることができます。

セキュリティを強化するには，ユーザ・グループ下のローカル・グループに管理者以外のPerformance
Centerシステム・ユーザを作成できます。このシステム・ユーザには，ユーザ・グループ内のすべてのユー

ザに付与される権限とともに，WebサービスやHPファイル・システムとレジストリへの拡張権限が付与

されます。

これらの限定的な権限では，こうしたシステム・ユーザは管理システム・タスクをすべて実行できませ

ん。システムで管理タスクが必要になったときにPerformance Centerが使用する，設定ユーザ

( Performance Center Serverとhost上で定義される管理者権限を持つユーザ)を指定する必要が

あります。これらのタスクが完了すると，システム・ユーザは限定的な Performance Centerユーザ権限

を持つユーザに戻ります。

注 :設定ユーザはデータベースに保存されます。これは，タスクの実行に管理者レベルのシステ

ム・ユーザが必要な場合に常に，システムで資格情報を求めずに設定ユーザを自動的に使用

できるようにするためです。

Performance Center Serverは，システム IDユーティリティを使用してインストールされます。このユー

ティリティでは，一元管理された場所からPerformance Center Serverとhost上のPerformance
Centerシステム・ユーザを管理できます。

このユーティリティを使用すると，Performance Centerシステム・ユーザの名前とパスワードを定期的に

更新できます。詳細については，「システム・ユーザの変更方法」 (457ページ)を参照してください。

Performance Centerのリモート・サーバとホストの管理

Performance Center Serverとhostで管理タスク( Performance Center Server/hostの追加，設定，

リセットなど)を実行するには，Performance Centerでは，管理者権限を持つユーザを使用する必

要があります。このユーザは，管理者権限を持つPerformance Centerシステム・ユーザである

か，Performance Centerシステム・ユーザが管理者でない場合，設定ユーザである必要があります。
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Performance Centerシステム・ユーザに管理者権限があり，リモート・マシン上で定義されている場

合，タスクは要求時に実行されます。Performance Centerシステム・ユーザまたは設定ユーザの検証

後に，Performance Centerでは必要なタスクを実行できます。

通信セキュリティ・パスフレーズを更新する方法

このタスクでは，ALM-Performance Centerシステム・コンポーネント上の通信セキュリティ・パスフレーズ

を更新する方法について説明します。

ALM-Performance Centerの通信セキュリティの詳細については，「ALM Performance Centerの通信

セキュリティ」 (456ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「ALM上の通信セキュリティ・パスフレーズの更新」 (457ページ)

l 「Performance Centerコンポーネント上の通信セキュリティ・パスフレーズの更新」 (457ページ)

1. ALM上の通信セキュリティ・パスフレーズの更新

a. サイト管理で，COMMUNICATION_SECURITY_PASSPHRASE標準設定パラメータを

更新します。詳細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参

照してください。

b. ALMサーバ上のHP Application Lifecycle Managementサービスを再起動します。

2. Performance Centerコンポーネント上の通信セキュリティ・パスフレーズの更新

システム IDユーティリティは，Performance Center Serverにインストールされています。このユー

ティリティを使用して，一元管理された場所からPerformance Center Serverとhost上の通信

セキュリティ・パスフレーズを更新します。

a. Performance Center Serverのインストール場所のbinディレクトリから，システム IDユーティリ

ティを開きます(＜Performance Center Server のインストール・ディレクト

リ＞ /bin/IdentityChangerUtil.exe)。

注 : このユーティリティは，システム内のいずれのPerformance Center Serverからも実行

できます。

b. ALMの詳細情報を入力して，ALMに接続します。

c. システム IDユーティリティが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「システム ID
ユーティリティ・ウィンドウ」 (463ページ)を参照してください。

［通信セキュリティパスフレーズ］セクションで，［変更する］を選択し，新しい通信セキュリティ

のパスフレーズを入力します。

d. ［適用］をクリックします。

システム・ユーザの変更方法

Performance Centerのサーバとホスト上のシステム・ユーザを変更するには，Performance Center
サーバ上にインストールされているシステム IDユーティリティを使用します。
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システム・ユーザまたはユーザのパスワードを変更すると，システム IDユーティリティによって

Performance Centerサーバとホストが更新されます。

Performance Centerシステム・ユーザの詳細については，「Performance Centerシステム・ユーザ」

(456ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (458ページ)

l 「Performance Center Server上のシステム IDユーティリティの起動」 (458ページ)

l 「Performance Centerユーザの詳細情報の変更」 (458ページ)

l 「Performance Center Server上でシステム・ユーザが変更されたことの確認」 (459ページ)

1. 前提条件

n システム・ユーザを変更する場合，Performance Centerはダウンしている必要があります。つま

り，すべてのユーザがシステムからログオフし，テストが実行されていない必要があります。

n ユーザのパスワードを変更する場合：

o 各ホストが1つのエイリアスのみの［マシン］テーブルにリストされていることを確認します。

o ドメイン・ユーザの場合，ドメイン ITチームがパスワードを変更する必要があると通知してき

たときに，Performance Center Serverとhost上のPerformance Centerシステム・ユーザを

一時的に別のユーザに変更する必要があります。ドメイン ITチームがドメイン・ユーザのパス

ワードを変更し，この変更を通知してきた後に，Performance Center Serverとhost上の

Performance Centerシステム・ユーザをドメイン・ユーザに戻す必要があります。

2. Performance Center Server上のシステム ID ユーティリティの起動

a. Performance Center Serverのインストール場所のbinディレクトリで，システム IDユーティリ

ティを開きます(＜Performance Center Server のインストール・ディレクト

リ＞ /bin/IdentityChangerUtil.exe)。

b. ALMの詳細情報を入力して，ALMに接続します。

システム IDユーティリティが開きます。ユーザ・インタフェースの詳細については，「システム ID
ユーティリティ・ウィンドウ」 (463ページ)を参照してください。

3. Performance Centerユーザの詳細情報の変更

関連する詳細情報を入力して更新し，［適用］をクリックします。ユーティリティによっ

て，Performance Center Serverを手始めに，Performance Center Serverとhostが更新されま

す。

ユーティリティ・ウィンドウの下部にある［マシン］テーブルに，設定プロセス中の各マシンのステータ

スが表示されます。

このユーティリティで Performance Center Server上のユーザを変更できない場合，設定は停止

され，変更がロールバックされて，変更が行えない理由を示すメッセージが発行されます。エラー

を修正して，再度［適用］をクリックします。

Performance Center Server上での設定が正常に完了したら，ユーティリティはホストの設定に

進みます。1つまたは複数のホストの設定が失敗しても，すべてのホストの設定が試行されま

す。この場合，すべてのホストでの設定試行が終わってから，失敗したホストのエラーを修正し，

［再設定］をクリックします。システム全体でユーティリティが再度実行されます。
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注 :設定が失敗し続ける場合，Performance Center Serverとhostを手動で設定できま

す。ただし，設定が失敗する原因となったすべてのエラーの修正を試みる必要があります。

手動での設定は，最後の手段としてください。Performance Centerサーバとホストを手動で

設定する方法の詳細については，「システム・ユーザを手動で設定する方法」 (459ページ)
を参照してください。

4. Performance Center Server上でシステム・ユーザが変更されたことの確認

a. IISマネージャを開きます。［サイト］＞［標準のWeb サイト］で，仮想ディレクトリを選択しま

す。

b. ［認証］で，［匿名認証］を選択します。仮想ディレクトリ: PCS，LoadTest，Files
( LoadTestの仮想ディレクトリ)に対して定義されている匿名ユーザが変更されたことを確認

します。

c. PCQCWSAppPool とLoadTestAppPoolのアプリケーション・プールで，その IDが

Performance Centerユーザであることを確認します。

システム・ユーザを手動で設定する方法

このタスクでは，Performance Center Serverとhost上で Performance Centerシステム・ユーザを手

動で設定する方法について説明します。

注 :

l 最初に，システム IDユーティリティを使用して，Performance Centerユーザの設定を試みま

す( 「システム・ユーザの変更方法」 (457ページ)を参照 )。次の手動の指示は最後の手段と

してのみ使用してください。

l 本項は，Performance Center ServerとhostのPerformance Centerの管理者または管理

者以外のユーザに適用されます。

l Performance Center ServerとhostでのPerformance Centerユーザの手動設定には，必要

な Performance Centerポリシーの付与，Performance Centerユーザの更新，必要な

Performance Center権限の付与 (管理者以外のPerformance Centerユーザの場合 )が含

まれます。

どの手順がPerformance Center Serverに関連し，どの手順がホストに関連するかに注意し

ながら，すべての手順に慎重に従ってください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「Performance Centerユーザの管理者ユーザまたは管理者以外のユーザとしての定義 」 (460
ページ)

l 「IIS設定の実行 ( Performance Centerサーバのみ) 」 (460ページ)

l 「COMオブジェクト IDの設定」 (460ページ)

l 「サービスのリセット」 (460ページ)

l 「管理者ユーザのみの場合：Performance Centerユーザのポリシーの確認」 (461ページ)

l 「管理者以外のユーザのみの場合：Performance Centerユーザのポリシーと権限の設定」 (461
ページ)
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1. Performance Centerユーザの管理者ユーザまたは管理者以外のユーザとして

の定義

Performance Centerシステム・ユーザには，管理者権限または管理者以外の権限を付与でき

ます。ユーザがどのタイプかを定義するには，そのユーザをPerformance Center Serverまたは

hostの関連するローカル・ユーザ・グループに追加します。

a. ［コンピュータの管理］を開きます( ［コントロールパネル］＞［管理ツール］＞［コンピュータの管

理］)。

b. ユーザを該当するユーザ・グループに追加します。［システムツール］＞［ローカルユーザーとグ

ループ］＞［ユーザー］で，次の手順を実行します。

o 管理者システム・ユーザの場合：Performance Centerユーザをダブルクリックし，［所属する

グループ］タブをクリックします。「Administrators」がリストされていない場合，［追加］をク

リックして，「Administrators」を選択し，［OK］をクリックします。

o 管理者以外のシステム・ユーザの場合：Performance Centerユーザをダブルクリックし，

［所属するグループ］タブをクリックします。Performance Centerユーザを次のグループに所

属するように変更します。

- Users

-Distributed Com Users

-Performance Log Users

2. IIS 設定の実行 ( Performance Centerサーバのみ)
a. Performance Center Serverマシンで IISマネージャを開きます。

o Windows 2003：LoadTestとPCS仮想ディレクトリ内のシステム・ユーザを変更します。

o Windows 2008：LoadTestとPCSの各仮想ディレクトリで，Performance Centerシステ

ム・ユーザを追加し，そのユーザに仮想ディレクトリの完全な制御権限を付与します。

b. PCQCWSAppPool とLoadTestAppPoolのアプリケーション・プール IDをPerformance
Centerシステム・ユーザに変更します。

3. COMオブジェクト ID の設定

Performance Center Serverとhostで，COMオブジェクトの IDをPerformance Centerユーザに

変更します。

＜Performance Center コンポーネントのインストール・ディレクトリ＞ \bin\MiDCOM.ini ファイル

にリストされているすべてのCOMオブジェクトについて，次のように IDをPerformance Center
ユーザに設定します。

a. dcomcnfgを実行します。

b. 各 COMオブジェクトについて，［プロパティ］＞［ID］で，［このユーザー］を選択

し，Performance Centerユーザの詳細情報を入力します。

4. サービスのリセット

Performance Centerサーバとホストで，次のようにサービスをリセットします。
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n Performance Center Server と hostの場合：次のコマンドを使用し

て，RemoteManagement Agent serviceをリセットします。

%installation folder%\al_agent\bin\alagentservice.exe -remove
%installation folder%\al_agent\bin\alagentservice.exe -install ＜

ユーザ名＞ ＜パスワード＞

ユーザ名とパスワードは，Performance Centerユーザのものです。

n Performance Center ホストのみの場合：

o 次のコマンドを使用して，Performance Center Agent serviceをリセットします。

%installation folder%\launch_service\bin\magentservice.exe -
remove
%installation folder%\launch_service\bin\magentservice.exe -
install ＜ユーザ名＞ ＜パスワード＞

ユーザ名とパスワードは，Performance Centerユーザのものです。

o サービス・コンソールを開き，Performance Center Load Testing Serviceを再起動しま

す。

5. 管理者ユーザのみの場合：Performance Centerユーザのポリシーの確認

注 :本項は，Performance Centerの管理者ユーザのみ設定する場合に関連します。

Performance Center Serverとhostで，Performance Centerユーザに必要なポリシーがあること

を確認します。詳細については，「Performance Centerシステム・ユーザに必要なポリシー」 (462
ページ)を参照してください。

これらのうちいずれかのポリシーが見つからない場合，Performance Centerユーザに欠落してい

るポリシーを付与してください。

6. 管理者以外のユーザのみの場合：Performance Centerユーザのポリシーと権

限の設定

注 :本項は，Performance Centerの管理者以外のユーザのみ設定する場合に関連しま

す。

Performance Center Server と hostでの操作：

a. Performance Centerユーザに必要なポリシーを付与します。詳細については，

「Performance Centerシステム・ユーザに必要なポリシー」 (462ページ)を参照してください。

b. レジストリの権限を変更します。レジストリ・エディタ( regedt32)を開き，Performance Center
ユーザに次に対する完全なアクセス権を付与します。

- HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Mercury Interactive- HKEY_CLASSES_
ROOT\interface-
HKLM\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\SecurePipeServers\winreg -
HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\Perflib -
HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\Winlogon

さらに，ホストのみでの操作：
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- HKLM\SOFTWARE\Microsoft\Jet\4.0\Engines\Text(Analysis で使用)

- HKEY_CLASSES_ROOT\CLSID\{67489277-9AB8-4AF6-91B4-94ED62303BE5}

c. ディレクトリとファイルに対する完全な制御権限を追加します。

o ファイル・システム・フォルダで，Performance Center ユーザに次に対する完全な制御権

限を付与します。

- Performance Center ディレクトリ

(C:\Program Files\HP\Performance Center)とそのすべてのサブディレクトリ-
%CommonProgramFiles%- %windir%\TEMP- systemroot が NTFS パーティ

ション上にある場合，少なくとも次に対する読み取りアクセス権を付与します。 -
%SystemRoot%\System32\Perfc009.dat -
%SystemRoot%\System32\Perfh009.dat

さらに，ホストのみでの操作：

- C:\Documents and Settings\Default User\Local Settings\Temp-
%windir%\wlrun7.ini- %windir%\wlrun5.ini-
%windir%\mercury.ini- %windir%\collate.txt-

%windir%\OnlineSet.ini

ファイルが存在しない場合は，作成してユーザに完全なアクセス権を付与します。

o ファイル・システム・フォルダで，Webサービスのインストール後に， IWAM_Machineユーザ

に次のディレクトリの読み取り権限を付与します。

windir%\TEMP

d. .NETアプリケーションを実行する権限を追加します。

.NETアプリケーション( Webサービスなど)の実行に必要なすべてのフォルダに対す

る，Performance Centerユーザ用の完全な制御権限を追加します。

コマンド・ラインで，次に移動します。
%windir%\Microsoft.NET\Framework\v2.0.50727

次を実行します。

aspnet_regiis.exe -ga ＜マシン名＞\IUSR_METRO

e. Cryptoキーの権限を変更します。

C:\Documents and Settings\All Users\Application
Data\Microsoft\Crypto\RSA\MachineKeysを開きます。

f9416f003254e6f10da1f9bad8e4c383ファイルを右クリックし，［プロパティ］を選択します。

［セキュリティ］タブで，［ユーザーグループ］を追加し，完全な制御権限を付与します。

Performance Center システム・ユーザに必要なポリシー

本項では，Performance Centerシステム・ユーザに必要なポリシーについて説明します。

注 :本項の適用対象：
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l Performance Centerの管理者ユーザまたは管理者以外のユーザ

l すべてのPerformance Center serverとhost

Performance Centerユーザには，次のすべてのポリシーが付与されている必要があります。

ポリシー 理由

グローバル・オブジェクト

の作成

Controller上で仮想ユーザを実行しているAutolab用。

バッチ・ログオン権限 Webアプリケーションの実行に必要な最低限のポリシー。

サービス・ログオン権限 Webアプリケーションの実行に必要な最低限のポリシー。

ネットワーク経由でコン

ピュータへアクセス

Webアプリケーションの実行に必要な最低限のポリシー。

ローカル・ログオン インフラ・サービスで必要 (再起動後に，システムがPerformance Center
システム・ユーザを使用してログインするなど)。

システム ID ユーティリティ・ウィンドウ

このユーティリティを使用すると，ALM-Performance Center通信セキュリティ・パスフレーズ，および

Performance Center Serverとhost上のPerformance Centerシステム・ユーザ(標準設定では

IUSR_METRO)やパスワードを一元管理された場所から更新できます。
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アクセス方法 Performance Center Serverのインストール場所のbinディレクトリから，システム ID
ユーティリティを開きます(＜Performance Center Server のインストール・ディレク

トリ＞ /bin/IdentityChangerUtil.exe)。

重要な情報 l このユーティリティは，変更内容をUNIXマシン，スタンドアロン Load
Generator，またはファイアウォール越しのマシンに適用しません。

l 通信セキュリティ・パスフレーズを更新する場合，ALMでも更新することが不可

欠です。

l システム・ユーザを変更する場合，Performance Centerはダウンしている必要

があります。つまり，すべてのユーザがシステムからログオフし，テストが実行され

ていない必要があります。

関連タスク l 「システム・ユーザの変更方法」 (457ページ)

l 「通信セキュリティ・パスフレーズを更新する方法」 (457ページ)

参照情報 l 「Performance Centerシステム・ユーザ」 (456ページ)

l 「ALM Performance Centerの通信セキュリティ」 (456ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

選択した変更内容をまずPerformance Center Serverに，それから

Performance Center Serverとhostに適用します。

凡例を非表示 /表示します。

変更内容の適用時に，いずれかのPerformance Center hostでエラーが

発生した場合，問題のホスト・マシンをトラブルシューティングし，［再設定］

をクリックします。Performance Center Serverとhostでユーティリティが再度

実行されます。
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UI 要素 説明

Performance
Center ユーザ

Performance Centerシステム・ユーザの詳細情報。

l 変更：変更する詳細情報を選択できます。

n なし：ユーザの名前またはパスワードを変更しません。

n パスワードのみ：Performance Centerシステム・ユーザのパスワードの

み変更できます。

注：パスワードを変更する場合：

各ホストが1つのエイリアスのみの［マシン］テーブルにリストされている

ことを確認します。

-ドメイン・ユーザの場合，ドメイン ITチームがパスワードを変更する

必要があると通知してきたときに，Performance Center Serverと
host上のPerformance Centerシステム・ユーザを一時的に別のユー

ザに変更する必要があります。ドメイン ITチームがドメイン・ユーザの

パスワードを変更し，この変更を通知してきた後に，Performance
Center Serverとhost上のPerformance Centerシステム・ユーザをド

メイン・ユーザに戻す必要があります。

n ユーザ：Performance Centerシステム・ユーザの名前とパスワードを変

更できます。

l ドメイン\ユーザ名：Performance Centerシステム・ユーザのドメインとユー

ザ名。

l パスワード /パスワードの確認：Performance Centerシステム・ユーザのパ

スワード。

l 古いユーザを削除する：ユーザを変更している場合，このオプションを使

用すると，マシンから前のユーザを削除できます。

注：ドメイン・ユーザは削除できません。

ユーザ・グループ Performance Centerシステム・ユーザが所属しているユーザ・グループの詳

細情報。

l グループ・タイプ：ユーザ・グループのタイプ。

n 管理者グループ：管理者グループ内に完全な管理者ポリシーと権

限を持つユーザを作成します。

n その他：ユーザ・グループの下にローカル・グループを作成し，ポリシーと

権限，他のPerformance Center権限を付与します。
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UI 要素 説明

設定ユーザ 管理者以外のPerformance Centerシステム・ユーザを作成している場

合，つまり，［ユーザグループ］の下の［その他］を選択した場合，管理者

以外のPerformance Centerシステム・ユーザが，管理タスクを実行する必

要があるときに偽装できる，設定ユーザ(管理者権限を持つシステム・ユー

ザ)を設定する必要があります。詳細については，「Performance Centerシ
ステム・ユーザ」 (456ページ)を参照してください。

［Performance Center ユーザ］領域で［古いユーザを削除する］を選択し

た場合，設定中の設定ユーザが削除しているシステム・ユーザと同じでな

いことを確認してください。あるいは，古いユーザを削除しないでください。

l ドメイン\ユーザ名：Performance Center Serverとhost上で管理者権

限を持つシステム・ユーザのドメインとユーザ名。

l パスワード /パスワードの確認：Performance Center Serverとhost上で

管理者権限を持つシステム・ユーザのパスワード。

通信セキュリティ・パ

スフレーズ

Performance Center ServerおよびHostがALMと安全に通信できるように

するための通信セキュリティ・パスフレーズ。

l 変更する：パスワードを変更できます。

l 新しいパスフレーズ：新しい通信セキュリティ・パスフレーズ。

注：このパスフレーズは，ALMで定義されている通信セキュリティ・パスフレー

ズと同一である必要があります。詳細については，「通信セキュリティ・パス

フレーズを更新する方法」 (457ページ)を参照してください。
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UI 要素 説明

マシン・グリッド Performance Centerの各コンポーネントの設定ステータスが表示されます。

l 設定の完了：システム・ユーザの設定が完了しました。

l 設定する必要があります：Performance Center server/hostの設定が保

留中です。Performance Center Serverの設定が完了後にのみ表示さ

れます。

l 設定しています....：Performance Center Server/hostは設定中です。

l 設定が失敗しました：Performance Center Server/hostの設定は失敗

しました。ユーティリティによって，失敗の理由とそのステータスが表示さ

れます。

注 :

l このユーティリティで変更をPerformance Center Serverに適用でき

ない場合，設定は停止され，変更がロールバックされて，変更を

適用できない理由を示すメッセージが発行されます。エラーを修正

して，再度［適用］をクリックします。

l Performance Center Server上での設定が正常に完了したら，

ユーティリティはホストの設定に進みます。1つまたは複数のホストの

設定が失敗しても，すべてのホストの設定が試行されます。この場

合，すべてのホストでの設定試行が終わってから，失敗したホスト

のエラーを修正し，［再設定］をクリックします。システム全体でユー

ティリティが再度実行されます。

l システム・ユーザの詳細情報の変更時に，設定が失敗し続ける場

合，Performance Center Serverとhostで手動で変更を実行でき

ます。ただし，この操作はお勧めできず，設定が失敗する原因と

なったすべてのエラーの修正を試みる必要があります。システム・

ユーザの手動での変更は，最後の手段として残しておく必要があ

ります。システム・ユーザの手動での変更の詳細については，「シス

テム・ユーザを手動で設定する方法」 (459ページ)を参照してくださ

い。
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第35章:セキュリティ保護されたホスト通信

本章の内容

セキュリティ保護されたホスト通信の概要 470

ホストのセキュリティ設定 471

リモート・セキュリティ設定 471

ホスト・セキュリティのベスト・プラクティス 473

ホスト上でローカルにセキュリティ設定を行う方法 473

ホストのセキュリティ設定をリモートで更新する方法 474

セキュリティ保護されたホスト通信のユーザ・インタフェース 476

トラブルシューティングと制限事項 481
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セキュリティ保護されたホスト通信の概要

企業ネットワークを攻撃するハッカーから通信チャネルを保護することは不可欠です。通信チャネルを

セキュリティ保護すると，負荷テスト・アプリケーションの範囲内で機密保持，整合性，ユーザの信頼

性が確保されます。

LoadGeneratorとControllerは多数のプロジェクトの処理に対応しているため，ControllerとLoad
Generator間のチャネルが，パフォーマンス・テストの実行または実行後のテスト・データの照合に参加

しているControllerとLoadGeneratorを除き，すべてのマシンに対して非透過的であることが欠かせ

ません。

セキュリティ保護された通信は，セキュリティ・キーを使用して ControllerホストとLoadGeneratorホス

ト間で確立されます。システム内の各ホストは，同一のセキュリティ・キーを使用して設定する必要が

あります。ホスト上のセキュリティ・キーが一致しない場合，セキュリティ保護された通信は確立できま

せん。

ホストにセキュリティ・キーがあり，セキュリティが実行されている場合，ホストはセキュア・モードになって

います。

次の場合，ホストは非セキュア・モードです。

l セキュリティ・キーがない場合

l セキュリティ・キーはあるが，セキュリティが実行されていない場合

セキュア・モードのホストが非セキュア・モードのホストとの通信を試みると，(セキュリティ・キーが一致す

ると仮定して)非セキュア・モードのホストに自動的にセキュリティが実行され，セキュリティ保護された

通信を確立できるようになります。

注 :
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l パフォーマンス・テストの実行時に，セキュア・モードのホスト ( Controllerまたは Load
Generator)とテストに参加している別のホスト間でセキュリティ保護された通信を確立できな

ければ，テストは実行できません。

l 定義から，非セキュア・モードのホストは相互に通信し，非セキュア・チャネルを介してテスト

実行に参加できます。

次の表にこの要約を示します。

両方のホストがセキュア・

モードの場合

ホスト同士のセキュリ

ティ・モードが異なる場

合

両方のホストが非セキュ

ア・モードの場合

セキュリティ・

キーが一致す

る

テストはセキュア・チャネ

ルを介して実行されます

テストはセキュア・チャネ

ルを介して実行されます

テストは非セキュア・チャネ

ルを介して実行されます

セキュリティ・

キーが一致し

ない

テストは実行されません テストは実行されません テストは非セキュア・チャネ

ルを介して実行されます

ホストのセキュリティ設定

ホスト ( ControllerとLoadGenerator)をインストールする場合，標準設定では，セキュリティ設定は定

義されず，ホスト間の通信チャネルはセキュリティ保護されません。ホスト間でセキュリティ保護された

通信を強制するには，ホストのインストール直後に，各ホストでセキュリティ設定を行う必要がありま

す。

初めてこれらの設定を行う場合，非セキュア・チャネルを介した設定を避けるために，ホスト・セキュリ

ティ・セットアップ・ユーティリティを使用して各ホスト上でローカルにセキュリティを設定する必要がありま

す。詳細については，「ホスト上でローカルにセキュリティ設定を行う方法」 (473ページ)を参照してくだ

さい。

最初のセキュリティ設定の後，セキュリティ設定をローカルに更新するか，HP Host Security
Managerユーティリティを使用して，リモートの場所からすべてのPerformance Centerホストにわたっ

て同時にセキュリティ設定を更新できます。このユーティリティは，同じ Performance Center Serverに
インストールされます。詳細については，「ホストのセキュリティ設定をリモートで更新する方法」 (474
ページ)を参照してください。

リモート・セキュリティ設定

HP Host Security Managerユーティリティを使用すると，リモートの場所からすべてのPerformance
Center hostにわたって同時にセキュリティ設定を整合させることができます。

このユーティリティを使用すると，すべてのPerformance Center host，およびファイアウォール越しのホス

トへの接続に必要な MI Listener(該当する場合 )がリストされます。

Host Security Managerを使用すると，すべてのホストのセキュリティ・キーを更新するか，選択したホ

ストのセキュリティ・モードを更新できます。詳細については，「ホストのセキュリティ設定をリモートで更

新する方法」 (474ページ)を参照してください。
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マスター・セキュリティ・キー

ホスト上のセキュリティ設定を更新するために，Host Security Managerは，すべてのホストのセキュリ

ティ・キーに一致するマスター・キーを使用します。これによって，セキュリティ設定をリモートで更新する

ためのHost Security Managerとホスト間のセキュリティ保護された通信が可能になります。

特定のホストのマスター・キーとセキュリティ・キーが一致しない場合，Host Security Managerでは，そ

のホスト上のセキュリティ設定を更新できません。

Host Security Managerを初めて起動するとき，キーの入力が要求されます。Host Security Manager
は，ホストとのセキュリティ保護された通信のためにこのキーをマスター・キーとして格納します。この時

点でキーを入力しなかった場合，セキュリティ設定の更新を試行したときに再度キーの入力が要求

されます。

Linux Load Generatorを更新する際の考慮事項

l rsh(リモート・シェル)を使用して Controllerホストに接続する Linux LoadGeneratorは，Host
Security Managerを使用して更新することはできません。このような LoadGeneratorのセキュリティ

設定を更新するには，ローカルのホスト・セキュリティ・セットアップ・ユーティリティを使用します。「ホ

スト上でローカルにセキュリティ設定を行う方法」 (473ページ)を参照してください。

l Host Security Managerを使用して Linux LoadGenerator上のセキュリティ設定を更新するには，

ユーザ用のLoadGeneratorデーモンを起動し，＜インストール・フォルダ＞ /configでそのユーザに

書き込み権限を手動で付与します。
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ホスト・セキュリティのベスト・プラクティス

l 非セキュア・チャネルを介したセキュリティ設定の送信を回避するために，各ホストでローカルにセ

キュリティ設定の初期設定を実行します( 「ホスト上でローカルにセキュリティ設定を行う方法」

(473ページ)を参照 )。

l セキュリティ設定は月に一度変更する必要があります。

l セキュリティ設定は，次の方法で更新できます。

n 各ホスト上で手動で更新

n Host Security Managerユーティリティを使用してすべてのホストで同時にリモートで更新

Host Security Managerユーティリティを使用してホストの設定に失敗した場合は，設定を手動で

更新する必要があります。

ホスト上でローカルにセキュリティ設定を行う方法

このタスクでは，ControllerとLoadGenerator上でローカルにセキュリティ設定を行う方法について説

明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Performance Center管
理の使用方法」 (448ページ)を参照してください。

Windowsホスト

1. 各ホスト上で，ホスト・セキュリティ・セットアップ・ユーティリティを起動します( ［スタート］＞［すべて

のプログラム］＞［HP Performance Center Host］＞［Tools］＞［Host Security Setup］)。

ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ホスト セキュリティセットアップ］ダイアログ・ボックス」

(478ページ)を参照してください。

2. ホストのセキュリティ・モードを選択します。

3. セキュリティ保護された通信を強制することを選択した場合は，セキュリティ・キー( 6～ 16文字 )
を入力します。確認のため，キーを再度入力します。

Linuxホスト

1. ルート・ユーザとしてログインし， tcshに変更します。

2. /opt/HP/HP_LoadGeneratorディレクトリに移動し，次のように入力します。

>source ./env.csh

3. ＜インストール・フォルダ＞ /bin/ディレクトリにあるSecurityKeyConsole.exeを実行します。

HP ALM Performance Center (11.52)473 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第35章 :セキュリティ保護されたホスト通信



4. コンソール・ウィンドウで，次のようにオプションを入力します。

n セキュリティ・モードを変更するには，「1」を入力します。

n セキュリティ・キーを変更するには，「2」を入力します。

5. セキュリティ・モードを変更している場合：

n セキュリティをオンにするには，「1」を入力します。

n セキュリティをオフにするには，「0」を入力します。

6. セキュリティ・キーを変更している場合，新しいキーを入力します。有効なキーの長さは，6～ 16
文字です。

ホストのセキュリティ設定をリモートで更新する方法

このタスクでは，Host Security Managerを使用して，Performance Center hostのセキュリティ設定を

Performance Center Serverからリモートで更新する方法について説明します。

注 : このタスクは，上位レベルのタスクの一環です。詳細については，「Performance Center管
理の使用方法」 (448ページ)を参照してください。

このタスクは次のステップで構成されています。

l 「前提条件」 (474ページ)

l 「Host Security ManagerでのPerformance Center hostの登録」 (474ページ)

l 「セキュリティ設定の更新」 (475ページ)

l 「結果」 (476ページ)

1. 前提条件

n 各ホストにセキュリティ・キーが定義されていて，ホストのセキュリティ・キーがすべて同一である

必要があります。

n Host Security Managerには，すべてのホストのセキュリティ・キーと同一のマスター・セキュリ

ティ・キーがある必要があります。詳細については，「リモート・セキュリティ設定」 (471ページ)を
参照してください。

2. Host Security ManagerでのPerformance Center hostの登録

Host Security ManagerがPerformance Center host と通信するには，最初にHost Security
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Managerでホストを登録する必要があります。

注 : Host Security Managerを使用してセキュリティ設定を更新するたびに，Host Security
Manager内のホストのリストが更新されていることを確認してください。

a. 次のようにして Host Security Managerを開きます。Performance Center Server上で，［ス

タート］＞［すべてのプログラム］＞［HP Performance Center Server］＞［Tools］＞［Host
Security Manager］を選択します。ユーザ・インタフェースの詳細については，「［ホスト セキュリ

ティマネージャ］ウィンドウ」 (476ページ)を参照してください。

b. 開く前に，ツールからALMログイン資格情報の入力が要求されます。資格情報を入力しま

す。

c. Host Security Managerで，［Performance Center ホストの取得］をクリックします。ホストの

リストが次のように更新されます。

o ホストと関連付けられているMI Listener(該当する場合 )が，ALMからユーティリティにイン

ポートされます。

o リストを更新している場合，ALMに存在しないホストはリストから削除されます。

3. セキュリティ設定の更新

a. 必要なセキュリティ設定を更新します。

o セキュリティ・キー：［セキュリティキーの更新］をクリックして，新しいキーを入力し，確認の

ために再度入力します。

o セキュリティ・モード：リスト内の更新するホストを選択します。複数のホストを選択するに

は，キーボードのCTRLキーを押しながら関連するホストを選択します。［セキュリティ モー

ドの更新］をクリックして，セキュリティ・モードを選択します。

b. ［更新］をクリックします。

Host Security Managerが，［更新の進行状況］にリストされているホストのセキュリティ設定

の更新を試みます。各ホストの更新の試行中，次のホストの更新を試行する前に，［更新

済み］または［失敗］という更新ステータスが表示されます。

ホストが正常に更新されなかった場合，考えられる理由を確認してください。［停止］をク

リックすれば，更新プロセスを停止できます。

Host Security Managerのマスター・セキュリティ・キーとホストのセキュリティ・キーに不一致があ

れば，［更新エラー］ダイアログ・ボックスが開き，適切なアクションが求められます。

o ホストをスキップする：ホストの更新をスキップします。

o 次のキーでセキュアチャネルを確立する：別のセキュリティ・キーを使用してホストとセキュア

に通信します。

o 非セキュア・チャネルで通信する：非セキュア・チャネルを介してセキュリティ設定を更新し

ます。このアクションは推奨されません(特にホストのセキュリティをセキュア・モードに更新す

る場合 )。むしろ，ホストでローカルにセキュリティ設定を更新する必要があります( 「ホスト

上でローカルにセキュリティ設定を行う方法」 (473ページ)を参照 )。

類似のすべての不一致に選択したエラー処理アクションを適用するには，［類似するすべて

の不一致でこの操作を使用する］を選択します。
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注 :セキュリティ・キーの更新では，Host Security Managerのマスター・セキュリティ・キー

も更新されます。ホストのすべてで更新が失敗すると，Host Security Managerのマス

ター・キーは更新されません。

4. 結果

更新が成功した場合，Host Security Managerによって，各ホストのセキュリティ・キー/モード更

新の時刻とステータスが表示されます。

セキュリティ保護されたホスト通信のユーザ・インタフェース

本項の内容

［ホスト セキュリティマネージャ］ウィンドウ 476

［ホスト セキュリティセットアップ］ダイアログ・ボックス 478

［セキュリティキーの更新］ダイアログ・ボックス 479

［セキュリティモードの更新］ダイアログ・ボックス 480

［ホスト セキュリティマネージャ］ウィンドウ

このウィンドウを使用すると，パフォーマンス・テスト・システムのすべてのホストでリモートでセキュリティ設

定を更新できます。

アクセス方法 Performance Center host上で，［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［HP
Performance Center Server］＞［Tools］＞［Host Security Manager］を選択

します。
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重要な情報 l セキュリティ設定を更新する前に，Host Security Managerにマスター・セキュリ

ティ・キーを提供する必要があります。

l Host Security Managerを使用してセキュリティ設定を更新するたびに，

［Performance Center ホストの取得］をクリックして，ホストのリストが最新に

なっていることを確認してください。

関連タスク 「ホストのセキュリティ設定をリモートで更新する方法」 (474ページ)

参照情報 「セキュリティ保護されたホスト通信の概要 」 (470ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

ALMで定義されているすべてのホストをHost Security Manager
にインポートします。

［セキュリティキーの更新］ダイアログ・ボックスが開き，すべてのホ

ストのセキュリティ・キーを更新できます。詳細については，「［セ

キュリティキーの更新］ダイアログ・ボックス」 (479ページ)を参照し

てください。

［セキュリティモードの更新］ダイアログ・ボックスが開き，選択し

たホストのセキュリティ・モードを更新できます。詳細については，

「［セキュリティモードの更新］ダイアログ・ボックス」 (480ページ)を
参照してください。

［マスタキーの設定］ダイアログ・ボックスが開きます。ここ

で，Host Security Managerのマスター・セキュリティ・キーを更新

します。

［履歴］ダイアログ・ボックスが開き，ホストに対して行われた更

新の履歴を表示できます。表示される情報には，更新の日

付，操作 (キー/モード更新 )，更新ステータス(成功 /失敗 )が
含まれます。
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UI 要素 説明

<ホスト・テーブル> 次の情報を表示します。

l ホスト名 /IP：ホストの名前または IPアドレス。

l ホスト・タイプ：ホストのタイプ：Controller/LoadGenerator。

l MI Listener：ホストがファイアウォール越しにある場合，ホス

トが他のホストと通信する際に経由するMI Listenerの名

前。

l キーの最終更新日：セキュリティ・キーが最後に更新された

日付。

l キーの更新ステータス：セキュリティ・キーの最後の更新のス

テータス。

l セキュリティ・モードの最終更新日：セキュリティ・モードが最

後に更新された日付。

l セキュリティ・モードの更新ステータス：セキュリティ・モードの最

後の更新のステータス。

ヒント : このページの詳細を昇順または降順にソートするに

は，ソートするカラムの見出しをクリックします。表示の並び

順を逆にするには，同じカラムの見出しをもう一度クリックし

ます。

［ホスト セキュリティセットアップ］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用すると，ホストのセキュリティ設定を手動で更新できます。
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アクセス方法 ホスト・マシン上で，［スタート］＞［すべてのプログラム］＞［Performance Center
Host］＞［Tools］＞［Host Security Setup］を選択します。

重要な情報 初めてホスト上でセキュリティ設定を行う場合，非セキュア・チャネルを介した設定

を避けるために，ホスト・セキュリティ・セットアップ・ユーティリティを使用して各ホスト

上でローカルにセキュリティ設定を行うことをお勧めします。

最初のセキュリティ設定の後，セキュリティ設定をローカルに更新する

か，Performance Center ServerにインストールされているHost Security Manager
ユーティリティを使用して，システム内のすべてのホストにわたって同時にセキュリティ

設定を更新できます。詳細については，「リモート・セキュリティ設定」 (471ページ)
を参照してください。

関連タスク 「ホスト上でローカルにセキュリティ設定を行う方法」 (473ページ)

参照情報 「ホストのセキュリティ設定 」 (471ページ)

次にユーザ・インタフェースの要素について説明します(ラベルのない要素は，山括弧で囲んで表記

してあります)。

UI 要素 説明

セキュリティ・

モードの選択

次のいずれかのセキュリティ・モードを選択します。

l セキュリティ保護されていない通信を許可する：ホストが非セキュア・チャネルを

介して他のマシンと通信できるようにします(標準設定 )。

l セキュリティ保護された通信を強制する：ホストがセキュア・チャネルを介して他

のマシンと通信するように強制します。このオプションを選択する場合，通信す

る必要がある他のホストのセキュリティ・キーと一致するキー( 6～ 16文字 )を
入力する必要があります。

［セキュリティキーの更新］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用すると，すべてのホストで同時にセキュリティ・キーを更新できます。
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アクセス方法 Host Security Managerで，［セキュリティキーの更新］をクリックします。

重要な情報 セキュリティ・キーを更新すると，Host Security Managerのマスター・セキュリティ・

キーも更新されます。

ホストのすべてで更新が失敗すると，Host Security Managerのマスター・キーは

更新されません。

関連タスク 「ホストのセキュリティ設定をリモートで更新する方法」 (474ページ)

次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

すべてのホストのセキュリティ・キーを更新します。

ホストの更新を停止します。

セキュリティ・キー/セキュリ

ティ・キーの確認

すべてのホストで更新する新しいセキュリティ・キーを入力し，確認の

ためにそのキーを再度入力します。

注 :キーの長さは 6～ 16文字である必要があります。

［更新の進行状況］ 更新中，更新後のホストとそのステータスが表示されます。

［セキュリティモードの更新］ダイアログ・ボックス

このダイアログ・ボックスを使用すると，選択したホストで同時にセキュリティ・モードを更新できます。

アクセス方法 Host Security Managerで，［セキュリティ モードの更新］をクリックします。

関連タスク 「ホストのセキュリティ設定をリモートで更新する方法」 (474ページ)
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次にユーザ・インタフェース要素について説明します。

UI 要素 説明

選択したホストのセキュリティ・モードを更新します。

ホストの更新を停止します。

［セキュリティ

モード］

セキュリティ・モードを選択します。

l 非セキュア：セキュリティ保護されていない通信を許可します。

l セキュア：セキュリティ保護された通信を強制します。

更新の進行状

況

ホスト，その前のステータス(既知の場合 )，更新中と更新後のそのステータス

が表示されます。

トラブルシューティングと制限事項

本項では，セキュリティ保護されたホスト通信のトラブルシューティングおよび制限事項について説明

します。

セキュア・チャネルを介してテストを実行できない

問題の説明：セキュア・チャネルを介してテストを実行しようとすると，Controllerまたは Load
Generatorに接続できないために，テストを初期化できません。

トラブルシューティング：

テストを実行できない理由がセキュリティ・キーの不一致であることを確認します。ローカルController
から同じホストで同じテストの実行を試みてください。

エラー・ログに「セキュリティキーが一致しません」というエラーが表示されている場合，キーは一致して

いません。すべてのホスト・マシンのセキュリティ・キーを整合させてください。

テスト実行が失敗し，Load Generatorのステータスが［リソースエラー］に変わる

問題の説明：セキュア・チャネルを介してテストを実行しようとすると，テストの実行が失敗し，Load
Generatorのステータスが［リソースエラー］に変わります。

トラブルシューティング：LoadGeneratorを再度有効にするには，各 LoadGeneratorのステータスを

［稼働中］に手動でリセットします。

Host Security Managerを開くと，処理不能な例外が発生する

問題の説明：Host Security Managerを初めて開いたとき，次の例外を示すメッセージが表示されま

す。Unhandled exception has occurred....(処理不能な例外が発生しました....)

トラブルシューティング：［続行］をクリックして，メッセージ・ウィンドウを閉じます。
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第36章: ALM Performance Centerのアクセス許
可

本章の内容

Performance Centerのアクセス許可の概要 484

Performance Centerのアクセス許可レベル 484
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Performance Center のアクセス許可の概要

プロジェクトとモジュールへのユーザ・アクセスは，それを使用できるユーザ・グループを定義し，アクセス

許可レベルに基づいて各ユーザ・グループが実行するタスクのタイプを決定することで制御できます。

次の項では，HP ALM Performance Centerに固有のアクセス許可レベルについて詳細に説明しま

す。これらのユーザ・グループとアクセス許可を表示，定義する方法の詳細については，『HP
Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

ALM Performance Centerに固有のアクセス許可の詳細については，「Performance Centerのアクセ

ス許可レベル」 (484ページ)を参照してください。

Performance Center のアクセス許可レベル

次に，HP ALM Performance Centerに固有のアクセス許可レベルを示します。

本項の内容

l 「Performance Centerの管理のアクセス許可レベル」 (484ページ)

l 「ラボ設定のアクセス許可レベル」 (485ページ)

l 「Performance Centerのラボのアクセス許可レベル」 (487ページ)

l 「Performance Centerのテスト・ラボのアクセス許可レベル」 (489ページ)

l 「Performance Centerのテスト計画のアクセス許可レベル」 (490ページ)

l 「ラボ・リソースのアクセス許可レベル」 (490ページ)

l 「タイムスロットのアクセス許可レベル」 (492ページ)

Performance Centerの管理のアクセス許可レベル

次に，ALM Performance Centerに固有の管理タスクを示します。その他の管理タスクの詳細につい

ては，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してください。

エンティティ＞アクセス許可レベル 説明

［Performance Center］＞［スタン

ドアロン アプリケーションのダウン

ロード］

ユーザ・グループは，ALM Performance Centerを使用するた

めに必要なスタンドアロン・アプリケーションをダウンロードでき

ます。

［Performance Center］＞［一般

設定の更新］

ユーザ・グループは，Performance Centerの一般設定を更

新できます。

注 : ラボ管理のみ。

［Performance Center］＞［My
Performance Center へのログイ

ン］

ユーザ・グループは，My Performance Centerにアクセスできま

す。

注 : ALMプロジェクトのみ。
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ラボ設定のアクセス許可レベル

［ラボ設定］タブには，ラボ管理で利用できるラボ設定エンティティと対応するアクセス許可レベルが表

示されます。次に，エンティティを示します。

エンティティ＞アクセ

ス許可レベル 説明

［Diagnostics メ

ディエータ］＞［作

成］

ユーザ・グループは，ERP/CRM診断メディエータを追加できます。

［Diagnostics メ

ディエータ］＞［更

新］

ユーザ・グループは，ERP/CRMDiagnostics メディエータの情報を更新でき

ます。このアクセス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが

変更できるフィールドを指定できます。

［Diagnostics メ

ディエータ］＞［削

除］

ユーザ・グループは，ERP/CRMDiagnostics メディエータを削除できます。

［Diagnostics メ

ディエータ］＞［メ

ディエータのテスト］

ユーザ・グループは，ERP/CRMDiagnostics メディエータをテストできます。

［Diagnosticsサー

バ］＞［作成］

ユーザ・グループは，HP Diagnosticsサーバを追加できます。

［Diagnosticsサー

バ］＞［更新］

ユーザ・グループは，HP Diagnosticsサーバの情報を更新できます。このアク

セス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更できる

フィールドを指定できます。

［Diagnosticsサー

バ］＞［削除］

ユーザ・グループは，HP Diagnosticsサーバを削除できます。

［Diagnosticsサー

バ］＞［サーバのテス

ト］

ユーザ・グループは，HP Diagnosticsサーバをテストできます。

［ライセンス］＞［ラ

イセンスの管理］

ユーザ・グループは，Performance Centerライセンスとホスト・ライセンスを管

理できます。

［パッチ］＞［作成］ ユーザ・グループは，Performance CenterのパッチをALMにアップロードでき

ます。

［パッチ］＞［更新］ ユーザ・グループは，Performance Centerのパッチ情報を更新できます。この

アクセス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更でき

るフィールドを指定できます。

［パッチ］＞［削除］ ユーザ・グループは，Performance Centerのパッチを削除できます。

［PC サーバ］＞［作

成］

ユーザ・グループは，Performance Center ServerをALMに追加できます。
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エンティティ＞アクセ

ス許可レベル 説明

［PC サーバ］＞［更

新］

ユーザ・グループは，Performance Center Serverの情報を更新できます。こ

のアクセス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更で

きるフィールドを指定できます。

［PC サーバ］＞［削

除］

ユーザ・グループは，ALMからPerformance Center Serverを削除できます。

［PC サーバ］＞

［サーバの確認］

ユーザ・グループは，Performance Center Server上でチェックを実行できま

す。

［PC サーバ］＞

［パッチのインストー

ル］

ユーザ・グループは，Performance Center Serverにパッチをインストールでき

ます。

［PC サーバ］＞［再

起動］

ユーザ・グループは，Performance Center Serverを再起動できます。

［PC サーバ］＞

［サーバの再設定］

ユーザ・グループは，Performance Center Serverを再設定できます。

［PC サーバ］＞

［ALM 接続の設

定］

ユーザ・グループは，Performance Center Serverモジュールで ALM接続情

報を定義できます。

［プロジェクト設定］

＞［更新］

ユーザ・グループは，Performance Centerプロジェクトの設定情報を更新で

きます。このアクセス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループ

が変更できるフィールドを指定できます。

［プロジェクト設定］

＞［自動起動の再

試行の管理］

ユーザ・グループは，自動起動の再試行情報を管理できます。

［プロジェクト設定］

＞［タイムスロットの

警告の管理］

ユーザ・グループは，タイムスロットの警告設定を管理できます。

［プロジェクト設定］

＞［Controller オプ

ションの管理］

ユーザ・グループは，グローバルControllerオプションを定義できます。

注 : ALMプロジェクトのみ。

［ターゲット IP］＞
［作成］

ユーザ・グループは，ターゲット IPアドレスを追加できます。

［ターゲット IP］＞
［更新］

ユーザ・グループは，ターゲット IP情報を更新できます。このアクセス許可レ

ベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更できるフィールドを指

定できます。

［ターゲット IP］＞
［削除］

ユーザ・グループは，ターゲット IPアドレスを削除できます。
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Performance Centerのラボのアクセス許可レベル

［Performance Centerラボ］タブには，Performance Centerラボ・リソース，テスト対象アプリケーション

( AUT)のリソース，MI Listener，テスト実行に関連するアクセス許可が表示されます。

エンティティ＞アクセス許

可レベル 説明

［AUT ホスト］＞［作成］ ユーザ・グループは，AUTホストをALMに追加できます。

［AUT ホスト］＞［更新］ ユーザ・グループは，AUTホストの情報を更新できます。このアクセス

許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更できる

フィールドを指定できます。

［AUT ホスト］＞［削除］ ユーザ・グループは，AUTホストを削除できます。

［AUT ホスト プール］＞

［作成］

ユーザ・グループは，AUTホスト・プールを追加できます。

注 : ラボ管理のみ。

［AUT ホスト プール］＞

［更新］

ユーザ・グループは，AUTホスト・プールの情報を更新できます。この

アクセス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変

更できるフィールドを指定できます。

注 : ラボ管理のみ。

［AUT ホスト プール］＞

［削除］

ユーザ・グループは，AUTホスト・プールを削除できます。

注 : ラボ管理のみ。

［AUT ホスト プール］＞

［AUT ホストとプールの関

連付けの管理］

ユーザ・グループは，AUTホスト・プールに対して AUTホストを追加，

削除できます。

注 : ラボ管理のみ。

［MI Listener］＞［作成］ ユーザ・グループは，MI ListenerをALMに追加できます。

注 : ラボ管理のみ。

［MI Listener］＞［更新］ ユーザ・グループは，MI Listenerの情報を更新できます。このアクセス

許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更できる

フィールドを指定できます。

注 : ラボ管理のみ。
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エンティティ＞アクセス許

可レベル 説明

［MI Listener］＞［削除］ ユーザ・グループは，ALMからMI Listenerを削除できます。

注 : ラボ管理のみ。

［テスト実行］＞［削除］ ユーザ・グループは，テスト実行モジュールからテスト実行を削除できま

す。

注 : ラボ管理のみ。

［テスト実行］＞［実行の

停止］

ユーザ・グループは，テスト実行を中止できます。

注 : ラボ管理のみ。

［トポロジ］＞［作成］ ユーザ・グループは，新しいトポロジを設計できます。

注 : ラボ管理のみ。

［トポロジ］＞［更新］ ユーザ・グループは，トポロジの情報を更新できます。このアクセス許可

レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更できるフィー

ルドを指定できます。

注 : ALMプロジェクトのみ。

［トポロジ］＞［削除］ ユーザ・グループは，トポロジを削除できます。

注 : ALMプロジェクトのみ。

［トポロジ フォルダ］＞［作

成］

ユーザ・グループは，トポロジ・フォルダを追加できます。

注 : ALMプロジェクトのみ。

［トポロジ フォルダ］＞［更

新］

ユーザ・グループは，トポロジ・フォルダの情報を更新できます。このアク

セス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更で

きるフィールドを指定できます。

注 : ALMプロジェクトのみ。

［トポロジ フォルダ］＞［削

除］

ユーザ・グループは，トポロジ・フォルダを削除できます。

注 : ALMプロジェクトのみ。
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Performance Centerのテスト・ラボのアクセス許可レベル

次に，ALM Performance Centerに固有のアクセス許可を示します。その他のテスト・ラボのアクセス

許可の詳細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ

い。

注 : ALMプロジェクトでのみ利用できます。

エンティティ＞アクセス許可レベル 説明

［結果］＞［分析］ ユーザ・グループは，パフォーマンス・テストの結果を

分析できます。

［結果］＞［照合］ ユーザ・グループは，パフォーマンス・テストの結果を

照合できます。

［結果］＞［ファイルの削除］ ユーザ・グループは，パフォーマンス・テスト結果の

ファイルを削除できます。

［結果］＞［ファイルのアップロード］ ユーザ・グループは，パフォーマンス・テスト結果の

ファイルをアップロードできます。

［実行］＞［実行の停止］ ユーザ・グループは，パフォーマンス・テストの実行を

中止できます。

［実行］＞［パフォーマンス実行中の操作］ ユーザ・グループは，パフォーマンス・テスト実行中

に操作を実行できます。

［実行］＞［パフォーマンス SLA の再計算］ ユーザ・グループは，サービス・レベル・アグリーメント

( SLA)を再計算できます。

［実行］＞［PC 実行の開始］ ユーザ・グループは，パフォーマンス・テストを開始で

きます。

［Performance Application Lifecycle］＞
［レポートの作成］

ユーザ・グループは，PALレポートを作成できます。

［Performance Application Lifecycle］＞
［データ セットの削除］

ユーザ・グループが，PALデータ・セットを削除でき

ます。

［Performance Application Lifecycle］＞
［レポートの削除］

ユーザ・グループは，PALレポートを削除できます。

［Performance Application Lifecycle］＞
［レポートの更新］

ユーザ・グループは，PALレポートを更新できます。

［Performance Application Lifecycle］＞
［データ セットのアップロード］

ユーザ・グループが，PALデータ・セットをアップロー

ドできます。

［パフォーマンストレンド レポート］＞［作成］ ユーザ・グループは，トレンド・レポートを作成できま

す。
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エンティティ＞アクセス許可レベル 説明

［パフォーマンストレンド レポート］＞［削除］ ユーザ・グループは，トレンド・レポートを削除できま

す。

［パフォーマンストレンド レポート］＞［更新］ ユーザ・グループは，トレンド・レポートを更新できま

す。

Performance Centerのテスト計画のアクセス許可レベル

次に，ALM Performance Centerに固有のアクセス許可を示します。その他のテスト計画のアクセス

許可の詳細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ

い。

注 : ALMプロジェクトでのみ利用できます。

エンティティ＞アクセス許可レベル 説明

［テスト］＞［VuGen スクリプトのダウン

ロード］

ユーザ・グループは，VuGenスクリプトをダウンロードでき

ます。

ラボ・リソースのアクセス許可レベル

次に，ALM Performance Centerに固有のアクセス許可を示します。その他のラボ・リソースのアクセス

許可の詳細については，『HP Application Lifecycle Management管理者ガイド』を参照してくださ

い。

注 : ALMプロジェクトでのみ利用できます。

エンティティ＞アクセス

許可レベル 説明

［ホストの場所］＞

［作成］

ユーザ・グループは，ホストの場所を追加できます。

注 : ラボ管理のみ。

［ホストの場所］＞

［更新］

ユーザ・グループは，ホストの場所の情報を更新できます。このアクセス許

可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更できるフィール

ドを指定できます。

注 : ラボ管理のみ。

［ホストの場所］＞

［削除］

ユーザ・グループは，ホストの場所を削除できます。

注 : ラボ管理のみ。

HP ALM Performance Center (11.52)490 / 495ページ

ユーザおよび管理者ガイド

第36章 : ALM Performance Centerのアクセス許可



エンティティ＞アクセス

許可レベル 説明

［ホスト プール］＞

［作成］

ユーザ・グループは，Performance Center hostプールをALMに追加できま

す。

注 : ラボ管理のみ。

［ホスト プール］＞

［更新］

ユーザ・グループは，Performance Center hostプールの情報を更新できま

す。このアクセス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが

変更できるフィールドを指定できます。

注 : ラボ管理のみ。

［ホスト プール］＞

［削除］

ユーザ・グループは，ALMからPerformance Center hostプールを削除でき

ます。

注 : ラボ管理のみ。

［ホスト プール］＞

［ホストとプールの関

連付けの管理］

ユーザ・グループは，ホスト・プールに対して Performance Centerホストを追

加，削除できます。

注 : ラボ管理のみ。

［テスティングホスト］

＞［作成］

ユーザ・グループは，Performance Center hostを追加できます。

注 : ラボ管理のみ。

［テスティングホスト］

＞［更新］

ユーザ・グループは，Performance Center hostの情報を更新できます。この

アクセス許可レベルを使用することで，選択したユーザ・グループが変更で

きるフィールドを指定できます。

注 : ラボ管理のみ。

［テスティングホスト］

＞［削除］

ユーザ・グループは，Performance Center hostを削除できます。

注 : ラボ管理のみ。

［テスティングホスト］

＞［ステータスの変

更］

ユーザ・グループは，Performance Center hostのステータスを変更できま

す。

［テスティングホスト］

＞［ホストの確認］

ユーザ・グループは，Performance Center host上でチェックを実行できま

す。
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エンティティ＞アクセス

許可レベル 説明

［テスティングホスト］

＞［パッチのインス

トール］

ユーザ・グループは，Performance Center hostにパッチをインストールできま

す。

［テスティングホスト］

＞［プロセスの強制

終了］

ユーザ・グループは，Performance Center host上のプロセスを強制終了で

きます。

［テスティングホスト］

＞［DP キューの管

理］

ユーザ・グループは，保留中のデータ処理要求を表示できます。

［テスティングホスト］

＞［再起動］

ユーザ・グループは，Performance Center hostを再起動できます。

［テスティングホスト］

＞［ホストの再設

定］

ユーザ・グループは，Performance Center hostを再設定できます。

タイムスロットのアクセス許可レベル

このタブには，タイムスロットに関連するアクセス許可が表示されます。

エンティティ＞アクセス

許可レベル 説明

［タイムスロット］＞［作

成と更新］

l ALM プロジェクト：ユーザ・グループは，パフォーマンス・テストのタイムス

ロットを確保，更新できます。

l ラボ管理：ユーザ・グループは，メンテナンスのタイムスロットを確保，更

新できます。

［タイムスロット］＞［削

除］

l ALM プロジェクト：ユーザ・グループは，パフォーマンス・テストのタイムス

ロットを削除できます。

l ラボ管理：ユーザ・グループは，メンテナンスのタイムスロットを削除でき

ます。

［タイムスロット］＞［中

止して解放］

l ALM プロジェクト：ユーザ・グループは，自分のプロジェクト内のパフォー

マンス・テストとデータ処理のアクティブなタイムスロットを中止し，リソー

スを解放できます。

l ラボ管理：ユーザ・グループは，メンテナンスのアクティブなタイムスロット

を中止し，リソースを解放できます。

［タイムスロット］＞

［VUD の消費の管

理］

ユーザ・グループは，タイムスロットに対して VUDの仮想ユーザの使用を

選択できます。

注 : ALMプロジェクトのみ。
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エンティティ＞アクセス

許可レベル 説明

［タイムスロット (プロ

ジェクト ) ］＞［中止し

て解放］

ユーザ・グループは，ラボ管理の任意のプロジェクト内のパフォーマンス・テ

ストとデータ処理のアクティブなタイムスロットを中止し，リソースを解放でき

ます。

注 : ラボ管理のみ。

［タイムスロット (プロ

ジェクト ) ］＞［削除］

ユーザ・グループは，ラボ管理から任意のプロジェクト内のパフォーマンス・テ

ストのタイムスロットを削除できます。

注 : ラボ管理のみ。

［タイムスロット (プロ

ジェクト ) ］＞［更新］

ユーザ・グループは，ラボ管理から任意のプロジェクト内のパフォーマンス・テ

ストのタイムスロットを更新できます。

注 : ラボ管理のみ。
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